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自己理解のサイエンス:序文
橋本邦彦*1 
The Science for Self-Understanding : Introduction 
Kunihiko HASHIMOTO 
(論文受理日 平成14年8月30日)
Abstract 
百1especi:al co此rib批ionsin this is叩e∞nsistof seven papers， which aim at investig証tmg詑Iewayof
self-underst阻dingas治eirsh訂edproblem. The SELF has mu1tiple aspects:めeself叩首1e
neuro-physiological level; the self onぬephenomenologicallevel; the self on the physicallevel; the 
self on the socia1-interactive level. These selves construct one and th母sameSELF， c叩 nectingwith 
one anotner. 11ie contrioutors belonging to di狂erentdomaIls of sωdy， sucli as psycliology， pfulosopny， 
linguistics， kinesiology and biology， wiU explicate the reali勿oftheSELF企omvarious perspectives. 
Keywords: Self， Self-underst組 ding，Multiple Aspects of Self， Reality .ofSelf 
1 特集論文の目的
自己には様々な側面がある。
( 1 )脳の神経生理学的な側面での自己:前頭
葉前連合野を中心にして生み出される自
己。
(2)現象学的側面での自己:生み出された自
己を意識化し、記憶、思考、感情などに
投射し、同一性・連続性を維持する自己。
(3)身体論的側面での自己:物理的な生命体
として、環境の中で活動する自己。
(4)社会的側面での自己:社会や他者との相
互作用により形成される自己。
*1共通講座
(1) "" (4)は、さらに細分化可能だが ω 、
それは自己のもつ多面性の一つひとつを取り上げ
てその特徴の際立ちに光を当てる作業の結果であ
って、けして自己が分裂しているということを意
味してはいない。むしろ、それぞれの側面で捉え
られる自己は、相互に影響し合い連関し合いなが
ら、一つの同じ「自己Jを構成していくのである。
私たちが日常生活の中でどのように自己を理解
しているのかを探るのが、この特集の目的である。
心理学、哲学、メタファー研究、言語学、実験音
声学、運動生理学、生物・生態学という異なる研
究領域から自己の多面性に迫っていく。これらの
研究積域は、その歴史、方法、目的、結果などの
独自性を保持しつつも、人間理解を主要な研究対
象としている点で、密接に関連しているのである。
各論文で、の成果をパッチワークのように継ぎ合
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わせていくことで、自己の真の姿が浮き彫りにさ
れるだろう。
2 論文紹介
松本敏治・前回潤の論文は二つの柱から構成さ
れている。一つは、行動論から条件付けに焦点を
当てて、人聞は意外にも環境要因に自らの行動を
支配されている事実を明らかにする。もう一つは、
分離脳患者に見られる行動や自己理解の特徴から
自己の所在を確定する上での困難さを、分離脳の
示す行動パターンから統一された自己が存在する
という暗黙の前提の疑わしさを指摘する。
二宮公太郎の論文は、フッサール哲学で、展開さ
れている志向性の基本的な構造を、知覚という最
も根源的な場面の中で考察する。具体的には、射
影・地平、時間意識・生きた現在、身体・キネス
テーゼなどについて議論し、その後、意識作用一
般にまで考察対象の範囲を広げてし、く。この考察
によって、志向性と自己との関係が説明されるだ
ろう。
橋木邦彦の論文は、身体部位を示す語を用いた
英語の慣用メタファーを分析する作業を通して、
私たちが自らの身体をどのように経験し理解して
いるのかを明らかにする。一見、多様に見える個々
のメタファー表現の根底には、認、知上の概念化を
操作する限られた数の概念メタファーが働いてい
る様子が描き出される。
匹団関'J・塩谷亨の論文は、どのような発話にも
話者が必ず存在し、どのような文書にも書き手が
必ず存在している事実を証明した上で、この話者/
書き手こそが自己を指示し、自己の視点が言語表
現に深い影響を及ぼしていることを解明する。デ
ータとして、指示詞、譲渡動詞、往来動詞を取り
上げる。
島田武・福盛貴弘の論文は、脳波の一種である
事象関連電位を用いて自己と他者の音声認識の違
いを考察している。最初に、ヒトの知覚や認知を
究明するのに使用されている方法を概観し、次に、
電気生理学的方法としての脳波を導入する。最後
に、事例研究としてP300という事象関連電位の成
分を用いた自己と他者の音声認知の違いを見る。
これら一連の考察を通して、誘発電位や事象関連
電位が脳内認知を観察するのに有益で、あることが
示される。
上村浩信の論文は、運動時の生体を理解するこ
とが運動生理学的に自己を捉えるのに重要で、ある
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と主張する。運動時においては、筋活動が円滑に
行われるために効果器官である筋肉にエネルギー
源を送り、反対に、運動不足時においては、呼吸
循環器系のシステムが筋肉で造られる老廃物を送
り戻すという現象を、脂肪細胞、骨格筋から検討
している。
若菜博の論文は、生物学、自然史、環境論の立
場から、自然、牡会、文化をキーワードにして、
そこから浮かび上がってくる自己の多様なあり方
とその把握の仕方を論じている。
以上7編の論文から、人間が身体の内と外とで、
また、自らを取り巻く環境との相互作用の中で、
自己をし功、に経験し理解しているかがはっきり見
てとれるだろう。本特集は、領域横断的な研究の
重要性と実り豊かな可能性とを、私たちに披露し
てくれるのである。
注
(1) Lakoff， George， and Mark Johnson， (1999)， 
Philosophy in the Flesh: The Embodied Mind and 
Its Challenge to Western Thought， A Member of 
the Perseus Books Group: New York. 
Sedikides， Constantine， and Marilynn B. Brewer 
(eds.) (2001)， lndividual Self， Relational 
Self， Collective Self， A Member of the Taylor 
& Francis Group: Philadelphia. 
北山忍， (1998)，自己と感情:文化心理学による問
いかけ，共立出版:東京.
以上の文献を参照のこと。
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心理学から見る「自己」
前田潤*l，松本敏治*2 
‘Self' Viewing from Psychology 
Jun MAEDA and Toshiharu MA TSUMOTO 
(論丈受理日 平成14年8月30日)
Abstract 
We state 戸ychologicalinterpretation of "Self' from two as戸ctsin偽ischapter. F出t，themech創出m
through which environment and intention inf1uence organism's behaviors and responses， are explain吋
in term of Conditioning and Social Ler鉱山gTheory. Second， the study of "Spilit Brain"， which 
resultant from surgery to patients with severe epilipsy and showed the existence two rnind in a hum姐，
are introduced. 
Keywords : behabior， Behaviorim， Conditioning， Social Learning Theory， Split Brain. 
1.はじめに 2.学習
われわれは自分自身の行動をほぼ自明のものと
捉え生活をしている。つまりわれわれはわれわれ自身
がアよぜそのように行動しているのかをよく知っている
と思って生活をしているものである。時に思わぬミス
をしたり、自分では合理的な説明のつかない不合理な
観念や信念を持っていたとしても、偶然とかたずけた
り、蟻命にその不合理さに理由をつけて何とか合理的
な説明を試みようとすることがある。
自分はなぜそのような行動をするのか、われわれ
は知りたいのである。しかし、しばしば説明がつかず
途方に暮れる。
心理学ではこのような自分の仔動の由来や自分自
身つまり自己に関わる知見を集積してきた学問崎野の
一つである。本論では、それらの知見の幾っかを呈示
しながら心理学的な立場から自己について考えるため
のキ桝を提供してみたい。
本1共通講座
*2 弘前大学教育学部
我々は樺々なことがらを日々学習している。学校の
勉強のような教科の習熟だけが学習ではなく、情緒の
発達、社会的相互交渉、人格の発達にも学習が関係し
ている。ここでは、そのような学習がどのような心理
的メカニズムをもって行われるかを日常の我々の行動
を振り返りながらみていくこととする。
2. 1 刺戟と刺戟と結びつける
はじめに、古典的条件付けと呼ばれる学習から見て
いくこととする。条件づけあるいは条件反射というと
パブロフの犬の話を思いだす人も多いと思う。パブロ
フはもともと消化について研院していたが、その際、
実験用のイヌが食器皿を見ただけで、唾液を流すよう
になることに気づいた。その後、この事実を組鰍ヲに
事院し、ある刺激(ベルの音など)とエサを同時に提
示しつづけることで、ベルの音だけで、唾液を流すよ
うになることを見いだした。このような反応が、人間
のあるいは自分の普段の行動とどう結びついているの
???
前回潤，松本敏治
かと思うかもしれないが、人間の行動を条件付けだけ
で説明するのはむずかしいものの、人の行動を考える
ときに、条件づけにもどっく学習は無視できないもの
である。
われわれは、いろいろな形で二つの出来事をむすび
つけている。一方カ渉方の車u戟の前触れになるという
場合を考えてみよう。給湯器のゴーという音は蛇口か
らでる水がお湯に変わる前触れとなり、カギ束のガチ
ャガチャいう音は父カ喝暢から帰って来たたきたこと
を意味するなどである。このように二つの刺戟カ湘つ
いで生じるという事態を何度も経験すると、その二つ
の聞につながりがあるというふうに捕えてしまう(連
合弘
古典的条件付けの中心概念は「もともとは中性刺戟
(特別の意味をもたない刺紛であったものが、別の刺
戟と一対でくり返し提示されることによって、その刺
戟と連合されるようになる」ことである。つまり、い
ままでとはちがう刺戟でも同じ反応を引き出せるよう
なる。古典的条件付けでは、二つのできごとカ湘継い
で起きるということがくり返され持、前に起きたでき
ごとが後に起きたできごとを予測させる信号となる。
イヌにとっては、ベルがなった後で、ヱサがあたえら
れるということがくり返されると、このイヌにとって、
ベルはエサカ凍るという前触れになる。エサが出たら
唾液分秘がなされるということは特別に学習しなくて
も生じる反応であり、無条件反応(UCぬとよばれ、
その場合のエサは、無条件刺戟むCS)となる。上述の
手続(骨>エサ)がくり返されヱサ無しで音だけ叩唾
液分班、カ唱きるようになる。唾液分泌が音に反応する
ようにと「条桝寸けJられたと呼ぶが、この時の唾液
分泌は条件刺激(CS)である音に対する条件反応(Cぬ
となる。
2. 2 行動とその結果をむすびつける
前節で、刺戟と刺戟の関係を学習するメカニズムに
ついて述べた。さらに、人は自分がした行動とその結
果についての学習も行っている。ここでは、そのよう
な行動と結果の結びつきの学習のメカニズムを見てい
くこととする。
パブロフが見いだしたのとは別のもう 1つの条件
付けとして、オペラント条件づけといわれるものがあ
る。オペラント条件付けで、もっとも有名なのはアメ
リカの心理学者スキナーが開発したスキナーボックス
であろう。レバーを押すとエサ台にエサカ吋てくる装
置のついた四角い箱の中に、空腹のネズミをいれる。
この籍にいれられたネズミはしばらくすると探索行動
を始め部屋の中を動きまわる。たまたま、レバーを押
してしまうと、エサ台の上にエサが1っころがり出る。
空腹のネズミは、エサを食べる。再び、動きまわって
いるうちに、偶然レバーを押してエサを食べてという
経験をする。そのうち、レバーを押してはエサを食べ
るという行動が頻発し、空腹がおさまるまでこの行動
をつづけるようになる。ネズミは、空腹のときスキナ
ー箱にいれられたら、レバーを押してエサを食べると
いうことを学んだことになる。
このネズミは、自分の行動の結果にもとづく学習を
進めた。もし、その行動か報酬をもたらすのであれば、
その行動はくり返される。このような場合、正の強化
があたえられたという。もし、逆にある行動をした結
果、不快な車l織をうけるようなことになれば、ネズミ
はそのような行動をおこなわなくなるあろう。その場
合、罰があたえられたと呼ぶ。
2. 3 生活の中で生じる条件付吋
では、このような条件付けにもとづく学習は、わた
したちの日々の生活や活動にどう影響をおよぼしてい
るだろうか。ちょっと可哀相な実験だが、恐怖などの
情動を条件付け均時I能なことをしめす実験としてつぎ
のようなものがある。
小さなこどもは、急に大きな音をたてられると吃驚
して泣いてしまう。これは、大きな音に対して恐怖反
応(無条件反応)である。そこで意地悪だが、あえてつ
ぎのようなことをしてみる。こどもの側に、白いヌイ
グルミのネズミを置き、こどもが興味をもって触ろう
としたそのとき、いきなり大きな音を立てる。こども
は、大きな音に吃驚して泣きだす。これをくり返すと
こどもはネズミをみただけで、泣きだし恐怖におびえ
るようになる。
もともとは、特別な意味をもたなかったヌイズルミ
のネズミがいまや恐怖の対象になってしまった。また、
特定のヌイグルミのネズミだけでなく、白くてフワフ
ワしたもの全般に対しておびえをしめすような現象
(般化)が見られる。
このように、恐怖反応を条件付けで説明することも
出来る。しかも、このような恐怖反応はなかなか消え
ない。多くの人は、恐怖反応や不適切な即t、をなんと
か刻展したいと考えているが、出来ずにいる。多くの
場合、人はー昆恐怖をおぼえた対象があらわれそうな
場面や状況をさけるようになる。そうするとその対象
(人や物)がもはや危険でなくなっていたとしても、そ
のことを学習できない。つまり危険ではないというこ
とを学習する機会があたえられないままとなる。
酒、タバコ、食べ物、薬物などの噌好の一部は学習
されたものである。これらの物の摂取は、時に環境刺
- 4 -
心理学から見る「自己」
戟に対して条件づけられるということがある。喫煙者
は、食後やーイ士事の後のような特定の状況でタバコを
欲するというのはよく聞くである。肥満の人の場合、
食事をとる環境が食べるという行動を誘発することが
知られている。薬物依存などの場合はより問題は深刻
である。以前に薬物中毒の経験をもっ人は、以前乱用
していた場所や地域にもどると離脱症状の苦痛を再体
験してしまうといわれている。
心理学の世界で、実験神経症とよばれるものがある。
互いによく似ていて弁別しにくいような刺戟をつかっ
て動物に弁別実験(一方の刺戟にだけ反応して、もう
一方の刺戟には反応しないなど)をさせると、強いス
トレスを生じさせるらしく、実験が進むにつれて奇妙
な反応が生じるようになる。たとえば、丸はエサの合
図、楕円はヱサがないことの合閣を教えるとする。こ
のとき、丸と楕円の差がハッキリしていれば問題ない
が、殆ど弁別出来ないほど互いに似せて実験を行う。
その後、簡単な弁別課題にもどしてしたところ、適切
な反応カtできないままとなってしまった。イヌに起き
たことは、これだけにとどまらない。この課題を行う
前にはおとなしかったイヌが、装置の中でおびえて泣
き叫び、泣き声をあげるようになる。その他にも、実
験室に対するおびえなどの反応もみられる。ここでみ
られる状態は、人の神経症の症状とも似ている。
ここには、「長期的な逃れられない葛藤や決定困難
なストレス状況Jr錨拙甘な不安を示す行動rJr普通で
ない反応や葛藤事態の根本的解決しない反応の表出J
「特殊な方法を用いないと、長期間補去しないjなど
人の神経症の発生条件と類似の状況にある。
2. 4 行動を変えるには
いままで、古典的条件付けおよびオペラント条件づ
けの学習について見てきた。学留した行動はかならず
しも適切で社会的にうけいれられたり、本人にとって
有意味なものばかりとは限らない。時には、反社会的
な行動や叱責をもたらす有動さえも学習によって獲得
することがある。クラスで立ちさわぐ子は、教師から
の叱責をうけるかもしれないが、それは同時にクラス
全員からの注目をあびるという正の強化をうけている
のかもしれない。また、やめたいと思いながらどうし
てもしてしまう行動(喫煙だったり過食だったり)をも
ってる人もいる。このような行動に対してどのように
対処していけばよいのだろうか。これに対する答は、
その心理学のアプローチが異なれば、回答も異なる。
精神力動的アプローチをとる研究者は、あなたの過食
を幼児期や成育上の経験によるものとみなし、埋もれ
た記憶を掛りおこすことが問題を解決するとみなすか
もしれない。行動主義者は、内面の記憶より過食とい
う行動を規定している外的要閣を統制する方法を指導
してくれるかもしれない。認知的アプローチをとる人
びとは、あなたカ淋部にある刺戟をどのように意味付
け捕えているかが重要と考えるかもしない。また、人
間学的モデルでこの間題に接近しようとする人は、あ
なたが自分自身を自曜に把握し人間的に成長し自分の
基本的潜剖肋を発揮することこそが重要であると考
えかもしれない。このように心理学においては、一つ
の問題に対していくつもの解決法が示されることとな
る。
ここでは、人間の行動を変えるにあたって、どのよ
うなものがあるかを具体的に学習という立場から見て
行くこととする。
オペラント条件付けの基本的部分は、非常に簡単な
図式で既述できる。"ある行動が自発され、それに強
化刺戟がつづくなら、その行動が生じる可官邸主は高く
なる"とうことで、あった。ある意味では、現在、くり
返し出現している行動は、無条件反射など生得的に獲
得されたものを除けば、なんらかの形で学習されたも
のであると考える。では、その行動は除去したり、別
な行動に置き換えることが出来るはずである。
ある反応を起こりやすくさせる刺戟は、正の強化子
とよばれる。あらたな反応を形成したいのなら、その
反応に対して正の強化子をあたえるというのがもっと
も普通の方法だろう。われわれは、普段でもこれに近
い行動を自分自身に対して行うこともある。あるいは、
他人があなたに対して行うのも経験したことがあるの
ではないだろうか。適切な行動を自分がとれた時にそ
の行動に対して御褒美をあたえる。しっかりと集中し
て勉強が出来たから、ゲームの時聞をいつもより多め
にするなど。この時、強化子として使われるものは、
イヌにみられるように直接その場でなんらかの要求を
満たすもので無くてもよい。あるものを買ってあげる
という約束でもよいし、ただ単なる褒め言葉でも正の
強化子になりうる。
上述の方法は、適切と思われる行為に対して正の強
化をあたえるというものであった。しかし、不適切と
思われる行動をとめるために罰(挽悪刺輸を用いるこ
とも良く見られる。この場合も、実物理的な苦痛(お
尻をぶたれる)が用いられることもあるし、単なる叱
責(なにやってるの。)である場合がある。ともかくも、
その刺車効当人にとって嫌悪や苦痛をもよおすもので
あればよいということになる。
このような嫌悪刺戟をもちいたコントロールの方法
には3つの種類がある。逃避、回避、罰である。ある
行動をすると嫌悪刺戟を止めさせる(逃避、あらかじ
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め嫌悪刺戟をさけることが出来る(回避を考えてみよ
う。"ごめんなさい"の一言がお尻をぶたれるという嫌
悪刺戟を止めることになる。また、怒りに満ちた母親
の顔を見てふざけて笑わせようとする行動は、未然に
母親からの叱責をふせぐ行動として学習されたもので
あろう。
この二つの場合を負の強化とよぷ。つまり、既にあ
るかこれから起こりそうな嫌悪車4戟から逃げるための
学習である。
一方、罰の場合は、ある反応の後に嫌悪凍5戟があた
えられる。その刺戟が充分な強さをもっていればその
行動はすくなくとも抑制される。しかし、罰は行動を
抑制する強力な力をもってはいるが、場合によっては
期待した効果をもたないばかりか、思わぬ副作用をも
たらすことがある。罰は、様々な形で感情とむすびっ
く。罰をあたえた人物に対するうらみや自己否定感な
どと結びつくこともある。また、罰によって得られる
行動の抑制は、罰をあたえる人がいる場面でのみ見ら
れることが良くある。行動全般カ湖制されたのではな
く、罰をあたえそうな人がいる場面で行動を抑制する
ことを学んだのである。また、体罰を加えることは、
罰をあたえながら、一方でモデルを提示することとな
る。他の子に乱暴をふるったといってその子をぶった
とする。その子は体罰をあたえた大人に対して暴力を
ふるうことはないが、モデルとなる大人をみて学習し
た行動(人をぶつ)を他のこどもに対してやってみせ
ることはありうる。
われわれは苦痛や嫌悪刺戟を避けようとさまざまな
努力をするだろう。親にしかられないよう悪い点数の
テストを隠したことがあるという人もいるかもしれな
い。では、もしあたえられる背痛や嫌悪刺戟からどう
してもまぬがれないとう情況にあったとしたらどんな
ことになるだろう。これについてつぎのような実験が
興味ある事実をみせてくれる。
イヌが飛訪越えられる高さのしきりによって二つに
分かれた箱を想像してほしい。ベルでもなんでもよい
が、ベルの音を聞かせた直後、イヌがいる方の区画の
床から電気ショックが加える。しかし、もう一方の区
画は安全である。この場合、イヌは数試行の中に学習
をしてベルの音かすると安全な方に移動するようにな
る。ところが、もしこのイヌがこれ以前にどうしても
電気ショックから逃れられないような状況を経験した
とする。この経験をしたイヌは、上述のような状況に
おかれた時、かなしげに声をあげるのみで、適切な逃
避反応を学習しない。しきりを跨がせて教えようとし
てもむだであった。このような現象を学習性無力感と
いう、自分の行動が外界をコントロールしえない、嫌
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悪刺戟を回避することができないことを、まさに"学
習によって"無力感を学んだのである。人間において
も問じく学習性無力感が生じることが知られている。
2. 5 実体験によらない学習
以上のように環境や刺激が人の反応や行動におよぼ
す影響をみてきた。しかし、ある刺激はすべての人に
とって同じような意味をもっとはかぎらない。ある
人々にとって魅惑的な音楽が他の人々には雑音としか
とらえられないかもしれない。パンデューラは社会学
習理論の側面から人は自分自身の行動に対して制御を
加える存在だとみなす。人びとは、外界の刺戟や環境
をただそのまま受け取るのではなく、みずからの認知
機能にもとづいて、その刺戟や環境を意味づけ、比較
したり、対照したりをおこなう。この意味では、この
ような認知機能こそがわれわれと外界をつなぐ架け橋
となる。このようにみなすとき、他者の行為やその結
果をみることによって成立する観察学習や喜歌日を変え
ることによって行動を変えることカ河I能となる。
2. 5. 1 観察学習
われわれは、みずからやって見なくても学ぶことは
数多くある。友人がやるゲームを側で見ながら、攻略
法をみにつけることも、観察を通しての学習である。
また、友人の異性への声のかけ方や話し方をみて対人
的なスキルを学ぶこともあるだろう。もし、やってみ
ないことには学習できないとすれば、常に大きなリス
クを負うことになるだろう。
2. 5. 2 認知的行動変容
われわれが外界と向き合う時に、さまざまな思身、
言語やイメージがその仲介をしている。たとえば、複
雑な工作模型を組み立てたドライブの計画を立てたり
りする時、「最初は、こうして、つぎに…jと言葉や
イメージを使いながら計画をたてていく。
このようにわれわれには自分の思考を制御するスキ
ルを有している。このようなスキルをオペラント条件
付けの技術とむすびつけることで、行動を変えていこ
うとするアプローチがある。気分か落ち込んだりした
時に、人は自分の行動や性格それまでのやり方につい
て否定的に考えるだろう。「どうしてあんなことをし
てしまったんだろう。どうせおれはだめだ。あんなふ
うにすべきではなかった」このような形での思考は、
自己肯定感を下げ、さらに種々の否定的感情と不適切
な行動を引き起こす。このような状態から抜け出すた
めには、1.自己観察、 2.桔抗的思考、 3.変化について
の認知という段階を必要とする。
心理学から見る「自己J
自己観察では、自分自身の行動を注意をむける。こ
の際、客観的な指標をつくり日記などにとどめておく
とよい。その中に、その行動が生じた状況と結果、そ
して回数などを書いておく。たとえば、現煙などをイ
メージしていただくとよいかもしれない。そのように
自己の行動について記載しモニターするだけで、なに
がその行動を引き起こしているのかを知ることが出来
るかもしれない。
つぎには、現在の行動をあらたな行動や思考に置き換
える必要がある。不安に対して「自分はだいじようぶ
だJと言い聞かせ、にっこりと笑ってみるというよう
な。最後に自分の行動を制面する。うまくいったのは、
「自分がこういうふうに働きかけたからだJと制面を
する。人によっては、どんなにことがうまく運んでも、
それは自分の行為や行動が原因ではなく、問題がやさ
しかったからとか運がよかっただけだとか思う人もい
るかもしれない。しかし、これではあらたな行動の有
効性を持続させることは出来ない。
2. 6 まとめ
このように考えてくると、われわれの行動は思って
いる以上に環境の要因に支記されていると思えるかも
しれない。あるいは、おもった以上に人間とは自己を
制御する内的な力をもってると思われた人もいるかも
しれない。内的な力や意志のどちらかだけが、われわ
れの行動を決定してるわけではない。外的な環境がど
うしようもなくわれわれの行動を決定しているわけで
もない。環境は行動に働きかけているし、行動も環境
に働きかけている。環境と行動に対して制御をおよぼ
すことカf可能であるし、その結果が自らを変えること
につながる。
3.脳と自己
心理学の中では以上のように、外部環境によって実
は人間行動が決定されている面があることを学習心理
学という立場から明らかにされている。内的な力や意
志と環境が関わりながら人間の行動は制御されている
のである。
それでは行動の主体である我々自身とは何で、自己
(私)の所在はどこであろうか。このような間いは非
常に漠然としており、問いとしても古く、多くの先人
達が様々な立場や角度から取り組んできたのである。
私の魂、私の心の所在はどこか。それは心臓ο、ー ト)
である、肝である、頭である、と自己の所在を局的ヲ
に捉えるとらえ方であっても幾つかの見解があること
をわれわれは日常感覚から知っているのである。しか
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し、現代では自己の所在は心臓でも、肝臓でもなく、
脳であるというのが一都駒な見解となっており、それ
もまたわれわれの常識である。
これは現代の目齢停の進歩によって富に明らかにさ
れてきたところであるが、この日陣中学の進歩に伴って
自己の所在についての複雑性もまた明らかにされてき
たのである。それは移植医療からの臓器記様、あるい
はセマンティックマーカーなどの用語からも推察され
るように自己の局在性という観点から見ると対立する
ような事象カ鴇積され、あるいは見解がまとめられつ
つある。ここでは、こうした自己の脳の局在性に対す
る挑戦的見解ではなく、様々な脳研究がある中で自己
の所在について考えを深めざるを得ない知見をここで
は車託介したい。
われわれが疑いようもなく一個の私と捉えていると
らえ方がどこまで確かと言えるのだろうか。
3. 1 分離脳
ここで紹介する知見とは、分醐歯に関わって得られ
た知見である。分離脳とは、われわれの脳は右脳と左
脳からなり、それぞれが機能分担していることが知ら
れている。それは、ウェルニッケ、ブローカなどの脳
神経学者が 19世紀後半に、生前言語障害を示した患
者の解剖部検などから脳の言語的局在性に示唆を与え、
もっぱら人間の言語活動が左脳に局在していることが
知られるようになった。主に言語を中心とした研究か
ら左脳を優位半球、右脳は目立った役割的証拠に欠け
ていたために劣位半球と名付けられた。
この左右両半球は内部で2億を超えるこユーロンか
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図2:ガザニガ (1994)
らなる脳梁によって結ばれている。そしてこの半球間
樹監は両半球の同一領域を図1のA のように結合し
ており、 Bのごとく一方の半球から出た半球間樹齢
反対側半球の同じ皮質麗にたどり着く。
この両半球をつなぐ繊維の大部分は感覚知覚機能を
持つ領野同士をつないでいるので2つの領野間で情報
の交換が生じると考えられる。空間の右半分に関する
感覚情報はそのまま左半球に描かれ右半球は左半分に
関する情報を受け入れる。これが半球関伝達によって
一つの完全な心理空間の幻影を図2のように作り上げ
る機構であると見なされるのである。
よく知られているように 1960年代に、てんかん発
作の抑制にこの脳梁切断が有効だとされ、腫蕩などで
切断された以外、多くのてんかん患者がこの脳梁切断
を治療のために行った。治療のために行ったので本来
は治療成績が問題となるわけだが、この手術によって、
右脳と左脳の連絡が袖たれた状態、つまり一人の人に
右と左に分割された目齢者存在する抗態が人工的に作ら
れたこととなったのである。この状態を分醐菌と言う。
3. 2 分離脳患者の示す特徴
分離脳となった患者は、自己と脳の局在性を考え
る上で大脳の左右半球に関わる非常に興味深い事実を
残してくれた。つまり脳を二つにしたときに人間の意
識のメカニズムが二重になるかという興味が起きてく
る。この興味に対する研院が行われているので、ここ
ではこれに関わる知見を紹介したい。
その前に理解しておかねばならないことは、視覚
系の神経分布は片目に投射された情報か両半球へ同じ
ように投射されるようになっているということである。
それゆえ情報を片半球だけに提示していることを保証
図3:ガザニガ(1994)
するためには被験者は一つの点に注視しなければなら
ない。これによって図3で示すような解剖学的配置の
ように右視野に提示された情報は左半球へのみ搬すさ
れるのである。
3. 2. 1 分割意識
左半球の意識は言語活動によって現れてくるので
捉えられるだろうが、右脳は果たして捉えることが出
来るのか、また、どのような現れ方をするのか、右脳
の言語的な特性と臨界を明らかにする試みがなされて
いる。
被験者は P.Sと名付けられた患者である。 P.Sは
言葉を話さない右脳に様々なものの絵を提示された。
そして一連の文字から適当なものを選問駒亨よく並べ
て名前を綴るように求められたのである。この状況で
彼は上手く文字を並べることが出来たことから、
さらに右脳の主観的かつ個人的質問が行われた。
方法は、質問の中のキーワードに当たる部分だけ
を左視野に呈示され、右脳にだけ情報が投射されるよ
うにしたのである。
「あなたは誰ですかj という質問に文字を正しく
配列することが出来た。
続いて「あなたの好きな女友達は誰ですかJと質
関されて P.Sは「日tsJと綴った。これは当時の彼の
ガールフレンドの名前であった。このようにキーワー
ドを替えて「人Ji趣味Ji曜日Jr仕事jと次々に質
関された。「あなたのしたい仕事は何か」という質問
に対して右脳は「自動車レースjと答えたが、しばし
ば彼は「製図家Jになりたいと言っていたのである。
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テスト直後に同じくどんな職業に就きたいかと質
関されたとき彼は「えーっと製図家になりたいJと答
えた。
ともかくこの実験から、劣位半球で主たる役割を
持たない半球とさえ割コれていた右半球も意識状態に
値する性質を持っている、つまり自己の感覚を持って
いることが示唆されるとされた。なぜなら右半球も名
前を持っており、感情もあり、なりたい職業(この場
合自動車レース)、つまり目標や夢を持っていると言
えるからである。
さらに P.Sに対して善悪判断も行っている。それ
は幾つかの単語を視覚的に右脳と左脳に呈示し、その
後に善いから悪いまで7段階謝面をさせたのである。
すると、概して右脳は左脳に比べ否定的な=嗣国を下す
傾向を示した。換言すると右脳と劃脳は異なった意識
の側面があることを示唆したのである。
好悪判断ではこのような右脳と左脳の違いははっ
きりと現れず、むしろ一致する鯛匂を示した。
3. 2. 2 行動を説明する意識
われわれは意識できることは僅かのことであるこ
とを経験上知っている。つまりわれわれは意識できる
こと以上の活動に携わっているのである。それは、例
えば力動精神医学、精神分析学;が無意識の思考過程と
呼ぶ心理過程を想定している。一散に右脳の思考過程
は非言語的・非論理的思考過程であると言われ、また
情動思考過程への関わりが深いとも言われる。つまり、
確かにわれわれは意識が掴みきれない環境からの多く
の束i臓に常に曝され、さらにわれわれ自身の内部も情
動や夢想、貯蔵されている記憶が絶えず生起している
のである。こうした様々に生起する事柄を意識はつか
み取れなくともわれわれの行動に影響を与えている。
このようなことを考える上でも分離脳患者は示唆
を与えてくれるのである。
P.Sはどちらの半球に言語的命令を与えられでも反
応できるが、左半球に与えられjこ刺激に対しては言葉
(発言語言語)で表現することが出来る。
一連の研究の中には、右半球しか知らない命令に
P.Sが反応した際、なせそうしたのかという質問に左
半球がどのように対応するのか、その仕方に関するも
のがある。つまり左半球にどうしてそうするのか尋ね
たときに、実際は知らない左半球がどのようにそれを
説明するのかという課題に左半球は直面するのである。
図4はその状況を示している。
例えば「笑えJという言葉を右半球に呈示すると被
験者は笑いはじめた。そこで理由を開くと「だって、
あなたは本当におもしろい人だjと言った。「こすれJ
という命令が呈示されると被験者は手の甲をこすった。
そして命令は何だったのかを聞くと「痛いJと答えた
のだ。「こすれJよりも「痛いJというのは上手い説
明になっているように思われる。「ボクサー」という
言葉を呈示されたときには動作ボクサーの動作を示し
た。そして何を呈示されたのかを尋ねられると仕草を
頼りにしながら「ボクサーJと述べたのである。
また、タキストスコープで検査された別の分醐菌女
他患者は、中性的な幾何学図形の中にヌード写真カ粉
れ込んでいて右半球に投射されると、その女性は顔を
図4:ガザニガ(1仰の
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赤らめくすくすと笑いだした。そこで「何を見たので
すかJと尋ねると「いえ、フラッシュだけでしたJと
答え再び口元を押さえて笑い出したので「どうしたの
ですかJと尋ねると「先生、先生は何か仕掛けました
ねjと答えたのである。
これは示唆的である。つまりもしも分離目瞬、者と知
らなければ、初めの例では精神分析学的立場から見る
とこの患者は、本当のことを抑圧したと捉えられるで
あろうし、女性患者は葛藤をもたらす性的材料の知覚
を抑圧した典型的な行動ととらえるであろう。そうで
なくとも表現を避けたと捉えるに違いない。
分離脳患者ではなくとも、健常者にも同種の行動が
みられる。それは例えば、相手が仮に口では「あなた
を好きよJと言いながら顔の表情は「嫌いだ」という
ことを示している場合、左脳は言語を理解できるが、
右脳は言語を容易には理解できないので非言語的メッ
セージを強調して受け取ることになる。このとき論理
的な思考を行う左半球によって右半球の受け取ったメ
ッセージは切り取られることになるかも知れない。も
しも相手が「嫌いよJと言って表情や仕草が「好き」
ということを現しているときも同じことカ瀧きる可能
性がある。
また、右脳は行動指j御に関わることは出来ても言語
的にその行動を説明するのは左脳である。左脳は自ら
の行動の理由を知らなくとも行動を解釈し言語的かっ
論理的に説明しようとするようである。つまり本当の
理由がわからなくとも左脳は行動の論理的な説明を与
えようとする傾向があることを分離脳患者は教えてく
れている。
3. 3 自己の所在
こうした右脳についての意識の調査をするために
は右脳が言語表出できることが必要である。しかし、
例えば27例の分離脳患者のうちでこうした言語表出
が出来るのは2例だけであったという。
つまり 2例は右半球は独立した意識を持っているこ
とを示した。多くの分離脳患者は右半球の言語的に洗
練した性質は欠如しているという事実もあるのである。
それゆえ右脳は独立した意識を持ちうるということが
示されたのであって、全ての人が同じように左脳と右
脳カヨ独立に意識を持ちうる証拠が得られたことにはな
らない。
しかし、右脳は言語を持たなくとも非言語的情報を
受け取り、メッセージとして解釈し判断する能力を持
っていることは示されている。例えばそれは、血管造
影が行われるときに使われるナトリウムアミタールに
よって左脳が眠らされているときに、左手にものを持
??
図5:ガザニガ(1994)
たせ、何を渡したかに言語では答えることが出来なく
ても、図版を見せられると与えられたものを選び出す
ことが出来るという事実に見ることが出来る(図5)。
われわれは、自己の所在を脳に局在化して捉えるが、
脳の機能は左右同一ではないばかりか、異なる意識が
併存している可能性も分融商から示唆されるのである。
先の例の P.Sは特別な例かも知れないが、左脳と右
脳では同一対象に対する貯悪の判断は樹ユ一致してい
たが、善悪の判断は異なっている傾向が示されていた。
また、こうした先端脳患者でなくとも左右半球の機
能的分割がある事実は、左右半球が外界から受け取る
メッセージの質が異なっている可能性を示唆し、異な
る質のメッセージ解釈が同居している状態が作られ得
る。
そして左脳に言語機能が局在化しているので、われ
われが言語的に外界のメッセージを解釈し、それに即
して行動しようとするときには、言語的判断に偏って
判断を下す傾向カ巧虫くなる可有国主を示唆する。しかし
それは、非言語的なメッセージに対する右脳の解釈と
矛盾する可能性を常にはらんでいる。善悪判断という
点では特に、左右の判断が異なっている傾向があった
ことは、患者の個人的な傾向だったのだろうか。よく
漫画チックに天使と悪魔が耳元で対立したメッセージ
を送る描写があったが、右脳と左脳の善悪判断が異な
っていた結果から考えてみるとこれも興味深い。
心理学から見る「向己」
3. 4 まとめ
私たちは通常自己をーっと捉え、自己の所在は局在
的には脳であると疑いなく思っている。しかし、左右
両半球の特性あるいは分融商患者の行動的な特徴から、
自己の所在としての脳それ自体は必ずしも一つではな
く、左右両半球の機能的な差異やさらには異なった意
識状態を持つ可能性までもが示唆されているのである。
一般に言語を持たないとされる右脳と言語表出力を
持つ左脳は、異なった外界の解釈及び自己の行動認知
を行いながらもそれカ噺ーされた矛盾のないものであ
ろうと解釈を試みようとしているようにみえるのであ
る。言葉は持たないが言葉を持つ左脳とは異なった解
釈に基づいて行動制御する右脳と、現れてきた行動に
論理的な解釈を絶えず試みようとする。そうみると人
聞は常に矛盾と格闘する宿命を負っているように見え
るのである。
4おわりに
われわれがほぼ無条件に信じている自分自身につい
ての確証は幾つあることだろう。自分は一人であり、
自分は元々こういう人間だ。自分の行動は自分が揮し
ている。自分のことは自分が一番よくわかっている。
数え上げればきりがない。、ここで示した行動理論、
条件付け、社会学習理論、分醐討の知見は、これらの
確証に対する挑戦であるように見える。つまりこうし
た確乎たる自己というのは存在せず、外部東i臓の連鎖、
環境条件や社会的な強化の積み重ねでいかようの自分
にもなり得たのではないか。自分の行動は実は全く私
の与り知らぬ何らかの理由から起きてきたものなので
はないか、という疑念が沸いてくるのではないだろう
か。しかし、一方でこの事実はどこまで可能かという
程度についての検討は別にしても自己の可塑性、柔軟
性、あるいは自由度の高さを示すものと捉えることも
出来るのである。
一見矛盾した意識を持つかのように見える左右両半
球が統体としての自己を作り上げようとする営みに本
来の私らしさがあるのかも知れない。
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Ahstract 
τ'his treatise is intended as a guide for learning easily Husserl's phenomenology. 
Firstly we w丑1see the structure of‘;intentionality' in the case of perception and will 
learn meanings of terms ‘Noesis'‘Noemがもyle'. N ext we will see theories called 
totally‘genetic phenomenology'. And then we will inquire closely < Noesis -Noema 
>analysis in the “Ideen 1". Husserl analyses three di皿ensionsof intentionality 
distinguishing several characters of act.τもお組alys白おconsideredalso in relation 
to truth and evidence. Lastly we see the method of‘reduction' . 
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1.はじめに
普段はフッサール最初期の極めて難解な数理哲学
と格闘している私だが、フッサール哲学の中核を成
す部分をできるだけ分かり易く記述してみたいとい
うのは、私の以前からの念願であったo 今回、こ
の場を借りることにしたい。
ブッサールの文章は、術語や言い回し等の点で極
めて難解なのだが、そこに語られている内容は極め
て当然のことで、誤解を恐れず言えば、むしろ単純
である。 それは、誰にでも分かるものである。 フ
ッサーノレの言葉を普通の言葉に翻訳すること、それ
はフッサールを研究する者の義務で、あるように、私
は感じたりもする。 そしてまた、その過程の内に
私自身の思想も必ず現われるものだと信じたい。
*1共通講座・哲学
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2.知覚の<ノエシスーノエマ>構造
<知覚>とは、物に関する実際の認識のことであ
る。 日常の経験で最も基本的な場面における認識
である。 フッサールも、これを最も根源的な認識
形態と見ており、さらには「真理jを究極的に基礎
付けるものとしての地位をこれに与えている。 フ
ッサールの f志向性J理論が分析する<ノヱシスー
・ー・‘・・・・・...ー...ー一 一一ー・・"'~
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ノエマ>構造は、フッサール哲学の基本骨格ともい
うべきものだが、これを我々は、まず<知覚>とい
う場面の内で見ていくことにしよう。 図を見なが
ら考えてほしい。
我らが室蘭工大の正門を入ったところには何本か
の木が一一一「木」だと分かること自体が実はここ
での問題なのだが一一一一植えられている。 そのう
ちの或る一本を知覚している場合を例にとってみよ
つ。
視覚には、立派に枝を張った一一一一「校j という
言葉も本当はまだ使わないほうがよいのだが一一一一
この物体の<形>が見えている。 この感覚に与え
られている内容が、「ヒュレーJhyle (素材・質料)
とフッサールが呼ぶものである。 しかしそれだけ
では認識にならず、このヒュレーは、意識に積極的
に取り上げられなければならない。
この役割を果すのが、「ノエシスJNoesis (広義
で「観ることJ)と呼ばれる意識の能動的な作用であ
る。 意識は、このヒュレーを「生気づけJbeseelen 
て一一一言わば命を吹き込んで一一、それを対象
として構成すると同時に、それが「木であるj とい
う「意味jを、この対象に与える。 このように感
覚与件から対象を構成しそれが「何であるかjを規
定する意識の作用、それがここで言う「ノエシスJ
である。
他方、このようにして形成されてくる<対象>や
「木Jという「意味JSinnが、ここで「ノエマJ
Noema (広義で「観られたものJ) と呼ばれるもの
である。 rノエマJは、意識がそれを志向する一
一一意識がそれに向う一一一相手として、「ノエシ
ス」作用と相関的に、同時にその対極に形成される
のである。
このノエマとしての<対象>ないし<意味>は、
f対象そのものJ一一一いまの例では当該の<木そ
のもの>一一一ーへの「方向JSinnを示してはいるが、
しかし対象そのものではない。 r対象そのものj
(r対象それ自体J)とは、意識の意味構成作用を度外
視された限りでの対象のことである。 フッサール
自身が挙げている例を借りれば、<木そのもの>は
火を付ければ燃えるが、 f木jという<意味>は、火
を付けることもできないし燃えることもないのであ
る。
さて、フッサールは、「ヒュレーJと「ノエシスJ
は意識に「実的に内在するjが、「ノエマjは意識に
実的には属さず「志向的に内在するj、と言う。
確かに、感覚与件は、当の意識の流れのなかで、
そのつど言わばナマで与えられるものであるし、ま
た、それについて対象として把握して「意味」を付
与する作用は、当の意識が、意識の流れのなかで、
そのつど言わば一回限り遂行するものである。 意
識に「実的Jreelに属するとは、このように、その
つどの意識に実際に含まれ、意識の流れの中に実際
に座を占める、ということを言っているのである。
問題なのは、「ノエマjの存在性格である。
ノエマは意識に「実的jには属さない、と言われ
る。 これに関しては注意が必要で、ある。 後にブ
ッサールは、「ノエマを体験から切り離し実的契機
という性格をノエマに否定する根拠は存在しないj
(Hua，BdXI，S.335) として、ノエマにも「実的j
な存在性を認める記述をしているようである。 ノ
エマも、或る者が或る意味付与を現に為している際
には、当の意識の時間流の内にしっかりとした位置
を占める以上、それが当の意識に「実的jに属する
ということは、実際のところ否定することはできな
い。 rノエマは意識に実的に属さないjという『イ
デーン』におけるフッサールの言明は、「ノヱマは、
単に意識に実的に属するに留まるもので、はないj と
いう意味に取るべきであろう。
「意識に志向的に内在するJとは、<意識が為す
志向の内に存在する>ということであり、別の言い
方をすれば、ノエシスに相関する他方の契機として
意識に対して存在するということである。
ノエマのこの存在性は、そのつどの個々の意識の
流れに付着する「実的j という性格を超えるものを
有つ。 ノエマは、その都度の意識からは独立して、
同ーの存在を保つことになるのである。 私によっ
て形成される「木j という<意味>は、それを形成
した私の作用への依存を脱して存在する。 私はい
つでもそれを志向し得るし、それのみならず、誰で
もがそれを志向し得るのである。
ノエマのこの「非・実的jな性格が、もっと言えば、
いつで、も誰にとっても妥当する汎通的な存在性が、
<表現>一一一意味構成作用に「基づけj られた意
味表現作用一一一ーが成立するための基礎となり、従
ってまた、表現の意味一一一指意Bedeutung-一一ー
のイデア的統一性の根拠となる。 私が他の人に「あ
の木は美しいJと言った場合、その人も「あの木j
ということの意味を理解するb ノエマの汎通的な
存在性が、初めてコミュニケーションを可能にして
いるのである。
意識に「実的jに属するノエシスの作用が、なぜ、
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「イデアJ的存在性を有するノエマを形成すること
ができるのであろうか。 それは、実は、フッサ-
fレが把握する「意識Jそのものの存在性格に根差し
ている。 後に「還元j ということを見る際に触れ
る。
3. r発生的現象学j
「発生的現象学Jと呼び習わされている諸理論を
見ていこう。
意識が、「……で、あるJとか r.…・・が存在するJと
かとして、能動的にノエシスを働かせノエマを構成
する以前に、対象が与えられるときに既に、意識の
内で潜在的に働き出すものが在る。 これによって、
能動的な作用にとっては、対象が、 f既に与えられて
いるj という仕方で、受動的に現われてくる。 こ
のときに意識が密かに遂行しているものを明らかに
して、そのような根源的な意味での認識が発生して
くる過程を明らかにしようとする。 それが発生的
現象学と呼ばれるものである。
「射影1・f地平j
我々が何かの物を知覚するとき、必ずこのような
仕方で対象が与えられるという基盤が在る。
対象は、その時々で、必ず或る一定の側面をしか
我々に見せない。 このことをフッサールは、「対象
は射影する abschattenJと表現する。 対象は一定
の影像を切り取って我々に見せる、という意味であ
る。 我々にとって見える側面が「射影J
Abschattungである。
また、或る特定の対象は、必ず背景と共に与えら
れる。 対象と背景とを合わせたパースベクティヴ
の全体を、ブッサールは「地平JHorizontと呼ぶ。
そして、それの内で、注目されている対象を「内的
地平j と呼び、注目はされないとしても与えられて
はいる背景を f外的地平j と呼ぶ。
我々が物を知覚するとき、それが<何であるか>
を定める以前に、気付かぬままに二つのことを同時
に行なっている。 我々はまず、対象を背景から区
別して、それを浮き上がらせる。 しかし、対象は、
我々に対して射影している側面と射影せずに我々に
は隠れている側面とを有つ。 この隠れている側面
が在るのだということ自体、我々の意識の潜在的な
働きの産物である。 我々は、この見えない部分を
補いながら、見えている部分と合わせて、意識の内
で統一することによって、一つ立体として、一つの
対象を知覚するのである。
「 ?
?
? ?
キーワードをまとめておこう。
「射影J:対象が見せる一定の側面
「地平J:パースペクティヴの全体
;( (射影…もの内的地平(対象)
射影していないもの
j 外的地平(対象の背景)
時間意識
ブッサール自身が挙げている例で始めよう。
我々が或るメロディーを聴いているとき、いま聞い
ている音を、直前の音や直後の音と、つねに関係さ
せながら聞いている。 音程が「上がるJとか「下
がるJとかいうことは、これによって初めて可能と
なる。 そして、フッサールによれば、これが我々
の源初的な時間意識である。
「現在jは、意識にとって、各々が点のように孤
立した一瞬一瞬ではなくて、少し前の fたったいまj
と少し後に来るであろう「すく守のいまJとを共に抱
え込んだ、一定のはぱを有ったものである。 それ
らが、核としての「いまJの周りに引き寄せられて
いる。 それが「生きた現在JLebendige Gegen-
Wぽ tである。 そしてフッサールは、「たったいまJ
を意識に留めておく働きを「過去把持JRetention 
と呼び、 fすぐのいまj をそうするのを「未来把持j
Protentionと呼ぶ。
ここまでの範囲が、「現在Jということの時間意識
である。 さらにフッサールは、我々が普通「過去j
と呼ぶものの意識を「過去志向j と呼び、我々が普
通「未来Jと呼ぶものの意識を「未来志向jと呼ぶ。
f現在jの意識に含まれる「過去把持j も、それが
遠く過ぎ去るものを顧みるにつれて「過去志向」へ
と落ちて行き、「現在jの意識に含まれる「未来把持J
も、それが遥か先を臨み見るにつれて「未来志向j
へと期んで行くのである。
キーワードをまとめておこう。
! r生きた現在J
{核と…まJ
「たったいまj一一「過去把持J(=今過去志向)
fすぐのいま」一一一「未来把持J(斗未来志向)
身体性・ fキネステーゼj
身体は、知覚における空間的契機の原点となる。
「ここJと「そこJとしづ空間の基本的規定は、身
体が基点となる。 また「前後Jr左右Jr上下j と
いう方向性の規定は身体の姿勢が決定する。 現象
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学的なこの空間規定こそが根源的なものであり、
統一的・客観的な意味での三次元空間はこの根源的
な空間経験から形成・構成されたものである、とフッ
サールは考える。
この「原点jは自発的に動く原点である。 そし
て、動きながら知覚するとき、そこに働くのがキネ
ス}ゼKinasthese(運動感覚)である。 これは、
キネーシス(運動)とアイステーシス(感覚)とか
ら成る合成語だが、それは、単に自分が運動してい
るという感覚のことではなく、運動しながらする感
覚のことである。 自分の位置や向きを変えながら
物を見るとき、地平や射影が変化する。 意識は、
変化するこの視野や対象の方に向っている。 その
ときに、わざわざ注意を向けなくても自分の動き方
が潜在的に分かっており、それを地平・射影の変化
と総合する能力が意識には在る。 それがキネステ
ーゼの働きである。
<動きながら見る>という、我々がいつも経験し
ているこの場面を認識論の内へ取り込んだこと、そ
して、<身体>ということに対して、単なる認識の
対象としての地位ではなくて認識の主体としての
役割を新たに与えたこと、これらは、近世哲学が欠
き、フッサールが現代哲学に持ち込んだ、重要な契機
である。
キーワードをまとめておこう。
原点としての身体一一「ここjと「そこj、方向 i 
自発的に動く原点 i 
i運動感覚 i 
i 主体としての身体 i 
知覚の発生
以上三つの項目での受動的発生の分析を、総合し
て考えてみよう。 我々は、物を知覚する際に、対
象をぐるりと廻り込んで見るということをよくする。
そのとき、「キネステーゼjが働き出す。 f地平j
や「射影Jが変化し始めるが、この変化を、我々は
自分の身体の運動に関わらせて受け取る。 さっき
は対象のあの側面のあの模様が見えていたことを私
は f過去把持j していて、いま見えている模様と比
べることができる。 そして、さらにこっちの方向
にこう回り込めば模様はこうなるだろうと「未来把
持Jしたりする。 こうして、知らず知らずのうち
に、一つの対象が意識に与えられているのである。
一・一・ー・ー・-・一・-・一・・-・ー・ー・ー・ー・-・ー・-・ー・ー・ー・ー・-・ー・ー・ー
4. (ノエシスーノヱマ>分析
さて、いよいよ我々は、フッサール哲学の中核を
成すところへ入札ブッサールが<ノエシスーノエ
マ>構造の詳細な分析を示した『イデーン』第一巻
第三篇の内容を見ることにしよう。 ここでは、志
向性の成素である「ノエシス」や「ノエマJも広い
意味で用いられ、また意識作用の性格も知覚だけで
なく全てのものが考えられている。
志向性の基本成素
先に知覚の<ノエシスーノエマ>構造を見た際に、
ノエシスについて、 f意味を形成・付与するj作用と
して説明し、その形成された「意味Jがノエマであ
ると説明した。 しかし、そこでの<ノエシスーノ
ヱマ>は、志向性の或る一つの面を示したものに過
ぎない。 ブッサールは、意識の志向性が、三通り
の基本的な要素から成る、とする。 これをノエシ
スの方からみれば、「統握J• f定立j・「直観Jである。
ノエシスの各要素に対して、ノエマの各要素が対応
する。 願に見ていこう。 整理しやすいように図
を付する。 それぞれの対応において、「…H ・H ・..J 
(点線)の左側がノエシスの契機で、あり、右側がノ
エマの契機で、ある。
端接 ."' "'…・意味の『核J(fなにjである約一一一ノエマ9意味寸
意議作用ーす定立・…..・H ・-…存在様相(存在の確実さの程度〉 ト全きノエマ
L直観…・・H ・M ・..充期生〈朋語性の程度)_______ ---l 
f統握j と意味のf核J
「統握JAu宜assungとは、志向している対象に対し
て、それが「何であるかj ということを把握する意
識の働きであり、それによって対象に与えられる規
定が、「意味の核Jとしての「ノエマ的意味Jである。
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既に知覚の<ノエシスーノエマ>構造において見た、
「意味付与j としてのノエシスと、形成された「意
味Jとしてのノエマは、これのことである。 wイ
デー ン』では、 f意味jという概念は、広義のノエマ
と同じことを指すほどに広義で考えられており、そ
フッサール哲学早分り
確信….....・ H ・..・ H ・-…確実的
察知...・ H ・.・ H ・.・ H ・..・可能的
剖定立 ! 推測...・ H ・..・ H ・.・ H ・..蓋然的
疑問…......・H ・...・H ・-問題的
懐凝・….....・ H ・...・ H ・-疑わしい
e蛇. 卜一現実性
「ー 肯定(強調)・…....・H ・強められたf…j
肯定・否定--L一命(打ち消し)……「…でないj
中立化(想定) .・ H ・..・ H ・..・ H ・..・ H ・-…・ f想定された…j 一一一非現実性
の際には、「何であるかjという最も中核的な要素が
「意味の核Jと呼ばれることになるのである。
この「統握jに際しては、同一の対象を二通りに
意味付けることも、逆にこ通りの対象に向ーの意味
付けを与えることも、可能である。 例えば、一枚
の絵皿を一個の食器と観たり一個の装飾品と観たり
するのは前者の例であり、また、宵の明星と明けの
明星とを「太陽系第二惑星j として観るのは後者の
例である。
「定立jの性格と存在様相
ノエシスというのは、対象を志向する意識の作用
を広く指す語であって、いままで見てきたような「意
味jを形成・付与する「統握jだけを指すものでは
ない。 これから見る f定立j という作用も、ノエ
シスの重要な作用である。
「設定立Jと呼ばれているものの内に分類されて
いるのは、意識の信念、作用の基本的な諸形態である。
最も強い「確信j一一ウアドクサとも呼ばれる一
一一ーから、信念、の強さに従って、図に列挙された様々
の段階を有つ。 それらに相応して、ノエマ側にも、
図に列挙されたように、確実さの様々な段階が現わ
れる。
「肯定・否定Jは、信念の内容と相関的に関わる。
「肯定Jは、例えば、「間違いなく…・円であるjと強
調する。 r否定jは、例えば、 f……は確実だとは
言えないj という形で信念と関わることも在れば、
逆に r..・...でないことは確実だj という形で信念と
関わることも在る。
以上が、現実の存在一一ーその成否や程度はどう
であれーーーに関わるのに対して、「中立化j とは、
現実の存在には無関心に、単に想定する作用である。
対象の存在様相を意識による定立の諸相に従わせ
るという考え方は、現象学こそが説得的に取り得る
ものである。 この考え方の内に我々は、「存在す
るJとは、認識論的には「定立されるj ということ
に他ならない、ということを洞察できるのである。
????
「定立JSetzung/Thesisとは、存在するものとし
て「立てるJr置くJという作用である。 統握され
たノエマ的意味に、「存在Jに関する契機を付け加え
ることである。 意識は、様々の様相においてこれ
を行なう。 ノエマの方も、単に「何で、あるかjだ
けではなく、それが「存在するj とか「存在するか
も知れない」とかいった存在様相が付け加わった形
で形成されてくる。 ノエマ的意味にそれの存在様
相が加わったノエマを「命題JSatzと言うのは、 f定
立されたgesetzt意味j ということを表現したもの
であろう。
この「定立j作用を、フッサールは細かに分類し
ている。 ここでも図を示しておこう。 同様に、
右側に対応しているのが、定立の諸様相に従って現
れてくる存在様相としてのノエマの契機である。
「直観j と充実
第三の成素である「直観JAnschauungというの
は、<何であるか>と存在様相とが共に規定された
f命題Jを、「真jなるものとして充実させるように
働く意識の作用である。 これによって、ノエマの
方には「明証性」が現われてきて、車観による充実
の強さに応じて、明証性の程度も規定されることに
なる。 例えば、眼の前の花について「ここに赤い
パラが在るJという判断を自分の内で(口に出して
表現しないまでも)為したとしよう。 この認識が、
極めて明断で判明な感覚的な知覚内容によって「充
実Jされているならば、それは明証的であり f真j
なる認識だと言ってよい。 しかし、周りが暗くて
知覚内容が充分に明噺・判明で、ないならば、 f充実j
の程度が弱くて明証性が充分で、なく、確実に f真J
なる認識だとは言えない、ということになる。
「命題」が「直観jによる充実を受けて明誌の程
度を具えるようになったノエマを、「全きノヱマJと
いう。 それは、意識作用が規定し得る限りの形式
を規定し尽くした対象である。
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なお、この段階の<ノエシスーノエマ>関係は、
後に見る「真理と明証jの問題に、実質的に関わっ
ている。
作用性格と「基づけj
これまで、我々は、主に知覚という場面を念頭に置
いて、ブッサールの考え方を見てきた。 フッサー
ル自身、知覚を最も根源的な意識経験として考えて
いる。 しかし、究極的にはこの知覚に基礎を置き
つつも、さらに彼は様々な意識段階を意識作用の性
格に従って区別している。 例によって図を示そう。
同様に、点線の左側がノエシス、右側がノエマで、あ
る。
意味表現作用・...・H ・-…….....・H ・....・H ・-…..・H ・...・H ・-……....・H ・..・H ・....…表現された意味
「意志作用-， r一意欲...・H ・.・S・H ・-…H ・H ・...・H ・-…実現すべき一一
l トー 願望・'"・ H ・….....・..…...・ H ・-……望ましい一一
I I r長に入る....・ H ・...・ H ・....気に入った・・‘・
感情作用_J L 評価ート喜ぶ・…・…H ・H ・...・H ・..・・喜ばしい・・・・
l基づけ
日 -Eで:『一→n覚 聴覚
表鎖倒一寸 戸 ! l 却担 「記憶 ; 一 一 ・鎚ゐ{ゆ 」予想、 ; 
???
? ? ?
意味構成作用
「知覚JI土、諸々の物についての実際の認識である。
「記憶Jの内で過去を志向したり「予想Jによって
未来を志向する作用が「準現前化Jと名付けられる
のは、それらが知覚に準ずるような仕方で対象を言
わば眼の前に立て置く作用だからである。 r表象j
Vorstellenとは、自分の<前に立てる>という作用
に他ならない。
表象作用が対象のみに関心が限定されているのに
対して、 f感情jや f意志jという作用には、意識自
身の価値判断が加わってくる。 例えば、「この……
は美しいj とか「この……を食べたいJとかのよう
にである。
表象作用にせよ感情・意志作用にせよ、それらは、
5.真理と明証
『イデーン』第一巻第四篇には、真理と明証に関
わる理論が展開されている。 先に触れたように、
「直観Jによる充実は、この問題に関わっている。
<ノヱシスーノエマ>分析の「真理j論的な側面と
して、これを見ていこう。
問題
「真実に存在するJi真に現実的であるJr真理で
あるj ということは、現象学的に何を意味するのだ
ろうか?
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自分の内だけで「意味j一一一広義での一一一ーを「構
成Jしている作用である。 今度はこれを他者に伝
えたいと思えば、この「意味Jを「表現j しようと
することになる。
これら三種の作用の聞には、先のものが後のもの
を f基づける」という関係が成立する。 表象作用
は感情・意志作用を基づけ、意味を構成する作用は意
味を表現する作用を基づける。 後のものは先のも
のに「基づけj られて初めて成立する。 しかしま
た、その度に新しい性格のノエマ的意味と定立様相
が加わる。 こうして、<ノエシスーノエマ>関係
の重層的な構造が現われるのである。
「判断が客観・対象と一致することjというのが「真
理jの古典的な定義である。 しかし、「客観jと言
い「対象Jと言っても、それは意識の志向によって
構成されるものなのだから、この「定義jは何の意
味も無い。 意識が形成した判断を、意識が形成し
た客観・対象に対照させているだけのことである。
最終的には、「真Jは、意識の内部で決着されるしか
ない
この問題に対して、フッサールは、 f真Jとは定立
のf明証j性Evidenzである、と答える。 そして、
「明証jとは、「命題Jが「充実Jされているという
ことである。
フッサール哲学早分り
f明証Jの諸区別
この「明証jについてフッサールは、様々な角度
から区別している。 レジュメ風にだが、挙げてお
こう。
o r感性的J直観による明証と「悟性的j直観によ
る明証一一一前者は、感覚与件を伴う知覚・想起等
により「見るj働きによる明証であり、後者は、本
質・数学的真理を「洞察」する働きによる明証である。
or原的j明証と「派生的j明証一一一ー前者は、根
元的な「なまJの明証(例えば、知覚の際、定理の
証明を遂行する際)であり、後者は、想起されたも
のの明証(例えば、記憶の際、定理を思い出して適
用する際)である。
or実然的j明証と「必当然的J明証一一一前者は、
個々の事物に関する明証(例えば、「このパラは赤
いjについて)であり、後者は、本質に関する明証
(例えば、「赤いものは延長を有つjについて)であ
る。
or十全的J明証と f不十全的」明証一一一前者は、
対象が有する諸規定の全体に関する明証(例えば、
「三角形jの諸規定に関して)であり、後者は、対
象が有する諸規定中の部分的な明証(例えば、 fこの
パラjの諸規定に関して)である。 本質認識にお
いては、十全的な明証が可能だが、事物認識におい
ては、現実には常に不十全的な明証にとどまり、十
全的な明証は、あくまでを週念であり続ける。
f明証Jの段階構造
注意すべきものとして、明証の段階構造ないし重
層構造といったものに触れておこう。
第一に、「直接的j明証(それ自身における明証)
に対して、このような直接的に明証的なものに根拠
付けられた新しい明証一一一「間接的J明証一一ー
というものも成り立つ。 例えば、証明や推論の際
の明証や、あいまいな記憶を幾つかの確実な記憶の
結合から確実なものとみなす際の明証、がそうであ
る。
第二に、「定立性格Jとの関係について。 既に見
たように信念の諸段階が区別されるのに応じて、明
証の程度も、一方から他方へ移行し得る。 例えば、
或る感覚的直観が、「このパラは赤いjという認識を
充分に充実しないが、しかし「このパラは赤いかも
知れないJという認識を充分に充実する、という場
合のように、強い定立にとって不充分な明証も、弱
い定立にとっては充分な明証となり得る、といった
ことが在る。
第三に、「作用性格jとの関係について。 既に見
? ?
?
?
?
?
たように、意識作用には、その性格から区別される
幾つかの種類が在り、それらは「基づけJの重層関
係を成していた。 このことに相応して、明証にも
重層的な「基づけj関係が成り立つ。 理論的な領
域の内部では、根元的信念(ウアドクサ)の明証が、
信念に関する他のあらゆる明証を「基づけjており、
さらに、理論的明証は、価値的領域における明証や
実践的領域における明証を f基づけJている。
6. r還元j
さて、現象学へ入るためには、方法理論的に、一
定の手続きを経ることが必要となる。 それが、 f還
元JReduktionと呼ばれる手続きである。 いまま
で見てきた現象学の内容は、そのすべてが、この「還
元jの結果獲得された、意識の在り方ないし存在次
元、また探求の方法態度、に立つことを通して、初
めて得られたものなのである。 最後にこれを見る
ことにしよう。
この手続きは『イデーン』第一巻にも記述されて
いるが、用語の混乱を避けるために、 14年後に書
かれた rブリタニカ』草稿jの記述に従うことにし
よう。
f現象学的還元j
現象学は、 f事象そのものjへ至ろうとする学であ
る。 それは、日常生活や諸科学が前提しているこ
とがらに対して、その根拠そのものを問う、という
ことでもある。 その方法は、存在するものに対し
て根底的な仕方で近づく、ということの内に在る。
幸いにして眼も耳も不自由でなければ、我々は、
光や音にあふれた世界の内に生きている。 しかし、
意識から離れれば、光は単なる電磁渡の一種であっ
て少しも明るくないし、音は単なる空気の振動であ
って少しもうるさくない。 感覚器官というものを
生物が有たなければ、宇宙には、光というものも、
音というものも、存在する場所が無い。 電磁渡が
飛び交い、空気は盛んに振動してはいても、そこは
閣と静寂の世界である。 このような世界を、我々
は、現実的な世界だとは決して考えない。 r意識J
と言えば何か主観的であって現実的でなく、他方、
客観的で現実的なものは意識からは独立した世界の
ことだ、というふうに考えるクセを、我々はもって
いる。 しかし、我々がよく知っていて、これこそ
が現実的なものだと考える世界とは、実は、既に意
識の内の世界であり、それ自体において存在するで
あろう「世界Jが我々の意識に現われたものなので
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ある。
日常生活や諸科学がその存在を前提する対象やそ
の総体としての世界は、意識に対して現われること
によって初めて、我々のものとなる。 我々は、意
識を通してしか、対象や世界に近づくことはできな
いのである。 だから、存在するものに対して、根
底的な仕方で近づく方法は、対象が意識に現われる、
その現われ方を究明する、ということの内に在る。
対象は、意識がそれに向う一一対象を「志向J
する一一一ことを通して、意識に現われる。 だか
ら、対象の現われ方を知るということは、意識が対
象を志向する仕方の構造を知るということでもある、
と言えるのである。
この志向するという意識の性質は、それ自体とし
ては既によく知られた意識の本性である。 意識は、
普段はいつも、 f自然的態度jにおいて、素朴に対象
に向い、対象やその総体である世界がそれ自体で存
在していると考えている。 しかし、対象への志向
に投入している限りでは、意識の志向性そのものは
把えられない。 この状態から意識の方向を変え、
対象を志向している意識自身へと意識を向けること、
対象から意識自身へと志向を f引き戻すJこと、こ
れが、ここでの「還元jである。
その際には、対象・世界に対して意識が素朴に有
っている一般的な存在信念は停止させられる。 こ
れが「ヱポケーJ一一一一「判断中止」一一ーと呼ば
れるものである。 世界がそれ自体で存在するとい
うことは、言わばどうでもよいこととして度外視さ
れ、 fかっこに入れJられる。 そして、それは同時
に、意識がまさに世界から超え出るということであ
る、とも言えるのである。
これによって、対象ないし世界が与えられる場で
ある「意識j という広大な領野が開けてくる。 そ
こは、世界が現われる場である。 この現われ一一
一現象一一ーの方から世界に近づくこと、これこそ
が現象学の課題である。 現象学に固有のこの場を
開くための還元であるがゆえに、この還元は「現象
学還元j と呼ばれる。 これを通して、対象ないし
世界の在り方を、意識が形成したもの一一一ノエマ
ないし「意味J一一一ーの構造の方から把握・洞察す
ることができるようになるのである。
『形相的還元j
いま見たような仕方で開けてくる<意識>という
広大な領野を、現象学は、どのような態度で研究す
べきであろうか。 このことに関わる還元が「形相
的還元jである。
現象学の方法は、単に意識に現われる事実を羅列
的に記述したりすることでないのはもちろん、いわ
ゆる心理法則のような事実的法則を探求したりする
ことでもない。 意謝宇用の各種の性質に従って、
それの一般的な本質形式一一一「エイドスJすなわ
ち「形相j一一ーを把握すること。 具体的に言え
ば、意識の働き方の一般的な構造一一一現象学的ア
プリオリ一一ーを探求すること。 これが、現象学
の研究態度である。 r形相的還元j とは、研究の
視方向を、意識の事実性から意識作用の本質的形式
へと移行させるということなのである。
既に見た、統握・定立・直観といった志向性の基本
成素や、表象・感情・意志・表現といった作用性格の区
別とそれらの聞の基づけ関係等々に関して、それら
の一般的な構造を明らかにすることは、この還元に
よって獲得される研究態度によって、初めて可能と
なるのである。
f超麓論的還元j
既に見た「現象学的還元jを通して、世界が意識
への現象であると把握することによって、私の意識
は、世界から超出することになる。 しかし今度は、
意識を個々の実在のように考えれば、それはまた、
意識を世界の内へ再び与え返すことになる。 意識
は、世界を構成する主観でありながら、しかしまた
世界の内に存在する客体となる。
そこで、世界からの超出ということを意識そのも
のにまで広げれば、意識そのものをも超出しなけれ
ばならないということになる。 このことは、意識
の存在性格を、個々の実在的な意識から超越した次
元へまで高め上げる、ということを意味する。
れを行なうのが「超越論的還元Jである。
官
、幽自
「ノエマが意識に実的には属さず、志向的にのみ
意識に対して存在するJとされたことを、思い出し
ていただきたい。 意識が、そのつどの個々の実在
的な存在性しか有たないものだとすれば、それが形
成したノヱマは、その意識の内に「実的Jに付着し
て存在するしかない。 そうなれば、意識がノエマ
として形成する世界は、そのつどの個々の意識に制
約され、言わば恋意的で悪い意味の主観的なものに
ならざるを得ない.。 しかし、ノエマは、対象その
ものではないから世界に属さないと同時に、そのつ
どの個々の意識にも属さないとされる。 こうして、
ノエマは、対象そのものに依存しないと同時に、そ
のつどの個々の意識をも超えた、「イデ、アj的な存在
性を有つことができるようにようになる。 そして、
まさにこのことこそ、「超越論還元Jの成果なのであ
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る。 意識は、この還元を通して、そのつどの個々
の意識が有つ制約から超出した次元へ高め上げられ
ている。 このような「超越論的Jな意識こそ、ノ
ヱマが存在する座なのである。
とは言っても、この「超越論的j意識は、個々の
意識とは別に、何か「神jのように中空に架かって
存在している訳ではない。 r人間はそれぞれ超越
論的自我を自己の内に有っているJと、フッサ}ル
は言う。 先の f形相的還元jは、意識作用のアプ
リオリな構造を把握するための手続きで、あったが、
「超越論的還元jは、今度は、意識そのものを「形
相j化する手続きであり、「超越論的j意識は、個々
の意識でありながら、それが「形相j化されて把え
られたものだ、と言ってもよいのである。
7.おわりに
以上で、フッサール哲学の中心的な部分は覆った
つもりである。 しかし、残された重要な諸問題も
多い。最初期の数理哲学は、私の主要な研究領域だ
が、これには全く触れていない。 また、初期から
後期へ至る論理学に関する諸研究や、最後期の「生
活世界J論についても、全く触れていない。 特に、
フッサール哲学のアキレス韓とも言える「相互主観
性Jをめぐる問題には、触れる必要が在ると思いな
がら、時間的制約から見送らざるを得なかった。
これらの諸問題は、別の機会に譲りたい。
?ょっ ?
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1 身体的経験と慣用メタファー
私たちは漠然と心(mind)は身体(body)よりも憧
れていると考えがちである。哲学の伝統的な心身
問題では、心は感じたり考えたりする心的過程を
内的に意識するのに較べ、身体は科学的法則に従
って機械論的に説明できる物質世界に属するもの
として扱っている。この考え方は、フランスの哲
学者デカルト (ReneDescartes， 1596-1650)の心身
一元論(mind-bodydualism)から深い影響を受けて
し、る。
デカルトは世界の一切を疑う「誇張懐疑jの果
てに、懐疑の根底に横たわる自己と出会う。 (1)r我
思う、ゆえに我あり (cogito， ergo sum) Jという
有名な言葉は、あらゆる物質性から独立した存在
*1 共通講座
である f私j という自己の存在を高らかに語いあ
げている。一方、身体はと言えば、延長という本
質を備えた機械的な物体にすぎないのである。
考える実体としての心は物体としての身体を支
配し思うままに操作するが、身体は心に対して積
極的な働きかけをすることができない。心と身体
のこの一方向性こそ、デカルトの思想の特徴であ
ると同時に融界でもあるのだ。一
心さえあれば身体は不要なのだろうか。身体は
心の従属物にすぎないのだろうか。この聞にはっ
きり「否Jと答えたのは、ダマシオで、ある。 (2)ダ
マシオは、病徴不覚症患者が自分の置かれている
状況全体に対し関心を示さず、表にあらわす情動
もなく、問うとわかる感情ももたない事実に気づ
いた。自己イメージが著しく弱いのである。 (3)ダ
マシオは病徴不覚症患者の特異な症例から、「から
だがなければ心もないj という結論を引き出す。
有機体としての人聞は、全体として、身体と脳と
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の活動によって自己を構築するというのである。
デカルトの考えるような、疑いを通しての捨象の
後に残る、単一で不動のア・プリオリな自己など
存在しないのである。まず、身体と脳が見える実
体として存在し、両者の多様な相互作用によって
機能的に構築されていくところに、自己の真の姿
があるといっていい。
心に対する身体の重要性は、ピアジェでも指摘
されている。 (4)ヒ。アジェによると、生後 18ヶ月
までの幼児は、思考を構築していく過程で、空間
領域やその他の知覚領域において、すべてのもの
を自分の身体に関係付ける。身体があって、考え
る自己が確立されていくのである。
デカルト以来の心と身体とを別個の実体として
分け、心の身体に対する優位性を主張する考え方
は、脳科学、心理学などの分野から否定されつつ
ある。むしろ、心と身体は分離不可能な一つのも
のであり、心こそ脳を含む身体の働きによって生
まれる機能実体であるとするのが真実に近いよう
に思われる。
身体的経験が言語能力の発達と表現形式に決定
的な影響を及ぼすと仮定するのが、 1970年代
後半より台頭してきた認知言語学(cognitive
linguistics)の立場である。 (5)なるほど、言語能
力は遺伝子に組み込まれ、脳の特定領域を占める
生得的な能力ではあるが、それが健全に働くため
には、身体的経験に根ざした情報が必要不可欠で
ある。私たちが世界をどのようなものとして認識
しているのかを反映する形で、言語能力は形成さ
れていくのである。
日常の身体的経験をいかに取り込み認知処理し
ているかを指し示す言語表現にメタファーがある。
メタフア}は、佐藤 (1978)が規定するよう
に、「ある物事の名称を、それと似ている別の物事
を表すために流用する表現法jで、伝統的にはレ
トリック(修辞法)の技法のーっと考えられてき
た。 (6)レイコフ&ジョンソン (1980)は日常
用いられる慣用メタフア}、たとえば、 f議論を盤
盤主ゑ、議論に盤2、議論を撃盤主ゑjの動詞部
分は、具体的行為の世界の経験が思考の世界に投
影されて新たな概念構造を作り上げた結果をあら
わすと述べている。 (7)彼らは数多くの慣用メタフ
ァーの根底に同様の原理が働いている事実を突き
止め、メタフア}の本質を「ある事柄を他の事柄
を通して理解し、経験することJと定義する。 (8)
メタフア}が心の思考プロセスの中枢を形作る
?
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のだとしたら、身体部位を用いた慣用メタファー
を分析する作業から、人聞が自らをいかに経験し
理解しているのかが明らかにできるのではないだ
ろうか。
以下で、主に、英語の身体部位に関わる慣用メ
タファーを取り上げ、一見、多種多様に見える表
現の根底には、眠られた数の概念化が働いている
事実を明らかにし、それに基づいて、人聞の自己
理解の実相に迫ってみたい。
2 英語の身体メタファーの考察
身体のイメ}ジは、一般に、垂直の姿勢である。
上から、頭、首、肩、胸、背、腕、足がある。頭
には、顔、目、耳、鼻、口がある。身体は、もち
ろん、見える部位にとどまらない。脳、内臓、血
管など見えない部位も身体構成上重要である。本
稿では、紙輔の都合により、可視的な主要部位の
メタファーに絞って論じていく。
2.1 からだ/肉体(body/f1esh)
プラトン以来、身体は魂を閉じ込める容器と考
えられてきた:THE BODY/FLESH IS A CONTAI肥R.
(1) He just lives to scrape enough to担思主主
soul in his body. 
f彼は生きるのに(からだの中に魂をとどめて
おくのに)やっと足りるほどの金をかせぐた
めに生きている。j
身体に入っているのは魂だけではない。 (2a)の
感覚(feeling)や(2b)のとげ(thorn)の場合もある。
(2) a. 1 don' t have the feeling for Central 
Asian music in my body. 
「中央アジアの音楽は私の肌に合わな
し、。j
b. You can imagine what!! thorn in the flesh. 
1 am to him. くT:98> (9) 
「私が彼にとってどんな悩みの種だか想
像できるでしょう。J
身体は個々の部位が集まって一緒に働くので、
特定の仕事を協同で行うグループや組織に見立て
られる。これは機能に着目したメトニミ}である:
THE BODY/FLESH ST脳DSFOR AN ORGANIZATION. 
(10) 
(3) He has set up a body called the Security 
Counci 1. <D: 1> 
「彼は安全保捧理事会という組織を設立し
た。j
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2.2 皮膚(skin)
身体を覆う皮膚は、包み込むものとして、容器
のイメ}ジをもっ:THE SK1N 1S AωNTA1NER. 
(4) 'Fhis made thema11 jump out of their skins 
wi th fright. 
「これには全員びっくり仰天した(皮膚の中
から飛び出た)oJ
皮膚は身体を保護するので、大切に守るべき貴
重品である:THE SK1N 1S A VALUABLE POSSESS10N. 
(5) You a1ways try to save your skin at other 
peop1e' s expense. 
「君はいつだって他の人を犠牲にしてわが身
を救おうとする。j
2.3 頭(head)
頭は身体の一番上にあり、脳、目、耳、口のよ
うな大切な認知器官を含んでいる。それゆえ、機
能に着目すると、グループや組織を率いる人、あ
るいは、思考の働きをメトニミー的に表す :T田
HE幼 STANDSFOR A LEADER/THOUGHT. 
(6) a. There were severa1 internationa1 
meetings wi th単語芝 of state in 
Kyoto. 
f京都で国家首脳たちとの国際会議が
いくつかあった。J
b. 1 haye.no he.l'jdfo:t"_figures. 
「私は数字に弱い。j
頭は容器に見立てられる:THE HEAD 1S A 
CONTA1NER. 
(7) Brendan is very good at ea町 yingnumbers in 
his head. (CIDE) 
「プレンダンは数字を記櫨するのが大得意で
す。j
頭は取り外しのできる所有物である:THE HEAD 
1S A DETAC出BLEPOSSESS10N.過度の働きかけがあ
れば(8a)のようにはずれてしまうし、しっかり締
め付けであれば(8b)のように正しい判断ができる。
(8) a. The dog barked at us his head off. 
fその犬は私たちに激しく(頭がとれるほ
ど)吠えた。j
b. She' s got her head screwed on the right 
可way.
「彼女は分別がある(頭をしっかりねじで
締め付けている)oJ
同様の理解の仕方で、頭は貴重な所有物である:
THE HEAD 1S A VALUABLE POSSESS10N.ちゃんと保
持していればあわてないが、失くしてしまうとあ
- 25 
わてる結果になる。
(9) a. Tuppence， though utter1y taken aback， 
neverthe1ess， kept her head.くT:164> 
「タパンスはすっかり不意を打たれたが、
それでもあわてなかった。 j
b. Even though they were under threat， they 
didn' t 10se their heads.<C1DE> 
fたとえ脅されていても、彼らはあわてな
お、っすこ。 J
頭は出発したり到着したりする場所として捉え
られる:THE HEAD 1S A LOCATION. 
(10) a. The gin a11 the guests had drunk !盟主
their heads. 
f飲んだジンにお客はみな酔っ払った。 j
b. l' m ~oin~ off my head for someone to 
ta1k to in this p1ace. くT:157> 
「ここにいると、誰か話し相手が欲しく
て、私は気が狂いそうです。」
(10a)のジンは頭という場所に到達することで
人を酔わせ、 (10b)の私は自分の頭という場所から
立ち去ることで、気が狂ってしまうのである。
2.4顔(face)
顔は様々な形(表情)に加工して身に付けるも
のである:THE FACE 1S AN OBJECT TO PUT ON. 
(11) a. He did his best to put on a brave face. 
くD:3> 
「彼は平気だという顔をしようとした。 j
b. She wore a 10nεface when she 1earned 
the bad resu1 t. 
「悪い結果を知って彼女は失望の表情を
蒋かべt-:.o J 
(l1a)では「勇敢な顔j を、(l1b)では f長い
顔Jを、それぞれ身に付けている。
顔はまた大切な所有物である :T即 FACE1S A 
V此UABLEPOSSESS10N. 
(12) a. They ran away from the problem， hoping 
it wi11 disappear of its own accord， 
1ying to save face. くD:2> 
「彼らはその問題から逃げ、一人でに解
消するものと願い、必死に体面を取り繕
おうとする。 j
b. He thinks he would lose face if he 
admitted the mistake. くCIDE>
「彼は過ちを認めたら面目を失うだろ
う。 J
2.5目(eye)
顔の中で一番注意を引くのは、目である。英語
にとどまらず、どの言語でも自に関する慣用メタ
ファーは数多くある。 (11)これは、周囲の世界の
対象物を見たり判断したりする自の機能が、知覚
認知の中核を占めると考えられるからであろう。
自は容器としてイメージ化できる:THE EYE 1S 
A CONTA1NER. 
(13) a. 1 could see the fear in his eyes. 
「私は彼の自の中に恐怖心を見ることが
できた。 J
b. She couldn' t ~ the fear Qut of her 
空ヱ主主ι
「彼女は白から恐怖を取り去ることがで
きなかった。 J<Lakoff & Johnson 1980: 
50> 
容器に入り口だけでなく出口も付けると、導管
になる:THE EYE 1S A CONDUIT. 
(14) You see London throu只hthe eyes 0f a 
tourist. くD:3> 
「観光客の自でロンドンを見なさい。 J
(14)は視離が目という導管をくぐり抜けて対象
に向かうイメージである。
目は着脱可能な対象物である:THE EYE 1S A 
DETAC出BLEOBJECT.これは、視藤誌が注がれること
が見ることを表すメトニミーに支えられている:
THE EYE ST脳出 FORSEE1NG. 
(15) a. Keep an eye 0n that wo叩[an.
「その女を監視していなさい。
b. 1 can' t take my eyes off that woman. 
「私はその女から目を離すことができな
し、。 J
目は移動する対象物である:THE EYE 1S A 
MOVABLE OBJECT. 
(16) a. She never moves her eyes from his face. 
「彼女は彼の顔から目をそむけなかった
(彼の顔から目を移動させなかった)0 J 
b. She ran her eyes ove:r everything in the 
room. <Lakoff & Johnson 1980: 50) 
「彼女は部屋中のあらゆるものに目を走
らせた。 j
移動する目は、経験、知識を積んで評価したり、
判定したりする能力を養う生き物として理解され
る:THE EYE 1 S A CREATURE. 
(17) It takes 100king at a lot of good works to 
develop an eye for paintings. 
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「絵画に対する確かな目を養うには、良い作
品をたくさん見ることだ。 J
目は、事態が向かうべき場所である:THE EYE 1S 
A LOCAT10N TO HEAD FOR.事態が目に飛びつけば視
野に入札一目瞭然のものとなる。
(18) The true explanation 1eapt to the eye， 
didn' t it? 
「本当の説明はすぐにわかったんじゃなか
ったの。 J
2.6耳(ear)
聴覚は視覚と並ぶ際立つた知覚である。言葉や
音を開くことで、事態を把握し、推論したり判断
したりし、その結果、理解へと至る。耳は聴覚を
司る器官なので、開くことのメトニミーになる:
THE EAR STA1泊SFOR LISTEN1NG. 
(19) l' m a11 ears-te11 us what they had to say. 
くCIDE)
「私はちゃんと聞いているよ。彼らが言わな
ければならなかったことを話してくれ。 j
耳は容器で、その中に入ってくれば聞けるが、
出て行けば開こえなくなる:
THE EAR IS A CONTA1NER. 
(20) If 1 have to listen to something 1 don' t 
understand， i t just goes in one ear and out 
the other. 
「理解できないことを聞かねばならないの
なら、片方の耳に入って、もう片方の耳
から出て行くばかりだ。 j
(19)、(20)の根底には、<開くことは理解する
こと (LISTEN1問 ISUNDERSTAND1NG) >という概急
化が働いている。
耳は或るものがよって立つ場所である:THE EAR 
IS A LOCATION. 
(21) The latest album of ThθBEE佐官'Sset the 
music world 0n its ear. 
「ピ}ジーズの最新のアルバムは音楽界を
仰天させた。 j
耳はまた所有物でもある:
THE EAR IS A POSSESS10N.その質が良ければすぐ
れた能力を保証できるが、悪ければなす術がない。
(2) a. He has always 1ad a good ear for a tune. 
くD:6) 
「彼はいつでもメロディ}を聞き分ける
ことができる(良い耳を持っている) 0 J 
b. He will turn a deaf ear to my appeal. 
「彼は私の訴えに少しも耳を貸そうとは
身体メタファーに見る自己理解
しない(つんぼの耳を向けてくる) 0 J 
2. 7 鼻(n05e)
鼻は嘆覚を司る器官である。これを持っている
と、秘密などを本能的に1奥ぎつけるのがうまくな
るし、持っていないと、発見したり見つけたりす
ることが困難になる:THE NOSE IS A POSSESS10N. 
(23) a. He had a nose for trouble and a brilliant 
tact ical mind. くD:5> 
「彼は面倒事をよく鴫ぎつけ、すばらしい
駆け引きができた。 J
b. He has no nose for direction. 
「彼は方向音痴だ。 J
(23)には、メトニミー<鼻でにおいを嘆ぐこと
を表す(T田 NOSEST必ωSFOR SMELLING) >も働い
ている。
鼻を機能ではなく形状から見れば、顔の平面に
突き出した棒状の物体である。これが、或る事態
に突き刺されば「干渉したり、口出ししたりJす
ることになるし、外に出したままでいれば「干渉
せず、口出ししないJことになる:
THE NOSE IS A PROJECT1NG OB]ECT. 
(24) a. You always Ilok(l~_yoJlL_nose into her 
affair. 
「あなたはいつだって彼女のことに口出
ししてくる。 J
b. 1 want you to keep your nose outof i t.
「私はそれに口出ししないでもらいた
し、。 J
鼻は両端に穴の聞いた導管と考えられる:
THE NOSE IS A CONDUIT. 
(25) She paid through the nose for these jewels. 
「彼女はこの宝石に目の玉の飛び出るほど
金を支払った(鼻を通り抜けて払った)0 J 
鼻は突き出ていて目印となりやすいので、物事
を見たり判断したりする際の基準点になる:THE 
NOSE IS A REFERENCE P01NT.基準点は、場所の一
種とも言えよう。
(26) a. Most politicians cannot see beyond the 
end of their noses. 
「たいていの政治家たちは先を見通すこ
とができない(鼻の端の向こうを見るこ
とができない) 0 J 
b. All my friends used to look down their 
nos主主主主 mein my childhood. 
「子供時代に、友人たちはみな私を見下し
ていた。」
2.8 口(mouth)
口は機能の点から話すことと結びつく σ
(27) She had a big mouth. 
「彼女はおしゃべりである。 J
(27)は、 THEMOUTH STANDS FOR SPEAK1NGとし、う
メトニミーとTHEMOUTH IS A POSSESSIONという概
念メタファーに支えられている。
口は食物を摂取する形状から、容器になぞらえ
られる:THE MOUTH 1S A CONTA1NER. 
(28) a. You took the words out of my mouth. 
くT:211> 
「きみはぼくの言おうとしていたことを
先に言った(ぼくの口から言葉を奪っ
た) 0 J 
b.杭at's the matter? You look down in the 
mouth. 
fどうしたの。がっかりしているみたい
だね(口の中を下降して)0 J 
モンゴル語にも似た表現がある。
(29) Dorzh tednij am-iyg tagl-
ドルジ:[主格]彼らの口一[対格]ふたを
aad butsaa-zhee. 
する一[完了連結]戻す一[完了過去]
「ドルジは彼らに口止めさせて(口にふた
をして)戻した。
2.9 舌(tongue)
舌は発声器官である。これを所有していれば、
(30a)の「おしゃべりJを意味し、失くした後見つ
ければ、 (30b)のように再びしゃべれるようになる。
ただし、 (30c)のように失くすと、しゃべられなく
なる:THE TONGUE IS A VALUABLE POSSESSION. 
(30) a. His wife has a ton只ueon her‘ 
「被の女房はおしゃべりだ。 J
b. 1 found my tongue. 
「私はやっと口がきけるようになった。 j
c. The girl has 1ost her tongue because of 
a terrible shock. 
「少女はひどいショックで口がきけなく
なってしまった。 J
舌は、時として危険なものになる:THE TONGUE IS 
A D必~GEROUS OB]ECT. 
(31) a. W.atch your tongue! 
「口に気をつけなさい。
b. He gave tongue， his voice sharp and 
anguished.くT:290> 
「彼はかん高い苦しげな声でわめいた。 j
???
?
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危険だから、 (31a)のように見張ったり (watch)
しなければならない一方、 (31b)のように与える
(give)と取り返しのつかないことになる。
舌は絶えず動く生き物である :T邸 TONGUEIS A 
CREA叩RE.それを黙らせるには fおさえこんでおく
(32a) Jし、しゃべらせるには「解き放つ(32b)J 
必要がある。
(32) a. Hold your tongue! 
fだまれ。 J
b. The wine 1oosened his tongue. 
「ワインの酔いがまわって、彼はべらべ
らしゃべり出した。 j
2.10 首(neck)
首はある程度の長さがあり、頭を前後左右に動
かせるため、可動性がある。この身体経験から、
首は変形するものであるというメタファーが生じ
る:THE NECK IS A FLEX1BLE OBJECT. (33a)では首
は何かに向かってっきだして(stickout)いるし、
(33b)では長く伸ばして(crane)いる。
(33) a. 1 want you not to ~tick your neck out 
in getting involved with the cult. 
fきみにカルト集団とかかわり合いにな
って危ない自にあって欲しくないんだ。 j
b. Here' s the letter 1 have been cr恕語g
盟」笠k_for. <T: 221> 
f首を長くして待っていた手紙が来た。 J
首は何かよくないものを入れる容器である:T阻
NECK 1S A ∞NTA1NER. (34a)では痛み(apain)が
入っており、 (34b)では特定されない悪いこと (it)
が中に入れられる。
(34) a. That child is a pain in the neck. <CIDE> 
fその子はうるさい。 j
b. 1 wish l' d been the one to髭tit i旦
the neck. <T: 222> 
f罰を受けるのが私だったらよかったの
に。 j
2.11 肩(shoulder)f胸(chest，breast)f背
(back) 
肩、胸、背は、人間の上半身を構成する主要な
部位である。それらは、否定的なものを取り除い
たり、反対に、やっかいなものを置く場所として
捉えられる:THE SHOULDER/C回ST/BACK1S A 
LθCATION. 
(35) a. 1盟主 thesecret 0ff my chest. 
「私は秘密を打ち明けてさっぱりした。 j
b. They don' t want us to get off their 
backs on sexual harassment. 
f彼らはセクハラのことで私たちにとや
かく言って欲しくないんだ。 j
c. The hopes of the nation町 e旦主詮
shoulders. <D: 7> 
「国民の希望は彼の双肩にかかってい
る。 J
背は移動する対象物である:THE BACK 1S A 
MOVABLE OBJECT.本来相手の裏側の目に触れられ
ない背を見える位置に移動させると、その相手を
見捨てる意味になる。
(36) 1 wil1 never turn my back 0!Lmy friends. 
「私はけして友に背を向けたりしない。 j
腕は新たに作る容器であって、汚れがなければ
隠し立てできるものは入っておらず、 「すっかり
打ち明けて話すj結果になる:THE BREAST IS A 
NEWLY-胤DECO附A1NER.
(37)馳enhe was shown proof that he stole the 
money， he made a clean breast 0f it. 
f金を盗んだことの証拠を見せられて、被は
すっかり白状した。
2.12 手(hand)
英語では手(hand)は手首から先の部分を指示し、
技量(skill)とか手並み(styleof workmanship)な
どの機能をクローズアップさせる:
THE HAND ST釧DSFOR A SK1LL. 
(38) l' m trying my hand at translating a novel. 
f私は試しに小説の翻訳をやってみるつも
りです。 j
手は可動性に富み、貸したり、与えたり、回し
たりできる:THE H釧D1S A MOVABLE OBJECT. 
(39) a. He gave me a hand in doing my homework. 
f彼は私の借題をするのを手伝ってくれ
Tこ。 i
b. 1 took an active hand in this project. 
「私はこのプロジェクトに積極的にかか
わった。 j
c. She can 1l1_:m_he1"]1~nQ_t_Qmany new things. 
「彼女はたくさんの新しいことにとりか
かることができます。 j
(39a)では手を誰かに与えることが「手伝うJこ
とになり、 (39b)では何かに手を入れてあげること
が「関わるjことになり、 (39c)では何かに手を回
すことが「着手するJことになる。
可動性のある手がーっところにとどまって状態
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化すると、所有物と見なされるようになる:
THE HAND IS A POSSESSION. 
(40) The president has accused these people of 
having a hand inthe killing. くD:10> 
「大統領はその連中を殺人に関与したとし
て告発した。 j
手は広げた形から、何かを置く場所になぞらえ
られる:THE HAND IS A LOCATION. 
(41) During long hours when Paul was at the 
Courtauld [InstituteJ or the British 
Museum Dora found time on her hands. 
くT:136> 
「ポールがクールト}研究所かプリティッ
シュ・ミュージアムに出かけている長時間
のあいだ、ドーラは時間をもてあましてい
た(手の上で時間を見つけた) 0 J 
手は指を曲げてくぼみを作ると、三次元的な容
器になる;THE HAND IS A CONTAlNER. 
(42) a. 1 took my cOllrage in both hands. 
「私は思い切ってやってみた(両手の中
に勇気を収めた)0 J 
b. You shollldn' t take the law into your 
own hands. 
「あなたは勝手に私的制裁を加える(法
律をあなた自身の手の中へ引き入れる)
べきではない。 j
c. The demonstration against the govern-
ment was graduall y getting out of hand. 
f反政府デモはしだいに手に負えなく
(手から出て)なってきた。 J
(42a)では容器の中にある状態、 (42b)では容器
の中へ入る状況、 (42c)では容器の中から出る状況
を、各々、表している。
2. 13 足(leg，foot) 
英語では、腿からくるぶしまでを1旬、くるぶし
以下をfootと呼ぶ。ちなみに、日本語では、両者
をあわせて「足j と言う。足は身体を支える働き
から、なくてはならない所有物と受け取られる:
THE FOOT/LEG STANDS FOR SUPPORTING; THE FOOT 
/LEG IS A VALUABLE POSSESS1 ON. 
(43) a. 1 think you' ve got your feet on the 
監担誕二 (T;108> 
「あなたは足が地についた考えもできる
と私は思っている。 j
b. You have no leg to stand on. 
「あなたには弁解の余地がありません
(立つべき足をもっていない) 0 j 
c. We have to find Ollr feet somewhere as 
soon as possibla 
「私たちはできるだけ早くどこかに落ち
着かなければ(足を見つける)ならない。 j
モンゴノレ語には所有物の足をなくすと、地に足
がつかないほど高揚した気分になるメタファー表
現がある。
(44) Naiz-aa uz-eed ter xδl 
友人一[再帰]会う一[完了連結]彼は足
ald-a-zh ba i-na. (13) J
失う一[挿入]一[未完了連結]いるー [現在]
「友人に会って、彼は/レンルン気分でいる。 J
この所有物は、見つけたり、失くしたりできる
のだから、可動物である:THE FOOT/LEG IS A 
MOVABLE OBJECT. (45a)のように前方へ置いたり、
(45b)のように上方へ上げたり、 (45c)のように下
方へ下ろしたり、 (45d)のように引っ張ったりでき
る。
(45) a. Put your best foot forward， and you can 
overcome your problems. 
「全力をつくしなさい。そうすれば、問
題を克服できるよ。 j
b. My room isn' t really a suitable place 
to just Put your feet up and read. 
くT:113> 
「私の部屋は、くつろいで読書するのに
は実のところふさわしくない。 J
c. 1 put my foot down when she started to 
smoke again. 
「彼女が再びタバコを吸い出したとき、
私は断固とした態度に出た。 j
d. They always pull your le記・
「彼らはいつだってきみをからかうん
だ。 j
3 概念メタファ…と身体としての自己理解
一見多様に見える英語の身体部位を用いた慣用
メタファーは、実は、限られた数の概念メタファ
ー(conceptualmetaphors)に基づいて体系的に生
成されていることがわかる。概念メタファーは、
概念に一定の構造を与えるのだから、私たちが自
らの身体部位をどのように概念化し、認知してい
るかを知る重要な手がかりを提供してくれる。
第2節で観察した身体部位に関するメタファー
から、次のような共通する概念メタファーを検出
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することができる。
(46)英語の身体部位慣用メタファーの生成に関
わる概念メタファ-
a.容器 (10部位) :身体、皮膚、頭、目、
耳、鼻、口、首、胸、手
b.所有物 (8部位) :皮膚、頭、顔、耳、
鼻、舌、手、足
C. 可動物 (6部位) :頭、目、首、背、手、
足
d.場所 (5部位) :頭、目、耳、鼻、手
e.生き物 (2部位) :目、舌
f.その他(各1部位)
①リ}ダー:頭
②身に付けるもの:顔
③突起物:鼻
④危険物:舌
(46a)の容器が一番多いのは、私たちが日頃、身
体部位を三次元的に理解していることを示す。身
体全体(皮膚を含む)だけでなく、上半身を構成
する部位に集中している。 (46b)の所有物は、大切
なもの、貴重なもの、必要不可欠なものとみなさ
れる。 (46c)の可動物は、身体部位の可動性に根ざ
している。ただし、着脱可能なもの(頭、目、手)
と画定した上で一定の動きをするもの(首、背、
手、足)とに分類できょう。この中には、双方に
分類できる「手jのような部位もある。 (46d)の場
所としての概念化は、身体部位を二次元的な平面
と捉えていることを示唆する。可動物に生命が吹
き込まれると、 (46e)の生き物になる。目は中心的
な知覚の一つ視覚を司り、舌は言葉をあやつる器
官であり、共に自立した実体として意識し易い。
(46f)の4つの項も、日常の身体経験から得ること
のできる見立てであろう。たとえば、② f身に付
けるもの」は、状況に応じて変化する表情と仮面
との連想から、④「危険物jは、当該の部位から
紡ぎだされる言葉の毒性から、おのおの、概念化
できる類のものである。
(46a-f)の概念メタファーをさらに包摂する上
位概念メタファーが存在する。それは、<身体部
位はものである (EVERYBODY PART IS AN OBJECT) 
>というメタファーである。心と身体には上下の
優劣関係のないことを第1節で指摘したが、心を
産み出す身体部位であるはずの脳は、その他の部
イ立を「ものJと見なすことで、自らの優位性を保
持しようとしているかのような印象を受ける。そ
うは言っても、私たちの日常経験では、身体はそ
ノ的な実体、しかも、快・不快などの感覚を備え
たやっかいな実体であることもまた真実なのであ
る。
もう一つ留意すべき点は、各部位の共通項とし
ての概念メタフア}には、機能と結び付いたメト
ニミ}が必ず随伴していることである。たとえば、
耳は、容器、所有物、場所の概念メタファーによ
って生成される慣用メタファーをもっているが、
これら三つの概念メタファ}を横断する形で、く
耳は聞くこと/理解することを表す(THEEAR 
STANDS FOR L1STENING/l別DERSTANDING)>とU、う、
機能に焦点を当てたメトニミ}が関与しているの
である。このように、身体部位の慣用メタファー
は、限られた数の概念メタファーを縦糸に、各部
位のメトニミーを横糸にして織り上げられた言語
作品と言ってもいいだろう
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言語における自己
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The Self in Language 
Go HIKIT A and Toru SHIONOY A 
(論文受理日 平成14年8月30日)
Abs位act
In language， the self typically appe釘sas the speaker. The location of the speaker or仕lespeaker's 
viewpoint servωas a basis for the distinction between thお /that，政u'go' / kuru 'come'， and ageru 
'give' / kureru 'give'. These exampl巴si1lustrate one ofthe essential roles ofthe self， as the speakel'， in 
the language system. 
Keywords: Language， The self， Speaker， Viewpoint 
1 話者
人聞にとってもっとも重要な存在は言うまでも
なく自己であり、我々は基本的に自己を中心とし
て、即ち自分の視点から世界を眺めている。例え
ば、感覚器官は全て自分の身体にあり、世界を知
覚する際、自分の感覚器官を通してしか感じるこ
とができない。つまり、ものを見るには自分の目
で見るしか方法がないし、音を開くのも自分の耳
で聞く以外の手段はない。我々は常に自己を中心
として世界を感じているのである。
テレビで外国の様子が中継されているような場
合には一見カメラの視点でものを見ているように
考えられるかも知れないが、実際iζは我々はカメ
*1小樽商科大学言語センター
*2共通講座
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ラを通じて送られてきた映像をテレビのブラウン
管上に自分の目を通して見ているのであるし、小
説や雑誌記事などで他人の目を通じて出来事に触
れているような気になっているが、これもやはり
他人の自を通じて書かれた文章を自分の目で見て
いるに過ぎない。
また、仮に複数の人が同じものを同時に見てい
るような場合でも、それをどう理解し認識するか
という点でそれぞれは異なっている。つまり、我々
は常に自己の基準に従って相対的に見ているので
ある。例えば、ある男性の身長が高いか低し、かは
しばしば人によって判断が異なるものである。こ
の稿の筆者の身長は2人とも 174cm程度で、あるが、
これは同世代の日本人としては平均的身長である
ので我々の世代からするととりわけ背が高いとは
考えられない。その一方で日本人の平均身長が今
よりずっと低かった時代に育った我々の親の世代
匹田剛，塩谷亨
の中には、我々は背が高いと見る人がしばしばい
る。将来、日本人の平均身長が今より大幅に高く
なった場合、その時代の若い世代から見れば我々
は背が低いと思われるのかも知れない。
また、より判断基準が個人にゆだねられている
例として、食べ物の好みの問題がある。筆者の一
人はセロリが苦手であるが、もう一方にとってこ
れは大好物である。即ち、一方の基準に従えばセ
ロリは「不味しリものであると考えられ、もう一
方の基準では「美味しリとみなされる。このよう
ないわゆる「相対的なj概念に関わる判断は原則
自己の判断基準によって行われている。このよう
な例は挙げていけばきりがない。
つまり、我々が感じている世界の中心は常に自
己であり、自己の基準で世界を観ているのである。
この「自己中心的な世界認識」は言語のしくみに
おいてもしばしば反映し、言語というものを考え
る際にもそれが重要な役割を果たしていると考え
なければならない場合が少なくない。
言語による発話行為が行われる場合、絶対に存
在しなくてはならない主体が一つだけ存在する O
それは話者1である。聞き手や読み手は場合によっ
ては存在しないこともあり得る。例えば、隣に友
人がいると思って話を続けていて、ふと気付いた
ら隣に誰もいなくなっていて赤面した経験など多
くの人にあるだろうし、また誰にも読まれないよ
うに日記帳に鍵をかけたり、著者以外の誰にも読
まれることのない学術論文が多数刊行されたりし
ている。これらはいずれも聞き手や読み手の存在
しない発話行為の例である。それに対して、発話
行為を行う主体は必ず、何らかの形で存在しなけ
ればならない。話者のいない発話行為は絶対にJ存
在しないのである。
従って、その人聞のもっとも重要な伝達手段で
あり思考手段である言語にとって話者は最も大切
な言語外現実の一つで、あることは言うまでもない
であろう。
言語において話者の視点、で世界を眺めているこ
とが顕著に現れることがしばしばある。そして、
そのことが言語の語葉的・文法的構造に大きく影
響を与え、その成り立ちに深く関与していること
がしばしば見て取れる。ごく当たり前の例をあげ
れば、親族名称などは話者から見た関係によって
名前がつけられていることなどが考えられるだろ
1ここでは、話し手、あるいは書き手のことをこう呼ぶ
ことにする。
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う。例えば、私から見て父である人物は私の母か
ら見れば夫であるし、祖父から見れば息子である。
また私の妹は父から見れば娘であり、妹の子供か
ら見れば母である。言語は非常にしばしば話者を
その基準点として採用しているのである。親族名
称の体系は世界中で様々なバリエーションがあり、
まさに言語の相対性、範暗化の多様性を示す例と
してしばしば挙げられるものである。例えば、日
本語では同じ親から生まれた人を男女と年上・年
下に区別し、都合、兄・弟・姉・妹の4つに分類
され呼ばれるが、英語では男女のみ区別すればよ
く、brotherとsisterの2つに分類されればよい。
また、平行いとこや交文いとこ2のように、日本語
の母語話者にとってはその概念を理解するだけで
も一苦労するような親族名称も世界中には多く見
られる。このように非常に豊かな多様性を示す親
族名称であっても話者がその基準として採用され
ているという点は変わらない。これはあくまでも
-{jlJであるが、かように言語における基準点とし
ての話者は重要な存在なわけで、ある。
また、言語による話者に対する言及は自己に対
する言及に本質的に等しい。即ち、言語における
自己を考える場合、それは話者と置き換えること
ができる。
本稿では言語のあり方・構造に自己がし、かに深
く関係しているかを見るために、基準点としての、
自己、即ち話者が言語の構造に深く関わっている
例を見ていきたい。
2 thisとthatなどの指示調
2.1 英語のthis/thatの区別
基準点として話者の存在が重要な役割を果たし
ている言語表現の例として最もシンプルなものの
ー・つが英語の指示詞thisとthatの区別である。具
体例の第ーとして、このthisとthatの区別につい
て段階を踏んで分析していくことにする。
ここに鳥好きの少年(便宜上Tonyという名前と
する)が一人いるとして、その少年Tonyによる以
下の二つの発話を出発点として、 thisとthatの区
別について分析してし、く。
(1) 1 like this bird. 
2 父の兄弟と母の姉妹、即ち親の同性のきょうだいの子
供が平行いとこ、父の姉妹と母の兄弟、すなわち親の異
性のきょうだいの子供が交叉いとこである。これらが異
なる名称を与えられている言語はめずらしくない。
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(2) 1 like that bird. 
例(1)は典型的には、自の前、近くにいる鳥に対し
て述べている場合に用いられる表現であり、例え
ばTonyの手の上にとまっている烏について述べる
場合などである。一方、例(2)は典型的には離れた
ところ、遠くにいる鳥に対して述べている場合に
用いられる表現であり、例えば、 Tonyからちょっ
と離れたところにある木の枝に止まっている鳥に
ついて述べる場合などに使われる。これらの例に
よるthisとthatの示す範聞の例をそれぞれ図 1と
図2として図示する。図 1、図 2において、それ
ぞれthisとthatがどの烏を指しているのかについ
てそれぞれ実線の丸で、囲んで示した。
図 1 1 like this bird. 
図2 1 like that bird. 
ここまでの暫定的な分析としてthisとthatの区別
は下記のようになる。
表 1 this/thatの区別の暫定的分析
目の前、近くにあるもの
離れたところ、遠くにあるもの
ここで補足しなければいけないのは、この
this/thatの区別は絶対的なものではないという
ことである。すなわち、どのくらい近くまでがthis
の範囲であり、どのくらい遠くからがthatの範囲
であると明確な境界線は引くことができない。近
い・遠いという判断は主観的なものであるからで
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ある。実際、 this/thatの区分は相対的なものでも
ありえる。例えば、上記の例におけるTOI1Yの手の
上にいる鳥、 Tonyからちょっと離れた所の木にと
まっている鳥に加えて、はるか上空を飛行してい
る鳥がいた場合はどうなるであろうか。先の例で
はthatで示していたちょっと離れた所の木にとま
っている鳥は、はるか上空を飛ぶ鳥に比べてみれ
ばずっと近くにあることになる。従って、この場
合には手の上の鳥、ちょっと離れた所にある木に
とまっている鳥も含めてthis(対象が二つなので
複数形のthese)で示し、はるか遠くを飛んでいる
烏をthat(下図では二羽なので、複数形のthose)で
示すということもあり得る。例えば次のような発
言百である。
(3) 1 like these birds， but 1 don't like those 
ones. 
例文(3)の位置関係を図 3に示した。図 3において
実線の丸はtheseが指すものを、点線の丸はthose
が指すものをそれぞれ囲んで示している。
図3 1 like these birds， but 1 don' t 1 ike those 
ones. 
ところで、表 1で示した分析には「近し円、 「遠
しリという距離の概念が含まれているが、何が烏
までの距離を測る基準点となっているのか。文中
で γ 「私jで表されているTonyが基準点となっ
ているということは直感的にわかることであるが、
登場人物をもう一人増やして見ることによって、
より客観的に示すことが出来る。そこで、 Tony'こ
加えてもう一人の登場人物、 Tonyの双子の弟Fred
を加えて、二人の人聞が関与する場合のthis/that
の区別について見てみることにする。
さすがに双子だけあって FredもTonyと同じく
烏好きであるとするが、双子といえども多少の噌
好の違いはあるものなので、小鳥の趣味に関して
は Tonyが白し、小鳥を好きなのに対し Fredは黒い
小鳥が好きだということにする。それぞれ自分が
好きな種類の小鳥を手の上に乗せて戯れているこ
匹回剛，塩谷亨
の二人の兄弟の間でなされた発話として例文(4)
の意味を考えてみる。
(4) 1 like this bird， but 1 don' t like that one. 
この文で thisとthatがぞれぞれ白い小鳥と黒い
小鳥のどちらを指すのか考えてみたい。答えはこ
の文が TonyとFredいずれの口からの発話による
ものかによって異なってくる。もし、話し手がTony
であればthisは白い小鳥、 thatは黒い小鳥のこと
であり、もし話し手が Fredなら逆に thisは黒い
小鳥、 thatは白い小鳥のことである。それぞれの
発話の場合の thisとthatの指すものについて図
4a，bのように表される。
図4a Tonyの発話
図4b Fredの発話
これで明らかなように、いずれの場合にも this
は発話を行ったもの(話者)の近くのものを指し、
thatは話者から遠くのものをさしていることがわ
かる。すなわち、 thisとthatのどちらを使うかを
決めるためには、対象物までの距離が問題となる
わけであるが、その距離の基準点は話者なのであ
る。これに基づき表1の暫定的な分析を修正する
と表2のようになる。
表2 this/thatの区別の分析(改訂版)
話者の自の前、近くにあるもの
that I話者から離れた所、遠くにあるもの
以上のように、英語の this/thatの区別において
は、話者が基準点として重要な役割を占めること
が示された。
2. 2 日本語の「これJrそれJrあれJ
さて、わざわざ最初に日本語ではなく英語の例
を持ってきたのは理由がある。英語が thisとthat
の2つの区別を行うのに対して、日本語では「こ
れj、「それ」、「あれjの3つであり 3、より複雑な
システムをなしている。そこで、よりシンフ。ルな
英語の指示詞の例を先に提示したのである。ここ
で日本語の指示調の例を見てみることにする。
英語の this、thatと日本語の「これJrそれJrあ
れj は大まかに表 3のように対応する
表3 this/thatと「これJrそれJrあれj
?????
日本語
これ
それ、あれ
英語の thisと日本語の「これ」はいずれも話者の
近くのものを指すのに用いられるものであり対応
している。しかしながら、話者から離れたものを
指す場合には英語では thatであるのに対し、日本
語では「それjと「あれ」の 2つが対応している。
つまり、日本語では話者から離れたものについて
更に 2つの区別がなされているということである。
では、その区別というのがどのようなものである
のかは、次のような例文を考えれば示すことが出
来る。
(5) この鳥は好きだが、その鳥は嫌いだ、そして
あの烏はもっと嫌いだ。
まず、この発話がなされる典型的な状況を図 5と
して示した。図5中ではこの発話がTonyから Fred
に向かつてなされた場合に、「この烏Jrその鳥Jrあ
の鳥Jがそれぞれどれを指すのか示しである。英
語の対応する指示詞も併記した。
図5が示すように、日本語では話者に近いもの
は「これ」で指すが、話者から遠いものについて
は、二通りあって、(1 )聞き手に近いものは「そ
れ」で、(2 )聞き手にも遠いものについては「あ
3実際には、例えば連体詞として用いられる「この」、「そ
の」、「あの」など同系列のバリアントがいくつか存在す
るが、ここでは「これ」、 fあれ」、「それJで代表させた。
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図5 Tonyの発話
れJで指している。日本語の「これJIそれJIあ
れjの違いについて、英語のthis、thatと併せて
表4のようにまとめられる。
表4 日本語と英語の指示詞
日 英 指す場所
これ this 話者から近いところ
それ
話者から遠く、聞き手
にJ1iし、ところ
that 
話者から遠く、聞き手
あれ
からも遠いところ
たとえ話者から遠くても、聞き手に近いところに
あれば、「あれJではなく「それj を使うというこ
とである。例えば、図5において、 TonyがFredに
向かつて次のように発話したと仮定しよう。
(6) この鳥は好きだが、あの鳥は嫌いだ。
この場合、「あの鳥Jが Fredの手の上の黒い小鳥
を指すことはなく、Tonyからも Fredからも遠い所
の鳥、即ち図 5では上空の鳥、を指す。つまり、
日本語では、「それj と「あれJは常に明確に区別
されなければいけないということである。
3 IあげるJと「くれるJ
日本語には譲渡行為を表す動詞が色々あるが、
その中に「あげるj と「くれる」がある。この 2
つの動詞の使い分けに話者の視点が密接に関わっ
ている。以下、具体的な例を見ながらこの違いを
概観してみよう。
(7) JohnがMaryにアイスクリームをあげた。
(8) JohnがMaryにアイスクリームをくれた。
これらの例では、「がj 格で示される主語である
Johnから「に」格で示される間接目的語であるMary
にアイスクリームが譲渡された点は共通している。
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つまり、そもそも Johnが所有していたアイスクリ
ームがこれらの文で示された行為によってMaryに
移動したことがどちらの文でも表されているわけ
である。その点において、これら両者は同じ内容
を表していることになる。
図6 共通する譲渡の方向
では、両者の違いはどのようなものなのであろ
うか?まず、以下の例を見てみよう 40
(9)私がJohnにアイスクリームをあげた。
(10)牢Johnが私にアイスクリームをあげた。
(1 )牢私が Johnにアイスクリームをくれた。
(12) Johnが私にアイスクリームをくれた。
これらの例を見ると、「私jから IJohnJに譲渡が
行われる場合は「あげるj、IJohnJから「私」の
場合は「くれるj を使うことがわかる。これはと
りもなおさず、譲渡が話者から他者に対するもの
か、他者から話者に対するものかを日本語が区別
していると結論づけられよう。ちなみに、「あげ
る・くれるJの使い分けが具体的な語葉項目によ
って決まるものではないことは、以下のように他
の語藁項目に入れ替えても同様の結果が出ること
から明らかである。
(13)私が/僕が/俺が/自分が Johnに/Maryに/友
人に/犬にアイスクリ}ムをあげた。
(14) *私が/僕が/俺が/自分が Johnに/Maryに/友
人に/犬にアイスクリームをくれた。
(15hJohnが/Maryが/友人が/犬が私に/僕に/俺
に/自分にアイスクリームをあげた。
(16) Johnが/Maryが/友人が/犬が私に/僕に/俺
に/自分にアイスクリームをくれた。
4 1* J (アスタリスク)はその例が非文、すなわち、
その言語では認められないものであることを示す。
例えば、日本語では以下の (a)は正しい文であるが、
(b)は非文である。
(a) これはベンです。
(b) *はこれですべン。
匹田
また、「私jや「僕」のようにいわゆる「代名詞j
的なもののみならず、以下のように自分の名前や
普通名詞を話者を表すのに用いた場合でも同じで
ある。
(花子ちゃんが幼い話者の自称、
の友達の場合)
ちーちゃんはそ
(17)花子ちゃんね、ちーちゃんにプレゼントをあ
げたの。
(18)ヰ花子ちゃんね、ちーちゃんにプレゼントをく
れたの。
(ちーちゃんが幼い話者の自称、花子ちゃんがそ
の友達の場合)
(19)ヰ花子ちゃんね、ちーちゃんにプレゼントをあ
げたの。
(20)花子ちゃんね、ちーちゃんにフ。レゼントをく
れたの。
(教師が子供達に対して)
(21)先生が君たちにいい物をあげよう。
(22)ヰ先生が君たちにいい物をくれよう。
このように主語と開接目的語にどのような語葉
項目が来ようとも、「あげるj と「くれるJの使い
分けの基準はまさに話者となっており、譲渡の方
向性がその基準点を起点としているか終点として
いるかが区別するポイントとなっていることがわ
かる。
表5 基準としての話者
話者が起点
話者が終点
この問題をさらに深く見てみよう。ここまでの
結論は譲渡の方向が話者から他者に向けられてい
るときは「あげるJを用い、他者から話者に向け
られているときは「くれるJを用いるというもの
であった。しかし、ここでの行為の起点と終点は
必ずしも話者そのものでなくても構わない。
(23)私の息子が見知らぬ人にアイスクリームを
あげた。
(24)ヰ私の息子が見知らぬ人にアイスクリームを
くれた。
(25)キ見知らぬ人が私の息子にアイスクリームを
あげた。
(26) 見知らぬ人が私の息子にアイスクリームを
くれた。
剛，塩谷 回一了
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;? 
私の息子に「くれたJ
以上の例では、話者そのものを表す言葉の代わり
に「私の息子j が現れており、譲渡行為の基準点
は「私の息子Jとなっているが、話者そのものを
起点または終点とした場合と全く同じ規則性を示
している。つまり、話者の領域に属する「私の息
子j から「見知らぬ人」へ譲渡が行われた場合は
「あげたJが、「見知らぬ人」から「私の息子Jに
譲渡が向けられた場合は「くれたjが用いられる。
言い換えれば、話者の視点はよりあわせ易い「私
の息子j に置かれており、よりあわせにくい「見
知らぬ人Jには置かれていないのである。このこ
とは、以下のように「私のj などの話者の領域に
属することを明示的に示す要素がない場合でも同
様の振る舞いが見られる。
(27)妻が上司にネクタイをあげた。
(28)牢妻が上司にネクタイをくれた。
(29)中上司が妻にスカーブをあげた。
(30)上司が妻にスカーフをくれた。
ここでの「妻」とはもちろん、話者にとっての妻
である。そして、話者にとって視点をあわせ易い
「妻」が基準点となり、基準点から譲渡が行われ
る場合は「あげたJ、基準点に向けて譲渡が行われ
る場合には「くれた」が用いられなければいけな
いのである。
さて、ここで最初にあげた例文(1)と (2)に戻ろ
っ。
(31) (=7) JohnがMaryにアイスクリームをあげた。
(32) (=8) J ohnがMaryにアイスクリームをくれた。
これらの例は、一見、どちらも全く同様に可能な
言語における自己
文であるように見える。しかしながら、実際には
様々な状況によってどちらか一方のみが可能にな
るのである。
例えば、 Johnが息子や教え子など話者にとって
身近な存在であるのに対してMaryがまだ話者が実
際に会ったことのない息子の友人であるような場
合なら:
(3) JohnがMaryにアイスクリームをあげた。
(34)*JohnがMaryにアイスクリームをくれた。
というように、Johnから Maryに対して譲渡が行わ
れたと解釈される「あげたj を用いた方のみが受
け入れられる文になるのに対して、逆にMaryが話
者の娘や教え子で、 Johnが会ったこともない人物
であれば、その受け入れ可能性は全く逆になる。
(35)ヰJohnがMaryにアイスクリームをあげた。
(36) JohnがMaryにアイスクリームをくれた。
つまり、この場合も上で見てきたような場合と同
じように、話者にとってその視点をあわせ易い要
素はどちらかによって文の容認可能性に違いが出
るのである。
さて、それでは、太郎と花子がどちらも同程度
に話者にとって身近な関係にある場合はどうであ
ろう。例えば、二人とも同じ程度親しい友人であ
る場合、あるいは、話者が教師で二人ともそのク
ラスの教え子である場合、等である。このような
場合にもやはり、話者にとってどちらがその視点
をあわせ易し、かによって丈の容認可能性が決定づ
けられてし、ると考えられる。
次のような話を考えてみよう:
太郎と花子は話者にとって同程度親しい友人で
あるが、その太郎は大学を卒業してすぐにアメリ
カに留学した。程なくアメリカでの大学を卒業し
た彼はそのままアメリカの企業に就職。数年後向
こうでアメリカ人女性と結婚し、子供を二人もう
けた。二人の子供が無事成人して巣立っていって
しばらくすると、色々と苦労をかけた妻は病気に
なってしまい、長い闘病生活の末、太郎の献身的
な看病もむなしく帰らぬ人となってしまった。太
郎は深い悲しみに包まれ、一時は妻を追って自ら
命を絶つことすら考えたが、二人の子供達に励ま
され、気持ちを整理するために 30年ぶりに祖国
日本に帰ることを決意した。日本で太郎は学生時
代の恋人である花子に思いがけなく再会した。太
郎は学生時代二人が好きだ、った本を今でも大切に
持っていたが、その本を花子にプレゼントするこ
とにした。.
さて、そこでこの後文章を続けるとしたら:
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(37)太郎は花子に本をあげた。
(38)牢太郎は花子に本をくれた。
というように、「あげたJを使う方を選ぶべきであ
ろう。また、この話の最後の部分だけを少しだけ
変えて、失意の太郎を元気づけるために花子が太
郎に思い出の本をプレゼントすることにしたのだ
とすると:
(39)ヰ花子は太郎に本をあげた。
(40)花子は太郎に本をくれた。
というふうに「くれたjを使うべきだと思われる。
つまり、この場合、長い先行文脈の存在によって
話者(と読み手)の視点は同程度に親しい二人の
友人のうちの一人である太郎にあわせられてしま
っている。そのため話者の視点が同一化している
太郎から譲渡行為が行われている場合は「あげたJ
を、花子から太郎に譲渡行為が行われている場合
には「くれたJを用いるわけである。
ここまで見てきた「あげるIと「くれるj の使
い分けをまとめると以下のようになる。
表6 基準としての話者の視点
起点に話者の視点
終点に話者の視点
図9 あげる
図10 く:tしる
以上見てきたように、日本語の譲渡を表す動調
「あげるj と「くれる」はどちらも主語から間接
目的語に譲渡行為が行われているにもかかわらず、
匹回剛，塩谷亨
話者の視点が主語と同一化している場合は「あげ
るj を、間接目的語に同一化している場合は「く
れるJを用いるという規則性に支配されている。
このことは日本語において、語法のありかたに話
者の存在が大きな意味を持っていることの一例で
ある。
4 r行く Jと「来るJ
「あげる」と「くれるj の場合と同様に、移動
を表す動詞「行く」と「来る」の使い分けについ
ても話者の視点が密接に関係している。
まず、「行く Jと「来るJの最も基本的な用法に
ついて、図を交えて概観してみる。ここで再び、
双子の烏好き兄弟TonyとFredに登場してもらう。
ネネという烏(ハワイ外|の州烏)が Fredから Tony
の方へ移動していると仮定しよう。その移動の様
子を「行く Jと「来る」で表現する場合、その烏
の移動の方向によってどちらを用いるべきかが決
まる。
図11 r行く」と「来るJ(1) 
話者へと近づいてくる方向への移動であれば
「来るj を、話者がから遠ざかっていく方向への
移動であれば「行く」を用いる。この「行く j と
「来る」の基本的な意味についての暫定的な一般
化として表7のようにまとめることにする。
表7r行く Jr来る」の基本的な意味(暫定版)
来る |話者へと近づく方向への移動
行く
話者から遠ざかる方向への移
動
しかしながら、実際の「行く j と「来るj の用法
は非常に多様で、ある。例えば、移動する主体が第
三者ではなく、話し手本人である場合はどうであ
ろうか。双子の鳥好き兄弟 TonyとFredが少し離
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れた木の上にとまっている烏を二人仲良く眺めて
いて、もっと良く見ようとその木の方へTonyが移
動する旨を Fredに伝え、それを Fredが了承する
という場合を考えてみよう。
図12 r行く」と「来るJ(2) 
このように、第三者が話者から遠ざかる方向へ
移動する場合と同様、現在話者がいる場所から話
者自身が離れる場合にも「行く Jが使われている。
このことから、「行く」の意味は次のように修正さ
れる。
表8: r行く j の基本的な意味(改訂版)
現在話者がいる場所から離れる方向
への移動
ここまでの例をカバーするだけであれば、敢え
て話者の視点ということを持ち出さなくとも説明
できるかもしれない。しかしながら、この修正に
よっても説明できない例がまだまだある。
例えば、双子の兄弟 TonyとFredは別々の家に
住んでいて、ある日、道端で出会った二人が、お
互いの鳥コレクションを見せ合いしようというこ
とで、兄の Tonyが自分の家で見せ合いをしようと
提案し、それを Fredが了承するというような場合
を想定してみよう。
?
図13 rぼくのうちに行く j
言語における自己
今話をしている道端から TONYの家へ、つまり、
話者が現在いる場所から離れる方向への移動を表
しているので、図 13の様に TONYとFRED両者と
も「行く Jを用いて表すことができる。
しかしながら、Tonyとしては、図 14のように、
もう一つの可能性として、「行く Jではなくて「来
るJを用いて表すこともできる。
図14 rぼくのうちに来るJ
このように、現在話者がいる場所から離れるとい
う場合でも、話者の家、オフィス、故郷、のよう
に話者の領域への移動の場合には「来る」を使う
ことも可能で、ある。図 14の例では、 Tonyにとっ
て自分のうちは当然自分の領域であるので、「来
るJが使えるが、 Fredにとってはこれはあくまで
兄の家であるので、自分の領域とはみなせず、「来
るJを使うことができない。では、 Tonyは「行く」、
「来るJの両者を使うことができるわけだが、その
違いはいったい何であろうか。これは話者の視点
が変わったとして説明することができる。図 13 
と図 14の例に見られる視点の違いは次のように
まとめられよう。
表9 図13と図 14の視点の違い
話者が自分の領域であ
「来るJを使う場合 る家に視点を置いてい
る
話者が現在自分がいる
「行く j を使う場合 場所に視点を置いてい
る
上記では、実際には話者が自分の家から離れた
場所にいる場合でも、自らの視点をその「自分の
家Jに置くことがあるという例を示した。
「自分の家Jのように話者自身と深い関係に在
る自分の領域ではなく、むしろ、自分とは全く関
係のない赤の他人、あるいはその赤の他人の領域
に話者が視点を置くこともある。この典型的な例
が物語である。以下で、物語の例を用いて話者が
物語の中のどこに視点を置くかによって「行く J
と「来るjがどのように使い分けられるか見てみ
よう。
以下の物語1と物語2は同じ逸話に基づいてい
るが独立した二つの物語であるとする。
物語1:ある村に一人のおじいさんが住んでいた。
おじいさんは炭焼きで生計を立てていたが、その
炭焼きの腕は近くの村々でもたいそうな評判であ
った。ある日、隣村の田吾作という名前の若者が
おじいさんの家に来た1*行った。若者は炭焼きの
コツを伝授してくれるようにおじいさんに頼み込
んだ。
物語2:ある村に田吾作という若者が住んでいた。
彼は炭焼き職人であったが、なかなか満足のいく
炭が焼けず、あれこれと思い悩んでいた。ある日、
隣村に炭焼き名人のおじいさんが住んでいると聞
き、いろいろと知恵を授けてもらおうと早速その
おいいさんの所に*来た/行った。
これらは物語であり、話者(語り手)は登場人物と
は全く関係のない第三者である。全く同じ逸話に
基づくものであるが、田吾作のおじいさんのへの
移動という同じ事実に関して、物語1では「来るj
が物語2では「行く Jが使われている。これを視
点の違いということで説明するとどうなるであろ
うか。
物語1では話の中心(おそらく主人公)はおじ
いさんであり、話者(語り手)の視点もおじいさ
の家に置かれているのが自然である。一方、物語
2では話の中心(おそらく主人公)は田吾作であ
り、この段では話の主な舞台も田吾作の家だと考
えれれる。したがって、話者(語り手)の視点も
田吾作の家に置かれているのが自然だと思われる。
そのようなことから、物語1と2の例を整理する
と表10のようになる。
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表 10 :物語1と2の視点の違い
物語1
話者(語り手)の視点はおじいさ
んの家にあり、そのおじいさんの
家に近づく移動なので「来るj
匹田剛，塩谷亨
物語2
話者(語り手)の視点は田吾作の
家にあり、その田吾作の家から遠
ざかる移動なので「行く j
このように、「行く」と「来るjの使い分けに関し
ては、話者の視点がどこに置かれているかが重要
な基準となる例を示した。
ここで、「行く j と「来るjの基本的な意味を更
に改訂すると以下のようになる。
表 11 I来るJI行く Jの基本的な意味
来る
話者が視点としている場所へ近
づく方向に移動する
行く
話者が視点を置いている場所か
ら遠ざかる方向へ移動する
5 結び
言語において、自己は典型的には話者として現
? ??
れる。本稿では話者としての自己が言語のシステ
ムの中でいかに重要な役割を担っているのか示す
例をいくつか紹介した。第 2章では英語の
this/thatと日本語の「これJ/ IそれJ/ Iあれj
の使い分けに際して、話者の位置が基準点として
働いていることを示した。第 3章では、日本語の
「あげるJと「くれるJの使い分けに際して、話
者自身の位置が基準点として働いている場合に加
えて、話者自身の位置ではなくとも話者の視点が
置かれている位置が基準点として働いている場合
を示した。また、第4章では、日本語の「行く j
と「来るj の区別に際して、やはり「あげるJIく
れる」と同様に話者自身或いは話者の視点の位置
が基準点として働いている例を示した。いずれの
例も、話者即ち自己が言語システムの中で、担って
いる重要なの役割の一つ、すなわち、基準点とし
ての自己の役割を示している。
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P300から見た自己音声の認識
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P300 Evoked by Recognition of Speaker's Speech Sounds 
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Abstract 
This paper discusses the distinction of the speech sounds of the speaker and the hearer from the 
speaker's viewpoint. The behavior of P300 shows that hearing the speaker's speech by himself or 
herself activates his or her brain greater than his or her hearing the hearer's speech and non-linguistic 
sounds: the prolonged latency and the larger amplitude of voltage of P300 is typical of the recognition 
of the speaker's speech; the violation of the Japanese phonotactics influences the reduced amplitude of 
voltage ofP300. 
Keywords: P300， Speaker's speech sounds， Hearer's speech sounds， Latency， Phonotactics 
1 はじめに
人はどのような場合に意識をして音声を聴くの
だろうか。意外なことに「音声を聴く Jというこ
とを普段から意識することは少ないと思われる。
生まれ落ちてすぐに音声を直接浴び、自分でも話
せるようになれば、ほとんど無自覚的に音声を聴
き、話している。
それでも時々他人の音声に耳を傾けることがあ
*1 共通講座
勺筑波大学大学院/日本学術振興会特別研究員
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る。たとえばボーリング場や工事現場など周りに
騒音が充満していてお互いの話し声が聞こえない
とき、我々は大声を出して喋り、相手の言うこと
に耳を4頃ける。
あるいは携帯電話の通話状態が非常に悪い時、
相手がなんと言っているのか必死に聴き取ろうと
する。そのようなとき、我々はまさに音声を認識
する事に集中している。
では音声認識の仕方は一様なものなのだろうか。
少なくとも音声認識の仕方には、以下の 2種類が
あると思われる。
島田武，福盛貴弘
(1) 聞こえてきた 1種類の音声が誰の音声であ
るかが同定できる。その際には他の音声と
の比較は行わない。
(2) 複数の音声を聞いたとき、個々の音声を比
較することによって、それぞれどの人の音
声であるかが同定できる。
(1)の例としては、掛かつてきた電話に出たとき、
「もしもしJという音声から発話者を同定する場
合がある。この場合には耳に入ってきた音声と聞
き手の頭の中にある話し手の音声に関する情報と
が照合されている。また(2)の例としては、パーテ
ィーなど多数の人間が集まる場所で、聞こえてく
る声を頼りに出席者を当てるといった場合が考え
られる。この場合には聞こえてくる複数の音声を
聞き手がまず異なるものであるということを判断
し、その後それぞれが誰の声であるのかというこ
とを判断している。
では聞こえてきた音声が聞き手自身のものであ
るとしたらどうであろうか。自分の音声を聞くと
いう行為は通常単独では不可能である。話すとい
う行為に付随して自分の声を聞くことになる。し
たがって、話すという行為から切り離した状態で
自分の音声を耳にすると違和感を生ずることにな
る。自分の声を録音したものを聞いたとき、自分
の思っている声とは違う声がして衝撃を受ける人
は多い。
ではその音声は自分のものとして認識されてい
ないのだろうか。可能性としては、次の二つが考
えられる。
(3) 本人の音声として認識しない。
(4) 違和感こそあれ、本人の音声として認識す
る。
しかしこの違いを直感的に知るのは困難である。
そこで本稿では自己音声と非自己音声の認識に
ついて事象関連電位の P300という成分に基づい
て論ずる。この P300という成分に着目すると音
声における自己と非自己の区別がなされているか
どうか示すことができる。さらには音声と非音声
との区別についても知ることができるのである。
以下ではまず脳波について、次に事象関連電位に
ついて概観する。
2 脳波
2.1 脳内活動の捉え方
脳内の情報処理過程を探る主要な手段として以
下のようなものがある(1)(2)印刷。
(5) 脳電図 (electroencephalograrn，EEG) :脳内
の電気的活動をとらえる
(6) 脳磁図 (rnagnetoencephalograrn，MEG) :脳
の神経活動により生じる微小磁場を計測する。
(7) 陽電子放射断層撮影法(positron ernission 
tornography， PET) :脳の内部のブドウ糖や
酸素の消費量の変化という代謝反応をとらえ
る。
(8) 磁気共鳴映像法 (rnagneticresonance irnaging， 
M阻)，機能磁気共鳴映像法(tM悶):空間
分解能に優れている。
(9) 光トポグラフィー(opticaltopography) :頭皮
上から近赤外線を照射し、その反射光を測定
して脳内の代謝活動を測定する。
このように脳内の活動を電気的、磁気的に捉える
方法や、脳内の代謝活動を捉えるものなどがある。
この中でもっとも広く使われているものに(1)の脳
電図がある。
脳電図は通常は脳波と呼ばれているものを記録
したものである。脳波とは脳から生ずる電位変動
である。この電位変動は脳内のシナプスが同期し
て活動する時に発生する電流によって生ずる。
この脳波はその振る舞いによって大きく三つに
分類できる。
(10)α波， s波， a波， e波
(11) 誘発電位
(12) 事象関連電位
まずもっとも馴染みのあると思われる(10)の脳
波は、生体リズムを反映していて、外界からの刺
激の受容や認知に直接には関わらないものと言わ
れる。何かの作業に集中したり、泥酔したりして、
意識の水準が変化すると、振幅が変化する。
次に(11)の誘発電位は刺激の受動的な受容に関
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わる脳波である。代表的なものは聴性脳幹反応
(ABR)と呼ばれるものがある(図 1)。最近では脳
死判定の際にも補助的に使用されることがあるの
で耳にすることが多くなりつつある。
Cz-R1. 
ABRの潜時 Cl: 1 .82C2:4.1 0 C3: 5.88 (rγ田〉
図1:聴性脳幹反応 1)
この反応は刺激が入力されてから大体 10ms後
くらいまでに出現する反応で、内耳から脳幹を経
由して聴覚野に至るまでの聴覚性伝導路から生じ
る電位である。この反応は図1に示されていると
おり、刺激入力から 10msの間に6から7個のピ
ークが生ずる。各ピークの生ずる部位も明らかに
されており、臨床的に非常に価値の高いものであ
る(5)。
最後に(12)の事象関連電位但RP)は外界から受容
した刺激に対する能動的な反応である。特に内因
性成分と呼ばれるものが重要で、その中には P300、
N400、CNVと呼ばれる成分がある。そのほか刺
激からの時間遅れ(潜時)によってPl，Nl， P2， N2， 
P3などと呼ばれる成分があるが、この成分の組
み合わせによって音声認知を探ることができる。
事象関連電位の見方については次節で述べる。
2.2 事象関連電位
2.2.1 事象関連電位の構成
事象関連電位の各成分は，潜時，つまり刺激呈
示後，個々の成分が現れるまでの時間によって区
別される。潜時は短い順に番号が振られ，陽性成
分 (positivecomponent， p)はPl、P2、P3 …、陰
性成分(negativecomponent， N)はNl、N2、N3
のように表される。例として Nlは潜時 90・150ms
を目安とする陰性波、 P2は潜時 170・260msを目安
1)キッセイコムテック社製EPLYZERに付属していた
ものを使用した。
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とする陽性波、 N2は潜時 250・300msを目安とす
る陰性波をあらわす。これらは長潜時成分と呼ば
れるもので，大脳における高次情報処理過程の結
果を反映すると考えられている。次の図2は事象
関連電位の一例である。
;:ia~品目'~.~'9l3~(m..o)
F3 
C3 
Z 
18.8O 
uvolt 
Hr (~Irll 
図2: [ai]の事象関連電位
これは被験者に日本語の[ai]という二重母音を聞
いてもらったときの反応である。カーソノレには前
から順に0、1、2、3と番号が振られている。
カーソル番号のOは刺激の始まりを示す。カーソ
ル番号の1、2、3はそれぞれ Nl、P2、N2と呼
ばれる成分である。このことからすぐに気がつく
ように、通常は下向きの反応がPつまりプラスの
反応として表示され、逆に上向きの反応が Nつま
りマイナスの反応として表示される。脳波を読み
とるときには、このことに注意しなければならな
事象関連電位には極性や潜時によって P300や
N400と呼ばれる成分があり、このような成分は
特定の認知活動に対応することが知られている。
以下ではその中の一つ P300という成分を見る。
この成分を観察することによって自己と非自己の
音声の区別ができると思われるからである。
2.2.2 P300 
P300は、複数の異なる刺激(例:純音とブザー
音)を頻度を変えて与えた時，低頻度刺激に注目
させると刺激呈示後 300ms後に出現する陽性電位
反応である。この成分はとトの認知や判断を反映
していると考えられている。特に刺激に対して注
意を向けたり、複数の刺激の中から特定のものだ
けを選択させたりすると反応が出現する。例が図
3に示されている向。
島田武，福盛貴弘
柑 e泊四郎 告晦lIInt棋風拙
Nl00 
Fz 
02 
pz 
Aare:低嬢度刺激(銀頭)
Fr何時間:;;掛度制撤
Nlω 
-120 0 zωaω 
図3: P300の一例
この図の左側が低頻度刺激の反応であり、右側が
高頻度刺激の反応である。この両者の違いは、低
頻度刺激では、 NI00とP300が主要な構成成分だ
が、高頻度刺激の場合にはNI00とP200のみが出
現する。このことから P300が出現すればターゲ
ットとなっている刺激を認知していると言えるの
である。
そこで本稿では P300を観察し、自己と非自己
の音声の区別を考察したい。
3 実験
3.1 方法
3.1.1 被験者
本実験に協力してくださった被験者は1名 2)、
性別は女性、年齢は25歳である。
3.1.2 分析資料
刺激音としては[papa]という無意味語を用いた。
無意味語を用いたのは、有意味語を用いると音声
そのものの認知だけでなく意味の認知に関わる反
応が混入することになり、純粋に音声認知を観察
することができないためである。この[papa]とい
う無意味語を被験者本人がマイク入力し、 AID変
換によってサンプリングレート 48kHz・ステレ
オ・ 16b討の設定で WAVファイル化したものを用
いた。アクセントは平板アクセントである。さら
に比較対象として本人録音の[papa]を反転させた
2)本実験においては被験者は1名である。 1名による
実験の有効性については、エルゴード性にを基にした
城生(1997)の見解と城生・福盛(2001)に負うところが大
きい(7)(旬。
[apap]とヘリウムガスを吸ったときのような声に
変形させる処理を施した[papa]を作成した。使用
したソフトウェアは S戸出llium社製の CoolEdit 
2000である。また非標的刺激としての[papa]を福
盛が録音した。録音、処理後の音声は、最終的に
それぞれの刺激がランダムに出現するように配列
した。出現回数は以下の通りである。
刺激名 回数
papa-self 
20 
(本人のpapa)
apap 
(本人のpapaを 20 
反転させたもの)
papa-helium 
(本人のpapaにヘリウム 20 
フィルタを施したもの)
papa-not-self 
140 
(他者のpapa)
言十 200 
表 1:刺激音声の種類と回数
個々の標的刺激の割合は 20%となり、もしその標
的を自己音声であると認知していれば、 P300が出
現すると考えられる。
3.1.3 実験・解析装置
記録装置は、筑波大学人文学類人文社会学系棟
B613音声実験室に設置された、 NEC社製
BIOTOP6R12型生体アンプをNEC社製PC9821Xv
型コンビュータに接続した装置を用いた(配置は
図 4を参照)。記録ソフトは、キッセイコムテッ
ク社製誘発電位研究用ソフト EPLYZERであり、
同コンビュータ上で動作させた。記録の際の設定
条件は、サンプリングレート 500Hz、プリトリガ
ー100msec、記録時間を・100""'900msecである。解
析も同ソフトで行った。
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図4:実験装置配置図
電極の配置は国際 10・20法に基づき、 F3、F
4、C3、C4， P 3、P4、01、02、F7、
F8、Fz、Cz、Pz、T5の14チャンネル
を用いた。電極の装着は Electro-CapIntemational 
社製エレクトロキャップ ECI-2を被験者の頭部に
かぶせて行った。
音源装置はIBM社製PS/VModel 2408型コンビ
ュータを使用した。コンビュータのヘッドフォン
ジャックから、 Tecnics社製プリアンプ StereoFlat 
Preamplifier Tecnics70A、同社製アンプ Stereo
Power Ampli白erTecnics60Aを介して同社製2・way
Speaker System SB・6000に接続し、被験者に刺激
音を呈示した。標的刺激の出る確率は 20%、呈示
間隔は 2.5秒に設定した。刺激音の再生音圧は
65dBSLである。
3.1.4 実験・解析の手順
3.1.2で作成した刺激音声を被験者に聴取しても
らい、本人の音声が聞こえたと思った回数をカウ
ントしてもらった。
その後記録されたデータから pzの潜時と電圧
を記録した。これは P300の電圧が最も大きく出
るのが pzであるからである向。
3.2 結果
以下に結果を示す。電圧に関しては絶対値を挙
げることとする。
刺激名 潜時(msec) 電圧 (μvolt)
papa剛self 482 22.4223 
apap 488 4.5469 
papa-helium 330 7.5889 
表2: P300の潜時と電圧
????
?
表2に示されているとおり、 papa-selfとapapの潜
時にはほとんど差がなかったが、 papa-heliumの潜
時は他の二つよりも約 150sec.早かった。また電圧
に関しては papa-selfが他の二つの刺激よりも圧倒
的に大きかった。反転刺激apapと比較するとおよ
そ5倍、 papa-heliumと比較しでもおよそ 3倍の大
きさとなった。
個々の波形を見ると、 papa-self(図 5)では目
立った N波が観察されず、 P2(12.7362μvolt)に当
たる成分と P300(22.4223μvolt)に相当する成分が
際だ、っている。そのなかでも P300が大変大きい
ことが分かる。
図5: papa-selfのP300の波形
反転刺激 apapの波形(図6)では papa-selfと
対照的に際だ、った N2(8.3814μvolt)が観察された。
しかしP波が観察されなかったわけではなく、 P2
(4.4108μvolt)と P300(4.5469μvolt)に相当する成
分も出現していた。
図6: apapのP300の波形
島田武，福盛貴弘
図7の papa-heliumの波形は全体的に際だ、った
N波は出現しておらず、この点では papa-selfと似
ている。ただし P波の出方も同じというわけで、は
ない。最も異なる点は P300(7.5889μvolt)の電圧
が小さく、その前後にある P2(14.2331μvolt)と
P4(15.2978μvolt)の方が電圧が大きいと言うこと
である。
図7: papa-heliumのP300の波形
4 考察
前節の表2から以下のことが言える。
(13) 潜時に関しては papa-selfとapapが同じ振
る舞いをする。
(14) 電圧の大きさに関しては apapと papa-
heliumが同じ振る舞いをする。
そこで、ここでの考察は P300の潜時と電圧の大
きさに分けて行う。
4.1 潜時
まず潜時に関して、 papa-selfとapapを見ると、
共通点として浮かぶものに、音質がある。反転刺
激 apapは papa-selfを音声エデ、イタで反転させた
だけで音質については何ら変更を加えていない。
したがって音質については、このふたつの刺激聞
に違いはないと言える。一方 papa-heliumの方は
音声がヘリウムガスを吸ったときの声のようにな
ってしまっており、音質が元の papa-selfからかけ
離れてしまっている。
これらのことを考えると、 (13)のように papa圃
selfとapapが潜時に関して同じ振る舞いをするの
は、両方の刺激の音声が自己の音声であると認識
されているからではないかと思われる。
さらに興味深い事実として、この音質が同じで
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あるという特徴を持った刺激によって出現する
P300の潜時は300msecよりかなり遅れるというこ
とがある。このようにある成分の潜時が遅くなる
場合の報告が福盛 (2002)にあるべこの報告によ
ると、非言語音同士 (1000Hzと2000Hzの純音)
の識別の場合よりも言語音同士(ザ行音とジャ行
音)の識別の場合の方が P300の潜時が遅くなる。
このことを考えると潜時が遅くなった papa“selfと
apapはともに言語音刺激であると認知されている
可能性が高いと言える。一方 papa-heliumはすで
に言語音ではなく非言語音であると認識されてい
ると考えられるのである。
4.2 電圧
次に電圧に関して考察する。電圧の大きさを標
的刺激同士で比較すると、 papa-selfが圧倒的に大
きく、他のふたつの刺激は papa-selfの3分の1か
ら5分の 1という小ささである。
反転刺激 apapとpapa-heliumの共通点は、元の
刺激に何らかの修正が加えられていると言うこと
である。反転刺激apapは母音と子音の配列が日本
語では許されない形になっている。また papa回
heliumは音声に修正が加えられた結果言語音らし
くないものになってしまっている。つまりどちら
も日本語らしくないという点で、共通していると考
えられる。
このように考えると、電圧の大きさというのは
自己と非自己の音声認識を反映しているというよ
りも、日本語として認識できるか否かという点を
反映しているように思われる。
4.3 まとめ
本実験で得られた P300の潜時と電圧に対応す
るものが以下のようにまとめられる。
(15) 潜時の遅れは刺激が自己の音声であると
いうことを示す。
(16) 電圧の大きさは刺激音声の日本語らしさ
に対応する。
(15)が示しているのは潜時の遅れが自己音声認
織によるということである。しかし先行研究明に
おいて P300は言語音刺激の時に遅れるという報
告がある。ということは、本実験の潜時の遅れに
は音声と非音声の認識と自己と非自己の音声認識
の反応が重畳しているとも考えられる。
一方(16)は電圧の大きさは刺激が日本語らしい
P300から見た自己音声の認識
かどうかということに関連しているということを
示している。けれども apapとpapa-heliumの電圧
が小さくなる個別の理由は異なっている。つまり
apapは音素の配列が日本語らしくないので電圧が
小さいのだが、 papa-heliumのほうはそもそも音声
として認識できないため、日本語らしさも判定で
きず、結果的に電圧が小さくなると考えられる。
これらのことを確認するためには、被験者が2
種類の他者の音声の識別を行う際に現れる P300
を観察すればよい。この場合には潜時に現れる自
己と非自己の識別に関わる反応と電圧に現れる音
声と非音声に関わる反応が両方とも除かれている
と考えられるからである。
予測としては、刺激が音声なので潜時が非言語
音識別の時よりも遅くなる。本実験の被験者の場
合は papa-heliumの潜時である 330msecよりも遅
れるということである。しかし非自己の音声の識
別のため自己音声の識別よりは早くなる。という
ことは潜時が papa-selfの482msecよりも早まると
いうことになる。また電圧に関しては、やはり刺
激が音声であるということから、非言語音よりも
大きくなる。つまり apapや papa-heliumの電圧よ
りも papa-selfの電圧の大きさに近いということが
予測できる。
5 実験2
5.1 方法
実験に関する場所、機材、被験者は 3節と同様
なので省略する。
5.1.1 分析資料
実験 2で使用された刺激も実験 lと同様に無意
味語[papa]で、ある。これを 2人の人に発話しても
らい録音した。この2麓類のpapaのうち一方を標
的刺激、他方を非標的刺激として odd-ball課題を
行った。なお実験 lとの違いは被験者自身の音声
が含まれていないことである。なお呈示には IBM
社製 PS/VModel 2408型コンビュータ上で動作す
るWinst加というソフトウェアを用いた。
5.2 結果
では実際に波形を見てみよう。
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図8:非自己の音声識別のP300の波形
図8を一見して分かるのは、 N 波が目立たず、 P
波が際だ、っているということである。この特徴は
papa-selfの波形(図5) と同様の振る舞いを示し
ている。以下に P300の潜時と電圧の数値を示す。
刺激名 |潜時(msec) I電圧(μvolt)
pa抑制剖lfI 394 I 15.2738 
表3:非自己音声認識のP300の潜時と電圧
5.3 考察
では具体的な数値を比較するために表 4を見て
みよう。
刺激名 潜時 (msec) 電圧 (μvolt)
papa-self 482 22.4223 
apap 488 4.5469 
papa-helium 330 7.5889 
papa-not -self 394 15._27~8____j 
表4: P300の潜持と電圧の比較
まず papa-not-selfの潜時は 394msecで、あった。
この数値はちょうどpapa-heliumとpapa-self、apap
の中間に位置している。これは papa-non-selfの刺
激が音声であり、かつ非自己のものであるためで
あると考えられる。もし潜時に影響を与える要因
には音声・非音声の区別しかなく、自己・非自己
の区別は関与しないとすると、 papa-not-selfの潜
時は papa-selfや apapの潜時と同じ程度に遅れる
ことになると考えられるからである。このことか
ら(15)の結論は支持され、音声の認識だけでなく
自己音声の認識も潜時を遅らせる要因となると結
論できる。
一方電圧の大きさに目を転ずるとやはり papa-
selfとの親和性が見受けられる。およそ 7μvolt小
島田武，福盛貴弘
さいとはいえ、 apapと papa-heliumと比較すれば、
圧倒的な大きさであると言える 3)。このことは
(16)の日本語らしさと電圧の大きさが関連してい
るという結論を支持していると考えられる。
6 結語
本稿では P300を用いて自己音声と非自己の音
声の識別について考察してきた。その結果自己の
音声を認識するときに現れる P300は潜時が遅れ、
電庄が大きくなるということが判明した。このと
き重要なのが、刺激が音声として認識できること、
そして日本語の音声として許される形式であるこ
とである。
7 展望
通常脳波の潜時の早さは脳の反応の鋭敏さに対
応していると言われる。ということは本研究の結
果からは、脳は自己の音声よりも非自己の音声に
鋭敏であり、また非音声のほうがさらに鋭敏であ
るという結論が導かれる。これはどのように解釈
したらよいのだろうか。
解釈の鍵として考えられるのは、 P300が内因性
の電位であり、外界からの刺激に対する能動的な
反応である、ということであるへもし自己の音
声が外界からしかやってこないとすれば、 P300の
潜時が早くなるのかもしれないが、常に自己の声
は内側から発せられる。したがって外界からの刺
激に対応するタイプの成分の反応が遅いのも領け
るの。
さらに自己を取り巻く音の環境を考えれば、非
自己の音声は自己のすぐ近くに存在し、非音声は
そのさらに外側にあるの つまり自己から遠いも
3)この差が有意なものかどうかは今後の検討課題であ
る。
4)ひょっとすると P300だけでなく事象関連電位の他
の電位にも当てはまるかもしれない。
5)人によっては自己の音声をまるで非自己の音声を認
識するように聴く場合もあり得ると思われる。歌手や
音声学者などは自己の音声を意識して聴くので、 P300
の潜時が他の職種の人よりも早くなるかもしれない。
6) 自己の音声が自己に最も近いところにあるというの
は自明のことだが、非自己の音声と非音声の距離感に
は異論があると考えられる。しかし自己との関わりを
考えれば、音声と非音声をこのように位置づけること
も可能だろう。ヒトが人として存在するときには言語
を用いる。言語を用いる際には、 SpeechChain(IO)が仮
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のほど脳は鋭敏に反応するのだろう。この点につ
いてはさらに検証が必要で、ある。
電圧の大きさに関しては音声に対する反応が顕
著であった。音声らしさが減少するとそれだけ電
圧も小さくなると考えられる。今回の実験では音
声らしさを減少させる方法に2種類あった。 1つ
は物理的にゆがめてしまう方法であり、具体的に
はヘリウムフィルタを掛けた音声があがっていた。
もう 1つは言語学的な変化であり、具体的には単
語が子音で終わる[apap]という日本語母語話者に
とって許容できない母音子音の並び方であった。
わずかな差ではあるが後者の変化の方が電圧が小
さかった。仮にこの差が有意なものであれば、分
節音の配列というのが日本語らしさを決める大き
な要因の 1つであり、プロソディーとしての重要
さが脳波によって裏付けられることになると考え
られる。
今回は被験者一名の反応に基づき、パイロット
スタディーとして自己の音声認識を考察したが。
今後はさらに被験者数と試行回数を増やして研究
を発展させたいと考えている。
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(5)丹羽真一，鶴紀子，事象関連電位一事象関連電位と神
経情報科学の発展一， (1997)，新興医学出版社，東京.
(6)NEC三栄，誘発電位ポケット知識， (1987)， NEC三栄，
東京.
(7)域生{百太郎，実験音声学研究， (1997)，勉誠杜，東京.
(8)城生イ百太郎・福盛貴弘，行動表現の科学， 日本語行
動論， (2001)， p53圃101，おうふう，東京.
(9)福盛貴弘，言語音の認知と ERPにおける Nl成分と
の相関性，岡山大学言語学論叢，第9号(2001)，p19圃
34. 
(lO)Peter B. Denes and Elliot N. Pinson， The Speech Chain: 
The Physics and Biology of Spoken Language， (19932)， W 
H Freeman & Co. 
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The Self -U nderstanding in Exercise Physiology 
Hironobu KAMIMURA 
(論丈受理日 平成14年8月30日)
Abstract 
In Exercise Physiology， the self und巴rstandingis typically to understand functions of various organs 
by recognizing blood f10ws when a working body changes from resting to exercise. A well-trained 
person has the syst巴mthat enables himlher to ex巴rciseefficiently. 
Keywords: Exercise Physiology， The self， Circular blood system， Muscles 
1 自己理解の捉えかた
運動生理学的に自己を理解するには、生体につ
いて、安静から運動に変化すること、 トレーニン
グを行なうことにより、非鍛錬者(トレーニング
前)から鍛錬者(トレーニング後)へ変化するこ
とを理解することです。そこで、筋活動が円滑に
行なわれるために効果器である筋肉にエネルギー
源を送り、かっ、筋肉で、つくられる老廃物を送り
戻す循環器系のシステムを認識し、その結果とし
ておこる現象を脂肪細胞・骨格筋のシステムから
認識することです。このようなことから、運動時
生体を理解することが重要と考えられます。
*1共通講座
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2.安静時から運動時へ
ほとんどの人が、初めて、運動による胸の高鳴
りを感じるのは、運動会で徒競走のスタートライ
ンに着いた時でありましょう。これは、交感神経
が充進し(交感神経が強く働くこと)心拍数が多
くなる現象です。このような、働きは、生体が運
動への準備をすることと説明されます。
運動は、生体が静から動へ変わることです。す
なわち、安静から運動へ、この時、生体は、活動
する細胞にエネルギーを供給するために心臓を介
して多くの血液を供給します。活動筋に血流量が
増加するのは、酸素需要量を満たすために、酸素
運搬の役割を担うために血液量を増加するためで
す。サイクリングやランニングでは、スピードが
速くなればなるほど、心拍数が増加しますが、そ
れは、次のようなことで説明されます。心臓は、
一回心拍出量 (1回で心臓から出ていく血液量)と
心拍数を増加させ血流量を増やしています。一般
に、心臓が 1分間に拍動する回数を心拍数と呼び
ます。この値の最高値が、最高心拍数であり。図 1
に示すように、この最高心拍数は、年齢を取るに
つれて低くなります。 220一年齢の計算式から求め
ることができます。 20歳であれば、 200拍となり
ます。
また、最大心拍数は、よくトレーニングされた
ヒトは、この計算式よりも低いことがあります。
これは、表 1にみられるように、安静時の心拍数
と関連性があります。一般に安静時の心拍数は、
60拍から 100拍であります。表 1では、座位作業
者が 71で、トレーニング後では、 59拍になり、ワ
ールドクラスの競技選手の中には、 40拍よりも少
ない人がいます。このようになるのは、病気では
ありません、副交感神経が優位に働きトレーニン
グ性ワゴトニーと呼ばれる適応現象が起こるので
す。これは、 1分間あたりの心拍数が少なくても、
一回拍出量が一般の人よりも多し、からです。表 l
では、 2倍違います (65から 125)。したがって、
生体にとって少ない心拍数でも、十分な血液量が
供給されているのです。表 1に表す心血管系・呼
吸系の数値が、 トレーニングすることに高くなり
ます。ワールドクラスの競技者は、さらに高い値
を示します。
代謝系の中でも最大酸素摂取量は、体重あたり
の数値が、 40.5から 76.7と約 2倍高くなっていま
す。この値は、酸素を 1分間に最大に運搬できる
量:最大に酸素を生体に取り込める値を最大酸素
摂取量と呼んでいます。最大酸素摂取量は、一般
のヒトで 2"-'3L(リット)ですが、競技選手では、
5L以上になります。すなわち、この最大酸素摂取
量が、持久的なスポーツでは重要な意味をもちま
す。そのためには、血液中のヘモグロビン含有量
が大きいことが有利とされています。ヘモグロビ
ンとは、血液の赤血球中にあり、酸素と結びつき
肺から末梢の細胞に輸送する宅急便のトラックみ
たいなものです。持久性の高い種目では、ヘモグ
ロビンの量が大きいことが大切です。したがって、
この、ヘモグロビンを増やすことが、競技レベル
で大切です。高地トレーニングは、この値を高め
るために行ないます。しかし、 トレーニング法を
間違うと貧血になります。この時には、ヘモグロ
ビン値が、 12mg/dlより少なくなります。このよう
?
?
?
?
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図 1.最高心拍の加齢による変化
表 10 1年半の持久的トレーニング後の生理的変化とワールド
クラス競技選手の比較
表 1 1年半の持久的トレーニング後の生理的変化と競技選手の比較
J皇位作躍宥
←一一 一「一一←_.. 一 ν ドクラス
ぃ、レー ニ!トレー ニ σ 開技選ず
lング !if1;:，ゲ{査!
出荷下{.'4fl数(b同胞lmin) 71 59 36 
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上安静1回心拍出量(阻{l 65 自o I 125 
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し ー ←一一ー
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けi!A心的山撒(l/min) 22.2 25.() 34.8 
心血管系ト一一一一一一一一一一一一 !… !…一一ー トー 一一一 一i
1心掛rfui直i肱(m!) I 750 I 820 1200 
i全血液撒 (l) 4.7 I 5.1 1; 
i安静収縮期IfilH:(四回Hg) I 135 I 130 120 I 
1品大収縮期血圧 (mmHg) I 210 I 205 I 210 1 
変化要;炉
安静拡張期血圧 (mmI-lgl
最大拡強期血圧 (mmHg)
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な状態では、必要な酸素を運べず、運動能力が、
低下します。つまり、運搬できる酸素の量を高め
るのがヘモグロビンの量なのです。
3.運動期における血液分布変化
運動の強度が高くなると、心拍数が増加します。
このことは、体内にある血液量の部位的な変化が
発生することでもあります。この変動は、表2及
び図 2に見られるように、運動強度が増加するに
運動生理学からみた自己理解
従い、安静の 5.8Lから最大運動時の 25Lまで増加
します。運動する部位は多くの場合、筋肉なので
筋肉の血流量は、約 20倍に増加しますが、それに
対して、減少する部位が 5分の 1となる消化器関
係です。運動中、特に、持久走時のわき腹の痛み
は、主に、腸管の虚血による痛みです。虚血とは、
正座した時の脚の庫れがこれにあたります(脚の
動脈が圧迫され血行が悪くなる)。この、虚血状態
が激しい場合は、表3に示すように、血便が生じ
ることが報告されています。フルマラソンやトラ
イアスロンは、長時間に渡る過酷な競技です。こ
のような、消化管出血の症例報告は多くあります。
この原因は、腸管血流量減少に伴う虚血・低酸素
の影響、もしくは、物理的刺激による粘膜の損傷
が考えられます。特に、 2時間以上の運動では、機
能低下・組織学的変化が発生すると報告されます。
また、不思議なことに変動しない部位がありま
す。絶対値で血流量の変動しない部位が脳であり、
相対値で変動しない部位は、心臓です。その脳に
ついて 450ml以下だと意識を消失、 350ml以下が
1分以上続くと虚血性の脳障害が発生します。した
がって、脳の血液量は、 750mlと運動に関係なく一
定となります。また、脳のエネルギー源は、糖(グ
ノレコース)だけです。
また、心臓は、心臓自体を供給する血管網があ
り、王様の冠みたいに心臓を取り巻いていること
から、冠状動脈と呼ばれています。運動強度が高
くなると心臓自体の収縮に必要なエネノレギーを供
給するためで、相対的に一定であるのはこのため
です。
皮膚は、表 2みられるように、安静時に低く、
中等度の運動でその値が大きくなり、運動強度が
高くなるとに低下します。
皮膚の血流量は、汗の働きと関連性があります。
図3に示すように 環境温度が高いとき、安静時
が一番多く汗を掻きやすいのです。運動強度が高
くなる毎に血流量は、低下します。
汗腺の働きは、汗を分泌することで、体熱を下
げることです。図4に示すように汗せんは、皮膚
の下にあり、大汗腺(アポクリン腺)と小汗腺(エ
クリン腺)に大別されます。大汗腺は、服、乳頭
部、下腹部の毛のあるところにあり、ミルク状の
汗を分泌します体臭の原因となります。小汗腺は、
体全体にあり水分の多い汗を分泌します。汗腺は、
実際に活動している汗腺のことを能動汗せんとよ
んでいます。
?
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表 2. 安静時と運動時の血液配分
安静時と運動時の血流配分 (Andersen.K. L.; In Falls. H. l. ed. 
ExercIsc physiology， p.102， Acadernic press， ]968) 
循瑚 安静(mf/分:%) 
運動(mt/分%)
月「・胃腸系
腎臓
1，400: 24 
1，100: 19 l計十;Jf;ihf;
目出 750; 1:1 
心臓 250: 4 
骨絡筋 1 1.200; 21 
皮府 500; 9 
他の器 r1 600; 10 
5.800; 100 
750; 8 
350; 4 
4.500: 47 
1.500: 15 
400; 4 
9.500: 100 
750; 4 1 750; 3 
750; 4 I 1.似川 4
12.500; 71 I 22，0山)町 民自
1.日00; 12 1 600; 2 
401 ; :3 I 100; 1 
17，日泊。 100 1 25.1100; 1附
1.1/分)
25ト図脳
阻その他
心 20ト盟皮膚
回心臓
????，??
10 
ロ
tμ 
酸素l"!lr，最(e!分)
図2.運動強度に応じた総心拍出量の部位的な変動
表3マラソンにおける消化管出血について
表17 うソン t 消化問血 1=ついての調査結果 I~III帆 1 11' 1: :1
組合 I Jjτ寸 レー 7， i t!d 
hJτ石川つ可戸川
Iiefe 1) i C'-J， 1~ UJ[I1脳出血糊 -~'7 ソン (11了川 u川1I 
Halvlrsel1l) ト ;¥Hi御Jlm即}f1I '? )ソン(1-0]) 山J
Mc仙ら iト州)印刷! ??ソン(n→ml 1:1九| 
¥lc:Vlahlnら い-')，献の血肘HliI i'j'!i(n-J21 I 
lねskaり いい/、前佐川~tli jllkl山 J'(J川 1-j~ I I 叫|
J車環1量 嵩?丸王員t貴
??r 1~'1白出量， l/rnln 22 
18 18 
14 14 
!o 
25 1 2 3 
椴素摂取量。 I/mln
図3 涼しい環境 (25.60C) と暑熱環境(43.30C)で立位運動を
しているときの心拍出量
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子供のころに、この能動汗腺のはたらきが完成し
ます。温かい気候に住んでいる人は、寒いところ
に住んで居るヒトは、この能動汗腺が、発達して
います。この表4に見られるように、北海道に住
むアイヌの人は、この能動汗腺が少ないことが判
ります。アイヌのヒトは、太平洋沿岸に住み、平
均気温は、 10度以下です。一年を通して夏日 (25
度以上の日)になる日が少なく、発汗しなくても
良い環境にあります。室蘭も同じような環境のた
め、発汗しなくても良いのですが、運動の試合等
で暖かい環境に行くと、暑さのせいで汗をうまく
掻くことができず実力が十分に発揮されないこと
が多いのです。
以上のことから、血液の配分は、安静時におい
ては、大部分が内臓諸器官にありますが、運動を
行なうとその配分が減少し、骨格筋に配分量が多
くなります。このような、変動をブラッドシフト
と呼ばれています。
4.脂肪細胞
ブラッドシフトは、みかたを変えれば、体重を
減少させること(体脂肪)に関係があります。な
ぜなら、心臓から末梢に流れる距離が長いほど血
液は、冷却されます。熱エネルギーを使うことで
す。図 5に示すように、これは、ベルクマンとア
レンの法員IJに説明されるます。生物は、極(北極・
南極)から赤道部に行けばいくほど、暖かくなれ
ばなるほど、体が細く手足が長くなることが明ら
かにされています。また、顔などが彫り深くなり
体表面積が、大きくなることも体が冷却させる要
因の一部であることが報告されています。
この法則は、夜眠れない人にとって役立つこと
になります。睡眠をとる際、中枢部(体内の中央
部)の体温が低下し、末梢部(体の先端部)が暖
かくなります。特に、このような、現象は、入眠
前の赤ちゃんに見られます。今、流行の足湯があ
ります。これは、末梢部を暖かくし、末梢部の毛
細血管を拡げ中枢部の体温を低下させることで眠
ることができます。または、眠れない時は、少し
温めのお湯に入浴する。これは、交感神経を低下
させ副交感神経を高揚させ中枢の体温を低下させ
ることです。
熱を産生することは、体脂肪を減少させること
です。この、熱産性機構は、筋肉による熱産生、
脂肪細胞による熱産生があげられます。
? ??
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表4. ヒトの能動汗せんの数
表皮
人 極 能動汗腺数(万)
アイヌ 1<14 
ロシア人 189 
日本人 228 
成長後タイ国移住 29 
成長後フ， ~ピγ移住 217 
タイ国出生 幻4
フィリピン出生 278 
タイ国人 242 
フィリピン人 2BO 
暑熱下
区翠中心部 Cコ表層部
中性温度下
図5.環境温度と中心部と表層部の分布
寒冷下
自色脂肪細胞 褐色!~肺細胞
指町球
技
iトコンドリT
2種類の脂防細胞
自色!~防細抱lì!~肪を貯離する細砲で，補色脂防細抱fì!~訪を使って
熱をつくる組組である.
図6. 白色脂肪細胞と褐色脂肪細胞の形態
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図6に説明されるように、脂肪細胞は、 2種類あ
り、熱生産を行なうこの細胞は、細胞内にミトコ
ンドリアを有する褐色細胞と熱産生を行なわない
白色細胞があります。褐色細胞は、幼児期に、多
く、成人になるにしたがい減少します。幼児は、
筋肉活動を長時間することができないために、褐
色細胞による熱産生で体温を維持します。図7に
見られるように、この褐色細胞が、動脈の分岐す
るところ首、脇、股におおくあります。このこと
は、体の末梢部に温かい血液を送るのに好都合だ
からです。体温を上げるために存在します。また、
この褐色細胞は、食事を摂った後に働くことが、
わかり痩せた人に多いことも報告されています。
痩せた人に多いことも報告されています。これを、
俗に、痩せの大食いと言います。もうひとつの細
胞である白色細胞は、エネルギー貯蓄のために非
常に重要な存在です。 1gの脂肪は9calの熱量を
もちます。炭水化物は4cal、たんぱく質は、 4cal 
です。炭水化物は、グルコースとして蓄えられて
いますが、この量は、せいぜし、 2000calです。 1500
(375 g )が筋肉・ 400(100 g )肝臓・ 80(20 g) 
が血液に蓄えられます。脂肪は、普通この約 50倍
以上 (90000"-'1 0000)の熱量をもっています。
脂肪細胞が分解する過程で興味あることは、図 8
の脂肪の代謝経路にあるように、脂肪酸の分解は、
グ?ルコースの分解が同時におこらないといけない
ことです。このことは、アセチルCoAがクレプス
回路に入り炭水化物の分解によって生成するオキ
ザロ酢酸と結合することにより、クエン酸を生成
する過程で分解処理される。簡単に説明すると、
クレブス回路の中での脂肪酸分解は、ベータ酸化
経路で作られたアセチルCoAと結合するだけのオ
キザロ酢酸が十分な量だけしか反応が進まないこ
とになります。脂肪は、炭水化物の助けがあって
燃焼できるのです。
たんぱく質は、体内にあるものよりも筋肉にあ
るものが、容易に利用できます。図 9は、アミノ
酸のアラニンは、運動強度の違いにより利用され
る度合いが変わります。運動強度が強くなればな
るほどその利用度が高まるのです。
筋肉中のアミノ酸は、アミノ酸転移され、アラ
ニンに合成されます。筋肉から合成されたアラニ
ンは肝臓に運ばれ、そこで、脱アミノ化され、残
りの炭素骨格は、グノレコースに変換され、次に、
筋肉中に放出され、活動筋に運ばれる。これが、
図 10に示すグルコースアラニン回路です。 4時間
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自然・社会・文化から見る自己理解
若菜博*1 
Self-Understanding Through Natural History，Society and ‘Meme' 
W AKANA Hiroshi 
(論文受理日 平成14年8月30日)
Abs1ract 
The self-consciousness is the arrival point of the biological evolution. And the self-consciousness 
has evolved due to the interaction with the self and society. A human being transmits culture('meme') 
to the circumference， and transmits it to the next generations. The gap of the speed of the evolution 
by the gene姐 d'meme' became big. The expansion of the gap田usedthe problem of the modern 
society. One example is the environmental problem of仕lee紅白 Japan巴sefishermen have carried out 
afforestation activities in the whole country. Their activities will achieve excellent results in the 
future. They can hold on because the future can be se四.
The brain of the human being has been made to evolve large. The main part of the evolving brain is 
prediction ability. There is a fishermen's self-understanding as a thing which transmits their 'meme' 
in the future. 
Keywords: Self， Self-understanding， Self-consciousness， Natural history， Society， C凶ture('M巴me')，
Evolution， Environmental science， Prediction ability 
1 はじめに
「自己 (self)Jといわれるものには様々なイ
メージがつきまとう。 i自己」と類似の言葉とし
て，例えば， i自分(self)J i私(1，me)J i自我
(selfまたはego[ラテン語])J i我(Ich[ドイツ語]
) Jなどが浮かぶだろう。日本語では区別されて
使われる語が，英語では同じ単語のものもある。
『広辞苑第 5 版~ (1998年)では， i自己」
と「自我j をそれぞれ次のように説明している。
* 1 共通講座
- 61 
「自己 われ。おのれ。自分。その人自身」。
「自我 (self(イギリス). ego(ラテン))
①[哲]認識・感情・意志・行為の主体を外界や
他人と区別していう語。自我は，時間の経過や種々
の変化を通じての自己同一性を意識している。身
体をも含めていう場合もある。②[心](ア)意識
や行動の主体をさす概念。(イ)精神分析の用語。
イドから発する衝動を，外界の現実や良心の統制
に従わせるような働きをする，パーソナリティー
または人格の側面。エゴJ。なお， iイド【id]J 
とは， i精神の奥底にある本能的エネルギーの源
泉。快を求め、不快を避ける快楽原則に支配され
る。エス (es)ともいう。精神分析の用語。」であ
る。
哲学や心理学の領域では，意識の主体を「自劃
とよび，意識の対象としての自我を「自己」とよぶよ
うにして，一応の区別をする場合もある。その場合に
は， i自己=selfJ， i自我=egoJと表記して
いることが多いが，例外もある。
例えば，ともに岩波書屈によって1979年に出
版された小辞典『哲学~ w心理学』を見てみよう。
『哲学小辞典』の方では「自我jの訳語に iselfJ
『心哩学小辞典』の方では「自動の訳語に iegoJが
採用されている。
ちなみに， w哲学小辞典』では， i自我=alfJは
「認識，意欲，行動の主体が自己をタト界や他人と区別
していう語。自我は時間の結晶を通じて同一な，単一
の個体としての意識をともない，日常的には身体を含
めて考えられるが，身体を排除して考える場合もある
は哩的白羽。 Jとされており， w広辞苑第5版』
とほぼ同様の記述となっている。
また， w心理学小辞典』では， i自我=egoJは，
まず， i自我意識を持つものJとして定義され， i自
我意識は， a)活動の感じ，すなわち能動性の意識， b) 
独自だという意識，すなわち単寸主の意識， c)時間が
結晶しても同一だという意識，すなわち同」性の意識，
d)外界と他人に対して自分カ午前しているという意識
の4つの側面をもっている。<人格>というコトパは自
我と同じ意味であるカミ自我意識をもつものより広く，
無意識をもふくむとみなす者もあるし，ぎゃくに自我
意識の発展したものをさそうとする者もあるJとされ
ている。
いす"ttこしても， i自己j と「自我Jは日本語では
区別して使われることもあるが，英語での「自己J
f自我jの表記はともに ialfJが当てられることも多
いのである。そこで，この論文の中では，とくに明記
しない限りは， i自我J i自分J i:私J i主むなども，
「自己=selfJという言葉で代表させて用いることに
する。また，理解しやすくために， i自己(自分)Jなど
と表記するとともある。
なお，最近の脳科学，教育学や心理学の領域では
「自主むという言葉に代わって「自己jをもちいるこ
とが多くなってきている(哲学は今でも「自我jとい
う言葉を用いることが多いようたう。
それでも「自己とは何か」という「自己Jの規
定には多くの論があり，その研究者によってかな
り概念が異なる。しかし，次の点に関しては，今
日ある租支の研院の進展がある(異論も当然ある)。
第1に， i自己Jないし「自己意識(selfcons-
若菜博
ciousness) Jはどこに「局在j しているのか(人
間の脳のどこの部位でそれが機能しているのか)， 
第2に， i自己意識jは自然史的あるいは生物進
化的にどのように形成されてきたのか，第3に，
「自然J i社会J i文化Jとの多重構造の中で
「自己意識」はどのように措定されるのか，とい
う点である。
本論述では，これらの研究成果に学びながら，
「なりゆきまかせの客体から，自らの歴史をつく
る主体J (ユネスユ「学習権宣言J1985年)と
しての「自己j の形成， i自己j の理解の一端を
示したい。
この場合の「主体J i自己jはまた， i人格」とい
う概念も包摂する。現行の教育基本法においては，教
育の目的を「教育は，入蕗ゐ完成をめざし，平和的
な国家及び社会の形成者として，真理と正義を愛
し，個人の価値をたつとび，勤労と責任を重んじ，
自主的精神に充ちた心身ともに健康な国民の育成
を期して行われなければならない。 J(第1条)と
している。この第 1条における「人格の完成」と
いう文言は，当初の教育基本法の草案では「人間
在ゐ白金をめざしJとされていたものが， 1947 
年2月28日の教育刷新委員会第25回総会での文
部省作成の教育基本法案によって，このように修
正されたものである 1)。教育学や心理学の立場か
らすると i人格」という概念も「自己(自我)J
もしくは「自己意識(自我意識)の発展したもの」
と考えられるのである。
2 生物としての人間そして「自己J
人間ひとりひとりは，かけがいのない1つの「個」
である。同時に，人間は生物であり，また白然の一部
である。地球上での生命の40億年の歴史のなかで，現
在の人間そして「自己」カf形成されてきた。
原始的な生命(例えば，アミーバ)においても，自
己(自分)を他者から区別し，そして，自己(自分)と外
部との境界をつくる。これは生物としての「自己Jの
「身体j的但l固と見ることカ?できる。
チンパンジー，オランウータン，ニホンサルなどは
鏡に映る姿を自己(自分)と見なす官E力があることが，
I齢伴や心理学の研院により認められている。これは
生物としての「自己Jの「精神」的側面と見ることが
できる。後述する「自己意動の原型であるというこ
ともできる。
前者の身体的 f自己Jの根拠は，例えは免疫系か
? ? 】?
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ら見るととができる。後者の精神的「自己Jの根拠は，
例えば脳から見ることができる。
2.1 免疫系から見る I自己j
免疫とは，生体が疾病，特に感染症に対して抵抗力
を獲得する現象であるが，その本質は， 1自己」と
「非自己」を識別し， .1非自己」から「自己Jを守る
機構，すなわち抗原抗体反応である。この反応では，
微生物など異種の高51守防椋)の体内への侵入に対し
てリンパ球・マクロファージなど、が働いて特異な抗体
を形成し，抗原の作用を排除・抑市rtずる。この意味で，
免疫は「非自己」から「自己Jを区別して，個体のア
イデンティティを決定すると言われる。
多田富雄 (1993，1994， 1997など)は，身体的
な「自己jを規定しているのは免疫系であるという立
場をとる。ここでは，多国の議論を紹介しながら免疫
系から見た身榊句「自己」について概観する。
多国は，生物系としての「自己Jの次の2つのとら
え方(1遺伝子決定論J， 1，胸腺発生環境決定論J)を
批判する。
多田が批判する 1つ日の捉え方は，く「自己」とは
自分の持っている遺伝子全体(ゲノム)の産物である>
という「遺伝子決定論」である。人間で考えれば，
「遺伝子決定論」では，く「自己」はそれぞれの個体
が持っている32億個ほど、の塩基対によってコードされ
る物質の体系である>とみなすことになる。
しかし， 1自己Jの遺伝子にとって明らかな他者で
ある寄生体(内在性ウイルス，マラリア原虫，住血吸
虫など)でさえも人間の肉体はそれら寄生体をしばし
ば「自己」と同様に扱っているととがあり，逆に，自
分の遺伝子でコードされているタンパクであっても自
己免度病を起こす(自己の遺伝子によって作られた物
質を自己(免疫系)は他者の侵入とみなして攻撃し，
痴荷を起こす)ことがある。
多田は，このような反例をあげてp 遺伝子だけでは
「自己Jを規定できないことを指摘する。
多田が批判する2つ目の捉え方は，く「自己」とは
免疫系が発生してくる(胸腺)環境に存在していた物
質の総体>という日旬腺発生環境決定論」である。
胸腺は，胸骨上部の後ろ側にある扇平葉状の器官の
ことだ。人間では10代前半で最大になり約35グラム
に達する。思春期以後は退縮し， 40代では最大時期の
半分， 60代では4分の1に縮小し， 80代になるとほと
んど洲旨肪に置き換えられて，胸腺そのものは痕酬呈
度になってしまう。胸腺は，骨髄に由来する前駆細胞
(前T細胞を受けて，免疫機能を持つ胸腺リンパ球(T
細目白に分化・増殖させて，血行を介して全身の末梢リ
ンパ組織に送る。
胸腺は， 1自己Jと「非自己」を識別する能力を決
定する免疫の中枢臓器であるといわれる。この意味で
は， 1胸腺発生環境決定論Jは一見当を得た論のよう
にも思える。
しかし，多田は，次の理由からこの論も成り立たな
いことを指描Iする。
第1には，免疫系をとりまく「自己」が次々に変容
することにある。幼児には作られず，成熟して初めて
分泌されるホルモンや母乳タンパクもある。そういう
ものさえ，免疫系は「自己jの体制に組み入れている
らしい。母乳のタンパクは，胎児の胸腺の中に入って
ゆく可能性はない。それにもかかわらず，男女を問わ
ず人間では人間の母乳に対して免疫反応が起こること
はない(いわば「寛容」が成立している)。
第2には， 1980年代にフランスで行われた，ニワト
リの匪にウズラの神経管を移植する実験に関わるもの
である。実験では，受精後2，3日日のニワトリの匪
の中脳胞(やがて脳になる部分の一つ)に同じ成長時
期のウズラの中』湖包を移棺する。ニワトリの匪の中で，
ニワトリの胸腺が発生し始める。この段階ではウズラ
の中脳胞はもうニワトリの脊髄や末梢神経の一昔日にな
りきっている。 f麦から発生してくるニワトリの胸腺は，
ウズラ由来の神経細胞や色素細胞を「自己」の一部と
認めざるを得ない。こうして，ウズラ色の羽根を持っ
たニワトリ，すなわちキメラ聾胸カ瀬性するのである。
ところが，しばらくするとニワトリの免疫系はウズ
ラ由来の細砲を突然「非自己jと認め始める。ウズラ
の細胞を発見したニワトリのT細胞は，それを異物と
して排除し始める。ウズラの神蹄田胞は拒絶され，生
後十数日の間に，キメラは解体し，動物の「自己Jも
死ぬ。いった人瀞植を受け入れたニワトリの実践系杭
どうして突然，ウズラを排除しようとするのか。免疫
学的「自己」というものが，胸腺の発生の環境で決ま
るという単純な仮説では説明できないことを示してい
る，と多国は指j宵する。
そして，多国は，この議論の帰結として，次のこと
を指摘する:こうして全体を眺めてみると，正確には，
免疫学的「自己」というものが存在しているわけでは
ない。反応する「自己J，認識する「自己J，認識さ
れる「自己J，寛容になった「自己」というように，
「自己jは免疫系の行動様式によって規定される。
「自己Jというのは「自己」の行為そのものであって，
「自己Jという固定したものではない。免疫から「自
己j というものを定義しようとするならばそれはさ
?
?
? ?
まざまな「自己」でないもの，つまり「非自己Jに対
して行う「自己jの行動様式の総体ということになる，
と。
多田は，このように， i自己jが「何かに決定jさ
れているという「決窓釦を否定する。
身僻守「自己Jといえども，それは固定したもので
はなく，日々変容するものである。 i自己」は，周囲
の環境，周囲の世界(これまた変化の中にある)と相
互作用しながら「創出」する(される)というシステ
ム的特性をもっ。乙の意味でも，身体的「自己」は遺
伝子に一つの根をもちながらも，かけがえのない「個J
だということができる。
2.2 脳進化・脳科学から見る「自己」
さて，精桝<ji自己jの活動の場者となる脳からは，
「自己はどのように見ることカ?できるのだろうかo
H歯科学・脳進化浮の立場から「自己Jや「自己意識l
について言及している樺口俊之 (1989，1993， 
1996， 1997， 2000など)の議論を見ながら， i自
己意識jの脳構造・機能の特性を概観する。
チンパンジー，オランウータン，ニホンサルなどは
鏡に映る姿を自己(自分)と見なす瀧力がある。この能
力は「自己意識Iの前提である。
これら霊長類は，他の晴乳類に比べ相対的に大き
い脳をもつことが知られている。つまり，体重から予
想される脳重と実際の脳重の差(相対日首艶が大きい。
人間掛目対脳重が最大の動物である。
霊長類カヰ目対脳重を大きくさせてきた進化の要因は
3つあると考えられている。
第1は，食性(採食行動)である。果実食性の霊長
類(人間もこの中に入る)の方が葉食性の霊長類より
も大きい相対脳重をもつことカ可確かめられている。
第2は，性関係である。ヒトを含め，多妻型社会構
造をもっ霊長類の方が，一妻型の霊長類よりも大きな
相対脳重をもっていることが1000年前後にわかってき
た。相対脳重だけでなく，高度な認知機能(認識や思
考，判断，計画，など)を担う大脳新皮質の大きさに
注目しでも同様の結果が出ている。
第3は， i社会関係Jである。群れが大きく社会が
複雑になるほど，相対脳重が大きくなることカt確かめ
られている。
さらに，これらの3つの要因が大脳新皮質の相対的
大きさにどの程度寄与するか，その寄与度も明らかに
なってきた。寄与度は， i社会関係Jが最も大きく，
次いで，食性，性関係という順になっていることが確
かめられた。
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脳，とくに， i知性Jに深く関与している大脳新皮
質が晴乳類の中で人聞において相対的に極大になるよ
うに進化してきた要因は， 1990年代以降，このように
理解されるようになってきている。
ヒトの外側箆
臨 1 対繍皮質の大まかな区分
(津口億乙 1989より)
また，脳科学の最丘の知見から，脳が多重構造をな
していることがわかってきた。そして，脳には異なっ
た働きをするシステム(iフレームJともいう)がた
くさん集まっていて，しかもそれらは別個(並列的)
に働くことができる。
脳内で「知性jを担うフレームは，大まかに言うと，
①言語的フレー ム， cg絵画的フレー ム，(3:空間的フレー
ム，~論理数学的フレーム，⑤音楽的フレーム，⑥身
体運動的フレーム，(1感情的フレーム，の7つがあり，
その各々に対応した脳内のシステムがあることもわかっ
てきた。
知性はl個ではなく，複数あり，多重しているとい
うわけだ。津口は，知性のこのような多重構造のひと
つひとつに対応した生物学的な実体。尚構造としての
知性を実現する相対的に独立した神経経路)があると
考える。
「自己意識」も知性の活動の一つのあり方である。
脳内の知性フレーム伽性の多重構造訪論の立場から，
「自己意識jは，これらの知性のフレーム群に対して
高次のフレームであり， i自己意識jのフレームはす
べての知性のフレーム群から入力を受け，かっすべて
の知性のフレーム群に出力するというという特質をもっ
ているとされる。この特質のために， i自己Jは自分
の活動を対象化して制御することができる。 i意識j
の働きは自分の行動や状態をモニターすることである
が， i自己意識jは「自己jの活動を「知覚・認知J
する。
「自己意識jのフレームの宿る部位として，揮口は，
???
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前頭連合野を最有力部位としてあげる。
揮口などは，このように人間の「自己意識」が前頭
連合野に「局在jしている(1自己意識jは前頭連合
野で主として機能する)という説を提出している。こ
れには異論もあるが， 1自己意識jと脳の機能につい
ての今日における有力な説であることはまちがいない。
例えば 『生物学辞典第4版』 倍波書庖， 1996年)
で「連合野(associatio'narea)Jの説明は「大脳皮質
において，運動野およ問惑覚野以外の領域(時機能局
面。高等な精神作用の統合機能をもっとされるが，
部位によりその機能に差があり，それぞれ前頭連合野
は思考・意志・倉i描・人格などの，前調臆謹合野は記憶
の，調頁世!願ー傑揃謹合野誠日覚・言離日・半l断の庖
中枢と考えられている(後略)Jとなっており，一種
の「憐巨局在l論の立場で荷主されている。
脳は， 1:託会関係Jに影響を受けつつ進化してきた。
津口侶000)2)は，脳とは「世界をつくる臓器」で
あり，脳の役割は「世界を再構成しつつ世界に働きか
けること」であり，脳の働きの本質は「世界をつくる
役割」である，と述べる。では.， 1.世界」とは何か?
3 1自己J-1世界jの多重性そして環境科学
脳が多重構造をもつのと同様に， 1世界」も多重構
造をもっている。高村泰雄 (1ω4，1996など)の整理
をもとにそれを概観する。
カー ル・ R・ポッパーは 「世界jをすべての存在
とすべての経験を包含するほつの世界」として整理
し， 1世界」の多重性を指摘する。
ポッパーの 13つの世界」は， 1世界1J (自約，
「世界2J(意識状態=自己意識， 1世界3J伐イりか
らなる。
巴平 j 世界 2
!怠議状態
1. !聖後初 l' ! OE践的知議
字践の物質とエネルギ I I続殺
工学物
あらゆる生物の構迩と
え liJtb .人約
i 3.人L物
! 人目目的官Ji主物
I i~fi， 
I f主f'I¥.
I {， 
! おfiJj作品
i一一竺竺竺也I，t;~!!rー:
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臨 2 すべての存在とすべての経験を旬含する3つの世界
(高村泰雄・丸山博"1996より)
「世界1Jは物理自制象または物理的状態の世界で，
無機物，生物，人工物を含む。 1世界2Jは意識の状
態または心的状態，または行動性向の世界であり，主
観的知識，経験を含む。 1世界3Jは，思考の，とり
わけ科学および詩的思考と芸術作品の客観的内容の世
界であり，客餅ヲな知識，文仕諸産，理論体系を含む。
これらの3つの世界の聞の関係について，ポッパー
(1974邦前は， l'第2世界，主観的または個人的経
験の世界は，ほかの2つの世界のそれぞれと相互作用
する。第1世界[自然]と第3世界民化]とは，第2世
界つまり主観的または個人的経験の世界の仲介がなけ
れば十日互作用できない」と述べる。
目師ヰ学者，ジョン・ C・エックルス仕986歩悶古も，
いくつかの実験的証拠をあげ，世界1(自然)と世界2
億識民態=自己意識の聞に両対向性の相互作用があり，
一般に世界1(自然)の府Nこよって世界2(意識状態=
自己意識と世界3伎{ゅの間にも両苅向性の相互作用
があると考えられるとしている(図-2を参脚。
生物学者・中村桂子 (1993)は，さらに 「世界3J
伎fりは「世界1J(自然と「世界2J( 1自己意識J) 
の相亙交渉のなかで生まれてくると指摘している。
エックルスは，このような「自己意識」と脳の相互
作用の様式を諮田に検討した。
とくに， 1自己意識」には特有の時間的特性がある
として，必要なときにはいつでも過去の体験を想起し
追体験したり，またさらに将来の出来事を空想的に予
想することにおいても，時計的時間(物理的時間)を
「超越jすることができるとする(自分史的時間)。
これは「未来意識」に関わる「自己意識Jの特性であ
る。
実際，人間の脳では，進化してきたその能力のかな
りの部分は予測能力だと言われる。そして，このよう
な脳の進化も「世界2J ( 1自己意識J)と「世界3J
伐仰との相互作用により促されてきたのである。
もちろん， 1世界2J( 1自己意識J)の時間的特性は
自分蝉句時間というだけでなく， 1世界1J(自然)の時
間軸一自然蛸9時間， 1世界3J切りの時間軸人類・
文化史的時間にもつながっている。
なお， 1世界3J伎fりに関わることだが，遺伝子
(デー ンgene=生命情報の伝達単f却に対比しながら，
かつ 1geneJに語呂を合わせて，文化情報の伝達単位
として「ミームJ(meme)という概念が用いられるこ
とがある。
遺伝子が生命体の自己複製子であるなら，ミームは
人間の文化システムの自己複製子というわけだ。生物
の進化のためには遺伝子を次の世代に伝えることカ沼、
要(伝わらなければその時点でその生命体の種は滅亡
? ?? ?
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する)であるように，文化の進化のためにはミームを
周囲に，そして次の世代に伝えていくことが必要だ。
生物進化のアナロジーで文化の伝播・形成を考えよう
とするのだ。
そして，進化生物学者・岳会統包000，2001，2002
など)は，地球環境問題を含めた現代社会の様々な問
題のほとんど前章伝子とミームの対立一一遺伝子の進
化の速さ(かなり遅い)とミームの進化の速さ(今日
では異常に早い，早すぎる!)とのギャップ-ーを原
因としている。
高村は，先に紹介した議論を踏まえて I自己意識l
の本質を次のように規定する: I自己意識とは，未来
において本来あるべき白己を普遍的・社封句な寸コれわ
オ1>として措定することによつって，現在の個別的・個
人的な寸コれ>に欠けているものを見いだし，それをわ
がものとして儲尋しようと白己の外に働きかけながら，
未来の寸コれわれ>に向かつて能動的に活動する実践的
な意識であるJと。
そして，このような「自己意識」が今日的な社会問
題と対峠して浮き彫りになる重要な局面の Aつが，地
球環境問題である。士邸求環境問題を解決するためには，
主体の白己意識の確立を内在化した未来意識を形成す
る必要があるし，その形成のためには環境科学が構築
される必要がある。環掛ヰ学とは「人間生活圏(生物
もふくめて，人聞が1:7i舌している地球表面近くの地圏・
水圏・気圏のうすい層)の自然と人間・社会との相互
作用における人間の自己認識と人間の社会の変革に関
する科学」である。環境科学は人間の自己認識にかか
わる学問である。
4 I百年後」を意識する語、師たちの活動
これま官義論してきた「自己意識」に関わる実際の
例を具体的に見てみよう。
『魚(さかな)をよぶ森』という創作民話絵本
がある(斉藤きみ子作・津田櫓冬絵，佼成出版社，
1994年)。
この本のあらすじは次のようなものである。み
さきの森が少なくなるのにしたがい，浜から魚が
消えた。山に木を植えなくてはと，げんじいさん
は，孫の太ーを連れて，来る日も来る日も木を植
えた。げんじいさんが亡くなった後も，太一は木
を植え続ける。太一の息子の正太が若者に育った
時，太一の浜に魚が姿をあらわすようになった。
植え始めてから数十年。親子4代にわたる植林活
動であった。
この民話絵本に描かれたような姿は， 日本各地
に存在した。例えば，明治期では，大分県国東半
島の沖合の島・姫島での中焼石太郎の魚附林復活
の活動，昭和期では，北海道えりも岬での緑の復
活の活動，などがある。
平成期では，平成元年 (1988年)に北海道を
起点に始まった全国各地の漁師・漁協が行ってい
る植林活動が知られている。 I百年かけて百年前
の自然の浜を」をスローガンに進められた全国各
地の漁業協同組合の「お魚増やす植樹運動J，そ
して平成2年 (1989年)からの宮城県気仙沼の
カキ漁師たちが始めた「森は海の恋人運動j など
である。
大分県・姫島は，江戸時代末期から明治にかけ
て大変に貧しい島であった。島の浜に魚が少なく，
島民は生活のために島の山の木を何十年にわたっ
て伐採し，島ははげ山同然になっていた。島の豪
族の当主，中僚石太郎は，私財を投げ打って，植
林を始めた。同時に島民たちに対して伐採を厳し
く禁止した。島民たちは日々の生活に使用する薪
を得ることが難しくなり，中擦を憎んだ。中僚は
憎まれながら，木を守り続けた。植えられた木が
成長し，島のまわりに魚が集まり始めたのは中僚
の死後であったという。姫島は，約 100年後の現
在でも，豊かな魚場を抱える島だ。
前縛続実態熟 i型車襲1'1紳(Jj黙殺著書i
写真ー 1 桝事百太郎(大淵教臨)
(http://京市川T.mfs. pref .oita.jp / plarming/ 
aQuanews/ aQu9 / aQua9 .htm #himesimaより)
北海道えりも岬は，昭和初期の時代に，岬に広
がっていた約200haの森林が伐採などのために消
失し， I砂漠j と化していた。 I砂漠jから海へ
土砂が流入し，かつては指折りの高級ものとされ
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ていたえりものコンブは，水揚げ高が激減し，採
れたとしても品質は劣悪なものばかりであった。
それまで岬の沖に回遊してきでいたサケも岬周辺
にさっぱり現れなくなった。日常の生活も連日の
「砂嵐Jのため厳しい状態が続き，えりもの住民
は周囲から「砂喰民」と呼ばれ Iえりもには嫁
は出すなJと言われる始末であった。かつての森
林を取り戻そうと，昭和 15年 (1940年)から緑
化事業が開始された。緑化事業も，えりも特有の
強風(風速が10m/s以上の日が年間290日以上
といわれている)のため，困難を極めた。営林署，
大学の研究者などの協力を得ながら，漁師たち自
身も知恵と労力を出し， I奇跡Jともいわれる緑
の復活事業を成功させる。
写真ー 2 えりもでの植林活動:ゴタ備を号滞の回収・運搬
備五・DVDIフbジェクトX・えりも岬に春を降、|カバー
2001年より)
コンブの復活などの成果が現れるようになった
のは，事業の開始から約40年を経過した後であっ
た。そして，現在もその植林活動は続いている。
えりもの森が百年前の状態に近づくのも，後数十
年はかかるだろう。緑化事業の開始からすると，
やはり「百年」を見越した活動である。
「百年かけて百年前の自然の浜を」というスロー
ガンは北海道漁業協同組合婦人部連絡協議会のも
のであった。
自己(自分)の生存する代ではその成果を見る
ことはできそうもないこれらの漁師たちの活動は，
強固な「未来意動を含んでいると言わざるを得ない。
この未来意識は，また，換師たちのこれまでの「経験
的知識Jにも支えられていることも想像に難くない。
同時に，えりもを含む現代の漁師たちの植幸村舌動は，
林学や砂防学の研究者・技争llF音たちの協力の下に進め
られ成果をあげた。
そして現在，現代の漁師たち湖問者たちに切実に
願うことの一つは，森と海との関係についての科学的
解明である。自分たちの植林活動などによって「百年
後Jには「自然の浜」が戻るだろうとの信念はある。
しかし，この活動の意義を 「ミーム」として周囲に
広げ，次の世代に伝えるためには，科学者たちによる
容院の進展とその成果の普及は有力な要因となるであ
ろう。
強師たちの「自己意識Jは， I未来において本来あ
るべき自己を普遍的・社会的な寸コれわれ>として措定
することによって，現在の個別的・個人的なくわれ>に
欠けているものを見いだし，それをわがものとして獲
得しようと自己の外に働きかけながら，未来の寸コれわ
れ刈こ向かって能動的に活動する実践的な意動の一つ
の見事な例と思われるのである。
付記
この論文をまとめるにあたり，平成14年度科
学研究費基盤研究C I大学教育のためのプロジェ
クト型環境教育プログラムの開発J (研究代表者:
田中邦明北海道教育大学助教授(函館校))の援助
を受けた。
注
(1)林量倣「教育基本法の教育目的 「人格の完成j
規定を中心にJ ()I合章・室井力編「教育基本法歴史
と研究』新日本出版社， 1998年，所収)pp.ll0-114。
( 2)揮口俊之『わがままな脳』筑摩書房， 2000年，
は脳進化・脳科学の研究の到達点(津口らの研究を含
む)をおさえるにはよい文献である。しかし，との本
で Iオオカミ少女カマラIのエピソードが再三にわ
たって紹介されていることは理解に苦しむ。
「生後まもなくから 8歳頃までオオカミに育てられ
たJというインドの少女の話は，生物学的にあり得な
い話だとされて Iオオカミ少女Jの真偽は学問的に
決着がついていることだからだ。人間の乳児はオオカ
ミの乳を消化できないのである:
「というのは，まずなんといってもオオカミの乳は
ヒトと比べて脂肪が三倍，タンパク質は八倍，乳糖は
半分である。これでヒトの赤ん坊は消化できず，吐き
戻してしまうだろう。それに，ヒトとオオカミでは成
育に差がありすぎる。オオカミの子は生後五週間ほど
で離乳して肉を食べ始め，八~ー0週間で巣穴を出て
しまう。生後半年ほどで狩りについて行ける。半年で
人聞の少年少女にあたるくらいに育つのだから，ヒト
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の子が成育のどの段階かでオオカミの家族群に加わっ
たと仮定しでも生後半年で走りまわるオオカミについ
て行ける可能性は考えられない。適合の限度を超えて
いるJ (小原秀雄『教育は人間をつくれるか』農文協，
1989年， pp.117-120)。
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フッサールの数理哲学(6 ) 
一公理系の「特種化J-
二宮公太郎*1 
Husserls Philosophie der Mathematik 6 
-Spezialisirung des Axiomen-System-
Kohtaroh NINOMIY A 
(原稿受付日 平成14年5月7日 論文受理日 平成14年8月30日)
Kurtzfassung 
Diese Abbandlung betracht verschiedene Modifizierungen des Axiomensystems von 
Husserls Theorie des Axiomensystems. Unter der Modifizierung des Axiomensystems 
unterscheidet er die Spezialisierung und die Ersetzung desselben. Fur beiden ist die 
Erweiterung des Gebietes die wichitige Moment. Die Spezialisierung des 
Axiomensy骨temsbedeutet bei ihm die Erweiterung desselben. Husserl bat die besondere 
Interesse an die Innere Spezialisierung， dh. die Spezialisierung durch Zusetzungen nicht 
der Operationen oder Beziehungen selbst sondern der subordinie此enGesetze.
&姐泊鉛elwo即:Erweiterung des Axiomensy:託ems，M拙 fizierung，S伊沼ia脳erung，E四etzung，
制加rdinierωGe田岡，E阿 e酷:rungdes Gebie腕，Phanomenologie 
1.はじめに
表題に在る公理系の「特種化jとは、公理系の「拡
張jを意味するフッサール固有の表現である。
我々が数領域を拡張するとき、公理系もまた拡張
されるのが普通である。 しかし、領域の拡張が必
ず公理系の拡張によって媒介されなければならな
い、という訳ではない。 例えば、我々が、数領域
を実数から複素数へと拡張する場合、<二実数の順
序対>という形式を取った際の複素数の公理系は、
もとの実数の公理系を単に「拡張j したものではあ
り得ず、これら二つの公理系の関係は、「置き換えj
として把握されなければならない。 それならば、
<虚数単位 i>を導入する形式を取った際の複素
*1共通講座・哲学
数の公理系では、どうだろうか? また、その際に、
ヒルベルトに代表される数学者とフッサールとで、
扱い方は同じなのだろうか? そもそも、フッサー
ルは、公理系の拡張ということを、どのような構造
によって考えていたのだろうか?
このような問題を念頭に置きつつ、本稿は、ブツ
サールの『数理哲学草稿~ (1)に残された公理系の
「変様」に関する彼の理論を、考察する。 公理系の
「変様jは、最も一般的な概念であり、公理系の拡
張の他に、公理系の置き換えも含む。 また、公理系
の変様は、必ず領域の拡張に伴わなければならない、
という訳でもない。 フッサールは、公理系変様の諸
場合を、彼に特有の轍密な思考を通して、様々に異
なった視点から、分類・区分している。 このような
包括的な思考の内でこそ、公理系「拡張jの特質を
もまた、把握し得るはずである。
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本稿の内容を先取りすれば、公理系の f拡張Jと
同義の公理系の「特種化jは、フッサ}ル自身の問
題関心と深く関わっており、他方、公理系の「置き
換えjは、ヒルベルトの考える f完全性Jと密接な
関係を有っている。 この関係は、実際に「複素数J
への数領域の拡張において、新旧公理系の関係を扱
う際の、二人の態度の相違へと関わってくる、とい
う可能性を苧んでいるのである。
公理系の「変様Jに関する区分は、『数理哲学草稿』
の内で、三箇所に為されている。第四草稿に一箇所、
第X草稿に二箇所である。 (2) このうち、フッサー
ル自身の進むべき道が、第VllI草稿には簡単に、また
第X草稿で後に置かれたものには詳細に、触れられ
ている。 また、第X草稿で先に置かれたものは、最
も包括的で最も詳細な区分である。
我々は、公理系変様の諸場合を区分したフッサー
ルの精綾な理論を追いつつ、最後に彼自身の立場へ
と到ることにしよう。
一・-・-・-・-・-・-・一・一・一・一・一
2.第VI草稿における区分
第珊草稿は、領域との関係において公理系を論じ
た草稿である。 ここにおける区分は、最も簡潔な
ものだが、必要な諸契機を全て含んでいる。 公理系ノ
の拡張を、第一に<新しい操作や関係の付加>とい
う観点から見るということ、第二に<数領域の拡張
>という観点から見るということ、この二つが基本
的な契機である。 さらに、後者の内には、領域の拡
張を媒介するものとして、<公理系の拡張>と、<
別個の公理系の構成>という、両契機が含まれてい
る。 見通しのため、区分の全般を、予め図にして
(1)操作なbし関係を付加 j f U (3)〆
fα)公理系も拡張
2)領域を拡張 J (γ)同ーの公理系を保持
同一諸操作のもとで i I 
I s)公理系は拡張できない」
〆詳しく見て行こう。
フッサールは、区分を一一一一一
'"・H ・-我々は、区別のために二様のものを有っ
ている。
という言葉で始める。 f二様のものj とは、区分のた
めの二つの観点一一一公理系の拡張と領域の拡張一
一ーという意味である。 (4)
まず1)を見ょう。 フッサールは一一一一一
1 )諸操作と関係諸形式とを通した[公理系の]i 
拡張:除外される。
として、この場合を簡単に済ませる。
この<場合>とは、新しい諸操作ないし諸関係を
付加する、という場合である。
「除外されるj とフッサールが言うのは、それが
原理的に不可能だからという訳ではない。 それがフ
ッサールの研究対象からは外れる、というだけのこ
とである。 フッサールの関心は、諸操作や諸関係そ
のものは一定のものに固定された上で、領域が拡張
され、それに伴って公理系の方も拡張される、とい
う事態なのである。 新しい数客観が導入されること
に伴って、諸操作や諸関係を更に詳細に規定する
， d)新しい公理系を構成
ノ諸々の法則が付加されることになる。 このレベルに
おいても、公理系の拡張は起こる。 フッサールの関
心は、ここに集中されるのである。
そこで、ブッサールは今度は、「二様のものj と
言っていたもう一つの契機すなわち<領域>の方
へ眼を向け一一一一一
2)現実存在の諸命題を通した[公理系の]拡張、
従って、領域Gebietの拡張 (同一諸操作の範
囲Sphareの内部での)
として、新しい場合を挙げる。 そして彼は、領域の
拡張と関係させた場面で、公理系の拡張を考えてい
く。 実は、この態度こそ、『数理哲学草稿』全体を
貫く基本的な問題関心に起因しているのである。そ
して、諸操作と関係諸形式そのものの付加を「除外」
した以上、考察はfI司ー諸操作の範囲の内部でJ進
められることになる。 フッサールは、この場合の内
に、さらにこつの場合を区別する。
一つは一一一一
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α) <既に定義された諸現実存在の内で完結
した領域>が保持されている、ということのも
とで、[当の公理系によって]完全に定義されて
いる[という場合]。
である。ブッサールの言う「相対的完全性j一一一
公理系が特定の領域を規定する限りで完全である
ということ一一一の場合である。 領域の拡張に伴
って公理系も拡張されることになる。 フッサール
にとっては、最も標準的な場合である。
他方、もう一つは一一一一
。)領域の拡張が許容されるとしても、端 5
的に、完全perfektに定義されている[という
場合Jo: [公理系の]拡張は、まさに、もはや i
可能で、はない。
というものである。 額域の拡張に公理系の拡張が伴
わないという場合である。 フッサールは一一一一
さらに再度、二つの場合[が在る]。
として、この s)の内部を区分する。
一つは一一一一
γ)公理系が同-identischに保持されるべきで
ある[という場合]。
である。 もとの領域に対して、公理系が言わば過
大で、あった、という場合であろう。 例えば、初め
から実数の公理系を取れば、領域は、自然数のそれ
から実数のそれへと、 )1頃を辿って拡張が可能で、ある O
或いは例えば、<平面とその外部に在る諸要素とか
ら成る多様体>からくそれらを含む空間>への領
域拡張は、関ーの3次元公理系の内部で可能である。
問題は、もう一つの場合である。 フッサ}ルは
o)公理系が、ただ古い領域のためにのみ
保持される[という場合]。 ところが[この場
合]、新しい諸客観が定義され、また一つの公
理系が構成されて、くこの[構成された]同じ
dasselbe公理系は、古い領域への制限に伴って
b目、古い公理系へと in移行する>というふう
になる。しかし、<このような[領域の]拡張
が可能であるべきではない>という意味での
完全化Perfektionは、要求されるべきではない。
と記す。
極めて理解しにくい記述である。 このo)としづく場
合>は、 2)の内部に在り、また「新しい諸客観が定義
されJるのだから、この「場合jの内では、領域が拡
張されるのは明らかである。他方、同様に s)の内部
????
に在って、公理系の拡張はもはやできないのだから、こ
こで「構成されjる公理系は、くもとの公理系の拡張で
はないような公理系であって、しかも、より広い領域を規
定する、そうし、う公理系>である。 さらに奇妙なことに、
この公理系は、もとの狭い方の領域に適用が限定され
る場合には、もとの公理系へと還帰する、というのであ
る。
我々がし、ま見ている第咽草稿に先立って、第四草稿
(5)の内に、次のような記述がある。
-公理系が拡張されるべきでないという
場合には、領域は、支ど会理表主連理的主息長1:
含む公理系を介して[拡張される]ということに、
おそらくなるだろう。 このような仕方で、確実に、
如何なる領域も拡張され得ることになる。 例えば、
2次元のユークリッド多様体は、 n次元の多様体
へと……。 (6)
というものである。 この記述は、領域の拡張と同時
に「次元jが高まるような場合を念頭に置いている。
算術の内部で考えれば、例えば、実数から複素数へ
と領域を拡張すると同時に、複素数を<二実数の順序
対>として定義する、といった手続きには、この記述は、
極めてよく当てはまる。 2次元の公理系は、 1次元の公
理系を「演樺的に自らに含むjと見ることができる。
o)の引用に戻ろう。「このような拡張が可能であ
るべきではないという意味での完全化は、要求され
るべきではないj とは、如何にも以って廻った言い
方だが、要するに、「このような拡張も可能たるべき
であるjということである。 ここに言う「拡張Jは、
<公理系の拡張>では在り得ず、<領域の拡張>で
ある。 引用中に補った所以である。 領域を拡張す
る際に、公理系の拡張とは違った公理系の変様方法
が在る、ということである。 それがまさに「古い公
理系を演鐸的に自らに含むj公理系を構成するとい
うことなのである。
さっき見た第百草稿の内にも、目IJの箇所に、この
ような公理系の二様の扱いを意識した記述が在る。
フッサールは、そこでは、「論理的に<より包括的
>Jな公理系という言い方をも併せてしている。 覚
え書きのメモといった体裁をしており、文章にはな
っていないが、参考として引いておこう。 すなわち
純粋数学における問題:公理系。拡張。<より
大きい>公理系、或いは、<古い公理系を、演緯的
(論理的)に包括しつつ、演鐸的に自らの内に含む、
そういう公理系>。 客観の体系、多様体。 より
広い多様体。それ[より広い多様体]の公理系[は]、
くより大きい>か、或いはく論理的により包括的
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である>か、いずれか[であるJo(7) 
というものだが、ここで言うくより大きい>とは拡
張された公理系についての表現であり、<古い公理
系を、演鐸的(論理的)に包括しつつ、演鐸的に自
らの内に含む>とかく論理的により包括的である
>とかというのは、当面の0)におけるような次元
を高めた公理系についての表現である。
もう一度0)の引用に戻ろう。「古い領域への制
限に伴って、古い公理系へと移行するJとは、どう
いうことだろう。 先の例で考えよう。 二実数の順
序対として定義された複素数の公理系においては、
和と積および相等性が新たに定義されているが、大
小関係は定義されていない。 そこで、順序対 (a，
b)において、我々がb=Oという型の諸数 (a1， 
0)， (a 2， 0)， .・H ・..のみを考えれば、我々 は、
元の実数の領域に限定して複素数の公理系を適用
3.第X草稿における包括的区分
次に我々は、公理系の様相変化に関するフッサー
ルの最も包括的な分類を見ょう。 ここでは、公理
系の「変様JModi:fikationという、最上位概念、が導
入される。 これの下に、公理系の「特種化j と、
公理系の「置き換えJとが、区別される。
「特種化
変様 4
L置き換え
3. 1.公理系の「特種化j→
1.特種化
することになる。 その際に我々は、複素数の公理
系によっても、少なくとも実質的には、もとの実数
の公理系と同様の四則潰算を為すことができ、もと
の実数の公理系と同様の相等関係、に諸数を従わせ
ることができる。 しかし、我々が、諸数を大小関
係にもまた従わせようと思えば、二実数の順序対と
いう形を離れ、例えば「写像Jを通して、言わば<
はだか>の諸実数 a1， a 2，・ H ・H ・-の領域へと移
行しなければならず、公理系においてもまた、もと
の実数の公理系へと移行しなければならないであ
ろう。
いずれにせよ、この 0)に記されている状況は、
後の第X草稿における区分の内でも取り上げられて
いる。そこではフッサールは、公理系の「置き換えJ
という語を用いて、区分の重要な一場面を示してい
る。 後に、その箇所で触れることにしよう。
前者、公理系の「特種化jは、普通には公理系の
「拡張j と呼ばれるものの、フッサーノレ的な表現で
ある。 ここには、諸公理を付加することが、もと
の公理系を特種化することになるという、フッサー
ル固有の把握が在る。 後者、公理系の「置き換えJ
は、諸公理の単なる付加ではなく、公理系そのもの
が、そっくり交換されるような、変様の形態である。
何れも、実質的には、我々が既に第四草稿の内で見
たものである。
まず、フッサールが公理系の「特種化j と
呼ぶ変様を見ていこう。 (8) 予め区分
の全体構造を図に示す。〆1)本質外的特種化
古い公理系とは無関係な諸公理を付加
(a)外的特種化
I I日諸操作と結合した新しい諸操作を導入
2)本質的特種化ベ
I (α)新しい操作諸法則
Lb)内的特種化 | を通して
同一諸操作「
のもとで Is)聞かれた諸場合一一一う最も完全な内的特種化
、 を規定 ↓ 
最も完全な特種化
〆公理系の拡張が、同時に公理系の特種化である、
ということについて、フッサールは一一一一一
諸公理が境界付ける形式的な<類>概念は、諸 ノspezialisierbarる..・H ・-・。我々 は<諸公理Aに対
公理が保持された下で、様々な仕方で特種化し得 応する諸客観>の或る多様体を有っている[とし
? ???
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ょう]。 我々がもし、諸公理<AとB>を充足す
る多様体の概念を形成するならば、この概念は、
一つの<種>概念A此，begriffで、ある。(9) 
と言己している。
フッサールのこの考え方は、公理系と公理系との
関係を、概念と概念、との<内包>関係になぞらえる、
という発想に由来している。 f動物Jという類概念に
対して、「犬」という概念は種概念である。 前者が
有する普遍的な内包 [A]は、後者もまた保存してい
る。 しかし、後者はさらに、「犬Jに固有の特殊な
内包 [B]をも有している (10)。 公理系の拡張と
は、もとの公理系Aに対して、新たに諸公理Bを付
け加えることである。 これを同時に、フッサールは、
公理系の「特種化Jとして把握するのである。
本質外的特種化
さて、「本質外的特種化j とフッサールが表題を付
した一場合を見ょう。 フッサールは一一一一一
1)本質外的(形式的)な特種化、そして、こ
の表題の下に把えられて、次のような場合。すな
わち、一一一一一根源的に定義する諸公理に、ただ
次のような諸公理、すなわちくその内で、完全に
新しい諸連結と諸関係が定義され、しかも、古い諸
公理には無関係な、そういう諸公理>のみが、付
け加わる一一一一ーという場合。例えば、+，一等
の諸操作に並んで、なお或る一つの@が、+一
等のうちの何ものをも含まない操作諸法則と共に
導入される、という際のように。 (11) 
と記す。
ここには、公理系拡張の一般的な自由性とでも呼
ぶべきものが、表現されている。古い諸公理とは「無
関採なJ諸公理が付加される、ということに関して、
フッサールの考え方がよく分かる記述が在る。フッ
サールは、第咽草稿の内で一一一一一
ともかく、ここで次のことが注意されなければ
ならない。 それは、如何なる種類の完結諸公理
Schliesungsa氾omeも付け加えられないならば、
或る多様体の形式的な定義において、全ゆる状況
の下で、諸々の可能性が開かれたままである、と
いうことである。 既に定義されたものとは無関係
な・新しい関係や連結の諸方式の可能性が、つね
に開かれたままである .・ H ・.[中略].・ H ・..従
って、諸公理の拡張は、如何なる完結公理……
も付け加えられていない場合には、つねに可能で
ある。 (12) 
と記している。
「既に定義されたものとは無関係な・新しい関係
????
や連結j を導入した公理系の内では、もとの公理系
との聞で、必然的な連関が絶たれている。 このよう
な仕方での「自由Jな公理系拡張は、確かに可能で、
はあるが、この「自由J性がまた、フッサールをし
て、それを「本質外的j と呼ばせる所以でもある。
この種の公理系拡張は、フッサールにとって、考察
の対象には初めからならない。
この「自由jは、「完結公理jが導入されない限り、
制限されない。 ここに「完結公理」というのは、フ
ッサールの言葉をそのまま用いれば、「更なる関係
や連結の諸方式は、如何なるものも、妥当するべき
ではない、ないしは考慮に入って来るべきではないJ
(1 3) ということを意味する一つの公理であり、言
わば、公理系の拡張を随意に終結させることを宣言
する公理である。 フッサールは、これには全く興味
を示さない。 フッサ}ルが求めるのは、公理系が領
域との関係において拡張の限界に必然的に突き当た
るような、「内的な完結jである。
本質的な特種化
そこで我々は、フッサールが一一一一
12)本質的な特種化
という表題のもとに為す、次の区分へと進もう。 彼
はこれを一一一一一
a)外的な特種化。 新しい諸操作が導入
されるが、しかし新!日の諸操作を結合する
verbinden操作諸法則を通してである。
b)内的な特種化。如何なる新しい操作も導
入されないが[同一諸操作のもとで]、しかし、<
開かれたままになっていたく操作の諸場合>或い
は<操作諸関係のための一般的諸法則>>が公
理的に定置され festgelegtる、という限りで、古い
諸操作が、より詳細に規定される。
として、二つの場合に分ける。 この a) とb) と
の区分は、<操作・関係そのもの>のレベルとくそれ
らに付随する諸法則>のレベルとの区別に関わって
し、る。
本質的・外的な特種化
a)は、新しい諸操作を、もとの諸操作から定義
しつつ公理的に導入する、という場合である。 先の
1 )とは異なって、この場合は、もとの公理系との
必然的な連関が保たれている。 ブッサールが「本質
的Jとして分類している所以である。 ただ、新しい
諸操作が「外」から付加されるがゆえに、「外的Jと
いう名が付されているが・H ・H ・.。
公理系のこのような「特種化Jは、数学の内では
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頻繁に行なわれることであり、数学が内容豊かな学
として成立するのも、これに多くを負っている。 代
数学の範囲内で手近な例を見ても、<行列>を構成
し、実数の一般的な演算・相等関係に関係付けつつ、
新しく和・積・相等性を定義し、それに伴う計算規
則jを新たに定める、といったことは、この a)によ
る「特種化j の典型である。
それにも拘わらず、フッサールの関心は、ここに
も無い。 先に第唖草稿における区分を見た際に、フ
ッサールが「除外されるj と付記していた一場合一
一一ー「操作と関係諸形式とを通した[公理系の]拡張j
ーーが在った。 さっき見た f本質外的特種化Jもそ
うだが、当面の「本質的・外的な特種化Jも、これ
に該たる。 フッサールの関心は、もっと限定された
場面に在る。
本質的・内的な特種化
彼が実際に取るのは、 b)の道である。 r同ーの
操作のもとでJというフッサールの原則的立場、 こ
れに我々は、先に見た第湖草稿の内で、既に出会っ
た。 そこでは、「除外Jされなかった一一一一ブッサ
ールの関心に沿った一一一一区分の方に、これが付さ
れていた。 後に我々は、第X草稿における再度の区
分の内でも、これに出会うことになる。 b)の「内
的特種化Jとは、まさにこれに付された名称、なので
ある。
「内的j というのは、新しい操作や関係が「外的J
に付加される訳ではないということ、既に定義され
ている諸操作の<内部>で、それら諸操作をより詳
細に規定することを通して、公理系の特種化が図ら
れるということ、を意味している。
b)の内には更に一一一一
α)諸操作の特種化を通した内的な特種化。
一つの操作は、それの操作諸法則を通して定義さ
れている。諸操作は、新しい操作諸法期を通して
特種化される0 ・H ・H ・-…・
。) <開かれたままになっていたく操作の
諸場合>を、<存在諸命題Existenzialsatze>と
くこれら新しい諸量のための補完的な操作諸規則
>を介して、固定するとと日泊erung>を通した、
内的な特種化。
が、区分される。
α)は一一一一一
一般的な諸操作が、それらに付随する下位の諸法
則の導入によって、さらに特種化される、という場
合である。 公理系が、新しい操作(ないし関係)そ
のものを導入することを通して「特種化j される、
ということに関しては、我々は既に見た。 これと同
じことは、下位の諸法則のレベルにおいても起こる。
ここでは、「内的な特種化」が為されるのだから、そ
れは、一定の諸操作の内部で、それらの何れかを詳
細に規定する何らかの規則が、新しく付加される、
ということによる。
ここでは、公理系の特種化を主導するのは諸法則
で、あって、領域の拡張ではない。 領域の拡張は、こ
こでは度外視されている。 例えば、通常の加法に、
これを特種化する法則として、 1+1=1 という計
算規則を付加すれば、我々は、通常の加法と乗法か
ら成る公理系を「特種化jしたことになる。これは、
ブール代数が実際にすることである。 ここでは、第
二分配法則 a十 (bXc)= (a+b) X (a十c)
も導出され得る。 しかし、領域はむしろ、 0と1だ
けに縮小される。
。)は一一一一一
領域の拡張が公理系拡張を主導する、という場合
である。 ここに言われる「存在命題jとは、新しい数
客観の存在を定義・主張する命題のことである。 こ
れを通して、数領域の拡張が生ずる。
f開かれたままj とは、数客観の定義が不足して
いるために、或る場合には何らかの操作の遂行が制
限を受ける、という事態のことである。 方程式を解
くための操作として機能すべき際ならば、この場合
は f解を有たないJということになる。 必要な客観
定義の不足を補う存在諸命題が定立されるに伴って、
これら新しい諸客観を操作する際の下位諸法則もま
た付加される。 このようにして、公理系は、特種化
されることになる。
この一場合は、フッサール自身の問題関心から見
れば、最も重要な一場合であり、彼の「多様体j理
論全体を貫く基本的な主題と関係している。 第X
草稿の内で彼自身の取る道を示したもう一つの区分
を見た後で、振り返ることにしよう。
決定可能性と拡張不可能性
さて、先へ進もう。 さらに、公理系の「完全性j
に関わる二つの記述が、一一一おそらく、いまの s)
の延長上に一一一一付け加えられている。
一つは一一一ー
最も完全な内的特種化:何れの客観も、相関的
relationellに、従って諸操作を通して、一義的に
規定されており、如何なる操作も、また<操作およ
び関係>の如何なる諸法則も、この一義的な規定
のために欠くことができない。
いうものである。
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ここに示されている「全ゆる諸客観の一義的規定」
とは、明かれたj場合が全く無いということ一一一
公理系の「決定可能性J一一ーを意味する。 先の
s)には、聞かれたままになっていたく操作の諸場合
>を、領域の拡張と公理系の拡張とを通して規定す
る、という手続きが示されていた。 この手続きは、
「聞かれたj場合が現われる度に、繰り返し進む。 い
ま見ている「最も完全な内的特種化jは、この過程
を導く一つの理念として機能するのである。
さらに、もう一つの完全性について
最も完全な特種化 :α)如何なる新しい諸定 j
悦 (
法則も、付け加え得ない。 s)<根源的で、導出 i
されたのでない、そういう種類の存在諸命題>を
通して固定された諸<量>にとって、如何なる特
殊な操作諸法則も、指定し得ない。このことの内
離滑
仮に本質的な多義性が存立しているとしたならば、
指定判四chr過を通して一義牲が形造られ得るこ
とになるであろう、からである。
と、フッサールは記す。 この記述は、操作諸法則の
<拡張不可能性>を示している。
いまの s)に示されている「根源的jな諸客観
とは、諸々の実数や虚数単位 iといった、算術にと
って最も基本的な諸客観を指す概念である。 ここま
で拡張された領域に対して、それを規定する公理系
先に見た「決定可能性Jは、この「拡張不可能性j
と、実は同値である。 当の公理系が諸客観を一義的
に規定しているときに、一定の操作のために新たな
下位諸規則を付加することは、諸客観を二義的に扱
うことであり、その操作の諸結果に矛盾を生ぜしめ
る。 他方、公理系の拡張不可能性が諸客観の一義的
規定を含意することは、いまの s)の記述の内に含
まれている。 フッサーIレがそれらに異なる表題を付
しているのは、両者の機能的な差異が考慮されてい
るからである。 フッサ}ノレは、領域と公理系の拡張
を導く理念を、「決定可能性jの面から表現している。
他方、この理念が実現された結果を、フッサーノレは
「拡張不可能性jの面から表現しているのである。
同じ引用中、 α)の方には、拡張不可能性が、領
域との関係を抜きに、言わば絶対的に示されている。
それはおそらく、領域を拡張するとしても、公理系
を拡張することはできない、といった事態を意味す
るのであろう。 例えば、実数から複素数への領域拡
張は、ハミルトン的表現一一一二実数の順序対一一
ーを採った場合には、 2次元化された新しい諸客観
が構成される。 このような領域拡張に伴う公理系の
変様は、公理系の「拡張j として把握することはで
きない。 実数の公理系は、この意味では、「拡張不
可能jである。
何れにせよ、公理系の拡張が不可能な場合に、敢
えて領域を拡張しようとすれば、我々は公理系その
ものの交換一一一 f置き換えj一一ーへと、進まな
ければならない。
--・眉司明"明 . -明・・ー ・-圃- . --. 帽自帽E・ ・帽聞剛・ー ・・開- . 帽聞圃'ー ・--・-ー ーー ・・四・・・・
3. 2.公理系の置き換え→ 公理系変様のもう一つの型を見ょう (14)。
同様に図を付する。〆
iα)同値の公理系
l.置き換え4 によって
| 一般l s)より包括的な公理系ど/ (領域の変化を度外掛
によって ~ 
〆フッサー ノレは、一一一一一一
知.一つの公理系は、特種化を通してのみ変様さi
jれ得るという訳ではない。ここで重要な諸可能性i
jは、次に述べる通りである。 1
として、特種化以外の変様を示し始める。
くより包括的>な公理系
これをフッサールは、まず一一一一一
、γ)特に領域の拡張 α.完全な公理系
{ないし縮小) (ヒルベルト)
を伴って
/'1 α)本質外的な変化:同値なものが、或る同j
i値なものによって置き換えられるersetzto I 
I s)公理系が、或る他の公理系一一一そこから;
jもとの公理系が帰結するが、しかし、それとは、もとi
jの公理系は同値ではない、そういう公理系一一-j
jによって置き換えられる。 i
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という、二つの場合に区分する。 この段階では、領
域という観点は、今だ導入されていない。
α)については、特に云々する必要は無い。例えば、
虚数単位 iを導入した複素数の公理系と、ハミルトン的
表現における複素数の公理系とは、若干の補正を施せ
ば、互いに同値であり、互いに置き換えることができる。
。)が、理解しにくい。 rそこから、もとの公理系が
帰結するj公理系とは、「もとの公理系を演鐸的に自らに
含む公理系jということを意味する。或いは別の言い方
をすれば、「論理的にくより包括的な>公理系jのことで
ある。このような<高次元化>された公理系の概念は、
我々が先に第四草稿における区分を見た際に、 15)と
いう一つの場合を機縁にして、既に考察したものである。
この第珊草稿の15)は、一つの新しい公理系が構成さ
れるが、もとの領域に対してはもとの公理系へ還帰する、
という場合であり、高次元化された公理系がそれの典型
として考えられてよいものであった。そこでは、公理系の
高次元化が、領域の拡張と同時に為される、とし、う場面
が考えられていた。 これに対して、我々がいま当面して
いる「置き換えjのs)という型は、領域という観点とは別
に、ただ論理的な高次元性という観点だけに従ったもの
である。いま、ここに領域という契機が加われば、それは、
先の第唖草稿における15)と同じものになる。
領域の拡張
一一一一ヒノレベルトの f完全性公理j
そこで、フッサールは、このs)型の置き換えにおい
て、それが領域の拡張(ないし縮小)に関わる場合につ
いて、特に項目を立てて一一一一一
γ)公理系が、 s)におけるのと同様にして、し;
;かし、<領域がもっと広いものである>という仕方 i
jで、或いは逆に、<領域がもっと狭いもので、ある>1
;という仕方で、変更される。
とする。 公理系が論理的にくより包括的>になる場合
なのだから、領域は実際には拡張されることになるはず
である。 ここで、フッサー ルは、 f逆に、領域がもっと狭い
ものであるという仕方で……jと記して、領域の縮小に関
しても言及しているように見える。 しかし、状況は、先の
第噛草稿の0)におけるのと同様である。 この表現は、
もとの狭い方の領域に限定された固有の操作・関係が必
要とされる場合に、新しい公理系から、もとの公理系へ還
帰する、という事態を意味するのだろうと思われる。
これに直ぐに続いて、極めて重要な記述が在る。フ
ッサー ノレは一一一一一
………領域の拡張が、公理系の一つの変更を
j通してのみ可能である、という場合、ということはす
;なわち、外的な諸公理の単なる併置を通しては生
;じ得ない、という場合、[この公理系は]<完全なvol
i lstandig公理系>(ヒルベルト)[である]。
と記す。フッサール自身がヒルベルトに言及した、数
少ない記述の一つである。
ここで考えられているのは、具体的には、実数の公
理系に関するヒルベルトの「完全性公理jである。 ヒル
ベルトによれば、実数領域の拡張とともに、実数の公理
系を拡張して、しかも、もとと同じ四則演算と!頓序(大
小)関係を維持寸ることはできない。 複素数への領域
拡張は、公理系の拡張ではなく、公理系の置き換えに
依らなければならない、ということになる。
公理系拡張の限界に関するこの概念規定そのもの
は、一般的な意味では、フッサールにも共通するで、あろ
う。 フッサールにとっても、領域の拡張に伴って構成さ
れる公理系が、もとの公理系の拡張としては在り得ない、
という場合には、公理系は、全く新たなものに置き換え
られなければならない。
ただし、具体的には問題が残る。 r拡張jの構造
に関するフッサールの把握の仕方によっては、複素数
への領域拡張を公理系の拡張に媒介させることが、不
可能ではない。 フッサールの考える公理系の「完全
性Jが、ヒルベルトのそれと同じ具体的な場面に、必ず
現われなければならない、とし、うものではない。
一・一・一・一・-・-・-・-・一・-・-・-
4.第X草稿における再区分
一一フッサ}ル自身の道
ブッサールは、第X草稿において、既に見たよう
に初めに最も包括的な区分を為し、さらに、別の基
準から再び区分を為している。 しかも、この区分は、
同時に彼自身の取る道を自ら示しつつ為されている
という点で、極めて重要なものである。 我々は既に
第咽草稿における区分の内で~~ r除外jされる場合の
存在から、フッサールの問題関心を或る程度は限定
することができた。 これから見る区分の内で、我々
は、これを確認することができるとともに、公理系
の変様に関するフッサール自身の思考方法を、顕在
的に明らかにすることができるだろう。
ここでも、理解の助けとして、区分の構造を予め
示しておく。 (15) 
ブッサールが取る道を予め示せば、彼は一一一一
まず b)を採る。 そのうちでも s)を採る。 さら
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ーー 惨 には(後の方のa，bでは)、 a)の内部で、 b)が不
可能になるところまで進む。一一一ーということに
a)諸連結・諸関係の個数を変更する なる。〆
α)諸法則を変更・交換する
b)同ーの諸連結・諸関係のもとで、
変様
3諸法則を変様する 1
s)新しい諸法則を付加する
〆さて、フッサーfレは一一一一一
;多様体の理念は、次の場合に変様される。
として、第X草稿における再度の区分を始める。
この区分においては、ブッサー/レは、先のように
「変様jを「特種化Jと「置き換えJに二分するの
ではなく、これらを以下の場合分けの内に分散して
組み込んでいる。 以下、フッサールの記述を引きな
がら、詳しく見て行こう。
二つのレベル
一一一寸操作・関係と、下位の諸法則
フッサールは、まず一一一一一
a )これら諸連結や諸関係の[個]数を変ずる
加 dern場合、
b)我々が<与えられた諸連結および諸関係[その
ものの個数をは変ぜず、これら]に付随し、それら
を形式的に定義する、そういう諸法則>を<変様
>する場合、-
、大きく二つに区分する。ブッサールは、<連結・
関係そのもの>のレベルと<それらに付随する下位
の諸法則>のレベルとの区別を、初めから働かせる
のである。
a)は、要するに、四則演算等の<操作>や相当・
大小の<関係>という公理系の根幹に関わるレベル
において、諸公理を廃棄あるいは付加したり諸公理
を交換したりすることである。
この一場合は、先に見た第X草稿における初めの
区分のうち、三つの場合を、同時に包括している。第
一に「本質外的Jな特種化、第二に「本質的jだが
「外的jな特種化、そして第三に、諸公理の交換一
一一公理系の f置き換えj一一ーが、操作・関係その
もののレベルで生ずる場合、である。 もっとも、こ
れらは全て、後に見るように、フッサール自身が取
る道からは外されるのだが………。
b) は、公理系の<変様>を、四則演算等の<操
作>や相当・大小の<関係>というレベルで行なう
のではなく、これらには手を付けずに、これら操作
や関係を詳細に規定する諸々の<法則>のレベルに
おいて行なう、というものである。 与えられた諸操
b)領域の拡張を伴わない
ノ作・諸関係の「内部Jで考えるというフッサールの
枠組みに、我々はここでも出会うのである。ただし、
ここではまだ、内的な「特種化jだけに限定されて
いるのではなく、言わば内的な「変様J一般が考え
られている。 そのことは、この場合の内に更に区分
された次の二場合を見れば分かる。
下位諸法則の交換と付加
フッサールは更に、このb)の内部を二つに区分
する。 ここで、操作・関係に付随する下位の諸法則
について、言わばこのレベルにおける「置き換えj
とf特種化Jとが、区別されるのである。「その際にj
として、フッサールは続け、一一一一一
α)我々は、数の諸法則を<変様>することが
でき、ないしは、我々が排除した諸法則に替え
て、他の形式を有った他の諸法員Ijを採用するこ
とができる。
。)[或いは一一一]我々は、既に受け容れられた
諸法則を保持して、それらに新しい諸法則を付け
加える、ことができる。
と、二つの可能性を示す。
α)は、若干理解しにくい。 これは、先に見た第
X草稿における初めの区分の内には現れなかった一
つの場合である。 或る公理系が定義している操作や
関係は、それらを詳細に規定する諸々の規則を通し
て更に f特種化jされる、ということは、先に見た。
このような「特種化Jが幾つかのオールターナティ
ヴを有する場合、その一つから別の一つへと移行す
るといったことを、フッサールは考えているのだろ
うと思われる。 このタイプの公理系変様は、下位諸
法則のレベルで起こる公理系の「変更Jないし「置
き換えj に他ならない。
これに対して s)は、諸操作や諸関係の下位に在
る諸規則に関して、 α)のようにそれらを他のもの
に変更するのではなくして、純粋に新しい下位規則
を付け加える、という場合である。 ここまで来てよ
うやく我々は、先に「内的Jな「特種化」と呼ばれ
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ていた一場合に達する。 同ーの諸操作・諸関係のも
とで、ただ下位諸法則の付加のみが為される場合が、
「内的特種化jなのである。
ブッサールの道
さて、ここまで区分を進めた段階で、フッサー/レ
は、自らが取る道を示す。 ブッサールの思考方法を
知りたい我々にとって、最も注意すべき記述である。
フッサールはまず、一一一一一
我々は、明らかにただ一つ重要な、或る<場合>
を定める。<或る多様体が、確固とした個数における
一定の諸連結と諸関係一一一これらを定義する一定
の諸公理と共に一一ーを通して、性格付けられる>と
いう<場合>である。いまやこの<多様体ー理念>が、
更に整えられ・更に規定されるべきである。 (16) 
と記す。 要するに、「確闘とした個数における一定の諸
連結と諸関係jを前提して考える、とし、うことである。 す
なわち、フッサールが最初に区分けした a)とb)との
うち、b)を取る、ということなのである。 第咽草稿で我々
が見たこと、そして、第X草稿での先の包括的区分にお
いても、我々がそれに従って考えてきたことが、ここで確
認される。 第珊草稿においてフッサー ノレが、 fl)諸操
作と関係諸形式に関する公理系の拡張j を「除外j
して、 f(2)領域の拡張jの方を取った際に、彼は「同
一諸操作の範囲の内部でj という理わり書きを付し
ていた。 このことの基底に在るものを、第X草稿の
この場所で、彼は言葉にして示しているのである。
この b)は、さらに、 α)[下位諸法則の交換]と、 s)
[下位諸法則の付加]とに、区分されていた。続きを見ょ
う。 フッサールは、一一一一
・我々は、この理念[そのもの]を変様するこ
と一一一亡の理念の内容を部分的に廃棄するような変
様一一ーを排除する。従って、諸々の法則は、存立
し続けるべきである。新しい諸法則を幾っか付加する
ことのみを、我々 は許容する。 (17) 
と記す。
このことは、 s)の方をフッサールが取る、とい
うことを意味する。 α)においては、下位諸法則の
一部を差し替えることによって、公理系の<置き換
え>が生じている。 諸法則が純粋に追加されること
が、公理系の<特種化>であり、公理系の<拡張>
である。 フッサールが自らの問題関心を通して求め
るのは、こちらなのである。
ここまでで、フッサール自身の考える「公理系の
拡張Jが、どのような形を取るのかが分かる。 もと
の公理系における諸連結(諸操作)と諸関係を、そ
のまま保存する。 その上で、これらに付随する下位
の諸法則について、もとの公理系に在ったものを保
存し、さらに新しい下位の諸法則を付け加える、と
いうことである。「内的な特種化Jとは、これなので
ある。
残るのは、これが領域の拡張と結び付けられるこ
とである。
領域拡張との関係
さて、フッサールは一一一ー、
iそこで、我々 は、更に区別を為さなければならない。
として、いまのs)の場合の内に、一一一一
a) 既に定義された諸法則の諸拡張は、[各々]
一つの領域を境界付ける umgrenzeno 新しい
諸命題を通して、新しい諸客観が定義される
[領域が拡張される]。 すなわち、<新しい諸
命題によって、既に定義された諸客観から区別
される、そういう諸客観>が、である。
b)固有の[それだけの]特種化、[領域の]拡張を
伴わない内的な特種化。
という二つの場合を区別する。 この段階で初めて、
「領域Jという契機を、ブッサールは区分の場に導
入することになる。
a)は、諸法則の付加による公理系の拡張が、数
領域の拡張に伴って為される、という場合である。こ
こに言われる「新しい諸命題j とは、フッサーfレが
しばしば「存在諸命題Jと呼ぶもので、新たな数・諸
客観を定義しつつ・それの存在を主張する諸命題の
ことである。 他方 b)は、同ーの数領域を保持し
ながら、諸法則の付加のみを行なう、という場合で
ある。
ここでの a) とb) とは、何れかが選ばれなけ
ればならない、という意味での区分けではない。 実
際には、 b)が不可能である局面が現われるまで、
a)の過程が進む。 b)は、それが不可能であると
いう場面を示すために、特に想定された一場合であ
る。 直ぐに続けて、この間の事情を一一一一一
[領域の拡張を伴わない]内的な特種化は、一一一
我々は要求するが一一一いまや、可能たるべきで、は
ない。 同一の諸客観にとって、境界付けられた領域
の諸客観にとって、〔一一一一我々は要求するが一一
一]如何なる新しい諸公理も、付け加えられるべきで
はない。 (18) 
と、フッサールは記す。 言い廻しの奇妙さゆえに若
干分かりにくいのだが、フッサールの言いたいこと
は、<b)のような領域拡張を伴わない「内的特種
化Jが不可能となることを、我々は求める>とい
うことである。
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この記述はミスリーディングなほど省略された
ものだが、フッサー/レはここで、先の包括的区分の
内で「特種化jの最後に触れられた「完全性jの場
面へと、実は一機に進んでいる。 b)は、完全な特
種化という理念に関わっているのである。 このこと
は、フッサールがこの引用に直ぐに続けて一一一一一
我々が諸々の拡張を排除する際には、なお一つの規
定のみが存在する。多様体の理念、を変更せず、ただ
<質料化>する materiesieren、そうし、う規定が、で
ある。 (19) 
と付け加えている、ということから分かる。この「質
料化Jという語は、公理系の拡張一一一特種化一一
ーが、領域の拡張を伴いつつ進み、限界に達したと
いう場面において、特に現われてくる語である。 ブ
ツサールが主題とする公理系の「特種化Jは、形式
に関する特種化である。 これに対して、何れの公理
系も、多様な適用対象を有し、その限りで様々に「質
料化Jされ得る。 この意味での「特種化jのみが可
能であるという局面、それは、公理系の形式に関し
ては、更なる特種化が不可能であるという場面、す
なわち公理系の拡張不可能性が現われる場面なので
ある。
いよいよ我々は、フッサール自身の取る道を、フ
ッサール自身の言葉を通して、最終的に知ることが
できる。 それは、日)に示された「内的特種化jが、
a )によって導入された<領域の拡張>という契機
と結び付けられたところ、すなわち<領域拡張に伴
う内的特種化>の上に在る。 そして、この過程を、
b)が不可能となるところまで進む、ということが、
フッサールの取る道なので、ある。
f想像的なるものを通る通路j
ここで、同じ第X草稿における先の包括的区分を
振り返って、いま我々が知ることのできたフッサー
5.おわりに
我々は、公理系変様の諸相に関して、フッサール
の轍密な思考によって各々の観点から為された、三
通りの区分を見てきた。 そして、それら諸区分を通
して、フッサール自身の取る道が、領域拡張に伴っ
て為される「内的特種化Jということの上に在る、
ということを知ることができた。
この道が完全に辿られ尽くしたところに、公理系
の「決定可能性Jないし「拡張不可能性Jが、言わ
? ?
?
??
ノレの道を、それの内に探してみよう。 そこにおいて
「内的特種化」という概念が現われたのは、 2)本
質的特種化の一場合 b)においてで、あった。 さら
にこれに加えて「領域j概念が導入されたのは、こ
の「内的な特種化」の内に区分された一つの場合一
一-s)<聞かれたままになっていた<操作の諸場合
>を、<存在諸命題E泊stenzialsatze>と<これら新し
い諸量のための補完的な操作諸規則>を介して、固定
すること>を通した、内的な特種化一一一一においてであ
ったO ブッサールの取る基本的な進路に、先の包括的
区分の内で対応するのは、この一場合なのである。
フッサールは、このように、彼自身の立場を示す
決定的に重要なこの場面において、「存在命題の付
加」すなわち領域の拡張ということを、「聞かれた
ままjであった操作を規定する、ということに結び
つけている。 このことは、フッサールの「多様体j
論の上で、一つの本質的な点を表現している。 一定
の操作の遂行は、客観の定義が不足しているがゆえ
に制限を受け、従って「聞かれたままJという事態
に直面する。 その度に、公理系は「想像的なるものJ
に突き当る。「負数j、「分数j、「無理数J一一一一フッ
サールの場合、代数的数の範囲内で一一一、そして
「最数J1士、何れも、次々に現われる「想像的なる
ものJである。 これらを、<現実なもの>として、
その都度繰り返し操作体系に取り込むことこそ、一
般に、数領域の拡張とそれに伴う公理系の拡張一一
一特種化一一ーとを導く動機であった。 公理系の拡
張が進むこのような過程のことを、フッサールは、
「想像的なるものを通る通路JDurchgang durch das 
Imaginareと呼ぶ (20)。 この過程は、もはや「聞
かれたままJという事態が現われなくなるまで進む。
そして、この過程を哲学的に基礎付けることこそが、
フッサール「多様体j論の基本的な問題関心なので
ある。
ば絶対的な意味で現われてくる。 この事態は、いま
まで見てきた三通りの区分の何れにおいても、プツ
サールによって各々の仕方で語られている。
しかし、これらに関して筆者が加えてきたコメン
トは、実は、或る一つの「ドグマjに基づいていた。
それは、最後に現われる「想像的なるものj一一一
「虚数j一一一ーを、フッサールは知何に把握してい
るのか、ということに関わる。 実数の公理系に関す
るヒルベルトの「完全性公理j一一一従って、実数
の公理系の「拡張不可能性j一一ーについては、先
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に触れた。 これに対して、フッサールならば、ハミ
ルトン的表現による複素数については、ヒルベルト
と同様に公理系の「置き換えj として把握するであ
ろうが、他方、虚数単位 iを導入するタイプの複素
数については、公理系の「拡張j として把握するで
あろう。 この「ドグマjは、しかし、筆者の独立し
た他の一考察に基づいている。 本『紀要』本号別稿
(2 1)は、この問題を扱うことになろう。
-・-・-・一・一・ー・一・-・-・一・一・一
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Kohtaroh NINOMIY A 
(原稿受付日 平成14年5月7日 論文受理日 平成14年8月30日)
Kurtzfassung 
Wir erweitern den Gebiet der Realen Zahlen zu dem der Komplexen Zahlen. Konnen wir 
dann das Axiomensystem der Komplexen Zahlen als die Erweiterung von dem der Realen 
Zahlen ansehen? Es handelt sich um wie wir den Ausschluβder Ordnugsbeziehung 
denken. Die komplexe Zahlen sind entweder auf Hamiltonische Weise oder mit der 
imaginaren Einheit‘i' ausgedruckt. 1m lezteren Falle， nach Husserls Theorie der 
Erweiterung， k，οnnen wir die Frage bejahen. 
Schl福田，lworte: komplexe Zahlen， Erweiterung des Gegietes， Erweiterung des Axiomen-
sys旬臨"das lmaginare， P凶momenologie
1.はじめに
本『紀要』第50号載録の拙論(1)において、筆
者は、公理系の拡張に関するフッサールの理論を、
ヒ/レベルトとの関係において扱った。 その際に、
「複素数Jへの領域拡張に際して、公理系の拡張に
対する態度が、フッサールとヒ/レベルトとでは異な
っている可能性が在る、ということが触れられ、同
時にそれの解明は、筆者にとって「別稿Jの課題と
されていた (2)。 本稿は、それに応えることを意図
している。
問題の中心は、実数から複素数への数領域の拡張
に伴って、新しい公理系が、順序(大小)関係を定義し
ないという大きな変様を受ける、ということに在る。
*1共通講座・哲学
この変様が、公理系の「拡張Jとして把握し得るか
否か、が問題なのである。
ヒルベルトは、これを否定する。 実数の公理系に
関するヒルベルトの「完全性公理jは、このことを
示している。 この場合には、実数の公理系から複素
数の公理系への変様は、単なる拡張ではなく、「変
更j ないし「置き換えJとして、把握されることに
なる。 この考え方は、自然であり、一般に数学者に
も受け容れられ易いものである。
しかし、<新旧両領域の諸要素と、それらに関わ
る公理系中の諸法則との、対応関係>について、そ
の構造をフッサールの仕方によって理解する場合に
は、この変様を公理系の「拡張j として把握し得る
可能性も現れてくる。 その際に、複素数の構成を、
<虚数単位 i>を導入することによって為す場合と、
<二つの実数の順序対>として為す場合とでは、様
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相を異にするであろうことが、おのずと推測される。
『数理哲学草稿~ 1(3)第四草稿 (4)中には、我々 が、
新旧両領域と諸法則との対応構造に関するフッサ}
ルの理解を知る上で、極めて重要な議論が展開され
ている。 これを我々は、いま仮に「部分の理論」と
名付け、まず初めに詳細に考察しよう。 次いで、<
二実数の順序対>とするタイプと、<虚数単位 i> 
を導入するタイプとについて、この順で、複素数の
公理系が実数の公理系の「拡張Jとして把握し得る
か否かを、検討しよう。
2. r部分の理論j
この草稿は、三つの研究から成る。 フッサールは、
公理系の決定可能性を多様体の拡張との関係におい
て論じた「第二研究Jの内で、正の偶数の系列から
整数一般の系列一一この場合これで充分である一
一ーへの拡張と、後者から<複素数>の2次元系列
への拡張とについて、それらを全く並列させて、新
!日公理系の関係に関して、こういう言い方をしてい
る。 すなわち一一一一一
正の偶数の系列は、ニ方向に無限な数系列の一
つの部分である。 この後者は再び、複素数から成
る2次元多様体の一つの部分で、ある。 正の偶数の
体系は、一定の要素的な諸関係を通して定義され
ている。 これら諸関係においては、数系列の拡張
を通して、[もとの系列に関して]何ものも変ぜら
れない。 如何なる新しい要素的な諸関係も付加さ
れず、ただ、新しいもの[体系]と古いもの[体系]
との関に、新しい諸要素と諸関係が、付加される
だけである。 拡張された領域の諸法則は、狭い方
の領域の諸法尉を包摂する。 ただしそれでも、古
い領域のためには、知何なる新しい諸法則も設定
されない、という仕方でである。 古い領域におい
ては、まず諸要素・諸々の数が、そして次に、諸
数の諸相関が、[また]諸数の諸関係と諸連結との
ための諸法則が、定義されており、新しい領域に
おいては、新しい諸相関が、新しい諸要素と同様、
定義されてもいよう。 さらには、新しい領域にお
いては、古い諸要素と古い諸相関とを包含するよ
うな、同様にまた[古い体系と新しい体系との]両方
の諸要素と諸相関とを包含するような、そういっ
た考え得る諸々の関係が、存在するであろう。 (5)
というふうにである。
ここで、ふた通りの領域の拡張において、<新!日
の公理系が有する諸法則と、新旧の諸要素との、構
造関係>に関して、両者を全く区別せず、一様に事
? ?。 。
を考えている、ということに注意したい。
との記述の前には、領域の拡張と新!日公理系との
関係を「部分Jとし、う概念を用いて説明した議論が
在り、いま引用した記述は、この議論を結論的にま
とめたものである。 この議論は、 i<拡張された多
様体の公理系は、古い諸客観に何ら新しい諸性質を
付与し得ない>ということは、はたして自明のこと
なのであろうか?J (6)という文脈の内で論じられ
るものだが、その内容の上で、官頭に提示された問
題に、極めて深い関係を有している。
これを仮に「部分の理論Jと呼び、しばらく考え
てみよう。
a.領域の拡張
まず、フッサールは、一つの例を挙げる。
或る多様体Mを考えてみよう。 その多様体は、
<一つの2次元ユークリッド多様体>と<他の諸
要素の一総体>とから成り立っている、というふ
うに。 そうすると、或る多様体一一一それは、
Moと名付けられよう一一ーが、<一つの2次元ユ
ークリッド多様体>と<孤立した[先の上にはな
い]一本の甚親>とから成り立っている、という
場合は、一つの特種な場合で、ある。 そこで我々は、
拡張ということを、次のように実行することがで
きる。<先のものの他にも更にまた、<件んの「他
の諸要素j一一一或いはいまの場合、件んの直線
一一ーを自らの内に含み込む一つの2次元多様体
>が、それ[拡張された多様体MeJに属する>と
いう具合に、それもまさに、<拡張する諸規定が、
当該の平面から除外された諸要素を、或る一本の
直線に属するものとして、現われさせる>という
具合に、である。 (MocMe)。 そうすると、拡
張ということの内には、<除外された多様体の‘点'
で、或る直線的な延長の上に存しないという‘点'
は、一つも存在しない>という命題が、妥当する
ことになる。 しかし、 M においては、この命題
は妥当しない。 そこにおいては、<除外された諸
要素が、一本の直線の上に存するのか、或いは一
般に、当該領域の内で既に定義された或る図形の
上に存するのか>は、無規定である。 (7)
というものである。 理解のために図を付する。
M Mo Me 
c!Yo 
フッサールの言いたいことは、 Meは、 Moから
フッサールの数理哲学(7) ~I虚数jの問題一
の拡張で、はあっても、Mからの拡張ではあり得ない、
ということである。 フッサールが後に述べることだ
が、 Moは、既にM に対して「特種jな規定を付け
加えたもので、あり、これを拡張したMeは、 Mの拡
張であるための資格を初めから欠いているのである。
b.諸法則
ところが、 MoからMeへの拡張は、単に<領域
>の拡張である。 今度は、それらを規定する<公理
系>の問題が論じられなければならない。 フッサー
ルはこう記す。
Meは、 Moの [Mの、ではなく]拡張である
ということになる。 それ故、 Meは、 Moの諸
要素と他の諸要素とから、成り立っている。 これ
に留まっては、充分で、ない。 諸々のMoは、 Me
の一つの部分である、ということになる。 Meは、
Moという概念に該たる一つの部分を有つ。 し
かし、これもまた、充分で、はない。 Meへの拡
張は、 Moを、それが在るがままのものとして、
素乱storenすることが在ってはならず、とりわけ、
それを特種化する spezialisierenといったことは
在ってはならない。 言い換えると、 Meのため
の定義的な諸規定は、 Moのそれらにとっては、
一つの単なる拡張である、ということでなければ
ならない。 それ故、我々が Moにとっての諸法
則を考え、それらを Goとし、また、新たに付加
される諸要素が Enであるとするならば、これら
諸要素 [EnJにとって、それらの専らの相互間の
関係においては、諸々の Gnが妥当するというこ
とになり、それからまた、我々が、両方の種類の
諸要素を、それらの相互への関係において考える
ならば、今度の諸法則は、諸々のGonとされるだ
ろう。 そこで、このようにして、 Ge=Go+Gn
+Gonということでなければならない。 (8)
というわけである。 今度も図を付する。
容易に分かるように、先の例に当てはめて<領域
- 83 
>を具体的に理解すれば、Moとはく一つの2次元多
様体と一本の直線>のことであり、Enとは<先の一
本の直線を含む平面(この直線そのものを除く)>の
ことであり、Meとはくこれらを合わせた全体>のこ
とである。
重要なのは、<法則>の方である。 ここに、領域
の拡張と公理系の拡張とに関する構造についての、
フッサールの基本的な考え方が現われている。 新し
い公理系の諸法則Geは、要するに三つの部分から成
る。 すなわち、もとの領域 Mo内部の諸要素には、
それらを規定する諸法則Goが対応し、 Meへの領域
の拡張に伴って新たに付け加えられた諸要素 Enに
は、それらを規定する諸法則Gnが対応し、そして、
これら両種の諸要素には、両種に跨ってそれらを規
定する諸法則Gonが対応する、ということである。
このことでフッサ}ルが言いたいことを、続けて
彼は一一一一
これら諸法則は、この形式において記述できる
のでなければならない。 このことで我々が思い倣
しているのは、次のことである。 すなわち、一一
一一一一<当該の[拡張された]多様体[MeJが、
部分多様体 Moへと還元され、或いは、新しい多
様体が、Moに属する諸要素へ制限される>という
想定Annahmeは、 <GeはGoへと還元され、そ
の際、このことに伴って Moのための更なる規定
が帰結することはない>ということを、自ずと条
件付けることになる。 と、こういう
ことである。 (9)
と、まとめる。<拡張された領域全体を規定する、
公理系>Geは、それが特に部分としてのもとの領
域 Moに限定されて適用された場合、それを規定す
る諸法則が、 <Moを当初から規定していた、 Moに
固有の公理系>Goを越えることが在ってはならな
い、という訳である。
ここまでのフッサールの記述は、領域拡張と諸法
則との対応構造を素描したに過ぎず、それの言わば
理念型を示したに過ぎない。 現実には、もとの多様
体Moは、領域拡張によって「部分Jとなった場合、
「全体Jの方から何らかの規定一一一それが「特種
化jであってはならないにせよ一一一ーを受ける。 フ
ッサーノレによる以下の記述は、このことを含めた上
で、より詳細な説明に充てられる。
c. r形成j された諸規定
そこで、フッサールは新たな例を挙げて、
-例えば、<一つの2次元の一様な[滑ら
かな]ebene多様体>と<吏なる諸要素の一総体>
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とから成り立っている或る多様体から、私は出発
するとしよう。 (10)
とする。 この例は、先の例ではM と呼ばれ、それ
の拡張が成立しないとされていたものである。 フッ
サールは続けて、今度はこちらを拡張する。そして、
そこに現われる一定の変化に言及して、一一一一一
そして私が、 fこの多様体は、或る<3次元の一様
な[滑らかなl多様体>の部分たるべしj と言明す
ることによって、拡張を為すならば、その場合、
その拡張された多様体にとって、 <3次元の多様
体が、一般にそれを通して定義されるところの、
諸法則の述語>が妥当する。 部分多様体にとって
は、<一つの 2次元多様体>プラス<諸要素の総
体>という概念から現われてくるものが帰結する
が、単にそれだけではなく、また、部分多様体の
ために、<一つの2次元多様体>プラス<この一
様な[滑らかな]多様体そのものが属するのと同様
に、一つの3次元ユークリッド空間に属する、そ
ういう諸要素の、一総体>という内答豊かな規定
を、我々は受け取りもする。 (11) 
とする。 理解の便宜のために、これも図を付する。
Mo Me 
庄司
この図を含めて、これ以降、諸法則Go，Geとの対
応を保つために、我々は、拡張される前の多様体を
Moと表示し、拡張された後の多様体をMeと表示
することにしよう。 そして、 EnやGn，Gonという
他の表示も、フッサールが諸法則について論じた先
の記述に対応させることにしよう。
この「拡張j を通して、もとの多様体一一一<一
つの2次元の一様な多様体>と<更なる諸要素のー
総体>一一一一は、 3次元空間の部分であるという性
格を明確にすることになる。 このことによって、元
の多様体は f内容豊かな規定jを「受け取るj とい
う訳である。
少し後に、フッサールは、この「内容豊かな規定J
について具体的に
…・拡張された多様体の内で増された[新たに
付加された]諸要素を捨象することは、<最初の
多様体の諸要素のための或る規定で、以前には言
明されていなかったもの>を、あとに残す[……
…を捨象しでも、...・H ・..が尚お残る]。すなわち、
一一一一一くそれら諸要素は、或るユークリッド多
様体の諸要素である>ということ、<それ故に、
以前には全く無規定であった諸要素のうち、各々
二つのものが、或る一定の隔たりを有っている>
ということ、<このような諸々の隔たりの二つの
ものは、相互に比較され得るものである>という
こと、<このような幾つかの隔たりは、最初の2
次元多様体の諸要素と<更なる諸要素>との聞に
もまた成立している>ということ、同様にその他
のことごと一一一一ー である。 (12) 
と記している。
これらの規定は、初めの多様体が、 3次元空間へ
と拡張されると同時に、それの部分として新たに性
格付けられることによって獲得するものである。 そ
してこれらこそ、フッサールが後に「形成されたJ
諸規定と呼ぶものである。 ところが、これらの規定
は、最初の多様体を「特種化jするものではなく、
実は最初の多様体が初めから有っていたものに他な
らない、というのが、フッサールの言いたいことな
のである。
d.高次元化と特殊化との相違
この引用の直前に、フッサールは、いまの例と対
比する意味で、もう一つ別の・もっと単純な例を挙
げている。 彼は一一一一一一
仮に、最初の多様体が、単にく或る 2次元の一様
な[滑らかな]多様体>から成り立っている、とい
ったような場合には、それの諸要素への制限は、
そのような種類の諸多様体にとっての諸原則へと、
到り着くであろう。 この [2次元の一様な]多様
体の無規定性の故に、そして、外的なーーすな
わち、新たに付け加わった諸要素への一一一諸関
係を捨象することが求められるが故に、一つの2
次元多様体一般という概念、から帰結しないような
何ものも、結果として生じることは無いであろう。
(1 3) 
と記す。 これにも図を付す。
Mo Me 
口司
初めの多様体が単なる 2次元である場合には、 3
次元に拡張した後に、その際に付加された諸要素を
捨象すれば、後に残るのは、単にもとの 2次元多様
体である。 このことは明らかである。 しかし、こ
の例には奇妙な疑念、が含まれている。
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この例においても、諸々の点の聞に、「一定の隔た
りを有つj とか「それら隔たりは相互に比較し得るj
とがといった、前の例と似た規定は、実は成立して
いると言える。 この2次元多様体は、 <3次元の中
に置かれた 2次元>としての規定を、実は受け取っ
ているのである。最初の2次元多様体一一一平面と
して幾何学的に考えよう一一一の上に直交座標をと
れば、諸要素は、(X 1， Y 1)， (X 2， Y 2)， .・H ・-・と
して表現される。 3次元一一一空間一一ーに拡張さ
れた際には、もとの平面に直交するもう一つの座標
軸を加えれば、もとの2次元多様体の諸要素は、今
度は、(X 1， Y 1， 0)， (X 2， Y 2， 0)， .・H ・..として
表現されることになる。<拡張された多様体の内で、
もとの多様体が「形成jされる>とは、このことで
ある。
ところが、このような言わば<高次元化>は、領
域拡張の欠格条件である「特種化Jではない。 もと
の多様体は、高次元化されるとしても、実質的には
もとの2次元平面の性格を保存している。 これら高
次元された座標は、もとの平面の外部に在る諸点を
示す訳ではない。 また、もとの平面が例えば球面へ
と「歪めj られたりする訳でもない。 ましてや、も
との平面上の諸点が一つの直諌上に在るような仕方
で還元を受ける訳でもない。 最初の例において領域
の拡張であることを否定されたものを想起しよう。
そこでは、もとの多様体は<2次元多様体と、それの
外に在る諸要素>であった。 しかし、これが「拡張j
されたものであるか否かが問題とされる多様体は、
<2次元多様体と、もう一つの2次元多様体>になっ
ていた。 ここでは、単なる「諸要素Jだったもの
が、一つの平面へと、形を変えられている。 このよ
うな言わば領域の<変形>が、領域拡張には禁ぜら
れる「特種化jなのである。(14) 
e.もとの諸法貝Ijを越えない
さて、主題となっていた例に戻ろう。 <2次元多
様体と、その外部の諸要素>から成る多様体が、<
3次元空間>へと拡張される、という事例であった。
拡張された領域の内で、もとの領域は、先の通り具
体的に挙げられた「豊かな諸規定jを受け取った。そ
こには、 2次元平面上の二点の聞の、或いは、この
平面の上に在る一点とその外に在る一点との間の、
隔たりに関わる諸規定等が、3次元空間中の諸規定と
して現われてくる。 しかし、それらは、もともと単
なる 2次元平面を越える言わばくふくらみ>を含ん
でいた多様体が、初めから潜在的に有っていた諸規
定に他ならず、それらを顕在化させただけのものに
??? ?
過ぎない。 そこには、もとの多様体に「変形jを加
えるような「特殊化Jは、存在しない。 こうして、
フッサーJレは一一一一一
それゆえ、 Geとは、<部分多犠体[の諸法則〕
Goへの制限が生じて、[部分多様体Moへの関係
において]これ [Go]を越えないnichtmehr>と
いう性格のものである、ということでなければな
らない。 別の言葉で言えば、 <Moの内的な諸関
係に対して、 Moへの Geの単純な適用を通して、
形成されたものGebildeとして Meの内で生じる、
そういう諸原則>は、まさに、<当初から Moを
絶対的に支配していた諸法則>であるのでなけれ
ばならない。 それゆえ、拡張ということの定義と
は、次のような類いのものである。 すなわち、そ
れは、<拡張の、制限された領域にとっての、直
接的な・また同時に完全な結果>は、我々が外的
な[拡張に際して付加された]諸要素を度外視す
るならば、まさにこの領域の最初の定義である、
ということである。(15)
と断ずる。 先に具体的に示された f豊かな諸規定j
は、<拡張された領域全体を規定する諸法則Geが、
特にもとの領域 Moに制限されて適用された場合、
そこに f形成されたj諸規定>である。 このような
諸規定は、「以前には言明されていなかったjだけで
あって、「当初からMoを絶対的に支配していたj諸
規定に他ならない、すなわち、この形成された諸法
則が、実は当初の諸法則Goを越えるものではない、
という訳である。
そして、逆に、領域の拡張とは、こういう場合を
言うのだと、フッサールは説く。
逆に言えば、私に一つの多様体が Moとして与
えられているとして、Mは、次の場合に[限って]、
Moの一つの拡張である。 それは、 Moが、 M の
内部で、如何なる“特種化"Spezialisierungをも、
もはや被らない、という場合、言い換えると、よ
り詳細な規定一一一それからならば、 M にとって
の新たな諸命題とか M に含まれている諸要素や
諸々の被形成者[形成された諸々のもの]Gebildeと
かが生じてくることが在り得たであろうような、
そういう規定一一ーの如何なるものも、もはや被
らない、という場合である。 私が、或る Moを、
M へと拡張する場合、その Moは、 M の内に存
し、その際、形成されたものとして、やはり一つ
の Moである。 これによって事情は種的 spezi
宣schに異なる、というものではない。 (16)
というふうに...・H ・.。 もとの領域を素乱すれば、そ
れは、拡張ではないのだ、ということである。
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主部分の理論と公理系の理論との関係
f部分の理論jは、直接には、領域拡張一一一ーその条
件一一一ー の理論である。 領域が拡張されるということは、
公理系が拡張されるということを、在ちに意味する訳では
ない。 公理系が同一に保たれたまま領域が拡張される
という場合は、もちろん在る。さらに、公理系の「置き換
えJと呼ぶべきものが領域の拡張を媒介するという、
重要な場合がある。 詳しくは本『紀要』本号別稿 (1
7)で扱われていることだが、フッサールは、一般的
な注として一一一一一
・・しかし、公理系が拡張されるべきでないと
いう場合には、領域は、古い公理系を演鐸的に自
らに含む公理系を介して[拡張される]というこ
とに、おそらくなるだろう。 このような仕方で、
確実に、如何なる領域も拡張され得ることになる。
例えば、 2次元のユークリッド多様体は、 n次元
の多様体へと…・・・。 (18) 
と記している。古い公理系を「演鐸的に自らに含むjと
は、理解しにくし、表現だが、自Ijの箇所(19)でフッサ-
fレは、古い公理系を「論理的に包摂するjという言い方も
している。何れにせよ、挙げられている例から見て、<
次元を高次化するような公理系の変様>を意味すると、
考えてよいだろう。
このことを考慮しつつ、また、以下の記述を視野にい
れながら、これまで、見てきた「部分jの理論を、まとめてお
こう。厳密を期するため、「形成Jという観点を、顕在的
に導入する。例によって、理解のために図を付そう。
=今
Go 
Ge 
もとの多様体Moから、それに新しし、諸要素Enを付
加して、新しい多様体Meへと、領域を拡張することを考
える。 Moは、それ自体において、当初の諸法則 Go
によって規定されている。 新しい多様体を規定する諸
法則が、特にもとの領域に制限されて適用された場合に、
それを規定する諸法則が Go'として「形成jされ、これと
ともに、新しい多様体の内にもとの領域が Mo'として「形
成jされる。 MoからMeへの領域拡張が正当なものと
して成立するためには、形成された諸法則 Go'がもとの
諸法則Goを越えないこと、従ってまた、形成された領域
Mo'が、もとの領域Moそれ自体を「特種化jしたもので
はないこと、が必要である。 その上で、新しい諸要素
Enを規定する諸法則をGnとし、Enと形成されたMo'
の諸要素との聞を規定する諸法則を Gonとすれば、拡
張された新しい領域を規定する諸法則全体Geは、形成
された諸法則Go'に加えて GonとGnという、三種の
諸法則から合成される。
新旧二つの公理系の間の関係は、もとの諸法則Goと
拡張された領域の諸法則全体Geとの間の関係である。
後に詳述することを先取りしておこう。 新しく加えられた
諸法則一一一Gonか Gn一一一ー の内に、もとの諸法則
Goには無かった一一一従って形成された諸法則 Go'
にも無し、一一一一諸公理が付加されてし、る場合には、新し
い公理系は、もとの公理系の拡張である。 形成された
諸法則 Go'がもとの諸法則 Goを高次元化一一一特種
化ではない一一ーしたものである場合には、拡張された
領域の諸法則Geは、もとの諸法員，IJGoを論理的に包摂
する別の公理系である。 なお、Go，Go'， Gon， Gn 
が全て問ーの諸法則である場合には、二つの公理系は
同一である。
3.複素数の公理系
以上、詳し過ぎるくらいに、 f部分の理論Jを見て
きた。 これを基礎に、実数から複素数への領域拡張
に伴う新!日両公理系の関係を、考えていこう。 問
題は、それを、<公理系の拡張>として把握するこ
とができるか、或いは、<公理系の霞き換え>とし
て把握せざるを得ないのか、ということである。 複
素数を表現するこ様の仕方に従って、別々に見てい
こう。 結論が異なるはずで、ある。
3.1.ハミルトン型
一一一置き換えとして
まず、<二実数の順序対>として表現されるハ
ミルトン型の複素数について考える。
各領域の諸要素、およびそれらを規定する諸法則
を、予め図に示そう(次頁)。
複素数がハミルトン的に表現されれば、「虚数J
という概念は、実は必要無い。そこでは、諸要素は、
全て、二つの実数の順序対 (a.b)として構成され
る。 もとの領域の諸要素は、 bが0の場合として、
すなわち (a1. 0). (a 2. 0). .・H ・-として、表現さ
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Go 
四則演算
相等
'←同一→白n←同一→Gn
大小
Ge 
複素数乃定義
和・穂乃定義
本欄叡淀議
れる。 2次元化されたこの形式は、もとのMoにおけ
る形式a1， a 2， '"・H ・..とは、明らかに別のもので
ある。 このことこそ、<拡張された領域を規定する
諸法則Geが、元の領域Moに制限されて適用される
ときに、拡張された領域の内で新たな規定を被った
領域Mo'が f形成jされる>、とフッサ-;レが言う
ところの事態である。
この形成された Mo'は、 2次元へと高次化され
て表現されてはいるが、 Moの f特種化jなのではな
い。 先の「部分の理論Jの内には、 2次元の多様体
が 3次元の多様体へと拡張される、という例が在っ
た。 これと、事情は全く同様である。
a.複素数の公理系Ge
さて、拡張された領域Meの内には、 (a1，b1)，(a
2， b 2)， ..・H ・-が存在する。 これらのうち、 b学 O
である諸々の順序対が、新しく付け加わる諸要素
Enである。
その上で、 Mo'とEnとは、各々その内部にお
いても、両者に跨っても、諸要素は全く同じ諸法則
によって支配される。 すなわち、 Go'，Gon， Gn 
は、同一である。 これら諸法則は何れも、よく知ら
れた和・積・相等性の新たな定義一一一一
(a1， bJ + (a2， b2) .kf. (aI+ a2， bI+ b2) 
( a 1，b 1)x (a 2， b 2)忌 (a1a2-b1b2， a1 b~a2 bJ 
[ (a 1， bJ = (a2， b2) ] .kf. [a1= a2， b1= bd 
を含む。 減法・除法の計算規則は、先の二定義から
派生する。 順序(大小)関係は、定義されない。
b.形成された実数の諸法則Go'と、
もとの実数の公理系Go
ところで、 Go'は、 Mo'と同様、 Geの内で「形
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成jされた諸法則である。 それが実質的には諸実数
を支配しながら、それの内では、一般的には大小関
係が定義されていない。 格別に定義されない限り、
我々は通常一一一
(a 1， 0) > (a 2， 0) 
といった式はつくらない。
この Go'と、もとの領域Moを規定していた実
数の公理系 Go-ーそれの内では大小関係が定義
されている一一一ーとは、如何なる関係、に立つのだろ
う。 公理系の拡張のための条件という観点からは
後に見ることとして、ここでは、領域の拡張そのも
のの条件という観点から考えてみよう。ブッサール
によれば、形成された領域Mo'を規定する形成さ
れた諸法則Go'は[すべて]、「当初から Moを絶
対的に支配していた諸法員UJでなければならない。
Go'における複素数の四則演算と相等関係は、第
二順位の実数bが0の場合、Goにおける実数の四期
演算と相等関係に対して、同値に帰する。 Goは、
さらに大小関係を含む。 我々は、全称命題の主語と
述語に注意しなければならない。「等しいJという語
を、「同値jを含むように緩く取れば、 fGo'の諸法
則は、全てGoの諸法則に等しいJという全称命題は、
この場合にも真である。 だから、フッサールの考え
方を正確に表現すれば、 fGo'は、 Goに等しく、し
かもGoを越えないj ということなのである。 Go'
が、 Goよりも「小さいjことは、領域拡張の条件に
関する限り、一向に構わない。
そこで、問題はこうなる。 すなわち、我々が実数
に関して、もとの公理系Goに従い、大小関係、を含め
て命題(式)の真偽を決定する、という場合、我々
の思考の内に如何なる転換が起こっているのか、と
いうことである。
(a 1， 0)， (a 2， 0)， .・H ・..から、 a1， a 2， 
.を引き出し、諸実数を言わば<はだか>にするた
めに、我々は、写像一一一一この場合明らかに一対一
対応である一一ーを通して、 Mo'からMoへと、領
域を移さなければならない。 同時に我々は、形成さ
れた公理系Go'から、もとの公理系Go-一一一それ
は、大小関係が定義されている分だけ、 Go'に比し
てむしろ「特種j的である一一一一へと、<還帰>す
ることになる。
このことを表現したものとして、とういう記述が
在る。 すなわち、フッサールは一一一一一
領域の拡張が許容されるとしても、端的に、[領
域が公理系によって]完全perfektに定義されてい
る[という場合]0 : [公理系の〕拡張は、まさに、
もはや可能ではない。 更に再度、二つの場合[が
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在るJo(2 0) 
として、それの一つの場合について一一一一
公理系が、ただ古い領域のためにのみ保持される
[という場合]。 ところが[この場合]、新しい諸
客観が定義され、また一つの公理系が構成されて、
<この[構成された]同じdasselbe公理系は、古い
領域への制限に伴って、古い公理系へと移行する
>というふうになる。 しかし、<このような[領
域の]拡張が可能であるべきではない>という意
味での完全化Perfektionは、要求されるべきでは
ない。 (21)
とする。 この記述は、ハミルトン型の複素数に、そ
っくり当て厳まる。 二実数の順序対として「新しい
諸客観 [MeJが定義されJ、和・積・相等の新しい定
義を含む「一つの公理系 [GeJが構成されJる。 こ
のGeが、「古い領域JMoに「制限Jされて適用さ
れる際に、「古い公理系JGoへと「移行するJ、とい
うことになる。 この f古い公理系へと移行する」と
いうことこそ、さっき筆者が「還帰するj と言った
ことの、フッサール的な表現なので、ある。
c.公理系の f置き換えj としての把握
いま引用した先の方の記述の内で、この場合をブ
ッサールが、「領域の拡張が許容されるとしてもj
r[公理系の]拡張は...・H ・-・もはや可能ではないJ場
合としていることに、我々は注意しなければならな
し、。
領域の拡張が成立するためには、 Go'がGoを越
えなければよい。 複素数領域をハミルトン的表現を
通して構成することは、 Go'がGoを「特種化jす
るものではないから、<領域の拡張>を媒介するこ
とは可能である。
しかし、その際の公理系変様が公理系の「拡張j
として把握され得るためには、もとの領域の諸要素
は、新しい公理系の内でも、もとの公理系Goと開ー
の諸法則によって規定されること、すなわち、 Goに
おける諸法則のすべてがGo'の内に保存されている
こと、が必要である。 しかし、いまの場合、新しい
複素数の公理系Geにおいては、実質的にはもとの領
域における諸実数を規定するGo'を含めて、大小関
係が一般的に排除されている。 公理系の拡張と言え
るための言わば<核>が失われているのである。
また、複素数領域内の実質的な諸実数を、直接に
(a 1， 0) > (a 2， 0) 
という関係の内へ置き得ないのは、それら諸数が二
次元化され、従って、複素数の新しい公理系Geが、
実質的実数を規定するGo'を含めて、もとの実数の
公理系Goに対して「高次元化Jされた公理系である、
ということにも関連している。 この変様は、それだ
けでも、公理系の拡張として把握されるためには、
致命的に異質な変様である。 たとえ、それが領域の
拡張を媒介することの妨げとなるものではないにし
ても、である。
こうして、この形式を取った複素数の公理系の構
成は、一般的には、実数の公理系からの<変更>な
いしく置き換え>として、より正確には、それが高
次元化を伴うという意味で、く論理的に・より包括的
な別個の公理系>の構成として、見倣されなければ
ならないのである。
3.2.車数単位i型
一一一拡張として
複素数の公理系をハミルトン型で考えるとき、そ
れが実数の公理系からの単なる拡張としては扱い得
ないであろうことは、初めから或る程度は予想の付
くことである。 このことは、虚数単位 i型において
も同様であるとするのが、一般に受け容れやすい考
え方である。
ヒノレベルトも、そう考える。 彼によれば、実数の
領域対して新しい客観を導入し、しかも、もとと同じ四則
演算と順序(大小)関係を維持した公理系を構成すること
はできない。実数の公理系に関するこの「完全性公
理jを、フッサールはさらに、公理系拡張の限界と
して把握した上で一一一一
…・領域の拡張が、公理系の一つの変更を通して
のみ可能である、という場合、ということはすなわち、外
的な諸公理の単なる併置を通しては生じ得ない、とい
う場合、[この公理系は]<完全なvollstandig公理系
>(ヒルベルト)[である10 (2 2) 
と記している。
ヒルベルトの言うことは、一般的にはその通りだ
が、しかしそこには、もとの領域の諸要素と、新た
に付加された諸要素とについて、それらが同ーの諸
法則によって規定されなければならない、とする前
提が在る。 ここでは、複素数の公理系における順序
関係の排除が、実質的実数にも貫徹されることとな
り、順序関係を含めて諸実数を規定することは、も
との実数の公理系へ還帰しない限り不可能となる。
しかし、フッサールは、既に我々が「部分の理論j
の内で見たように、諸法則を分割して考え、もとの
領域の諸要素と、新たに付加された諸要素とについ
て、それらの各々に諸法則を対応させ、それらが各々
に固有の諸法則によって規定されることを許容する。
ここでは、ヒノレベルトのように複素数の全領域を単
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ーの公理系で規定する、という必要はない。 フッサ
}ルの考える領域拡張と公理系との関係構造におい
ては、虚数単位 iの導入によって構成される複素数
の公理系を、実数の公理系からの拡張として扱い得
る可能性が生じてくるのである。
先の「部分の理論j を、虚数単位 iを含んだ複素
数に当てはめて考えてみよう。
我々は、実数の領域 (Mo)から、援素数の領域
(Me)へと領域を拡張する。 以下に述べる諸法則を
も併せて、図を付する。
=今
Gn 
諸々の複素数は、拡張された領域における諸客観
である。 しかし、それらは諸客観としては奇妙な性
格を有っている。 それらは、存在が宣言された諸客
観ではなく、「構成j された諸客観である。
r a + b iなる数が存在する。J
という存在命題は、顕在的に主張される必要はない。
複素数は、く実数と虚数単位の実数倍との和>とし
て定義される。 存在命題であるべきものが、一つの
<操作>の形式を有っている。 ここには、
「操作の結果は、一つの数である。j
という最も普遍的な原則の一つが機能している。
要するに、複素数領域において、付加される新し
い要素Enは虚数単位 iだけであって、諸々の複素数
そのものは、実数領域 Moの諸要素と付加された虚
数単位 Enとを関係させる法則一一一ーすなわちフッ
サー ノレの言う Gon-一一ーによって「構成Jされるの
である。
②複素数に関する通常の四則演算・相等関係
二つの複素数 a1+b1 i と a2+b2i との聞の
操作・関係は、通常の四則演算と通常の相等関係で
Go ←同一→ Go' GoIJ. 
四則演算
相等
四則演算
相等
i忌.j二E ある。 r通常のJと言うのは、ここでも、これらが実
四則演算 数の四期演算・実数の相等関係と実は同ーのものに
大小 大小
相等 他ならないからである。
Ge 
a.虚数単位 iに関する諸法則Gn
① iの定義
領域の拡張に伴って、存在を主張する命題(存在
命題)によって導入される新しい客観 Enは、ただ
一つだけ在る。 虚数単位 iである。 これの定義
i話，.j二E
は、 Enに対する諸法則Gnの一つである。
② iに関する通常の四期演算・相等関係
i 2 =-1 
が、 iの定義から、導出される。 これ以外、 iは、
i+i=2i， iXi=i2等々
通常の四則演算・相等関係に従う。 r通常のj と言
うのは、これらが実数の四則演算・実数の相等関係
と同ーのものだからである。
大小関係は、 Gnの内に定義されない。 このこと
はGonにおいても同様であり、その箇所でまとめて
触れよう。
b.虚数単位 iと実数とに関わる諸法則Gon
①複素数の構成
一般には、複素数において加法と乗法および相等
性が新たに「定義j される、という説明がなされる
ことが在る。 しかし、このことは、正確には、複素
数のハミルトン的表現に関して当て蔽まることであ
り、虚数単位 iを導入した複素数の表現に当て蔽ま
ることではない。 加法と乗法に関する二つの恒等式
(al + b a)+(a2+b2i)=(al +a2)+(b 1 +'b2)i 
(al +b a)x (a2+b2i)=(a laz-b 1 b2)+(al b2+ a2b l)i 
は、実際には、和と積の「定義jではない。 これら
は、計算の便宜のために、 i2=-1 を加えた上で、
実数の演算規則に従って導出された、「公式Jに類す
るものに過ぎない。 これらから導出される減法・除
法に関する恒等式については、言わずもがなである。
虚数単位 iの導入によって表現された複素数は、徹
頭徹尾、実数の四則演算と、それの言わば特則とし
ての i2=-1 とによって、操作されるのである。
相等性に関しても同様である。 a1+b1i=a2
+ b 2 i は、 a 1 = a 2かっ b1 = b 2 として
「定義j される必要はない。 両者は単なる<同値>
であり、このことは、通常の四則演算(およびa1等
や iに関する条件)を通して導出される<定理>で
あるに過ぎない。
最後に、大小関係は、 Gnにおけると同様、 Gon
の内に定義されない。 大小関係は、「除外j される
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のではない。 r除外Jというのは、 GnやGonを実
数の公理系 Goと比較したときに初めて現われてく
る、ネガティヴな規定である。 しかし、 GnやGon
は、諸法則に関する一つの範域を成しており、 Goに
対して相対的に独立した公理群である。 ここでは
我々は、ポジティヴにのみ、諸法則を考えなければ
ならない。 GnやGonにおいては、四則演算と相等
関係とが定義されているのであり、大小関係は、単
に<定義されていない>というだけのことである。
c.複素数の公理系の内でb=Oの場合として形成
される諸法則Go'(実数の公理系Goに等しい)
複素数が含む実質的実数に対して、複素数の公理
系が関わる仕方は、 i型においては、ハミルトン型
におけるのとは全く事情が異なる。 (a，O) という
形式は、 a という形式とは、全く異なった形式で、あ
る。(a 1，0) と (a2， 0) とは、直接に大小関係に
従うと考えることはできない。 しかし、 i型におい
ては、 aという形式が、<はだか>で現われる。 単
なる aと、 a十oiとは、何の区別も付かない。 虚
部がOである複素数a+Oiは、直接に実数aとして
見なされて、何の不都合も無い。 それは、通常の四
則演算によって、 Gonの諸法則そのものから帰結す
る。 我々は、ハミルトン型におけるような迂路を経
る必要は無いc 我々は、大小関係をも含めて、単純
にもとの公理系Goに従えばよい。 形成されたGo'
は、それ自体におけるGoと、全く同ーの諸法則なの
である。
d.公理系の拡張としての把握
虚数単位 iの導入による複素数の公理系が、ブツ
サーノレ的な領域拡張と公理系との関係構造から見れ
ば、もとの実数の公理系からの拡張として把握し得
るということを、ここでまとめておこう。
ここでの公理系の変様は、もとの実数の公理系
Goと新しい複素数の公理系Geとの関係である。こ
の関係が公理系の拡張として把握され得るための条
件とは、如何なるものであろうか?
公理系の拡張とは、フッサールの f部分の理論j
に照らせば、一般に、もとの領域をもとの公理系が
規定し、領域の拡張に伴って付加された新しい諸要
素に関わって、もとの公理系には無かった新しい諸
法則が付け加えられる、ということである。 そこで
いまの場合一一一ー
領域拡張の一般的条件から、複素数の公理系 Ge
の内で、実質的な実数に対して適用される諸公理Go'
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しかしまた、公理系の置き換えではなく、公理系の
拡張であると言えるためには、第一に、 Go'におけ
る諸公理は、 Goにおける諸公理から、何ものをも減
じたもので、あってはならない。 その上で第二に、新
たな客観の導入に伴って、それに関わる諸法則 Gon
+Gnの内に、もとの公理系Goには無かった新しい
公理的規定が含まれていなければならない。 これら
二つのことが、この場合の公理系拡張ということの
メルクマールとなるのである。
第二の点に、殆ど問題は無い。 新たに虚数単位
iが導入されるに伴って、 i 2=-1なる演算規則が
導入され、 a十 biを客観として把握することが為
される。 これらは、実数の四則演算諸公理に対して、
それらの下位に、純粋に付加される諸法則である。
問題は、第一の点にある。 ことは、具体的には、
大小関係の「除外j ということに掛かっている。 こ
れを我々は、どう考えればよいだろう。
一般に、もとの公理系Goよりも、新しい公理系
Geの内でもとの領域に対して形成された諸公理
Go'が「小さいj こと、このことは、領域拡張の条
件としては許される。 しかし、公理系拡張の条件と
しては許されない。 同じ実数に、もとは大小関係が
規定されていたのに対して、新しい複素数の公理系
で大小関係が一般的に排除されれば、複素数領域中
の実質的な実数に対しでも、大小関係が排除される。
それは、もとの実数の領域に関して、公理系を「変
更j したことになる。 公理系の拡張ということが成
立するためには、実質的実数の領域に対しては、全
ての諸公理が保存されなければならない。
公理系の拡張は、公理系の特種化でもある。 そ
れは、新旧の両公理系を貫く普遍的な「核j を必要
とする。<新しい公理系の内に、もとの領域のため
に保存された、もとの公理系>、これが f核j とな
る。 その上で、新しい公理系には、新しい諸公理が
付け加えられていること、これが公理系の特種化一
一一公理系の拡張一一一ーなのである。
ハミルトン型においては、先に触れたように、こ
の公理系拡張の「核」が失われる。 そこでは、もと
の実数領域 Moに定義されていた大小関係が、複素
数領域が含む実質的実数の領域Mo'には適用されな
い。 ハミルトン型では、ひとたび (a1.b1) と (a2. 
b 2) という形式を取った以上は、 b1=O.b2=Oの
場合であっても、それらが直接に大小関係の内へ置
かれることはない。 ここでは、大小関係は<一般的
に除外されている>のである。
虚数単位 iを導入する型も、これと同じであろう
においては、もとの公理系Goに対する付加は無い。 か?そうではない。 i型複素数においては、大小
????
フッサールの数理哲学(7) -1虚数jの問題一
関係は<一般的に除外されている>のではない。
i型複素数の公理系は、一般にa+biという形
式の諸客観を扱う。 このとき、複素数の領域中でb
=0となった場合の領域Mo'は、既に見た通り、も
との実数の領域 Moと、全く同じ形式を有った諸要
素から成り立っている。 従ってまた、 Mo'には実
数の公理系が直接に適用されて構わないから、これ
を規定する諸公理Go'は、もとの実数の公理系Go
に等しい。 ここでは、 Go中に定義されていた大小
関係が、 Go'中に、しっかりと保存されている。 公
理系拡張のための「核Jが、新旧の両公理系を貫い
ているのである。
大小関係が定義されないのは、虚数単位 iに実質
的に一一一b手Oの場合に一一一関わる諸法則 Gn
とGonに限られる。 ことがらを素直に見れば、 i 
型複素数においては、大小関係、は、むしろ一般的に
は保存されており、ただ、新しい客観 iが関わる限
りで、制限されている一一ーと言うよりも、言わば
停止されている一一ーに過ぎないのである。
それは、複素数の公理系の内で、大小関係の定義
に対して、それに付された下位レベルの法則の問題
である。 すなわち、 i型複素数の公理系には、一般
的な大小関係に関して、それに付随する下位規則一
一一 rb学 Oの場合、大小関係、は適用されないj或
いは、同じことだが、「大小関係は、 b=Oの場合に
限って適用されるj一一一ーが存在すると、我々は見
るべきであろう。 大小関係は、除外されるのではな
く、それが保存された上で、却って、それに関する
新しい下位規則が付加されているのである。
4.おわりに
我々 は、 f部分jの理論として、領域の拡張に伴
う諸法則の対応関係に関して、フッサールが把えた
構造を見た。 そして、これを基に我々は、ハミルト
ン型と虚数単位型とに区別して、ヒルベルトならば
何れも公理系の置き換えと見るであろう複素数の公
理系について、フッサールはどう見るであろうかを
検討してきた。 前者は、フッサールから見ても公理
系の拡張とは解し得ず、公理系の置き換えと見なけ
ればならなかった。 しかし、後者は、公理系の拡張
として、充分に解し得るもので、あった。
さらに進めて、ハミルトンが導入した四元数につ
いてはどうだろうか。 フッサーノレが把握する諸要素
と諸法則との対応構造からは、同様に公理系の「拡
張j として把握し得る可能性が在る。 四元数も、そ
れが<四実数の順序組み>という形式を取らない限
?
?
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り、 i型複素数と同様、実は1次元の数である。 こ
こでは、 i型複素数の領域Mo-一一諸実数を含む一
一一士、それを規定する公理系Goとが、もとのもの
となる。 これに対して、付加されるのは、第一に、
新しい虚数単位j，kというこ要素 Enと、それらに
国有の諸法則 Gn一一一一 iに関するのと同様のもの
一一一、また第二に、それら新しい虚数単位j，kと
もとの複素数領域中の諸要素とに跨る諸法則 Gon-
一一四元数を構成するための法則や通常の四則演
算・相等関係を規定する諸法則に加えて、重要な一
法則 i j=-j i=k一一一ー である。 新しい公理
系Geは、これら二種の諸法則に加えて、 Geの内で
j，kの係数が0の場合として「形成jされるGo'と
によって、合成される。 乗法の交換法則が犠牲にな
るのはGonに限ってで、ある。形成される諸法則Go'
は、もとの i型複素数の公理系Goと同一であり、そ
の内では乗法の交換法則は温存されている。 このよ
うな新!日両公理系の関係は、実数から i型複素数へ
の拡張の場合に、正確にアナロガスである。 しかも、
フッサールにおいては、このような構造が許される
のである。
もっとも、フッサール自身がこのような進み方を
するとは、実は考えにくいことである。 ここには、
ヒノレベルトに代表される数学者との聞に、戦略上の
相違とでも言うべきものが在る。 ブッサールは、実
数の領域においですら、その全ての諸要素を「構成j
し終わってはいない。 複素数へまで領域と公理系を
拡張したと言っても、フッサールによる算術の基礎
付けは、<代数的数>の範囲内に留まる。 カントー
ル風に、或いはデデキント風に、連続体としての「全
ての実数j を一機に把握するという行き方を、フッ
サールはしない。 フッサールの多様体は、「構成し
得るj多様体一一一致学的多様体とも、彼は呼ぶ一
一一、すなわち、それの全ゆる要素が諸操作の結果
として現実に規定されるような多様体、でなければ
ならない。 フッサールの数理哲学は、数論の基礎付
けの範囲において見ても、まだまだ途上に在る。<
超越数>を含めた「全ての実数Jという概念は、「虚
数j という概念よりも、フッサ}ルにとって、遥か
に遠いのである。<超越数>の基礎付けへと進むた
めには、まず「極限j概念の哲学的基礎付けを経な
ければならない。 しかし、『数理哲学草稿』の内に
は、それすらも見出せない。 そこへ進む前に、ブツ
サーノレは、<論理>の基礎付けへと、さらには<認
識>の哲学的解明へと、向かうことになるのである。
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1.はじめに
総合病院における心理臨床者側鱒jと働きを明ら
かにする一連の事椀(1)において、本論文では重症筋
無力症患者を事例としτ櫛すする。
ここで用いる'liaison'とは、ある共通の問題を巡っ
てつながりや連携が生まれる事態の総称として用いて
いるのであって、専門家同士の連携という限局的な意
味で用いているのではない。患者が置かれている事態
に対して専門家を含めて様々なつながりが生まれてく
る事態そのものの総称である ω。
本論文で取り上げる事例比重症筋無力症患者で
ある。患者は十代で重症筋無力症を発症し、長く病院
*1共通講座
本2杭』島明拡大学
と自宅で療養生活を送り、さらにその後も多くの病を
身に受け、病苦と戦ってきた。しかし、精神的ストレ
スから精耕桝に入除することになり、入関麦暫くして
落ち着きを取り戻し、活力も増して活動の幅を広げつ
つあったそのとき、愚者の胃に新たに癌繊包が見いだ
されたのである。患者は失意に陥り、手術を拒否し、
自らを悲嘆し自殺未遂さえ図った。しかし、患者はそ
こからなお生きる意欲を再び魁らせ、生きるために手
術を決意するに至ったのである。
本論文がこの事例を扱うのは、多くの病に若年か
ら見舞われた患者が、さらに病を受けて一種の絶望状
態に入ることはごく自然なこととして理解されるが、
そこから猶、生きようとする力が沸き立たせることは、
当たり前のことではないからである。多くの援助者に
とって患者の生への意欲そして絶望からの脱却はしば
し最大の課題であり、またそういう点で本報告事例は
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貴重な例と思われるのである。
また医療専門家カ念考慮することのなかった要因が
しばしば患者を決定づけるが、それは対人関係を領域
とする心理臨床においても起きるのである。本事例の
患者協心理面接総量中に膨大な枚数の手紙を{;哩臨床
者に宛てて書いた。これによって患者には実に多くの
人々との関わりがあることがわかり、その一人に'U、理
臨床者があったのである。そしてそういうつもりで患
者は書いたわけではないが、図らずもこの手紙は貴重
な分析資料となり、本事例は専門家として心理臨床者
カ堵慮しなかった対人要因が重要であることを教えら
れることとなったのである。
論文では、患者が生への意欲を再て腿らせるに至
る過程の中で、どのような対人要因が進行していった
のかを明らかにする。そして、このときの心理臨床者
の役割について考察を加える。そのためにますう重症筋
無力症について、その発現機序に関する今日的理解と
治療についての歴史白糠遷、そして重症筋無力症患者
の療養生活の実態について若干の概括を行う。その上
で重症筋無力症が事例となる患者の個人史に及ぼし、
また手術を受ける決意を固めるまでの過程に与えた影
響について検討する。そして精桝ヰ入路農の入院生活
と癌発見から手術を受けるまでの専門家を含めた周囲
の人々との関わりについて検討し、失意から生きる決
意を固めるまでの患者の人間関係の様相を明らかにし
たい。
2.重症筋無力症
現在、重症筋無力症に関し、インターネット上に
当事者や当事者団体あるいは専門家によるホームペー
ジが多数開設されている。本患者の重症筋無力症に関
する確制包な知見附尋られていないのでホームページ
上の僻置も生活体験を含めて貴重な資料として取り入
れたい。
まず、重症筋無力症の概要を示し、次にホームペ
ージ上の体験談を元に患者当人の生活の実態に触れる。
2. 1 重症筋無力症の概要
2. 1. 1 症状、発現機構及び疫学
重症筋無力症は、神経学的障害における末梢神経系
障害(Disordersof the Perlpheral Ne1Vous Systern) 
の一群の中で筋肉神経伝達物質障害 CDtω，rdersof
nueromu配叫ar位百lsmission)として位置づけられ
る。ただこの「重症Jという訳語を当てた rGra:吋sJ
という言葉はもともと「重力Jを意味する用語であり、
重力に対して筋力が無力であるという理解が正しく本
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来は「重力筋無力症Jとすべきであるとの指摘がある
問。一樹包な症状としては眼験下垂、複視、運動後
の筋肉易疲労が見られ、眼筋は患者の40%が最初に
影響を受ける。そして85%カ糟音障害、膜下障害、
全身の筋力低下が生じるのがー嘩別である。また、症
状には日内変動と動揺があり、患者の10%は呼吸困
難の併発を経験するという ω。合併症として甲状腺
機能充進症や全身性エリテマトーヂス、関節リウマチ
などの謬原病を伴うことがある。感覚器官や深部反射
は正常で、心臓と腸の筋肉は侵されることはない。
こうした症状の発現は、抗アセチルコリン受容体抗
体が出来るために筋肉膜表面のアセチルコリン受容体
に結合し、神経筋接合部の神経伝達物質であるアセチ
ルコリンによる東臓の低下を結果するとされ、自己免
疫系疾患のーっと見なされている。このアセチルコリ
ン受容体に対する抗体がなぜ生まれるのかについては
現在のところ不明であるカ丈アセチルコリンの分解を
行うコリンエステラーゼの働きを阻害する抗コリンエ
ステラーゼの投与が一つの治療方法となる。
重症筋無力症はまた胸腺麗との関連が見られており、
胸腺腫の20%強が重症筋無力症を併発しており、重
症筋無力症のやはり30%弱が併発しているので何ら
かの因果関係が示唆される。しかし、重症筋無力症の
原因は依然特定されておらず、発現機構は解明されて
いても、そもそもの原因については不明であり、胸腺
の異常がない場合でも発症していることから、胸腺の
異常は原因か結果かという議論もある。
確定診断は、重症筋無力症の症状と特徴的な筋電図、
これ出瞳捌の際にも重要となるが、さらに血中の抗ア
セチルコリンレセプター抗体の存在(これがあればほ
ぼ確定される)で、先に述べた抗コリンエステラーゼ
の効果があることを基準とする。但し、重症筋無力症
の中で10-15%では抗アセチルコリンレセブター抗
体が陰性で症状がある患者もいて、これは病態は異な
っているのではないかと考えられている。しかし抗ア
セチルコリンレセプター抗体陰性の場合でもやはり抗
コリンエステラーセ潤カ洋劫で、免疫抑制剤も有効と
考えられている。ただこの場合は胸腺摘出術には慎重
であるべきと言われている。
日本での有病率は1980年代には人口10万人に対
し2-3人とされ制去の有病率10万人対2-4.5人と
ほぼ一致するとされていたが印、 1999年で日本全国
に12万川丘くの登録があることから、 1万人あたり
に1人患者桝封げると考えられ有病率に関して
は1万人あたり0.5'"1人と見なされる(6)。
またこの病気は3:5で女性に多く見られる。重症
筋無力症は一時HL-A抗原と疾患感受性があるとの
総合病院における心理臨床 ーリエゾン事態としての事例研究(2 ) ;重症筋無力症患者例一
報告から遺伝的背景を含めて研究される必要があると
された (7)が、疾患そのものとの遺伝的関連にいつい
ては現在否定的である。重症筋無力症の患者から出産
した新生児に重症筋無力症の症状が見られる場合があ
るが、これは胎盤を通じて血中に抗アセチルコリンレ
セプター抗体が入り込んだためで、これが排出される
に伴って症状は消失する。ただ、筋無力庖患者が妊娠
によって症状が軽快し、出産によって悪化する場合が
ある。発症年齢はほとんどが20代から40代である
が、どの年齢においても発症している。比較的まれな
この病気は昭和48年に厚生省の特定疾患に指定され
たが、重症筋無力症の全国友の会が結成されたのは昭
和46年である。患者本人だけでなく家族にとっても
友の会ぽ情報交換という意味に留まらない互助的役割
を担っている。
2. 1. 2 治療の歴史
世界で初めて報告された重症筋無力症の例は17世
紀に記載があるが近代の記載は19世紀後半にある紛0
1930年代にすでに抗コリンエステラーゼの効能につ
いての指摘と胸腺臆の腫蕩摘出術による症状軽快の報
告が行われている。しかし、重症筋無力症の胸腺摘出
術による治療の発展は遅れ胸腺周聞の脂鵬目織にも
胸膜細胞があることから、日本で1980年代に拡大胸
腺摘出術カf行われるようになり、これにより胸腺摘出
術による治療成績が上がるようになった(功。
ただ胸腺は自己免疫系の活動を支える臓器であり、
体内の免疫機構を司るT細胞を作る隣苦であるため、
この摘出による自己免疫能力の低下が当初から危倶さ
れていた。調査によると胸腺摘出術を行わなずに薬物
療法のみで絹晶を見ていた重症筋無力症患者の癌発生
率は健常者に比べて高いというデータがあったが、拡
大胸腺摘出術を行った場合では健常者と癌発生率に差
がないという調査結果が出た。それゆえ、癌発生とい
う観点からも拡大胸腺摘出術カ靖効と見なされている。
ただし、重症筋無力症の治療にとっての摘出術の
有効性を高めるためには胸腺腫がある場合は勾論であ
るが、発症の早い段臨むで胸腺描出を行う必要があると
言われている。それは神経筋接合部のアセチルコリン
レセブターカ執アセチルコリンレセブター抗体に長期
に曝されることでレセプター自体のダメージが大きく
なるからだと言う UO)。
重症筋無力症に対するこうした匿学的治療の進展
によって今のところ標準とされる治療方法は内科的及
と舟ト科的治療を併用した治療である。まとめると次の
ような方法となる。
1.抗コリンヱステラーゼ潮による内科的治療
2.胸腺摘出術による外科的な治療
3.ステロイドによる対症・免疫抑制療法
4.血柴交換療法・血衆櫨過法・免役吸着法などの
緊急事態の特殊な方法
5.その他
順番地必ずしも治療法の適用順を示すものではない
が、 1は確定診断にも用いられ、早期に導入される。
また2についてもj臨芯の検討を慎重に行う必要がある
場合もあるカ丈現在は治療の有効性を高めるためにも
比較的早期に行われることが良いとされる。 3はこう
した治療が有効ではない場合に用いられるとされてい
るが、 1と同時期に開始することもあるようである。
4は重症な場合に悪化を防く守ために緊急に施行される
方法で、その他としては漢方薬の併用が行われること
がある。
2. 2 重症筋無力症患者の生活実態の概括
重症筋無力症の患者の生活実態についての知見は
物荷的には稀少であるが、インターネット上には多く
の重症筋無力症の体験談が載せられており、自らホー
ムページを作成して交流の場を設けている場合もあっ
て、その点でインターネット上の情報は貴重である。
治療法の進歩により通常の日常生活が送れる患者
は多くなったが、女性の22%、男性の17%カ吋両足の
いく生活が送れていないと報告しており、治療により
80%の症例は軽快又ば寛解する一方、 ADL、QO
Lの観点からはなお30%の患者が不満を訴え、社会
生活に困難をきたしている症例も少なくないとのこと
である ω。
胸腺摘出術によって症状の再燃の不安を抱きなが
らも再就職を果たしたある女性d患者は恋愛の末、妊娠、
出産、無事に女児を誕生させるという転機を迎え、こ
れに関してホームページで手記を書いている ω 。そ
れによると、妊娠期には症状の軽快、出産後に症状の
悪化があると言われていたが、この患者の場合は妊娠
期においてすでに症状か百軒むしている。また出産とい
う事濯を迎えるに当たって重症筋無力症患者であるこ
とから普通の産院では責任が持てないと断られるなど
して、当事者自身が安心して出産できる病院を探さな
ければならなかった事実を公表している。患者自身の
家庭生活のために第二子の出産も考え、積極的姿勢に
あることカ瀦え、医療の進歩と医療者の経験の蓄積か
ら従来よりも生活上の制約は減じ、患者当人の生活を
支えようとの姿勢に恵まれつつあるが、それでもまだ
患者自身が生活のために奮闘せねばならぬ局面が多い
ものと推察される。
それゆえ患者当事者と家族による友の会や個人ホ
ームページの開設は、情報交換という意味合い以上の
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前回潤，狩野陽
交流の場としての貴重さがあるように思われる。
3.事例
事例は、 X年に精桝導入院となった重症筋無力症
女f生患者である。患者は日記を書く習慣があり、発病
後ほとんど欠かすことないため、日記を記したノート
は数十冊に及ぷ。また、患者はよく手紙を書き、心理
面接継続中も;u哩臨床者に宛てて手紙を書いた。病歴
と生活史は、診療カルテ及び心理面接の記録、患者の
手紙を基に再構成したものである。本報告では患者の
生活史は個人を特定できないようにしている。
事例では、既往歴の重症筋無力症との関連につい
て考察を加える。そして、心理面接の開始から終了ま
でを仮に3期に分けて、それぞれの時期の患者の様子
を記述する。第1期は心理面接の開始から癌散日まで、
第2期は癌猷甘から自殺未遂までで、第3期は自殺未
遂から生きる決意を固め手術を受けるまでとした。
3. 1 病歴及び生活史
患者は第一千長女で二人の弟がいる。本人によると、
幼少期は祖父母を含め、 7人家族であった。しかし、
祖父母と父母の不仲カt絶えず、患者が長じて父母は祖
父母と別居することとなった。現在は、祖父母は他界
し、父母と患者の3人家族である爪すく百くには長
弟一家が住んでおり、関わりカ糠い。
まだ患者が高校生であったX-27年春からすぐに
疲れやすくなり通学のための階段を上ることが国難と
なり、棲視も生じ、不調となった。 X-27年秋初め
てD病院を受診、 2ヶ月ほど入院し、重症筋無力症と
の診断を受けた。高校卒新麦、 H病院第二内科に1ヶ
月入院。それから約2年自宅にて働荷生活を送る。 X
-24年初春、難病連のI氏がH病院のカルテを頼り
に患者宅を来訪され、 S病院に於ける胸腺摘出術の有
効性を教示された。それまでは、ほとんど治療らしい
治療も受けることなくマッサージに通ったりしていた。
その年のX-24年春S病院に入院。同年胸腺摘出
術を受けた。術後の経過は順調で、約5ヶ月の入院生
活の後に退院し、 D病院にそのまま入院、 X-18年
には6年近くに及んだD病院入院も終わり、退院とな
って自宅での生活が送れるようになった。それから暫
くは風邪で自宅近郊の病院に入院することあったが、
服薬を続けながら平穏な日々を送った。
X-10年1月に左脇腹痛が出現し、 D病院にて子
宮筋腫、並びに露胸腺腫との診断を受け、左甲状腺2/3
摘出、及び子宮摘出術を受けた。
X-6年12丹、過換気症状を起こし、 D病院に入
表1
伝 停車気/給状 i英坐自町机督
X-27 重疲筋無力主主 胸線摘出
X-IO 子宮筋腫 子宮摘出
X-IO 露胞腺腰 甲状線2/3摘出
X-6 過換気症状 内科入院
開甫/閥抗炎 整形外科/泌保器科
X-4 原因不明のJ息苦しさ
毒事麻疹 皮膚科通院
X-3 胃潰蕩 内科入院
X-2 下痢/脱力感/全身倦怠感 神終内科入院
X 首の張り/不自民/不安 務神科入院/，じ活指療
院となった。その後、膝痛で整形外科、勝脱炎で泌尿
器科等に通院歴がある。 X-4年頃より原因不明の息
苦しさが始まり、 X-3年2月、著麻疹のために皮膚
科に通院、 4月には胃潰磨で1ヶ月入院となった。 X
-2年2月頃より、下痢、脱力感、全身倦怠感など出
てきて、 3月より 2ヶ月程神経内科に入院している。
既往歴は表1のようにまとめられる。
3. 2 精神科病棟入院及び心理面接開始経緯
X年1月 首の張り、自の背痛、不眠、不安のた
め来院頻回になり「家族に迷惑を掛けると思うとそれ
が負担になってJiどこでもいいから、 2、3日入院し
て休みたい」と述べ、神経内科医より精神神経科医に
依頼あり、本人希望にて入院となる。患者と心理臨床
者の関わりは、精神神経科に入院後3ヶ月は、病棟行
事やレクリヱーションの折に、他患と共に話をする程
度の関わりであった。
4月上旬、院内の売居で買い物をしている患者と心
理臨床者は出合った。そこで愚者は胃潰壌と考えて検
査を受けていたのだが、モルトーマという腫填性の病
気で胃を切除せねばならぬかもしれぬことを消花器内
科匿から告げられたことを悲嘆しながら語り、わが身
を恨みつつ、手術を拒否する姿勢を示した。事態を深
刻なものと心理臨床者は捉え、すぐに精神科主治医に
サポートの申し出を行い、精神科主治医の了解と患者
の同意のもとで心理面接を開始することとなった。
心哩面接の形態は事態の緊急性からも週2問、一回
1時間として、精神手羽謝索心理面接室に来室して貰っ
て心理面接を行うことを基本とした。しかし、時に応
じて心理臨床者が病室を訪れたり、面接場所も変則的
であった。
心理面接の期間は、 X年4月上旬より、 12月上旬
までの約8ヶ月間、患者の希望によって面接を終了す
るまで継繍悦面接は行われた。この間患者の求めや
96 -
総合病院における心理臨床 ーリエゾン事態としての事例研究(2 ) ;重症筋無力症患者例一
事態の推移に応じて、面接間隔の変動もあった。
この間の面接の特徴として、一つには心理臨床者に
対して、面接期間中、多くの手紙を書いたということ
がある。 4月から12月まで総計83通、枚数にして
500枚弱 (485枚)に及んだ。ほとんどがB5版
レポート用紙カ液用されそれにひ、っしりと文章カ漕
き込まれている。
さらに特徴的なことは、患者は「以前から一度お話
したかった」と積極的で、初めからIU哩臨床者に対し
て全幅の信頼を向けていたということである。この信
頼の感情を基礎にして、患者は幼少期から現在に至る
までの病気に留まらない患者の私的出来事や非常に内
面的なことまで、その時々の心情を織り混せで縦横無
尽に語りあるいは綴った。これらの対話は余すところ
がないと思われるくらい率直なものであったo
3. 3 第一期:心理面接開始から癌告知期
入院後、 3月17日に多発性胃潰擦と診断されたが、
組織検査の結果、翌日にはモルトーマ (rnaltoma)
の疑いがあると告げられる。 3月28日にモルトーマ
と診断がほ国確定し、胃切除を勧められる。切れば良
くなる、と言われでも、手術には踏み切れず、どうす
れば弥情せずに諦むかを考え蜘思する日々が続いた。
このようなときに売店でIU哩臨床者と会い心理面接
が開始されたのである。手術したくないとの頼いが叶
えられないときには自ら命を断とうと思う程に手術拒
否感カt強まっていた。
4月18日に患者は、消化器内科医に手術する意思
のないことを伝え、それを受けて手術をしないで済む
方法を考えることとなり、そのために5月 22日に組
織検査を再度行い、それから吏めて治療法を考えよう
という方針が立てられた。この消化器内科医の提示し
た方針によって患者は自分の気持ちを治療者が汲んで
くれたと安堵し、精桝ヰ医、神経内科医、心理臨床者
に感謝の気持ちを文面上に表わしている。
5月22日に予定通り胃カメラ及び組織検査を行い、
胃カメラ所見からモルトーマとの所見をほ国確実なも
のとし患者の意向を汲んで、薬物治療が開始されるこ
ととなった。組織検査の結果は後日結果が出次第患者
に報告されることとなった。
この時期、患者はある女他患者と二人だけでパトミ
ントンを行った。 27年ぶりだという。二人にとって
童心に帰ったかのような楽しい一時であったとのこと
だが、二人だけの秘密ということにしていた。しかし、
男性入院患者とレクリエーションの時間にもパトミン
トンを行うようになり、積極的さを発揮し始め、その
後も機会がある度にパトミントンを行い心理臨床者を
???
?
相手に行うこともあった。
4週間後に組織検査の結果が患者に報告される予定
であったが、予定よりも2週間ほど早い6月5日に消
化器内科から受診要請が来た。患者は訪りながら翌日
の6月6日に受診したが、そこでモルトーマとは別に
悪性リンパ腫が発見されたと告げられた。そして、さ
らに胃カメラ検査による組露謝実査を6月7日に行うこ
ととなった。消化器内科医は改めて手術を勧めるが、
一方で患者は混乱しつつも、断固とした手術拒否の姿
勢を固めるようになる。だが、その日に精神粉荷棟入
院中に友人となった他の女性入院患者と外出をしたの
である。取るに足らない行動のようだが、家族以外と
の外出は重症筋無力症が発症してから初めてのことで
あった。
組織検査の約寸星間後、検査結果が患者に告げられ
た。それは上皮性腫擦というものであった。ここで患
者は手術か死かの選択が迫られることとなったのであ
る。
これまで患者は、難病である重症筋無力症から始ま
って、寛解状態に至ったと思うと新たな病気に擢り、
長い間持続的に自宅で闘病生活を送ることを余儀なく
されてきたのであった。患者自身長きにわたる療養家
庭生活に憂いを感じはじめ、数年前から息苦しさに襲
われ心身症的な症状に悩み、家族に囲まれながらも一
人孤独の中にあっていたたまれなくなり、遂に精柑司件
に入院することになったのである。他患との交わりを
通じて徐々に積極性を増しつつあるところでまた新た
に胃癌が発見されたことは、患者にとってみれば、生
きている限り苦しみが消えず、たとえ手術で胃癌は克
服したにせよ、またさらに何かが患者を襲ってくるに
違いないとの確信を深めさせるのに十分であった。そ
して一方では、患者はどこか「ほっとした。これでや
っと死ねる」という冷めた気持ちと本当に癌だとは思
えないという実感の伴わなさも経験したようであった。
消化器内科医から早速、精神科医に連絡が入ったが、
精桝ヰ医は、本人の意向を尊重し、決して強行に手術
を勧めるような姿勢をとらなかった。
3. 4 第二期:癌告知から自殺未遂期
癌の告知を受け、手術を拒否する姿勢を持ちながら、
初め患者はごく一部の身内以外に自分から家族に病名
を話すことなく、自分の手術を拒否する気持ちも話そ
うとしなかった。むしろ病棟看護婦に胸の内を語り、
患者自身も以前は何でも家族に話していたのにどうし
てだろうと自問していた。担当僅から病状を告げられ、
家族が患者に手術を受けるよう懇願しでも自分の気持
ちがどうしても手術を受け入れる方向に向かないこと
前日潤，狩野陽
で自分を責めてもいる。患者協じ哩臨床者に向けて手
紙を書き続けるが、消化器内科医の説明を手紙に書い
ているうちに、抗ガン剤を受けてみょうかという考え
カt浮か試そしてやっぱり自分は生きていたいのだ、
と突然気づく。そして、もう一度頑張った方がよいの
かという考えと、しかし、それだけの思いをして先に
何があるのかという思いの聞で反問するようになって
いった。一時、手術を受け入れることに気持ちが傾く
が、自分でもどうしようもない苛々にしばし襲われ、
「私なんで癌になったの?私の体手術の傷跡でぼろぼ
ろだよ。その上まだ傷つけなくちゃならないなんて酷
いJと思いの丈を綴っている。この時期、患者に心理
臨床者は V.E.フランクルの「夜と霧J(13) rそれでも
人生にイエスと言うJ(湖、 E.フロムの「生きるとい
うことJ師、さらに伊丹十三監督作品の「大病人J(16) 
を貸し出している。患者はいずれも熱心にメモを取り
ながら読み、特にフランクルの著作は心に残るものが
多かったようであった。
病棟生活ではレクリエーションなどに積蹴ヲに参加
を続けており、病棟行事であるパス遠足にも参加した
いとの意向を抱くようになってもいる。気持ちは鑑~
し、「手術する気持ちがど、こかへ行ってしまって白紙
の状態Jになるが、結論を早く出さねばと焦ってもい
る。
この時期に患者が接した伊丹十三監督作品は、主人
公が胃ガンとなり、途中主人公は自殺未遂を図るが、
医嬢者と協同しつつ生を全うするまでの過程が詳細に
捕かれている。概寝中、自らを重ね涙ながらに見続け、
その後、患者は非常に重苦しい気持ちを経験するが、
その翌日再度見たいと心理臨床者に求め再視聴をする。
再視聴したこの日患者は若年の A子と問室となっ
た。 A子は親子関係に問題をもち、混迷状態あるいは
過換気症候群で入院となったのである。この同じ時期
にもう一人、 A子と同じ年齢のB子が入院しており、
B子は、自殺企図による入院で、やはり親子関係に問
題を覚えていた。
ビデオを開見聴し、病棟での様子と共に自分はもっ
と早くに自立すべきだったのではないかと手紙に書い
たその7月7日夜、患者はリストカットによる自殺未
遂を図った。傷自体は浅く、軽傷で、はあった。この夜
はそれを知った夜勤精神粉丙棟看護婦に抱きしめられ
抱きしめられながら思いきり泣くという経験をしてい
る。また、まだ若い A子、 B子の二人はお互いに企
苑念慮が湧いては慰め合う関係にあり、患者はこの若
いA子、 B子の二人に「お母さんJみたいと慕わ才し
感慨深い思いを経験している。
毎日心理臨床者宛に書いていた手紙は、リストカッ
ト後には日を置くようになった。
3. 5 第三期:自殺未遂から手術決意期
リストカットから数日後、昔から患者を診ている神
経内科涯の診察があり、このときに医師は「次から次
へと病気が出てきていやになる気持ちわかるjとの共
感的姿勢を示し、患者の気持ちを十分汲み取ったやり
とりを行い、患者も参加を迷っていたパス遠足を勧め
る。そのことも手伝って片道2時間近くかかるパス旅
行に患者は参加し、参加できた自分に「すごさJを感
じることとなる。患者はA子とB子と3人で行動す
ることが多くなり、時に不安定になるA子やB子に
対する医療者の態度に憤りを示したり、他患と口論を
するなどの気丈さも示すようになった。
消化器内科を受診した7月18日には、手術のこと
を考えている乙とを医師に伝え、それを受けて22日
までに気持ちを決めてきてほしいと医師から求められ
ると「はいJと答えたという。それはB子に手首を見
られ「手首切ったの?Jと聞かれて抱きしめられたり、
D男に元気になったねと言われて、改めて他患への感
謝の気持ちと共に自分の中に元気ややる気がわき出て
きたのを感じ始めた目だった。
患者は高校時代の友人に自分から電話をし、それに
答える形で面会を受け、さらに C男と外出をし、続
いて重症筋無力症になって以来することがなかったと
いう一人での外出も行った。
はっきりと手術を決めたと手紙で述べ、迷うのも疲
れたと言い、そして、患者が語りまた書いた文面によ
るとリストカットの翌日、同じ入院患者でリストカッ
トの数日前に退院した C男に電話して自殺未遂の事
実を伝えたところ、 C男から「ばかやろ-Jと怒鳴ら
れ叱られ、そして「もうするなよJと諭されたと言う。
C男は、アルコール依存症患者で、患者がレクリエー
ションの時間に体育館で初めてパトミントンをした相
手であった。 C男は入院してすでに退院していたが、
断酒を継続していた。後で聞くところによると、患者
が科持して歩けるようになるまで飲まないと願を掛け、
それが C男の断酒の動機づけに大きな役割を果たし
ていたのであった。患者は C男の存在が大きいこと
を率直に語った。しかし、手術は誰のためでもなく自
分のためと言い、 7月22日に手術を受ける意向を消
化器内科医に伝えたのであった。
この決意は患者家族は勿論、医境関係者はじめ心理
臨床者も癌の進行を危倶しながらも患者自身の決意を
待ってきた中でやっと患者自身が下した生きることの
決意であった。
そして2ヶ月ぶりに外泊をした患者は、やはり父母
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のである。心哩臨床者もまた心理臨床という局面で患
者との関わりを考える。しかし、患者の文面には当然
のことながら患者を恥心に織りなされる多くの人々が
扱われており、手紙の中で専門家集団は多くの人々の
中で相対化されている。患者が手紙で言謎する多くの
人との関わりは患者の人生の転回点において患者を中
心に織りなされる患者の生きた実体験である。そうい
う点で、この手紙は、人生の重大局面における周囲の
人々との関わり合いの諸相を示す重要な資料となるの
である。そこで、患者の手紙を資料とし、患者の対人
関係を中心に渦中において患者自身が意識し、思いを
巡らせる様相の特徴について考えてみたい。
との元の暮らしを続けることには無理があるとの気持
ちを抱き、どうしたら楽な生活が出来るようになるの
かを考えるようにもなる。心理臨床者に自分が斡荷の
決意が出来たのは C男のおかげだと述べ、 C男への
好意以上の気持ちを持っていることを自分でも戸惑い
を自覚しながらもきっぱりと語るのであった。
4. 1 分析手続き
分析対象は、患者が心理面接開始直後の4月10日
から手術を決意した7月22日までの416枚の手紙で
ある。この手紙カ響かれた枚数を月別にまとめ、次に、
患者の意識活動の時間的な幅についても、手紙に現れ
た内容から時間的に定量化し、意識活動の時間的広が
りを調べる。さらに文面に表された人々を患者自身、
医療専門集団、家族、入院患者、その他と分類する。
そして癌告知、リストカット、手術決意という大きな
エピソードの前後5日に文面に表された人物対象の割
合を定量化し、患者が意識し思いを巡らせた対象の変
化の仕方を見てみる。
人は意識活動では過去に未来に自由に往来するこ
とカtできる。そして、人は退行を伴いながら再溜芯を
図ると言われている問。この時間に関する分析は、
現在における人間関係と共に適応を巡る意識のあり方
を退行という観点から考察するためのデータを提供す
るかもしれない。
3. 6 その後
7月31日に版本科に献も外科転科後も精神科医
による外来診療洲織され、心理臨床者もまた、外科
病棟に訪室してベッドサイドにおける心理面接を継続
することとなった。
8月12日に手術カ漉行され胃全摘にて無事手術
は終了し、術後寸鹿間で患者はベットから起き上がっ
て自力歩行を果たした。しかし、ダンピンゲ症状に悩
み患者自身が予想した以上につらい時期カ戦く。患
者は外科病棟からそのまま家庭に帰ることも出来たが、
患者の希望にて 10月2日に再度精神鞠荷棟に転棟と
なった。 12月1日には患者からこれまでのような定
期的な心理面接を終了したいとの申し出を受け、これ
を了承し、今後について患者自ら料賦する生活に入
ったのである。
患者が:，u哩臨床者に宛てて書いた手紙は、患者自
身も述べているが、ほとんど患者の心情そのままと言
って良いくらい率直に書かれた内容である。文面で書
かれあるいは記された人々は実に多岐にわたっている。
分類するとそれゆ乙哩臨床者を含む医療専門家集団、
家族、入院患者、その他に分けることが出来る。
専門家は医特甘局面で患者との関わりを考えるも
4.資料の分析
心理臨床者宛の手紙
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図1:心哩臨床者に宛てた手紙枚数
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4. 2 結果
結果は図1、図2、図3に示し、表2では手紙に
現れた人物の分類下位項目を示した。
4. 2. 1 時系列から見る手紙枚数
手紙の枚数は図lに示したが、 1日ごとの手紙枚数
カ糖グラフで表されている。心理面接から手術の決定
までに、手紙を全く書かない日はむしろ少なく、多い
ときでレポート用紙15枚も書いている。
手術を抗意した後の7月23日から12月1日まで
の凡そ130日間で、手術があったとは言え69枚であ
るのに対し、心理面接開始から手櫛民意までの約100
日の間に書かれた手紙が400枚を越えることは、手
術を抗意するまでの聞に患者は精力的とも言える位に
手紙を書き続けていたことになる。このほかに患者は
日記も書いており、書くことに力を注いだ患者の姿勢
には全霊を傾けたものがあったと推察される。
4. 2. 2 時間軸から見る意識の諸相
図2は、手紙に言自重されえ内容締謎された時点
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から見て時間的にどのくらい再肘1た内容であるかを年
単位で割り出し、手紙を書いた時点から見て未来をプ
ラス、過去をマイナスとして、蕗告知を受けてからリ
ストカットそして手術を抗意するまでの期間について
数値化してプロットしたものである。
この図によれば、過去に対しては最大40年ほど
の幅で意識州向けられるが、未来に関しては、せいせ'
い1年先について向けられるにすぎない。但し、「こ
の先何があるというのかJという形で未来に対して漠
然とした思いを向けていることがある。
エピソードとの関連で見ると、リストカット以
前に、しばし過去に意識州向けられる機会が多く、リ
ストカット後は激減し、手術を抗意する直前に27年
前に意識が向いて手術抗意に至っている。過去に意識
が向けられるのは特に10年前、 25年前前後に集中
しており、それぞれは子宮摘出期、重症筋無力症発病
期に当たる。こうした時期に意識が向くときに一方で
未来にも意識が向けられている。リストカット直前に
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図2 時間軸から見る意識
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も発病当時に意識が向いており、また手術を決意する
直前にも同時期に意識州向いている。
4. 2. 3 対人関係分類の分析
次に、癌告知、リストカット、手術決意の前後に手紙
に現れた人物群を、患者自身依〉、専門家集団(医
療者)、親類家族(家齢、入院患者〈患者)、その他
に分類し、下から頗にまとめて図にしたのが図3であ
る。
各エピソードの前後の変化を見ると、そう劇的に手
紙に現れる人物群の比率カ宅変化しているようには見え
ない。しかし、全体を見ると手術決意前までは「私j
が4割前後占めていたのが、決意後は3割弱に減じ、
一方で「医療者」は3割前後だったのが、決意後は逆
に4害jに増えている。また「家旗jは告知前後では2
割を占めていたのカ可弓荷決意前後では1割を下回り、
自殺後と手術決意前で「患者jが急増し2割から3割
にまで増している。そして、「その他jも告知前から
微増し、手術を決意する前に最大値になっている。
5.総合考察
これまでの事実から考察点として3つを挙げたい。
一つは重症筋無力症の発症が既往歴及と臓による胃の
全摘術決意に及ぼした影響についてである。もう一つ
は、患者が'Ju哩臨床者に当てて書いた手紙を資料とす
る分析の結果から手術の決意までの患者の周囲の人々
との関係や患者が自らの人生に対して向けた意識活動
の特性についてである。そして最後にJL;、理臨床者の役
割というものについて考察を加える。
5. 1 既往歴及び手術決意への重症筋無力症の
影響
比較的古くから抗コリンエステラーゼや胸膜摘出
術の効果カ薄暗されていた。発展は遅れたが、 2000
年には胸腺摘出術はすでに一樹哲治療となり、拡大胸
腺摘出術も1980年代に有効性が確かめられている。
しかし、患者精霊症筋無力症を発病した当時は、
胸腺摘出術は一般的ではなく、いくつかの病院を受診
し薬物療法主体の治療を行って、自宅での療養生活を
送り、ほとんど無効であるマッサージさえ行って過ご
している。胸腺摘出術を勧めたのはわざわざカルテか
ら患者の存在を知って自宅を訪れた重症筋無力症友の
会のI氏であった。インターネットもない時代には病
気に関わる情報の入手がどれほど、困難であったかを物
語るエピソードである。これによって胸腺摘出術を受
け6年にわたって入院生活を送ったが、その後8年
に近くの比較的平穏な生活が送られている。
突然の腹痛から子宮筋腫、露胞腺腫が見いだされ
甲状腺及び子宮の摘出術カ鴻行された。甲状膿機能克
進症は、重症筋無力症の合併症として知られているが、
子宮筋腫との関連は明らかではない。しかし、若年で
手紙に現れる人物比
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図3:手紙に現れる人物分類
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難病にJ躍り、やっと平穏な日々に至ったかと思われた
ときに患者を襲ったこれら民患を契機に患者は過換気
症状など、の心身症的症状によって度々入院を重ねるよ
うになるのである。精桝ヰ入院により、再ひ活動性を
匙らせつつあった患者に告げられた腫境、そして癌に
至つては、病から逃れられない運命にあると自らを刻
印づ、けるに十分であったことカ鴻えるのである。
癌と胸腺摘出との関連は専門家も危倶するところ
であったが、拡大胸腺摘出施行患者の方か菩鋤のみの
治療を受けている重症筋無力庖患者よりも癌発病惑が
低いとの報告がある。患者カ湘試:胸腺摘出術を受けた
かは定かではないが、重症筋無力症と癌の発病との関
連は否定的であろう。しかし、患者にとっては重症筋
無力症に始まる病気の発病の経験}立、癌を克服しよう
との動機を低減させる条件となったことは疑いようが
ない。
またこうした長い闘病及U糠養生活が自己形成に
も影響を及ぼしているものと思われる。重症筋無力症
そして様々な病気の発病は患者の自立行動を事知ヲに
妨げ、自立心に基づいて自立的な活動を高めようとし
ても他者への依頼を必要とせざるを得なくなることに
よって自立しきれない自分という自己認識を形成させ
ることになったのではないかと推測するところである。
5. 2 患者の意識活動と人間関係の特性
心理臨床者に向けて書いた膨大な量の手紙は、腫擦
の発見そして癌の告知という患者の危機に際して患者
が示した一つの反応と見ることが出来る。手紙の内容
の分析によって、癌の告知後、癌という患者の危機に
伴って患者の意識は重症筋無力症の発病時期と子宮筋
腫による子宮の摘出期に向かっていることが推察され
る。つまり患者の意識は同じような人生の危機の時期
に向かい、その時期との関連でこれからの行く末に思
いを馳せたものと考えられる。そして、分析結果はリ
ストカットの直前にも重症筋無力症発病当時に意識が
向かっており、手術を決意する直前にも同じ時期に意
識が向かっていたことを示しでもいる。重大な結論に
至る過程で、一種の原体験へと意識は向かいそこから
決意を固めたのではないかと推察されるのである。こ
れは、生体が危機に際して退行を通じて再遡芯を図ろ
うとする時に行なわれる営みが示されたものと思われ
る。
また、手術を決意する前に患者の意識する人物群が
多樹じしていき、患者を取り巻く病棟、内の人間関係に
意識が向けられていく様子が示された。そして手術を
決意する直前には患者の意識には医療者や家族以上に、
身近な自分を取り巻く患者遠の重要性が増した。
表2:手紙に現れた人物群
【専門家集団]
神経内科Dr 神経内科外来看護婦
精神神経科Dr 精桝嚇棟看護婦
消化器内科Dr 外科Dr
外科病棟看護婦作業療法士心理臨床者
保闘
父母長弟次弟義妹達甥っ子達
都と叔母
いとこ遠祖父母
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[その組}
I氏近所の男の子高校時代の友人マッサージ師
公園の母親とその子供
この事実は、リストカット及Z坪術の決意の前に患
者の意識は時間軸としての幅が過去へと深まると同時
に、他者への関心も多様化していったことを示してい
る。そして特に生きる決意をする直前の意識は身の回
りの一緒に生活をして直に関わっている他皆、への関心
が強まったと言うことが出来る。つまり、専門家以外
の人々との関わりというものが患者当人にとって相当
の重さを持つようになっていると思われるのである。
次に指摘しなければならないことは、手術拒否と
いう一見消極的な態度を医療者が受け入れ、患者本人
の気持ちを尊重した形で治療を進めようとする中で、
パトミントン、外出や遠出の菊子など、患者自身の活
動性、能動性、積極性が増したということである。こ
の中で同じ患者という立場にある人々からも能動的な
働き掛けが患者に対して行われている。それは、手術
が無事にすむまで顕を掛ける、つまり己の人生をあな
たに賭けるという形で患者の人生に積糊体意味を与
えた。そして、「心のお母さんj として慕われたこと
は、子宮摘出によって患者にとって得ることもなく失
った「母Jとしての役割の模棚強権という意味があ
ったと考えられる。
これらは全て専門家にとっては予見し得ない他の
患者との関わりである。しかし、患者の生きる意思を
呼び起こすのに重要な寄与をなしたと考えられるので
ある。
? ?????
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5. 3 心理臨床者の役割
それでは、心理臨床者は患者にどのような役割を
果たしたのであろうか。
これまでも患者は日記を書く習慣があり、日記に
多くの思いを綴っている。手紙は読者が明確に想定さ
れるのであり、その中で思いの全てを綴るには、全幅
の信頼を相手に寄せることが必要である。患者は様々
な出来事や感情をJL;哩臨床者を相手に書くことが出来
たことから、心理臨床者には理想的な読者という役割
が付与されていたと推定できる。
心理臨床者は、しかし無言の読者ではなく心哩面
接の際に渡される手紙を面接の話題として取り上吠
感想を述べたりもしている。こうした働きかけにはほ
とんど無関係に手紙の内容は進行していったように思
える。この自らの内面を真撃に直視し、それを直裁に
表現し得たのは患者の自発的行動であって、心理臨床
者は畏敬を持って眺めた。それがJL'、理臨床者の役割で
あった。
但し、癌捌から暫くすると手術拒否の姿勢帥
らぎ、抗ガン弗jを受けてみょうかと考えるようになっ
た。やはり生きていたいという思いから結局は手術を
受けることになるだろうと、心理臨床者は本を貸し与
え、ピデオも貸し出している。ビデオを再視聴したそ
の夜に患者がリストカットを行っていることから、こ
のビデオを貸与した心理臨床者の働きかけは問題とな
る。ただビデオを見たのは結局は患者の希望である。
これはiL'哩臨床者の責任逃れとして述べるのではなく、
癌にまつわるストーリーでかなり負担になるかもしれ
ないことを告げられたにも拘わらず、癌を放置した場
合に至るであろう自らの現実的な行く末を誼視しよう
と患者自身カt体験を積みながら乗り越えようとする歩
みの現れでもあると考えられるのである。
溺悲し:焦りながら、活動性が増し、結であること
がど、こか現実味をもてない状態だったところにビデオ
を棚脅したことは、患者を一気に現実に引き戻し、癌
への対処行動を促したのではないかと思われる。対処
行動はリストカットであり、ビデオの貸与という心理
臨床者の働きかけがこれを促した。幸いにも軽傷であ
ったが、患者の行動化は病棟看護婦、若年の患者達、
そしてパカヤローと怒鳴った他患の支えの基で患者は
穏健な手術を受けるという形の癌への対象行動の選択
に至った。それは励ましゃ助言ではなく、身をもって
患者に己を賭けるとでも言えるくらいの積極号なもの
であった。そしてそれは己を賭けあるいは母とするに
値する関わりを愚者自身が周囲の患者連と作り上げて
いたことを示す。このような関わりは専門的な関わり
からは遠い。
心理臨床者は、積極的に働きかけるのではなく、
患者の信頼感を思いこみとして安直に払拭するのでは
なく、手紙を受け取り、それを読み、感慢を伝え、患
者の手術拒否という態度を医療者と共に尊重しながら、
主凶可にして手摘を受け入れる姿勢を作り上げていくの
かを期待しながら待つことをした。ビデオ貸与は行き
過ぎだったかもしれず、それがなくとも手術は受け入
れたかもしれない。この点は、臆念の残るところであ
る。
6.まとめ
若年において重症筋無力症となり闘病と療養の生活
を強いられ、これにより患者は多くの医漉者や専門家、
そして家族の助けを借りることとなった。さらに病気
が重なり、癌を併発した悲しみとそれまでの辛苦は如
何ばかりのものであったかは余人をもって知るところ
ではないだろう。その患者に再び主主への意欲を燃え上
がらせたのは、治療者による関わりではなかった。ま
た患者を先のしれぬ自宅療養から胸腺摘出術という外
科治療に導いたのも友の会の人であった。そういう点
で、非専門家だが当事者そして自らが作り上げた人間
関係から生まれる関わりが患者の決意にとっての重要
な要因となったのである。このような関わりを自分が
作ったのだということは、当の患者自身が最も思い拠
らないことであるかもしれない否定できない事実であ
る。
JL'哩臨床は患者とJ心理臨床者の対人関係を基に成立
する。しかし患者を取り巻く対人関係の全てにとって
それは一部であり、時に心理臨床者の考脚本の対人要
因に支えら才L あるいはこれが主要な要因となって患
者の行動が選択されることがある。これは至極尤もな
常識的観点の再発見である。
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ハワイ語における 2タイプの数詞文について
塩谷亨*1 
Two Types of N umeral Sen tences in Ha waiian 
Toru SHIONOY A 
(原稿受付日 平成14年5月7日 論文受理日 平成14年8月30日)
Abstract 
There are two types ofnumeral sentences in Hawaiian; (i) existential sentence type and (i) equational 
sentence type. The two types differ semantically and structurally. 
Keywords: Hawaiian， Polynesian， Numeral 
1 はじめに
1. 1 ポリネシア諸言語について
ポリネシア諸言語は地理上のポリネシア(ハワ
イ諸島、ニュージーランド、イースター島を 3点
とする三角形の内側)を中心とする地域で話され
ている。ポリネシア諸言語はお互いに共通の祖先
を持つ親戚同士で、あり、系統的関係を持つ。共通
の祖先から分岐して以来長い年月を経ているにも
かかわらず、文法的、語葉的にはかなりの類似性
を保っている。
本稿で扱うのはそのポリネシア諸言語の数詞文
である。ポリネシア諸語の中でも、まず、ハワイ
語の分析を行い、将来、そのハワイ語の分析結果
を他のポリネシア諸言語へ適用したいと考えた。
*1 共通講座
1.2 数調文とは
本稿で扱う数詞文とはどのようなものを指すの
か、ハワイ語の例を用いて示す。ハワイ語の最も
一般的な文の構造は次のように図式化できる。
ハワイ語の文構造:述語一主語ーその他
ハワイ語の文は動調述語文と名詞述語文の二種類
に大きく分類されるが、そのいずれについても上
記の図式に当てはめることができる。
(1 )巳ι__ e全 国担旦 i ke ali'i.. 
完了負ける私達~によって冠詞首長
(述語) (主語)(その他)
「私達は首長によって負けた。 p)
(2) Ma ka lani 主ι一一 la，
~に 冠詞空冠詞太陽
(述語) (主語)
「太陽は空に。J(2) 
「 「
?
???
上記の例のうち(1)が動詞述語文の、 (2)が名詞述
語文の例である。(1)では動詞が述語として文頭に
来て，その後ろに主語、そして更に後ろにその他の
要素が来ている。 (2)では前置詞 maが付加された
名詞句maka lani r空にJが述語として文頭に来
ている。
このようにいずれの場合にも述語は文頭に来る
のが一般的な文構造である。この述語の位置、す
なわち、文頭の部分に数詞が来ている文を総称し
て「数詞文」と呼ぶ。以下に数詞文の基本的なも
のを二つ例示する。
(3)‘Ekolu kanaka i ha'alele. 
一 人 完了去る
「去った人は三人。」
(4)‘Eha kapuai kona ki'巳ki'e.
四フィートそれの高さ
「それの高さは4フィー ト。J
このように(3)と(4)で、はそれぞれ数詞‘ekolur 3 Jと
‘eha r 4Jが文頭、つまり述語の位置に来ている。
また、それぞれ数詞の直後に冠詞等の要素を介さ
ずに来ている名詞を便宜上、「数詞後名詞Jと呼ぶ
ことにする。 (3)と(4)ではkanakar人Jとkapuairフ
ィートjがそれぞれ数詞後名詞である。
1.3 先行研究と本稿の目的
塩谷(3)はハワイ語の数詞が品詞分類上どのよう
な位置づけをなされるか分析を試みた際に、数詞
文のいくつかの例を扱っているが、数詞がどのよ
うな環境で用いられるか分析することが主眼であ
ったため、数詞文の文全体としての構造と意味に
関する議論は十分になされなかった。そこで、本
稿では、数詞という単語レベノレに着目するのでは
なく、数詞文とし、う構文全体としての記述を行い、
その意味的、構造的な一般化を示すことを目的と
する。
他の先行研究において数詞文の意味と構造につ
いて言及した例として、 Alexander(のが、「主語が普
通名詞で英語だと"there"が前置されるような場合
には不定冠詞heか数詞が名詞の前に来るj と指摘
している。
Elbert and Pukui (5)は本稿で言うところの数詞文
に相当すると思われるいくつかの例文を訳文と共
に挙げているが、いずれも、文としてではなく、
名詞句として扱い、詳しい意味的、構造的議論は
示していなし、。
また、本稿では新たに拡充した例文データベー
塩谷亨
スを活用して、可能な限り多くの数調文のパター
ンを網羅するように努力した。
2 分析データ
今回の分析に用いたデータベースに含まれるハ
ワイ語文献の内訳は以下のとおりである。
Pukui and Gr巴en(1995) 民話
Beckwith (1911-1912) 民話
Fornander (1917・1918) 民話、伝統・風習
Nakuina (1902) 民話
Nakoa (1979) 小説
Beckwith (1932) 伝統・風習
Malo (1987) 伝統・風習
Na haiao (1841) キリスト教関連
Hawaiian Laws (1994) 法律
Mookini (1985) 動物の紹介
Kuokoa 新聞(記事、読み物)
Ka Lama Hawaii 新聞(記事、読み物)
Ka Hoku 0 Hawaii 新聞(記事、読み物)
Kumu kamalii 新聞(キリスト教)
上記のように、民話から法律まで出来るだけ多様
なジャンルからデータを集めた。
3 数詞文の諸例とその構造
3.1 数詞一名調一名詞を修飾する語句
この章では、ハワイ語の数詞文の諸例をその構
造によって大きく四つのグループ。に分類して、各
グループ。のいろいろなパターンについて、その構
造を記述していく。
第一のク、、ルー プ。は、<数詞閉名詞司名詞を修飾する
語句>のように三つの要素からなる構造を持つ数
詞文の例である。名詞を修飾する語句にはいろい
ろな要素が来る。以下に、それらを列挙する。
最もよく見られるパターンの一つは、名詞を修
飾する語句として、前置詞が付加された名詞が来
るパターンで、下記のように図式できる。
(I)数詞一名詞一前置詞が付加された名詞
(5) .，‘elua mau wahine ilaila， •• 
二複女性そこに
「そこには女性が二人いた。J(6) 
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例文(5)の ilaila1そこに」は場所を示す前置詞 iと
名調凶la1そこj が一語として書かれたものであ
る。また、名詞 wahine1女性j の前にオプショナ
ルな複数マーカ~mau が付加されている。前置詞 i
の他にもいろいろな前置詞があるが、このような
数詞文に多用されるものの一つが属格 1"-'のj を
表す前置詞oである。
(6)‘Elua‘ano 0 ka ‘ahu， 
二種類属格冠詞衣服
「衣服の種類にはこつある。J(η 
上記(6)は極シンブロルな例であるが、属格の前置詞
oはかなり複雑な数詞文も作る。
(7) ho'okahi la Q kona noho‘ana me kana 
1 日属格彼の住むこと~と彼の
mau kaikamahine ma HonoDuuwaiakua 
複娘 ~でHonopuuwaiakua
1 Honopuuwaiakuaで彼が娘達と住んだのは一
日だった。J(8) 
伊1(ηの構造は一見複雑であるが、直訳すると
1 Honopuuwaiakuaで彼が娘達と住むことの日は 1
だ。jのようになり、下線部全体が、前置詞oが付
加された名詞句を構成している。従って、これも
パターン(1)の例とみなすことができる。いろい
ろな行為の日数、年数など期間を表す表現がこの
パターンで表される。
(8)‘ekolu la 0 koAuk巴lenuiaiku hele 'ana 
3 日属格Aukeleniaiku-属格行くこと
ka lawai'!，. 
~に冠詞釣り
1 Aikelenuiaikuの釣りに出かけた日数は三日。J
???
例(8)でも、直訳すると 1Aukelenuiaikuの釣りに行
くことの日が 3だ。Jのようになり、下線部全体が
前置調。が付加された名詞句をなしている。
このグループに属するもう一つのパターンは名
詞を修飾する語句として関係節が来る数詞文の例
であり、その構造は次のように図式化される。
(II)数詞一名詞一関係節
(9)‘ekolu keiki i hδ'01le.，.. 
三子供完了断る
「断った子供は三人。J. (1)
例(9)では下線部が「断った」という意味の関係節
であり、その前の名詞 keiki.1子供Jを修飾してい
る。この例は、先行詞が関係節自体の主語に相当
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ずるケースであるが、先行詞が関係節自体の主語
ではないケースもある。その場合には、関係節自
体の主語は例(10)のように属格名詞で表される。
(10)‘ekolu malama o'u _e____l10' omakaukau ai 
三月 私ー属格未完τ準備する
no ka ho'ao 0 'olu;!， 
~のために冠詞結婚属格あなた達-双数
「あなた達の結婚のために私が準備をする月が
3ヶ月ある。J(8) 
例(10)では下線部が「あなた達の結婚のために準
備をする」という意味の関係節であり、その前の
属格名詞o'u1私のJが関係節自体の主語をあらわ
している。全体で「私があなた達の結婚のために
準備をするj としづ意味で前の名詞malama1月」
を修飾している。
3.2 数調一属格名調一名調
第 2のグ、ルー プρは<数詞旬属格名詞・名詞>の三
つの要素から成る数詞文の例である。このグルー
プの構造は以下のように図式化される。
(II)数詞一属格名詞(ゼロ所有形)一名詞
属格名詞と呼ばれるものには 3種類あるが、こ
こで登場する属格名詞はゼロ所有形と呼ばれるも
ので、形の上でも意味の上でも、前の節の構造パ
ターン(I)の事例として登場した属格の前置詞が
付加された名詞句と同じIである。ただし、このグ
ループで登場する属格名詞(ゼロ所有形)は名調
の後ろではなく、前に置かれる。
このグループ。の中で最も一般的な数詞文は所有
を表す構文である。
(11) .‘elua ona koa ikaika loa，.・
彼幽属格戦士 5齢、 とても
「彼にはとても5郎、戦士が二人いる。 J (1) 
例(11)では ona1彼の」がゼロ所有形であり、名調
koa 1戦士j の前に置かれている。
又、このパターンは行為や状態の期間を表すの
にも使われる。
(12).川、ha olakou malama i ka moana，. 
4 彼らー属格月 ~に冠詞海
「この航海で、彼らが洋上にいた月は4ヶ月。」
l 例えば「彼らの、彼女らの」を表すゼロ所有形olakou 
は、実際には属格の前置詞oI~の J を代名詞 lakou I彼
ら、彼女らJに付加した olakouと同形である。
例(12)ではolakou r彼らのJがゼロ所有形である。
文字通りには「彼らの海上での月は4だ。Jのよう
になるが、ここでは期間を表している。
3.3. 数詞ー名詞一決定詞ー名調
三つめのグループは、<数詞-名調>の後ろに来
るのが修飾語句ではなく、一つの独立した名詞句、
つまり<決定詞・名詞>というものが続く場合であ
る。
決定詞の一つめの例は冠詞であり、その構造は
以下のように図式化される。
(IV)数調ー名詞一冠調一名調
(13) M幻 ka make‘加a， a ke ola 
~から冠詞死ぬこと~まで冠詞生きる
hou ‘ana，‘dolu makahiki ka lo'ihi. 
再びこと三 年 冠詞長さ
「死んでから生き返るまで、長さは三年。J(1) 
例(13)の下線部が数詞文の部分である。
決定調の二つめは属格名詞 (k一所有形)である。
ここで登場する属格名詞 (k所有形)は先に登場
したゼロ所有形どは異なる。 k所有形はko又はka
を代名詞か名詞句の前に前置することによって作
られるもので、ゼロ所有形の語頭に kを付けた形
に相当する20 意味的、機能的に、定冠詞と属格名
詞の二つを併せ持っている。このパターンの構造
は以下のように図式化される。
(V)数詞一名調一属格名調 (k・所有形)一名詞
(14) He kanakolu dala kona uku，.' 
三十 ドル彼・彼女-属格支払い
「その人の支払いは30ドル。J(9) 
例(14)ではkonaがk一所有形である。
3.4 数調一決定調一名詞
4つめのグループ。は、<数詞曲決定詞幽名詞>であ
り、前節で述べたグループ。と比較すると、数詞の
直後に来ていた、数詞後名詞がなくなった形であ
2 例えば f彼の、彼女のIを表すゼロ所有形はona
であるが、同じく「彼の、彼女の」を表すk.所有形は
konaとなる。語頭の kー は定冠詞ka又はkeと関係があ
るといわれている。
3 10以上の数を表す数詞の前には通常heが付加され
る。またそれ以外の数詞にも加が付加される事がある。
この heが何かについてはまだ結論が出ていない。
塩谷亨
る。
前節と同様、決定詞としては、まず、冠調が来
ることが出来る。その構造は以下のように図式化
できる。
|(VI)数詞一冠調一名詞|
(15)He !!mikumalua ka nui 0 keia mau 
1 2 冠調数属格これ複
mokupuni，. 
島
「これらの島の数は 120 J (1) 
冠調以外に、決定詞として、属格名詞 (k・所有形)
も現れる。その構造は以下のように図式化される。
| (VII)数調一属格名調 (k田所有形)一名詞i
(16).， he‘umikumamalima ko lakou nui，… 
1 2 彼ら圃属格(k幽所有形) 数
「彼らの数は12人。J(8) 
例(16)では kolakou r彼らのJが属格名詞 (k一所
有形)である。
3.5 その他
その他、上記 4つのグループにうまく当てはま
らない例をここに列挙する。
まずーっめは以下のように図式化される構造で
ある。
(VIII)数詞一名詞一属格名調 (k・所有形)
先に述べたパターンれっとよく似ているが、属格名
詞 (k・所有形)の後ろに名詞が来ない形である。
(17) A ina ‘eha keiki ka kekahi 
そしてもし 4 子供属格(k・所有形)ある
血症盟，...
親
「そしてもしある親に 4人の子供がいたならJ(9) 
(18)'Eha nδniho ko ka dia， . 
4 実に歯属格(k-所有形)冠詞鹿
「鹿は歯が実に 4本。J(1の
例(1ηと(18)ではぞれぞれ、 kakekahi makua rある
親のJ、koka dia r鹿の」が属格名詞 (k-所有形)
である。
k-所有形はそれ自体で r"，--，のもの」としづ意味で
名調句的に用いることが出来ることから、このパ
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ハワイ語における 2タイプの数調文について
ターン (VIII)は(V)の変種のように見える。
その他のもう一つは代名詞が単独で、数調の後ろ
に来る数詞文の例で、その構造は以下のように図
式化される。
|(医) 数調一代名詞|
(19)'0 Kipunuiaiakamau mに昼旦1盈g，
Kipunuiaiakamau 達 2彼ら
fKipunuiaiakamau達は、彼らは二人。J(1) 
4 存在文タイプと等位文タイプ
4.1 存在文タイプ
この章では、第 3章で列挙したいろいろな数詞
文の構造を更に整理し、それに意味的な特徴も考
慮して、意味的、構造的に異なる二つの大きなタ
イプに分類することを提案する。
一つめのタイプは存在文タイプと呼ぶものであ
る。その典型的な構造と意味は以下のように図式
化される。
子在文タイプの数詞文
、井1
1旦.
申'調 (X)ー名調 (y)一名詞を限定する語句 (Z)
、味:
で限定されるようなもの YがX個存在する。
存在文タイプの典型的な数調文を用いて例示する。
(20)‘eha mau ali'i 0 0'山 mamuaaku
4 複首長属格オアフ島先に 方向調
o Kakuhihewa，.. 
属格K北山ihewa
fKakuhihewaよりも先のオアフ島の首長は4人
いる。J(1) 
ここでは、 fKakuhihewaよりも先のオアフ島の、と
いう修飾語句で限定されるような首長が4人存在
する。」というように、存在の意味を表している。
このタイプには第3章で示したパターン(1)、(1)
が属する。又、ゼロ所有形が名詞の前に来る形で
あるパターン (II) については、前lとも述べたよ
うにゼロ所有形は意味的に形の上でも、属格前置
詞が付加された名調と同様で、あるので、パターン
(1)の変形と考えて、この存在文タイプに加える。
名詞を修飾する何らかの語句を伴う場合が一般
的であるが、伴わないこともある。伴わない場合
にも、位置等を示す語句が前の文脈に登場してい
る場合が多い。例えば、修飾語句が前置されてい
ることもある。
(21 )Mai ia Liloa a hiki ia Kamehameha， hL 
~からLiloa，.._まで Kamehameha
‘umikumamaha hanauma. 
14 世代
fLiloaから Kamehamehaまで、 14世代ある。J
ここでは、下線部の数調文本体には修飾語句はつ
いていないが、 fLiloaから KamehamehaまでJとし、
う語句が前置されている。
4.2 等位文タイプ
二つめのタイプは等位文タイプと呼ぶものであ
る。その典型的な構造と意味は以下のように図式
化される。
等位文タイプの数詞文
構造:
数調 (X) 一名調 (y)一決定調一名調 (z)
意味:
Zの数値を Yとし、う単位で表すとその値はXであ
る。
尚、図が煩雑になるので省いたが、名調(勾は後
ろに修飾語句を伴うことがあるので、存在文タイ
プと等位文タイプの決定的な違いは数詞後名詞の
後ろに決定調が存在するかしなし、かということで
ある。次に、等位文タイプの典型的な数調文を用
いて例示する。
(22)‘ekolu kapuai ka loa 0 kona mau 
3 フィート冠調長さ属格それの複
pepeiωh加
角
「それの角の長さは3フィー ト。J (1め
ここでは、「角の長さの数値をフィートで表すとそ
の値は3である。Jということになる。従って、こ
の数詞文は「角の長さ=3フィートJという等式関
係を示す等位文と考えることが出来る。このタイ
プには、パターン (IV)、(V)及び(VIりが属する。
文脈等から分かりきっている場合、又は、純粋
な個体数を表す場合などは数調後名調 (y)は現れ
ない下記のような変種も用いられる。
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これには第3章のパターン(VI)、 (VIりが属する。
時位文タイプの変種
開造:
|数詞 (X) 一決定詞一名詞 (Z)
憶味:
IZの数値はXである。
その典型的な例を提示する。
(23)‘eono paha kapuai kona kiekie a 
6 多分フィートそれの高さそして
he 'umikumamalua ka lo'ihi， 
1 2 冠詞長さ
「それの高さは多分6フィート、そして長さは
1 2 0 J (10) 
下線部では、数値の単位 (y)が現れていないが、
すぐ前の文で 16フィートJが登場しているため、
ここも kapuai1フィート」という単位が了解され
ていると考えることが出来る。
(24)He umikumalua ka nui 0 keia m加
1 2 冠詞数 属格これ複
mokupuni，. 
島
「これらの島の数は 120 J (1) 
ここでは (Z)の部分が「これらの島の数」となっ
ており、 (X)の部分 112 Jは純粋な個数を表し
ていて、単位は不要であるため (y)にあたる名詞
がないものと考えられる。
存在文タイプと等位文タイプの分類について述
べてきたが、まだパターン (XI)の扱いについては
述べてこなかった。まず、パターン (Xりの扱いに
ついて述べる。
(25)‘o Kipunuiaiakamau ma， 注並副担皇ラ
Kipunuiaiakamau 達 2 彼ら-双数
IKipunuiaiakam叩達は、彼らは二人。J(1) 
例。5)は、代名詞が単独で数詞の後ろに来ているパ
ターン (XI)の例である。これを存在文タイプのよ
うに「彼ら・双数が 2つ存在するoJと分析すると合
計4人いることになり矛盾する。ここでは「彼ら
の盆としづ数値は4であるJの「数Jの部分を略
した形と考えて、等位文タイプの変種と考える。
実際、代名詞はく決定詞 R名詞>と同様の分布を示
すので、この解釈に無理は無いものと考えられる。
5.結び
塩谷亨
以上のように、ハワイ語の数調文は意味的、構
的に異なるこつのタイプ:(1)存在文タイプと
( 2 )等位文タイプの二つに大きく分類できるこ
とが示された。次の課題としては、これらの 2つ
のタイプへの分類が同系のポリネシア諸言語の数
詞文にもうまく適用できるか試みたいと考えてい
る。
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The purpose of this article is to construct a systematic network aft告rreclassifying 
mul tip1e senses of the instrumental and detecting their linkage moti vations from the 
cognitive perspective. 1n that case， taking into consideration the results of many 
むognitivelinguistic studies， we will explicate the whole picture of the senses. 
Keywords: Instrumental， Semantic Network， Extension， Motivation 
1 INTRODUCTION 
The instrumenta1 in Mongo1ian (the Kha1kha 
dia1ect) is formed wi th the instrumental suffix 
-aar being added to a noun stem. (1) 
(1) a. am ‘mouth' + -aar→ am-aar ‘with the 
mouth' 
b. mod 'wood' + -oorサ mod-oor ‘with
wood' 
Most of the previous studies have mentioned 
mul tiple senses for the instrumental. For 
example， Street(1962:218-219) differentiates 
the following eleven senses and explains their 
usage in sentences: くMeans/lnstrument);
くM也teria1);<Agent);くAccord);くVagueLocal>; 
くStatus/State); くRespect); くTime);
<Manner);くDistributive);くPurpose/Fitness).
His classification and exp1anation， however， 
have serious defects in two respects. 
First， there are some examp1es that don' t 
necessari1y represent the senses assigned to 
* Common Subject Division 
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them. Rather， it seems to be more appropriate 
for them to join another sense i tem. As an 
illustration， consider the sentences which 
Street(1962:218) classifies 
<Means/lnstrument): (2) 
(2) a. Ter shojすーoor bich-ne. (3) 
he cha1k-EP-INS write-PRS 
'He' 11 write with cha1k. ' 
b. 劫iyamar zam-aar yav-a-v? (4) 
you what road-INS go-EP-PST 
'By what road did you go?' 
c. tanaj tuslamzh-aar 
your help-INS 
'thanks to your help' 
as 
恥 ile (2a) certainly belongs to くMeans/
Instrumental>， (2b) and (2c) enter into <Path 
for Motion) andくReason)，respectively. 
Second， Street (1962) just enumerates 
multiple senses of the instrumental， but fails 
to mention their relationships among one 
another. Why are there so many senses in a sing1e 
form called 'instrumental'? Should we 
understand the senses as being polysemous? Or 
Kunihiko HASHIMOTO 
can we find out factors linking them to a 
semantic network? 
1n fact， other famous works besides Street 
(1962)， Vietze(1978:65)， Poppe(1951:64-65)， 
Luvsanzhav et al. (1976:65， 83， 157， 189， 205， 
213)， KhUkhbaatar(1993:92) ， Kas' yanenko 
(1968:28)， Sanzheyev(1973:79) and Ozawa(1986: 
59)， all have the same defects in them， too. 
The purpose of this article is to construct 
a systematic semantic network after 
reclassifying the multiple senses of the 
instrumental and detecting their linkage 
motivations from a cognitive perspective. The 
number of cognitive linguistic studies， which 
investigate forms and meanings in natural 
languages in terms of human cogni tion， has 
recently increased rapidly (e. g. Lakoff and 
Johnson 1980， Lakoff 1987， Langacker 1987， 1991， 
Taylor 1989， Croft 1991， Ungerer and Schmid 
1996). Taking into consideration their resul ts， 
we will explicate the whole picture of the 
instrumental senses in Mongolian， using 
conceptual devices like 1MAGE SCHEMA， METAPHOR， 
TRAJECTOR， LANDMARK， SOURCE， PATH and GOAL. 
The discussion will proceed as follows. 
Section 2 deals wi th six senses of <Means> and， 
as a result of its extension， the instrumental 
in the causative/the passive and six senses of 
くAbstract Accompaniment>/くAttri.bution>.
Section 3 accounts forくRegionof Motion> which 
consists of <Spatial Region of Motion> and 
<Temporal Region of Motion>. 1n the conclusion 
of section 4 i t is indicated that all the senses 
discovered in sections 2 and 3 construct the 
only semantic network， each part being linked 
wi th one another under the support of cogni t i ve
motivations. 
2. <ME附S>
This is a basic meaning representative of the 
instrumental. Most of the preceding research 
counts <Too1>，くMeans of Transport> and 
くMaterial>as senses of the instrumental. (5) 
Since， according to Vietze(1978:65)， the 
instrumental is a grammatical marker of an 
instrument or object wi th which one does an act， 
the three senses are all subsumed under the 
labelくMeans>.
1n section 2. 1 we wi 11 di vide <Means> into six 
sub-meanings， which are examined one by one 
observing as many data as possible. 1n sections 
2.2-2.4 we want to dig up processes in which 
くMeans>acquires other new senses through its 
extenslon. 
2. 1. Six Senses Subsumed under <Means> 
2. 1. 1.くTool>
ぬ a.XOOxd-ood ong-ijn xarandaa-g-aar 
child-GRP color-G pencil-EP-1NS 
navch tsetseg zur-laa. 
leaf flower draw-PST 
'The children drew leaves and flowers 
with color pencils. ' 
、• Ter xδ:gzhimchin morin xuur-aar 
that musician horse-headed fiddle-
sajxan dar-dag 
1NS well press down-HBT 
‘That musician plays the horse-headed 
fiddle well. ' 
1n (3a) the instrumental suffix is attached to 
伽.g-ijnxarana匂a，a tool with which one draws 
a picture. 1n (3b) it is on morin xuur， an 
instrument with which one plays music. 
2.1.2. くMaterial>
くMaterial>is a kind of くMeans>because it 
refers to substances used to make something. 
Compared with the fact that every other means 
stays external， the <Material> is an internal/ 
self-contained instrument in that i t integrates 
itself into a produced thing. 
(4) a. Ene bajshing chuluu-g-aar bari-san 
this building stone-EP-1NS build-PF 
bololtoj 
appear 
‘This building seems to be made out of 
stones. ' 
b. Bi Os-ee xar-aar bud-uul-a-x 
1 hair-RFL black-1NS dye-CST-EP-NPS 
? ??， ??
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ge-sen yUJJ. 
wish-PF ASR 
‘1 really want to dye my hair black. ' 
The stones in (4a) are materia1 for 
constructing a building and at the same time 
become parts of the bui1ding. The black dye in 
(4b) is not on1y. an instrument for changing the 
color of one' s hair but a1so part of the hair 
to which it is attached. The instrumental is 
described as internally I self-containedly 
accompanying the process of activities. 
2. 1. 3. くMeansof Transport> 
くMeansof Transport> is an instrument for 
motion. 
(5) a. Bat lJarxan xot ruu galt terg-eer 
Bat Darkhan city toward train-INS 
yav-laa. 
go-PST 
‘Bat went to Darkhan by train. ' 
b. Ter xoyor xalchin xddδ伽 -dds
that two shepherd countryside-ABL 
morI-oor ir-zhee. 
horse-INS come-PST 
‘Those two shepherds came from the 
countryside on horseback. ' 
The action of motion is performed in the form 
of being included in the means of transport. 
2. 1. 4. <Medium> 
Broadcasting， correspondence and language， 
as a medium carrying some information， can join 
the means circle. 
(6) a. Bi chamtaj uts-aar yari-laa. 
1 you:CMT telephone-INS speak-PST 
‘1 spoke to you on the telephone. ' 、OnδδdδrOndes-nij sport干iyn
today tradition-G sports-G 
temtsee-nij bol-sn-iyg televiz-eer 
competition-G be held-ACC TV-INS 
nevt(JOl-zhee. 
broadcast-PST 
‘They broadcast on TV the news that the 
traditional sports competition was 
held today. ' 
The telephone in (6a) and the television in (6b)， 
as media of communication， are embodied in the 
instrumental NPs. 1n (6a， b) it is not the 
instrumentality of the NPs but their functions 
that are focused on. 
2.1.5. <Mental Activity> 
An increasing degree of abstractiveness of 
the instrumentality allows mental activity 
instead of physical objects to be understood as 
a means for something. 
(7) a. Era初-ijg oroldlogo charmajlt-aar 
knowledge-ACC endeavor effort-1NS 
sur-dag. 
study-HBT 
‘(We) always acquire knowledge with much 
effort. ' 
b. Ene azhl-iyg xOn xOn ddr-ijn 
this work-ACC each person self-G 
sanal-aar xij-zh bol-no. 
thought-1NS do-CNC can-PRS 
‘(You) can do this work in your own 
way. 
Both the effort and the thought in (7a， b) 
certain1y are not physical objects with 
definite outlines， but give us image schemata 
in which we accomplish something using non-
physical instruments metaphorical1y. That is 
why they belong to the metaphorical extensional 
usage of the instrumental. 
2.1.6. くModifier>
The instrumental suffixes may adhere to 
various syntactic constituents， including 
nouns， adjectives， adverbs and verbs， and may 
modify predicate verbs in the same way as 
adverbials. 
(8) a. Afitya伽ddddrdur-aar-aa 
Mitya today desire-INS-RFL 
っ
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zugaal-1aa. 
amuse oneself-PST 
'Mitya amused himself today as he 
pleased. ' 
、• Bi odor bo1gon gants-aar-aa radio 
1 every day a10ne-INS-RFL radio 
sons-o-zh baj-san. 
listen to-EP-CNC be-PF 
‘1 was listening to the radio alone every 
day. ' 
The suffixes are added to the noun in (8a) and 
to the adjective/ adverb in (8b). The instru-
mentals function as adverbials in the sentences 
and qualify the contents of the predicate 
verbs. 
A c10se observation of the modifier use 
revea1s that the instrumental constituents 
have meanings equiva1ent to those of manner 
adverbs. 1f the adverbia1 modification is 
reduced to the function representing manners of 
predicate meanings， it is compatib1e withく
Menta1 Activity >， one of the senses ofくMeans>.
2.2. Extension of <Means>: The Instrumental 
in the Causative and the Passive 
The grammaticalization of various implicati-
ons to the notion ofくMeans>may trigger the 
extension of new senses. Let us consider the 
process， observing instrumenta1 forms in the 
causative and the passive. 
2.2.1. Causee: Extension fromくMeans>to 
くActor>
Two actors appear in the causative. One is 
ca11ed causer because it causes someone/ some-
thing to accomplish something. The other is 
named causee because i t accomplishes something 
affected by CAUSE being emitted from the 
causer. 
The causative in Mongo1ian is morpho10gica1 
in that it is formed by inserting the causative 
suffixes， -uu1/-aa1， -ga/-gθ'/-go/-go， -lga/ 
-lge/乞19o/乞19o，between a verb stem and a tense 
/aspect suffix. The causer always takes the 
nominative case， while the causee has five 
different forms， inc1uding the accusative case， 
the zero case， the dative-locative case， the 
instrumental case and the suspension. About 
each of them we won' t go further into detail. 
1n what follows we will confine the topic to the 
instrumental causee. 
The instrumental causee is divided into the 
indirect causee in which CAUSE is just added to 
くMeans>and the direct causee in which CAUSE 
makes itくActor>.
First of a11， 1et us look at the data of the 
indirect cause. 
(9) Bi radio-g-oor ang1i xe1 zaa-1ga-san. 
1 radio-EP-1NS English teach-CST-PF 
‘1 studied English on the radio. lit.1 
caused the radio to teach me Eng1ish. ' 
1n (9) bi is a direct actor of ang1i xθ1 zaa-
19a-. The cause radio-g-oor doesn' t do 
anything by itse1f， but simply participates in 
the action indirectly as an accompanying means 
receiving CAUSE from the causer. The causer 
interacts wi th both CAUSE and ACT. CAUSEE， from 
the point of view of the cause， is the kind of 
stimulant that initiates the ro1e ofくMeans>.
The cause takes part in ACT indirectly going 
with the causer. 
The sentence in (10)， in contrast， presents 
the case of a direct causer. 
(10) Bagsh nadaar sonin unsh-uu1-1aa. 
teacher me:1NS newspaper read-CST-PST 
'The teacher made me read a newspaper. ' 
The causee in (10) is the instrumenta1 NP nadaar. 
1t， unlike that in (9)， directly carry out the 
act expressed by the predicate VP as soon as i t 
experiences CAUSE from the causer. 1n other 
words， the causee takes on the status of a 
direct actor. The causer， on the other hand， 
merely has the responsibility of igniting the 
fuse of the causee' s action. Here we observe 
a c1ear division between CAUSE and Act. The 
causer is the instigati ve agent of ACT and the 
causee is affected by this so that he/she can 
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perform the ACT. 1n (10) there occurs a split 
between CAUSE and ACT. The causer literally 
becomes a sender of CAUSE. I t isthe causee that 
promotes itself fromくMeans>toくActor> and 
performs the ACT. 
(9) and (10)， taken together， show how the 
instrumental varies between <Means: accompani-
ment> andくMeans:causee>， name 1 y，くActor>.The 
causati ve has the potential for varying between 
くMeans>andくActor>with respect to the causee 
and i tsaccompanying semantic extension of the 
instrumental. 
2.2.2. The 1nstrumental in Relation to the 
Passive: Extension from くMeans>toくCause/
Reason> 
The instrumental also appears in passive 
sentences. 1ts meaning is sub-divided into 
くMeans> and くCause/Reason>. The Mongolian 
passive has little agentive meaning， thereby 
differing from by NPin the English passive. 1ts 
force is rather close to the meaning of the with 
NP. 
The first to consider is the case ofくMeans>.
(11) Xentij-11 l1uruu bol oj mod-oor 
Hentij-G mountain range TOP forest-INS 
xuchi -gd-dag. 
cover-PSV-HBT 
‘The Hentij Mountain Range is covered wi th 
woods. ' 
The instrumental NP in the sentence seems to 
quite equal in meaning to <Means> as described 
in section 2. 1. The instrumental in (11) is 
considered as くMaterial:accompaniment>， a 
self-contained type of theくMeans>，in which oj 
mod integrates i tself into part of the mountain. 
What distinguishes the passive instrumental 
from the <Means> instrumental? This is only 
part of the answer: the way that the speaker 
construes the entire situation in which each 
case completes the picture. In the passive of 
the (11) type the instrumental NP is 
indispensable for accomplishing a picture that 
the sentence depicts: the picture， as a whole， 
cannot become complete wi thout any help from the 
instrumental NP. On the other hand， the 
くMeans>instrumental NPs simply supply some 
additional information to pictures which the 
sentences describe because they aren' t 
necessarily obligatory constituents. 1t is 
supported by the fact that deletion of the 
instrumental NP gives rise to difference in 
grammaticali ty. 
(12) * X.θ'l1tIj-n l1uruu bol xuchi-gd-dag. 
'The Hentii Mountain Range is covered. ' 
(13) a. Xl1l1xd-l1l1d 6ng-ijn xarandaa-g-aar 
navch， tsetsθ'g zur-laa. 
‘The children drew leaves and flowers 
with color pencils. ' 
b. Xl1l1xd-l1l1d l1avch， tsetsθ'g zur-laa. 
‘The children drew leaves and 
flowers. ' 
The sentence in (12) that omits the 
instrumental NP from that in (11) is judged to 
be ungrammatical. In contrast to that， (13b) 
that drops the instrumental NP from (13a) is a 
full-fledged grammatical sentence. 
The above-mentioned observation leads us to 
the conclusion that the characteristics of the 
passive instrumental are based on semantics as 
well as syntax. The syntactic characteristic is 
that the instrumental stands as an argument 
which a passive verb requires obligatorily. The 
semantic characteristic is that the 
instrumental constituents as an obligatory 
accompaniment entity an integral part of a 
si tuation which a passi ve sentence represents. 
The entire situation has a stative scene 
depending heavily on the instrumental NP. By 
contrast， theくMeans>instrumental， which can 
accompany an action Or a process， enjoys the 
freedom to keep independent relatively of the 
action or the process. Let' s call the semantic 
property of the passive instrumental 
obligatory accompaniment and that of the 
くMeans>instrumental， optional accompaniment， 
respectively. The former is characteristic of 
state predicates， whereas the latter is typical 
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of action， process or change of state ones. 
The second type of the passive instrumental 
designatesくCause!Reason>.
(14) Paulos Burxan-iy zorilg-oor uri-gd-
Paul God-G purpose-INS cal1-PSV-
a-v. 
EP-PST 
‘Paul was called because of God' s 
purpose. 
In this sense the instrumental NP， as seen in 
(15)， is neither an argument nor an obligatory 
accompaniment entity. 
(15) paulos uri-gd-a-v. 
‘Paul was called. ' 
TheくCausative!Reason>makes God' s purpose a 
motivation for the ca11ing. 
2.3. Another Extension of <Means>: <Abstract 
Accompaniment> (8) 
The senses taken up in sections 2.1 and 2.2 
are a11 related to the physical level of 
cognition， so that they refer to events which 
deve10p on the time axis. On the other hand， 
there are several senses in the instrumental 
that are relevant to the abstract level of 
cognition. They are produced by extending 
くMeans>from the physical level to the abstract 
one. They have nothing to do with time， but 
inherit the core semantic feature [accompani-
n聞は]from theくMeans>senses. In what follows， 
we analyze three abstract senses of <Means>: 
くAccordance>;くStatus>;くAddition>.
2.3.1.くAccordance>
The only person who treats this usage as an 
independent one is Street(1962: 218). He names 
it ‘accord'. It can be translated as 
‘according to; fo11owing' in Eng1ish. 
(16) a. Darg-iyn xel-sen yos-oor ene 
chairperson-G say-PF rule-INS this 
xural-d bi orolts-o-x-oor 
meeting-D!L 1 take part in-EP-NPS-
bol-loo. 
INS become-PST 
‘According to what the chairperson said， 
1 was to take part in the meeting. ' 
、• Daraax' dgilill1-ijg unsh-aad 
the following story-ACC read-SPR 
dgililber-ijg zorilg-oor n' angil-
sentence-ACC purpose-INS 3P classify-
aaraJ・
OPT 
'Let' s read the following story and 
classify the sentences according to 
their purposes. ' 
yos-oor in (16a) is recognized as an idiom， 
although (16b) reveals that the instrumental 
has the meaning くAccordance> by nature. 
Unfortunately， Street(1962) doesn' t explain 
why the instrumental is used wi th that meaning. 
However， the reason can be easily explicated in 
terms of the cognitive perspective. The 
<Accordance> gives us an image showing the way 
a source entity aims at dovetailing with a 
unique goal entity. 
2.3.2. くStatus>
This sense corresponds to ‘as an NP' in 
English. 
(17) a. Minij xilil “Govi -ijn xdgzhi r 
my son govi-G development 
negdel-d maliyn emch-eer 
cooperative-D!L veterinarian-INS 
azhill-a-zh baj-g-aa yum. 
work-EP-CNC be-EP-IMPF ASR 
‘My son works as a veterinarian at 
the Govi Deve10pment cooperative. ' 
、• Ter mongol xel-n-ij bagsfr 
he Mongolian language-n-G teacher-
aar arvan zhi1 azhill-a-v. 
INS ten year work-EP-PST 
‘He worked as a Mongolian teacher 
for ten years.' (Street 1962:218) 
The <Status> sense is thought of as a stati ve 
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link between a given social role and the one who 
habitua11y carries out that role. His/ Her 
social role， highlighted as a reference point， 
keeps the s細 estate for a certain period. The 
particular nature of the status relation is 
expressed by the nominal root to which the 
instrumental attaches. 
2.3.3. くAddition>
Few previous works on Mongolian have 
considered the notion <Addi tion> in the context 
of the instrumental. The reason is that the 
whole word sequence of which the instrumental 
is a constituent member tends to be taken as 
having one meaning. Nevertheless， there are 
very good grounds for attributing analyzabili-
ty to the overall construction. For one， the 
word sequence representing くAddition>reflects 
two patterns as fol10ws: 
(18) a. SUBSTANTIVE-aar + baraxgaj 
b. SUBSTANTIVE-aar + al baram 
The productivity of these patterns is shown by 
the fact that the substanti ve i tself covers a11 
the word categories to which case suffixes are 
able to attach， including nouns， adjectives and 
noun-type verbs (adjective verbs). (9) In 
addi tion， theくAddition> version of the instru-
mental ties the same entity (i.e. an actor， an 
event， a state) to two landmarks. The first of 
them is the substantive marked with the 
instrumental， and the second is the substanti ve 
of the a1so clause. The word sequences in (18a， 
b) are glossed as 'not only， but also; as well 
as' in English. The pattern in (18a) is 
il1ustrated as (19). 
(19) Bi aanijg angi-ijn-x-aa darg-aar 
1 this:A一CCclass-G-x-RFL chief-INS 
baraxgaj bagsh-i-d ch x，θ1-1ee. 
not only teacher-EP-D/L also 8ay-PST 
‘1 talked about this not only to the 
class leader but also to the teacher. ' 
The pattern in (18b) is illustrated by the 
example in (20). 
(20) Noos-iyg gadaadad garg~a-zh mashin 
wool-ACC export-CNC machine 
texnik-eer a1 baram b泣'xe1
equipment-INS not only complete 
aj1dver ch xuda1d-a-n av-ch b01-no. 
factory a180 buy-EP-CNC take-CNCcan-PRS 
‘By exporting the wool， (we) can buy not 
only machine equipment but a180 a complete 
factory. ' 
Why does the instrumental take part in word 
sequences representingくAddition>? To begin 
with， we need to examine the original meanings 
of baraxgaj and a1 baram following the instru-
menta1. 
The word baraxgaj is a negative non-past 
form of the verb bar- 'to finish; exhaust' ， 
which means ‘unfinished; inexhaustible' 
(21) id-e-zh bar-a-x (1 O) 
eat-EP-CNC finish-EP-NPS 
‘eat up (lit. finish eating)， 
(Lessing et al. 1960) 
In the inseparable sequence 01 baram the word 
01 is a negative particle preceding verbs and 
often builds idiomatic adjectival phra8es. 
(22) 01 bOt-e-x 
NEG be possible-EP-NPS 
‘impossible' (Lessing et al. 1960) 
舵latbaram means independently is unclear， 
al though Lessing et a1. (1960: 1006) gloss the 
entry of a1 baram as 'not restricted or 
confined' as well as 'not only， but a180' . The 
former meaning suggests the meaning of 
‘restricted area' for baram itself. 
2.4. Extension of <Abstract Accompaniment>: 
<Attribution> 
Further development of theくAbstractAccom-
paniment> sense results in the new basic sense 
<Attribution>， which is motivated by the inter-
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na1ization of the semantic property [accompa-
niment] into the instrumental 1andmark. The 
くAttribution>consists ofくObjectAttribution> 
くDistribution>andくReason>. Fol10wing this 
order， we wil1 discuss each of their detailed 
descriptions below. 
2.4. 1.くObjectAttribution> 
Mongolian has a sentence construction 
predicating whether the number or quantity of 
some object(s) is many/much or few/litt1e. The 
construction requires an instrumental form for 
the object(s) in question. 1ts schematic 
structure is represented in (23). 
(23) Nominative NP + 1nstrumental NP + 
[Topic] [Object] 
Adjective 
[Attributi veJ 
The adjecti ve that can occupy the posi tion of 
a predicate include the following: Ix 'many' 
bayan ‘rich' ; elbeg ‘abundant' ; dooren 
‘fu11' ; tsoδin 'few' ， xovor 'rare' 
(24) a. Ene uul an am J tn-aar 
this mountain game animal-1NS 
elbeg. 
abundant 
‘This mountain is abundant in game 
animals. ' 
、 • Ene xdndnIjn bel cher n J us-aar 
this wide-open pasture 3P water-1NS 
xovor. 
rare 
‘1n this wide-open pasture the water 
lS rare. 
The abundance/rarity of the number/quantity 
denoted by the predicate adjecti ves in (24a， b) 
is a11 attributed to the instrumental. This can 
be construed as an extension of theくAbstract
Accompaniment> sense of the instrumenta1 as 
argued for in section 2.3. 
2.4.2. くDistribution>
The quantifiers bOgd and tsδ以 whichboth 
signify ‘a11' in Eng1ish， often appear with 
the instrumental， and are necessarily followed 
by the reflexi ve-possessi ve suffixes. Wi th the 
use of the instrumenta1， the reflexi ve form of 
these quantifiers means ‘a11 together' . This 
is a re1ated usage of the accompaniment sense 
of the instrumental. 
(25) a. Manaj angi-ijn-xan bilgd-eer-ee neg 
our class-G-POSS a11-1NS-RFL one 
sajxan duur J Oz-sen. (1 1) 
good opera see-PF 
‘Our c1assmates a11 sawa good opera. ' 
、• Ts6m-66r-，δd 1 sajn baj-na. 
a11-INS-RFL just fine be-PRS 
'A11 (of us) are just fine. ' 
Why does the quantifier modifying a subject 
take the instrumenta1? The answer seems to be 
associated with the fact that the cardina1 
numera1s bearing the instrumental suffixes 
designate distribution in Mongo1ian. 
(2も)Bi ene devtr-Ijg tav tav-aar 
1 this notebook-ACC five five-1NS 
n J boo-loo. 
3P bind-PST 
‘1 bound these notebooks in every fifth 
one. 
The distributive numera1 imp1ies that some 
members extracted from a gi ven set are grouped 
together and then are distributed according to 
the fixed number. It is not unti1 the point when 
the group members are added up to invo1ve a11 
the members of the set that they reach the point 
of ‘a11' . 1n other words，‘a11' is just a 
specia1 case of the distributive numera1s. 
The instrumental distributive numerals 
suggest that the number of every group of 
members is distributed equa11y， whereas the 
instrumental 'a11' -type quantifiers signify 
that a11 the members are distributed in a 1ump 
sum. The distribution of set members can be con-
ceptualized as the association of the meaning 
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of a numera1 or quantifier with the meaning of 
the distributed topic of the sentence. This is 
a1so hand1ed as the independent1y attested 
sense of abstract accompaniment adequate1y. 
2.4.3. くReason>
The attachment of the instrumenta1 suffixes 
to bol-o一応 a non-past form of the verb bol-
‘to become; to occur' ， gives rise to a reason 
conjunction. Since the conjunction bol-x-oor 
‘because' is a frozen form， it has no varie-
ties such as a perfective form *bol-sn-oor. 
(27) Bat ene nom-iyg olon unsh-san bol-o-x-
Bat this book-ACC many read-PF become-EP-
oor naぬasiloo med-e-zh 
NPS-INS me:ABL more than know-EP-CNC 
baj-na. 
be-PRS 
‘Because Bat has read this book many times， 
(he) understands it more than me. ' 
The stem bol-of bol-o-x-oor originally means 
'to change from one state to another state' ， 
which imp1ies that the state after change is 
specified but the state before the change is 
kept unspecified. With the conjunction taking 
over this origina1 meaning， the reason c1ause 
as a who1e represents the state after the change， 
i.e. the rea1ization of an event whose ground 
is given in the reason c1ause. 
3. <REGION OF MOTION> 
We now turn to another set of links in the 
various parts of extension that resu1t in a 
comp1ex network of semantic re1ations from the 
prototypica1 instrumenta1. The first 1ink 
re1ates to the domain that we ca11 くSpatia1
Region of Motion>. The second， as its 
extensiona1 usage， re1ates to <Tempora1 Region 
of Motion>， which itse1f produces two more 
1inks，くNearFuture> andくPurpose>.
3. 1. <Spatia1 Region of ，Motion> 
This a1ways requires three cognitive 
concepts : SOURCE， PATH and ωiAL. The 
prototypica1 spatia1 motion contains a11 the 
concepts exhaustive1y: it finishes at the 
moment when an object starts from SOURCE，即ves
along PATH and arrives at GOAL. However， not a11 
of the concepts work together on any.cognitive 
scene. In order to confirm that， consider 
instrumental forms representing the くSpatial
Region of Motion> in terms of SOURCE， PATH and 
GOAL. 
3. 1. 1. <Path-foca1ized Motion> 
The instrumental embodies a path for change 
of 10cation. 
(28) a. Oj-d baj-g-aa zam-aar neg 
forest-D/L be-EP-IMPF road-INS one 
mor' -toj xOn yav-zh baJマ1a.
horse-CMT person go-CNC be-PRS 
‘A man mounted on a horse is going 
forward on the road in the forest. ' 
b. Hanaj ger-ijn xazhuu-g-aar eregtej 
our house-G near-INS male 
emegtej xoyor xUOXed dngdr-ldd. 
fema1e both chi1d pass by-PST 
‘Both a boy and a gir1 passed by our 
house. ' 
The road on which the man with the horse moves 
in (28a) and the space in which the boy and the 
gir 1 go from one p1ace to another in (28b) show 
up in the instrumental forms， respectively. 
The moving object may refer to purely 
subjective motion， like menta1 tracing， as 
gi ven in (29). 
(29) a. Galt tereg-nij tsonx-oor olon 
train-G window-INS many 
mal xar-a-gd-laa. 
catt1e see-EP-PSY-PST 
‘Many cattle were seen through the 
train' s window. ' 
b. Tdv ajmag xUr-e-x zam 
tδv province get to-EP-NPS road 
Bogt uul-iyn baruu-g-aar dngdr-d.δIg. 
Bogt mountain-G west-INS pass-HBT 
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‘The road leading to Tdv Province goes 
to along the west side of Mt. Bogt.' 
阪13tmoves in (29a) is only the eyes tracing 
along the instrumental NP， whereas in (29b) we 
have the whole of the path laid out conceptually 
against a background， reflecting the cognitive 
process of su蜘 aryscanning (Langacker 1987， 
Matsumoto 1996). 
3.1.2. <Location of Motion> 
The interpretation of the paths presented in 
the preceding section resu1ts from conceiving 
a location of motion to be a straight line. 
Extending the conceptualization to two-dimen-
sional space， the location of motion can be 
designated as a plane surface. 1n that case， the 
instrumental describes a place where an action 
is carried out， as indicated in (30a， b). 
(30) a. Nadtaj tsug gar-san nδ'xod， 
us:CMT together go out-PF friend:PL 
tsom 1 oj tajg-a訂 tar-laa.
a11 just forest taiga-1NS disperse-
PST 
‘All the friends who went out together 
wi th us dispersed in the taiga forest. ' 
、.1925 on-iy xavar nert erdemten 
year-G spring famous scholar 
Vladimirtsov Mongol-d ir-zh 
Vladimirtsov Mongo1ia-D/L come-CNC 
Xentij-n uuls-aar olon xonog 
Hentii-G mountain-1NS many stay 
ayal-zhee. 
trave1-PST 
‘1n the spring of 1925 Vladimirtsov， a 
famous scholar， came to Mongo1ia and 
spent many days traveling across the 
Hentii Mountains. ' 
3. 1. 3. くGoal-focalizedMotion> 
Focusing on GO此 of motion makes an 
instrumental NP represent a destination which 
a moving object is heading for. 
(31) a. Ter onoodor xot-oor yav-zh y，四
he today city-INS go-CNC thing 
Oz-e-x ge-zh baj-na. 
see-EP-NPS say-CNC be-PRS 
‘He' s going to the city for sight-
seeing today. ' 、，Bi onδocJ.δr delguOr-eer yav-aad ene 
1 today shop-1NS go-SPR this 
nom-i問。l-son.
book-ACC find-PF 
‘1 went to the shop and found this 
book today. ' 
The instrumenta1 NPs in (31a， b) explicit1y 
refer to their reaching destinations. 
3.2. Metaphorica1 Extension ofくSpatia1
Region of Motion> 
Many studies， such as Lakoff and Juhnson 
(1987)， Payne (1991)， Svorou(1993)， Traugott 
(1985) and Yamanashi (1995)， have indicated 
that spatia1 morphemes can metaphorically 
extend their usage to the domain of time. This 
is because time is conceptualized as a region 
projected by the perceivable reaches of space. 
The extension from concrete entities to 
abstract ones is a natural process of human 
cogni tion. 1n our case， we observe two patterns 
based on the extension of spatial usages to 
temporal ones. These can be characterized as 
くPath-focalized>usages and <Goal-foca1ized> 
usages. 
3.2. 1.くPath-foca1ized>Type:くTimePeriod> 
1f PATH is projected from the spatial region 
to the temporal region， the instrumental is 
conventionally construed as designation of the 
time period during which an action is 
performed. 
(32) Bi negdugeer ulirl-aar sajn dOu-tej 
1 the first semester-INS good result-CMT 
sur-san. 
study-PF 
‘1 studied through the first semester to 
get good results.' 
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As seen from (32)， temporal nouns and noun 
phrases are marked with the instrumenta1 and 
function to 10ca1ize the event of clauses wi thin 
a specific time period. The instrumenta1 NP in 
(32)， according1y， imp1ya certain span of time. 
3.2.2. くGoa1-oriented>type:くTempora1
Reference Point> 
If the speaker' s attention is focused on the 
endpoint of the conceived time period， the 
instrumenta1 specifies the くTemporalReference 
Point> sense at which an event occurs. It is 
paralle1 to the goa1-focalized spatia1 motion 
explained in section 3.1.3. Its meaning， in 
contrast to that of the instrumenta1 in (32)， 
implies no span of time at a11. 
。前 Xavr-iynshalgalt 5 dugaar sar-iyn 
spring-G examination the fifth month-G 
xori-d-oor exel-ne. 
twenty-D/L-INS begin-PRS 
‘The spring exam begins on the 20th of 
May. ' 
3.2.3. Extension ofくTempora1Region of 
Motion>:くNearFuture> 
As we discussed in sections 3.2.1 and 3.2.2， 
the metaphorical extension of the Mongo1ian 
instrumenta1 to the temporal domain reflects 
two construals of the instrumenta1， 
<Path-focalization> and くGoa1-foca1ization>，
respectively， and the くTemporalRegion of 
Motion> including these usages yie1ds the sense 
of <Near Future> in the cognitive1y motivated 
way called goal-orientation. 
The instrumental くNearFuture> expression has 
the following two structures. (12) 
(34) a. Verb stem-x-Instrumental + zavd-a-zh 
baj-
b. Verb stem-~1nstrumenta1 + bol-
腕latis common to both (34a) and (34b) is that 
the instrumenta1 suffix adheres to a nonpast 
verb. After the instrumental， the connective 
form of Z8Vd-'to be about to do something' is 
followed by the auxiliary baj- in (34a). 1n 
(34b) the instrumenta1 precedes bol-‘to 
become' . For the sake of convenience， let us 
call (34a)向上typeconstruction and， (34b) ， 
bol-type construction. 
There is a subt1e difference in meaning 
between the baj-type construction and the bol-
type construction. 
(35) Namajg ger-ees-ee gar-a-x-aar 
me:ACC house-ABL-RFL go out-EP-NPS-1NS 
z8vd-a-zh baj~tal dao 
be about to-EP-CNC be-TML younger 
maan lr-e-v. 
brother 1p1:P come-EP-PST 
‘腕len1 was about to leave my house， my 
younger brother came in. ' 
(36) Bi d冶δd(宝rmalchid-taj uulz-a-x-aar 
1 today shepherd:PL一CMTmeet-EP-NPS-
bol-loo. 
1NS become-PST 
‘1 was to meet the shepherds today. ' 
The 向上typesentence in (35) exhibits the 
image schema in which the agent has already 
gotten ready to carry out an action at the 
conceptual point of tempora1 reference where a 
second event occurred. From that point of view， 
it is a progressive future sentence direct1y 
connecting with the speech time. 
The bol-type sentence in (36) indicates that 
the agent arrives at the position where he/she 
proposes to carry out some action. The action 
itself certainly is in the domain of a future 
time because it is not realized yet， but 
necessary conditions for its realization have 
been prepared perfectly. That makes the bol-
type construction a perfective future 
sentence. 
The question is why the instrumental can 
designateくNearFuture>. The reason is that 
くNearFuture> instrumental establishes as a 
temporal goal the comp1ete rea1ization of an 
action within a future time domain and then 
draws the path of time up to the goal. The <Near 
Future> instrumenta1 ref1ects the path of time 
?
ょ
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?
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making an orientation towards the goal 
linguistically. 
3.2.4. Another Extension ofくTemporalRegion 
of Motion):くPurpose)
The instrumental refers to the purpose of an 
action. It has two variants， from the 
grammatical point of view. 1n the first， the 
instrumental suffix is added to a noun， in the 
second， i t isappended to a nonpast verb. (37a) 
is an example of the former， but (37b) is one 
of the latter. 
(37) a. 胎najsurguuli-ijn oyuutn-uud zhil 
our school-G student-PL year 
btlr gov' nutg-aa uszhuul-a-x 
every govi region-RFL irrigate-EP-NPS 
azhl-aar yav-dag. 
work-1NS go-HBT 
'The students of our school go for the 
work of irrigating the govi region 
every year. 
b. Ter oyuutan nom unsh-i-x-aar 
that student book read-EP-NPS-1NS 
nomiyn san-d och-zhee. 
library-D/L go-PST 
‘That student went to the library in 
order to read a book. ' 
1n purpose clauses， an action specified by an 
NP or a VP in the instrumental is a goal to head 
for. If the point in time when the action of a 
main verb occurs is set up as a temporal 
reference point， the action as a purposive 
target has yet to be accomplished. 
4. CONCLUSION 
1t is insufficient to recognize that multiple 
senses of the Mongolian instrumental are just 
considered as polysemous， individually 
assigned to entries in the lexicon. Rather， 
they constitute a unified semantic network 
using linkage entities motivated by cognitive 
concepts such as image schemata and metaphors. 
The senses of the instrumental are classified 
into the くMeans>group and theくRegionof 
Motion> group. The senses subsumed under each 
group are joined to one another by cognitive 
strategies and form a semantic network. 
What associates theくMeans>group with the 
くRegionof Motion> group? Putting i t into other 
words， what is common to the <Means> that refers 
to an instrument variously utilized in doing an 
act and the くRegionof Motion> that denotes a 
source， a path， a goal and a spatial region 
including them? 
One of the core semantic properties of 
くMeans>is [accompanimentJ. The landmark that 
plays a くMeans> role， accompanying the 
trajector as an agent very closely， takes part 
in the whole or part of the process of an action. 
On the other hand， the central semantic 
property of theくRegionof Motion> is [encom-
passiveness]. The trajector goes out of the 
landmark as a region， goes forward along it， 
goes into it or stays in it. TheくRegionof 
Motion> provides a scene where an action is 
carried out. 
1t seems that a connecting thread between 
[accompaniment] and [encompassiveness] is 
found in an image schema representing capaci ty 
enlargement. 1n order to be accompanied by the 
landmark， the trajector is ei ther smaller than， 
equal to， or a bit larger than it. As the 
landmark gets large up to the maximum point， i t 
finally wraps up the trajector. The senses 
belonging to theくMeans>group join with those 
belonging to theくRegionof Motion> group by 
picturing the image schema of the landmark 
capacity enlargement. 
The multiple senses of the instrumental 
constructs a single unified semantic network in 
which they are linked to one another by 
cognitive motivations. The reason why every 
native speaker is able to select and use a 
proper sense according to a context wi thout any 
confusion is that he/she has the semantic 
network in his/her mind. Since the network is 
a natural linkage system between senses based 
on cognitive functions， it is easy to shift from 
a basic prototypical sense to a marginal non-
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prototypical one. 
NOTES 
* 1 would like to thank A1'ie Ve1'hagen (Leiden 
Unive1'sity) and his two colleagues fo1' th居i1'
inva1uable co醐 ents.1 am a1so g1'ateful to two 
anonymous 1'efe1'ees fo1' giving me helpful 
suggestions. My thanks， finally， go to Richa1'd 
Goodal1， who patiently checked my English. 
E1'1'o1's and omissions a1'e solely my own. 
(1) Mongolian has a mo1'phophonological 1'u1e called 
a vowel ha1'mony. The inst1'umental， acco1'ding to 
i ts stem-final vowels， takes fou1' 
alternating suffixes， -aar~-eer~一oor~-öö・r. 1n 
this pape1' - aar is p1'esented as a 
1'ep1'esentative form. 
(2) The following abb1'eviations are used in the 
inte1'linea1' glosses: ABL:Ablative， ACC: 
Accusative， ASR:Asse1'tive， CMT:Comitative， 
CNC: Connective， CST: Causative， 
D/L: Dative-locative， DSR: Desirative， 
G:Genitive， GRP:G1'oup Ma1'ker， HBT:Habitual， 
IMPF:lmpe1'fective， INS: Inst1'umental， NEG: 
Negative Particle， NPS: Nonpast， OPT:Optative， 
PF:Pe1'fective， POSS: Possessive， PRS:Present， 
PST: Past， PSV: Passive， RFL: 
Reflexive-possessive， SPR: Sepa1'ative， TML: 
Te1'minative， TOP: Topic Ma1'ke1'， lsg: First 
Pe1'son Singula1'， 1pl: First Pe1'son Plural， 
1pl. P:Fi1'st Pe1'son Plural Possessive Pa1'ticle， 
3P:Thi1'd Pe1'son Possessive Particle 
(3) The consonant -g is inse1'ted betwe白na noun 
stem and a suffix when the stem ends wi th a long 
vowel or diphthong. 
(4) The sentenc巴 ist1'anslated as ‘By胃hatroad did 
you come?' in Street (1962: 218). But it is 
modified as (2b) because the ve1'b yav-prima1'il y 
means ‘to go' 
(5) Fo1' example， Poppe (1951: 64) mentions the 
following three senses fo1' the instrumental: i. 
Rep1'esentation of an inst1'ument ii. 
Rep1'esentation of a means of motion 
iii.Rep1'esentation of a mate1'ial 
(6) Refer to Hashimoto (1988) for a full 
description and explanation of Mongolian 
causees. 
(7) If the inst1'umental NP of (10a) is replaced by 
日 personNP， it produces a direct causee: 
i. Bi zhil1xene xOn-eer angli xel 
1 native person-INS English 
zaa-lga-san. 
teach-CST-PF 
‘1 had a native person teach English. ' 
It is日videntf1'om the fo11o官inginterrogative 
sentence that the instrul日日ntalfor the causee 
varies between an actor and an instrument: 
ii. Ta yama1' a1'g-aa1' angli xel zaa-lga-v? 
you what method-INS English tεach-CST-
PST 
‘By what method did you study English?' 
Whether the causee behaves as an inst1'um日nt-
like entity 01' as an acto1'-like one depends on 
its semantic feature of [animacy]. The 
indirect causee tends to be an [-animateJ NP 
holding its instrumentality. Refe1' to Kemme1' 
and Verhagen (1994: 129， 151n.23) and Cornel is 
(1997: 131) fo1' further detailed explanations 
of the similarity between instruments and 
cause巴srelating to animates and inanimates. 
1 am g1'ateful to A1'ie V日1'hagenfo1' these two 
publications. 
(8) On日ofVe1'hagen' s colleagues called my atten-
tion to the impo1'tance of [accompaniment] which 
plays a key ro1e in the extended usages of 
<Means>. 1 greatly appreciate his suggestion. 
(9) The noun-type ve1'b (臼djective ve1'b) consists of 
a ve1'b plus an aspectual suffix， including the 
habitual -dag， the perfective -san， the 
imperfective -a~ and the nonpast -λ二Itis 
common to a noun and an adject i ve in that i t can 
requi1'e case suffixes or modify nouns. 
(10)The connective conve1'bal suffix由 zhfunctions 
as an aspectual connector followed by an 
auxilia1'Y ve1'b. Fo1' example， the combination 
form -zh +向上 expresses an ongoing action 
or an incomplete action. 
(ll)The combining form of the genitive and the 
possessive suffix -xan has the meaning of 
‘p日ople01' things that belong to' . 
(12)Besides that， the following two s官ntence
patterns are appa1'ently added to the near future 
1'ep1'esentation: 
っ
?
?
?
?
?
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i. a. Verb stem-rlnstrumental + yav-zh + 
baj-
b. Verb stem-rlnstrumental + yav-a-x + 
bol-
ii.a. Odoo bi galt tereg-nij billet av-a-x 
now 1 train-G ticket buy-EP 
-aar yav-zh baj-na. 
-NPS-INS go-CNC be-PRS 
‘1 am going to buy a train ticket now. ' 
b. Xoyor xOOxed zhims tliO-x-eer 
two child berry collect-NPS-INS 
yav-a-x bol-zhee. 
go-EP-NPS become-PST 
‘The two children were planning to go to 
collect berries. ' 
However， as seen in the above sentences， i t is
yav-zh baj-and yav-a-x bol-that carry the 
meaning of くNearFuture>， whereas the 
instrumental verbs just express the meaning of 
<Purpose>. 
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モンゴル語の具格形
橋本邦彦*
概要
この論文の目的は、モンゴノレ語の具格形の複数の意味を再分類し、認知的な視点からそれ
らの意味の結びつきを動機付けているものを探求し、意味的なネットワ}クの存在を証明
することにある。既存の認知言語学研究の成果を考慮しながら、イメージ・スキーマ、メ
タファ一、トラジェクタ一、ランドマーク、ソース、パス、ゴ}ルのような概念的な装置
を用いて、具格形の意味の全体像を解明する。
キーワード;具格形、意味ネットワーク、拡張、動機付け
* 共通講座
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フレキシブルビームの曲げ振動に及ぼす
内部と外部減衰の分離評価
斉当建一*l，西田公至*2，渡遺久晃*3
Separate Estimation of External and Internal Damping Coefficients 
on Bending Vibration of Flexible Beams 
KerトichiSAITO， Kohshi NISHIDA and Hisa-aki W A T ANABE 
(原稿受付日 平成14年5月7日 論文受理日 平成14年 8月30日)
Abstract 
This paper deals with th巴 estimationmethod of internal and external damping coefficients of flexible 
beams made of stainless stel and phosphor bronze. In the equation of motion of the beam， it is assumed 
that the intemal damping forc巴isproportional to the strain rate in bending vibration of the beam and that 
the external damping force is proportional to the velocity of bending displacement and the area of the 
surface rectangular to the vel田 ityof the beam. The intemal and external damping coefficients are 
calculated by use of the solution of the equation of motion for transvers巴freevibration of the beam in 
consideration of above two damping effects and the wave-form of damp巴dvibration obtained 
experimentally. Th巴 approximationby the method of least squares is applied in order to determine 
precisely the env巳lop巴ofdamped vibration. As a result， the eft巴ctivenessof this method is confirmed. 
Keywords : Flexible b巴am，Free vibration， Internal damping coefficient， External damping coefficient 
1 緒言
近年，産業界において振動対策が課題となって
おり，その中でも構造材自体の制振効果を高める
研究が進められている.材料の制振特性を評価す
る方法は日本工業規格(以下JIS)(1)で規定されて
おり，この規格では，両端支持梁及び片持ち梁の
*1 機械システム工学科
キ2 室蘭工業大学名誉教授
い博士前期課程機械システム工学専攻2年
??? ??
?
曲げ振動に対する振動減衰特性の試験法を規定し
ている.しかし，材料の減衰特性を評価する場合，
試験片のみの減衰特性を評価しなければならない
が，実際には空気等の外部流体による減衰も加わ
るため，材料自体の正確な評価が困難である.JIS 
では外部流体の影響については一切規定されてお
らず，振動減衰に及ぼす外部流体の制振効果がど
の程度寄与しているのかを評価することが困難で
ある.
例えば，宇宙環境では，外部流体が存在しない
ため，流体による減衰効果を期待することができ
ない.従って，振動が発生した場合，地球上より
斉当建一，西田公至，渡透久晃
も持続時聞が長くなる.そのような環境の中で活
動するロボットアーム等は正確な位置決め制御が
困難になり，作業に支障をきたす恐れがある.
そこで本研究では，片持ち梁を自由振動させ，
振動波形より対数減衰率を算出し，材料固有の減
表(内部減衰)と外部流体による減表(外部減表)
を分離して評価する方法を検討する.
2 理論解析
2.1 片持ち梁の曲げ振動の運動方程式
Fig.lに長さ Iの片持ち梁について，固定端から
Xの位置における微小要素の力の釣り合いを示す.
ここで，幅 b，厚さ h，時刻 t，縦弾性係数E，断
面二次モーメント!，断面積A，密度ρ，外部減衰
係数 Cl> 内部減衰係数 C2とする.振動は梁の長さ
方向に直角なy方向に発生し，曲げ剛性E!は梁の
任意の断面について一様で、あり，梁には外力が作
用していないと仮定する.梁の曲げに対する弾性
と内部減衰にはフォークトモデルを適用する (1
ベルヌーイ・オイラーの仮定に基づき，外部・内部
減表を考慮した曲げ振動の運動方程式は以下のよ
うに導かれる.
d2y. dy. _ T d5y . T.'Td4y pA :< +Cjー +C2!一一τ+E/:~ = 0 (1) dt" . dt - ðtðx~ ðx~ 
ここで，境界条件は一端国定，他端自由の片持
ち梁とし，初期条件は自由端において，時刻 t=0 
で変位Y=Yo，速度δJ1at=oとする.このときの
式 (1)の一般解は次式となる.
、 ， ? ?? ? ????
?
??
? ?? ??， ， ， 、?
ば一一l二L+C2ω; 1 
4~ pA E ι} 
x俳句)sin(布石+やi) (2) 
ここで，
c(x，sJ とか，s;)=
sinhsJ .cos sJ -cosh sJ 'sin sJ 
(3) 
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y 
F(x，t) Fい+Ax，t) 
F i g.1 Forces acting on a beam element 
の，s;)= (co叫 J+ cos sJXsinhsix -sin siX) 
もーinhsJ+ sin sJ)(cosh siX一COSsiX)
(4) 
tan <1>， = ぷ戸IZ
~(主ード)
λi =~(主十~)
式(2)において叫は i次の固有角振動数であり，
ωi = f-!s; 
(5) 
(6) 
σ) 
ここで， βzは片持ち梁の振動数方程式 (8)の根
である式 (9)のβ;lから得られる(3)• 
l+cosh sJ 'cossJ = 0 
βil= 1.875， 4.694， 7.855， 
(i=1，2，3・・・)
(8) 
(9) 
式 (2)の各次数における振幅を比較すれば2次
の場合でも 1次モードの振幅に比べ約 1/200とな
るので 2次以降のモードを無視し， 1次モードの
みの式で近似すると次式を得る.
Y(X，t)誼 :Y;e-λ刈
ここで，Ylは次式で表される.
(10) 
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2.2 減衰係数の導出方法
対数減表率δは Fig.2に示すような減表曲線に
おいて，k番目とk+1番目の 2つの振動握幅の
極大値YicとYk+lを用いて次式で定義される.
o=lnA 
Yk+l 
(12) 
また，k番目の極大値における時刻を t=tk>周期
むとすると，以下のような関係が得られる.
Yk(X，tk)=li exp(ーλみ) (13) 
Yk+l (X，tk+J富町e却{-^l{tk +九月 (14) 
これらを式 (12)に代入し整理すると，
δ=λl乙 (15) 
式 (15)に式 (6)を代入すると，
δ=%(孟十f (16) 
式 (16)に式 (7)， (9)を代入すると，
6誼i(会+(竿)4長)乙 (17) 
y 
T d 
F i g.2 Damped vibration and envelope of peak 
values of the amplitude 
式 (17)より外部減衰係数 Cl，内部減表係数 C2
を算出するには，未知数が 2つであるから梁の長
さを 11，1'2と変イじさせ，連立方程式を Cl，C2につい
て解けば，次の2式を得る.
2pA (O1 ，4δ2 ，4) 
Cl=一一一一:-'1-一~'2 I 
-1 114 -1: t Td1 -1 Td2 -7. J (18) 
C内 2 pA 1141: (O，ム}ー=帽・E・E・-圃園・・・・・-圃・・・ーー ーー幽面ーー -，-ーー ---_-_， 
z 1.8754 1 1: -14 t乙1乙2J (19) 
2.3 実測値の減衰能
実測された振動波形から対数減衰率δを求める
場合，測定誤差や外乱等によりばらつきを生じる.
さらに，実在する材料の対数減表率δは時間経過
と共に変動がある.そこで，波形全体の特性を反
映した値とするために，実測した極大値の包絡線
を以下のような式で近似する.
y(x，t) = liexp(ーλd (20) 
ここで，実測した振動波形の極大値を最も良く
近似するんの決定には最小自乗法を適用する.
近似式から減衰に関する指数λ1を得ることに
よって，式 (15)， (18) ， (19)の関係から外部減
表係数 Cl>内部減表係数 C2を次のように求めるこ
とができる.
2pA (~ ，4 ~ ，4¥ 
q=→→Uλ114 -^121i) 11~ -1;、日&日， (21) 
cz=iτEUL(λ11 -1.12) 1.875~ 1 1;ーだ (22) 
3 実験装置及び実験方法
Fig.3に実験装置の概略を示す.本装置では，試
験片の一端を梁の幅及び厚さの溝をつけた金属ブ
ロックで挟み，ボルトで固定して片持ち梁とする.
梁の自由端にマイクロメータヘツ、ドと連動したス
トッパで初期変位を与え，電磁石で固定する.電
磁力を開放することでストッパが外れ，試験片を
自由振動させる.振動振幅はレーザ変位計を用い
? ?っ ??
?
斉当建一，西国公至， 1度遅久晃
Fig，3 Experimental setup 
Table.1 Dimensions and values of physical properties 
ofbeams 
Material Stainless steel Phosphor bronze 
Length 1 (mm) 130 140 150 160 170 
Width b (mm) 10 15 20 
Thickness h (mm) 1 
Densityρ(kg/m3) 7930 8800 
Young's modulus 
197 98 
E (GPa) 
て非接触で測定する.
Table.1に実験で使用する梁の寸法及び物性値を
示す.実験で使用する梁の材質には，ステンレス
鋼と燐青銅を用いる.また，梁の厚さ h=1mm，
幅b=10，15， 20mmの3種類を使用する.
内部及び外部減衰係数を算出するため，各幅の
梁について梁の長さ lを130，140，150，160，17臼nm
と変化させて減衰自由振動を測定し，互いに異な
る長さの全ての組み合わせから減衰係数を算出し，
それらの平均値を求める.ここで，梁の初期変位
は梁材料の弾性域を確実にするため，1mmとする.
4 実験結果及び考察
Fig.4に実測例として，ステンレス鋼(1=130皿，
b二10皿，h二1.0皿)の振動波形を示す.また，Fig. 5 
には振動波形の極大値を最小自乗法により式 (20)
で近似した包絡線を示す.図中には近似した包絡
線の Yl'λと相関係数 Ir Iを示す.
この近似で、はy>Oの極大値とy<Oの極小値の2
通りを示しているが，いずれも十分な近似を得て
いる.このようにして得られたλを用いて計算し
130 
( 、.戸田口岡，〆
去、
5 Z。民3 2
同。司
T刊L-002 
Tira t (の
Fig.4 Experimental example of damp巴dvibration 
(Stainless stel: 1=130mm， b=10mm， h=lmm) 
20入 YMAi;e=x0H35-42λ6  O 
S 宮5F 02 十回.999
ミ占0・4
五:Tdiλ。21  02 
ー0.4
Yλ1=05248 6 
十同.999。 2 4 6 8 10 
Tira t (ゆ
Fig.5 Env巴lop巴obtainedby approximation of damped vi-
bration (Stainless stel: 1=130mm， b=10mm， h=lmm) 
た外部減衰係数 Clと内部減表係数 C2をそれぞれ
Fig.6とFig.7に示す.
Fig.6より，いずれの材料も外部減衰係数 Clは
梁の幅 bが大きくなると共に増加する傾向を示し
ている.しかし，材料によって Clの増加傾向には
違いが見られる.これは材料の縦弾性係数 Eと密
度ρの差異によって固有角振動数が異なるため，
振動速度に違いが生じ，その結果，仮定している
速度比例型の外部減哀が厳密には成立しないこと
によるものと考えられる.
Fig.7より，内部減衰係数 C2は梁の幅による違
いは見られないが，燐青銅の方が大きな値を示す.
ここで減衰に寄与する外部減衰と内部減表の大
小関係について検討する.減表に関与する指数λ1
は式(17)より外部減衰に関わる指数λaと内部減
衰に関わるλbの和として次式で表される.
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フレキシブルピームの曲げ振動に及ぼす内部と外部減衰の分離評価
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Fig.6 External dampingむoefficient
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Fig.7 Internal damping ∞efficient 
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Fig.8 Comparison between external and internal 
damping effect 
λ1 =λa+λ (23) 
ここで，
A.ー=三L
“ 2pk λb =若(竿) (24) 
式 (24)から分かるようにλhは梁の長さ lに依
存する.そこで， Fig.8にλaとλbの効果に及ぼす
梁の長さ lの影響を示す.いずれの材料による梁
も，梁の長さ Iが大きくなると内部減衰の効果は
急速に減少する.さらに，減衰に占める外部減表
と内部減衰の効果は材料によって異なることが分
かる.
5 結言
梁の曲げ振動における内部減衰と外部減表の分
離評価の方法を提案し， 2種類の金属材料にこの
方法を適用して検討を行った結果，以下のことが
明らかにされた.
(1)外部減表係数 Clは梁の幅が大きくなると共に
比例的に増加する傾向を示す.
(2)内部減衰係数 C2は梁の帽によらず，材料によ
る差異が大きい.
(3)梁の長さが長くなると共に内部減表の効果は
急速に減少する.
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Thermoelectric Properties of Sm and Ce Based Filled 
Skutterudite Compounds 
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Filled skutterudites have been actively studied as potentially use向1thermoelectric 
materials. SmT4P12(T=Fe， Ru， Os) and La.:Ce1_xT4P12(T=Ru， Os) (0:: x:: 0.2) with the 
filed skutterudite骨pes加 .cturehave been prepared at high temperぽureand high 
pressure.百les回 .ctureof samples was characterized by powder X刊 ydi世action.The 
thermoelectric properties of these compounds have been investigated by means of 
electrical resistivity， Seebeck coefficient and thermal conductivity measurements. 
SmFe4P12 and SmOs4P12 behaved metallic down to 5K， while SmRU4P12 shows 
metal-insulation transition around 16K. SmFe4P12 showed significantly high values of 
Seebeck coefficient (46μV IK)， comparing to other metallic compounds at the tempera同胞
600K. La.:Ce1_xT4P12(T=Ru， Os) (0 : x三0.2)showed semiconducting behavior， and the 
power白.ctorwas optimized by doping 10% La in CeRu4P 12
Keywords: Skutterudite compounds， Seebeck coefficient， Power factor， Thermal 
conductivity. 
1. INTRODUCTION 
Thermoelectric effect in materials was discovered by 
Thomas Seebeck in 1823， when he noticed that a 
voltage drop occurs across a material with a 
temperaωre gradient (1) In 1950s doped 
semiconductors like bismuth telluride， lead telluride 
and bismuth-antimony alloys showed a much larger 
thermoele凶 ic(TE) e能ct也ano伽 rmaterials. Binary 
semiconductor Bi2 TI匂 showed the greatest 
thermoelectric eft云ctat room temperature (2) TE 
devices are not popular due to low efficiency and high 
cost. However， TE devices are used血 sp巴cialized
applications in which reliability is more加lpOrtaJ).tthan 
economy (1) Such as high-density IC cooler of 
computer， portable TE cooler， which can be powered 
企omcar ba抗ery.NASA's deep space probes use TE 
*Dep紅位lentof Electrical and Electronic Engineering 
**AIST Cen回 12，1・1-1Umezono， Tsukuba， Jap佃
generators as power soぽces (3) Semiconductor 
thermoelectric coolers 0能rseveral advantages over 
conventional systems. They are entirely solid-state 
devices， with no moving parts; this makes them rugged， 
reliable， and quiet. They use no ozone-depleting 
chlorofluorocarbons， potentially 0能ring a more 
environmentally responsible alternative '10 
conventional re企igeration.They can be extremely 
compact， comp紅'e to compressor-based systems. 
However， their ef百ciencyis lower than conventional 
re企igerators.TE materials are of interest for the power 
generation企omexhaust and engine heat of cars and 
waste heat仕omindus仕ies.百lemain drawback of TE 
devices is their law efficiency. The efficiency of TE 
device depends on TE material properties. The TE 
performance of a material is given by a dimension-less 
figure of merit ZT=S2T /Kρ， where S isthe Seebeck 
coe伍cient，T isthe absolute temperature， p iselectrical 
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resistivity and K is the 白 rma1 conductivity. 
Thermoelectric home re企igerators wou1d make 
economically competitive with traditiona1 compressor 
-based re企igerators，if the va1ue of ZT=3 of TE 
material could be fOW1d (2). At present the highest value 
of ZT in the bulk material is 1.8， atthe temperaωre of 
650K (4). 
Filled skutterudite compoW1ds釘ederived from出e
skutteruditeαys凶 struC加re(space group 1m3)組d
can be represented by the general formula MT ，0:12 
where “M" denotes one of the alkaline e紅白 orrare 
earth;“T" • denotes Fe， Ru or Os; and “X" pnicogen 
elements P， As， orSb (引の(η.In the crystal s位協知reof 
fil1ed skutterudite (Fig. li8)， the M atoms are located at 
(0， 0， 0)and (112， 112， 112)泊thecubic s加lC加re.百le
transition meta1s T which are located at (1/4， 114， 1/4)， 
are bOW1ded by six “X" atoms節也eirnearest 
neighbors in a form of slightly distorted octahedrons. 
Fi1ed skutterudite struc旬recan be obtained by :filling 
M atoms into the case like voids並bin釘yskt出回ldite
like CoAs3・ B泊町 skutterudite compoW1ds AX3 
(A=Co， Rh， Pd) possess high hole mobility組 dlarge 
Seebeck coefficient， but also have high thermal 
conductivity (K)， which can be expressed郡白esum of 
latice and elec位onicthermal conductivities (1(=J(L +1<'，). 
Highκis W1favorable for obtain泊ghigh ZT values. 
Fi1ed skutterudite compoW1ds have much lower 
thermal conducti吋ty due to additional phonon 
scattering by M atoms which ra枕leinside the large 
cages， cause reduce the κL parts助. In fact， :fil1ed 
skutterudites CeFe4Sb12 and Laσe，Co )4Sb12 showed 
high ZT values (ZT> 1)泊 thehigh tempera町田 (10)
百lermoelectricproperties of some phosphide including 
CeFe~12 have a1so been reported (11) CeT~12 
(T=Ru，Os) have showed high power factor in wide 
range of temperatures (12) . These previous resu1ts of 
Upper stage 
D 
700 ton press 
自l1edskutterudite compoW1ds motivated凶 to白地er
泊vestiga旬 CeT~12 (T=Ru， Os) by La doping，泊order
to op曲nizeTE prope此ies，because it is believed血at
Ladop阻:te能 ctcauses change in carrier concen凶.tion
組 dhybrid包ationbetween conduction electron佃 d
localized f electron. on the other hand， SmR~12 
shows semiconductor-like behavior at low 
tempera伽res(8) (13). It a1so motivated us to investigate 
Sm based :fil1ed skutterudite phosphide as a 
thermoelec仕icmaterials. In this paper we investigated 
doping e飾ctof La on CeT~12 (T=Ru， Os). We also 
S旬.diedthermoelectric prope此iesof meta1lic :fil1ed 
skutterudite compoW1ds SmT~12 (T=Fe， Ru Os). 
BCC 
Space group: 1m3 
M 轟 M:Rate制 h.
明.. alkall隅蝿巾
• T (Pe.Rゆ}
畿 X(p，As.ぬ}
Fig. 1. Crystal s飢lctureof:filled skutterudite MT4Xl2 
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Fig. 2. High temperature high pressure apparatus for sample preparation 
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Eミ
a=8.0764(3)A 
2.2 Characterization 
The samples were characterized by powder X-ray 
diffraction using CuKα1 radiation and silicon as a 
standard. X -ray di借actionpa抗emsof SmOs4PI2 and 
L<l(l.ICeO.90S4PI2 are shown in Fig. 3 and Fig. 4 
respectively. Both samples are predominantly in the 
filled skutterudite phase with a negligible amount of 
OsP 4 as a impurity phase. Lattice constants of some 
skutterudite compounds are listed in table 1. 
a=8.0689(2)A 
。
E1 
20 
Fig.4. 
10 
、 ? ? ? ?
? ?
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』???
?
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2. EXPERI島'IENT
2.1 Synthesis 
Filled Skutterudite compounds LaxCel_xT4PI2 
(T=Ru， Os) (0壬x:; 0.2) and SmT4PI2 (T=Fe， Ru， Os) 
have synthesized by high pressぽe，high temperature 
method， using a wedge勾pecubic anvil high-pressure 
apparatus (14) This apparatus has upper and lower 
stages consisting of three cubic anvil in each stage， 
slide on the wedges formed in the shallow V -shaped 
grooves (Fig. 2). 百lemovements of anvils are 
completely synchronized by血ewedge system. The 
anvils are fabricated企om加ngstencarbide， having a 
16x16mm2 top-square face. Cubic pyrophyllite 
(21x21x21 mm3) was used as a sample container. The 
sample assembling technique to prepare skutterudite 
phosphides is similar to that used for the synthesis of 
black phosphorus (15)_ Powders ofhigh purity， Ce，Sm， 
Fe， Ru， Os (99.9% respectively) and P (99.999%) wぽC
used as starting materials. The starting materials were 
mixed as stoichiometric amounts and sealed加 a
crucible， made ofBoron-nitride (BN). The BN crucible， 
which is fitted inside a graphite heater is placed into 
the cubic pyrophyllite container. This pyrophyllite is 
kept in the center of the anvils， and the pressure is 
applied gradually. After the pressure reached about 
4GPa， the temperature is increased to the desired value 
(1 OOO~ 12000C) in about 30min. Temperature is held 
for about 30 to 60 min. and then quenched to room 
temperature. 
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????
? ?
?
?
???
?
? ??
??
?? ????? ?
?
??
Heater 
Cu plate 
Refere!;lce s叙nples
Ao(mm").況。(mm)
向(W/mK)
UntloWns叙nple
A(mm~).H(絞un)
K(W/mK) 
AT (Temperature difference) 
Fig. 5. Schematic diagram of Thermal conductivity measurement 
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Fig. 6. Schematic diagram of Seebeck coefficient measurement 
2.3 Resistivity Measurement 
Resistivity was measured by using standard 
four-prove direct cぽrentmethod over a tempera旬re
r加 ge企om2to 300K. 
2.4 Thermal conductivity measurement 
Thermal conductivity is measured using a steady state 
comparative method in room temperature.The 
schematic diagram is shown in Fig. 5. In this method， 
the unknown sample， whose thermal conductivity is to 
be measured， issandwiched between two reference 
materials of known thermal conductivity. The 
tempera知regradients in the standards and unknown 
samples are measured with applying const佃 ltheat flux. 
The s制nplessizes are measured to calculate the 
thermal conductivity， isgiven by問削ion(1) 
_ H.Ao d.1i +幻3_ 
K=一一一一一一町 (1) 
HOA 2t{J主 υ
Where K W担Kis thermal conductivity， H mm is
the height and A mm2 is the area of the unknown 
sample， while "0， Ho and Ao are of reference samples. 
L1Tj， L1九andL1 T3 are temperaωre gradient between the 
samples. 100 Q metal film resistor was llsed as a heater. 
Heater cu町entswere set at 0， 20， 40 and 60mA. The 
temperature gradients were measured at a stable 
tempera伽restate of al the thermocouples. K 勿pe
t出he叩m官 o
? ?? ??
?
(5x5mm2) to measure the temperature. Heat conductive 
grease (1<=9.6 mW/cmK) was used to connect the Cu 
plates and samples. Quぽtzglass (1<=13.6 mW/cmK) of 
dimension 5x5mm2， was used as a standard samples. 
Chamber was vacuumed by turbo molecular pump at 
l.4x 10-6 Torr during the measurement. Thermal 
resistivity of heat conductive grease， heat leak from 
thermocouples and radiative losses are likely to cause 
err侃 Errorwas found :J:5%， while measuring quartz 
glass as an ur血10wnsample. Re-measurement showed 
less than 1 % erro主Whenthe size of unknown sample 
is very smaller th組 standardsamples， values of 
thermal resistivity appears less than actual values. 
These errors and losses were estimated and corrected 
for the data. 
2.5 Seebeck coefficient measurement 
Seebeck coefficient was measured by DC method. 
When a temperature difference is applied between肌10
ends of the material， a voltage Vo isproduce. The 
tempera加redi能 renced.T c佃 bemeasured by lUeans 
of thermocouples. The average thermoelectric power， 
which is a1so called Seebeck coefficient S as a function 
of average temperaωre difference d. T isgiven by 
S=VoId.T 
Schematic diagram of Seebeck coefficient 
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me部町ementis shown泊Fig.6. The sample was :fixed 
between the two stages with the support of heat 
加叫atedsample hold偲 Tempera加redi能renceis 
applied旬由e sample by the heater企omthe lower 
block at也etempera加regt泌ientof 2 K. Two 
thermocouple probes， which also push也etwodi能:rent
points of the sample，紅e 田edto measure也e
tempera細胞 difference and thぽmoelec凶cpower. 
Measuring unit is surrounded by low pressure He gas. .‘ a  
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Fig. 9. Seebeck coefficient versus temperature 
for La.Ce1-xRu4PI2 (x=O， 0.1， 0.2) 
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百lev釘iationof elec剖Calresistivity with旬mpぽature
of血eLぬCe1_xT4P12(T=Ru，Os) (O::;:x壬0.2)is plotted 
in Fig. 7佃 dFig. 8. All these compounds show 
semiconducting behavior. We reported白紙 CeOs4P12
shows low resistivity values， because of 1釘gec町 iぽ
mobility compare to CeRu4P12 (12). La dopant causes 
decrease加resistivitywith increase of La pe問en旬.gein 
CeR¥4PI2・Resistivtyof Lao.1CeO.~\4PI2 observed 10 
times lower than CeRu4P12 at room tempera知reand 16 
times at 125 K.百leshoulder has found in the 
resistivity拙 afunction oftemperature in CeRu4P12 at 
around 100 to 150 K and disappeぽedafter La dopping. 
However in c邸eof CeOs4P12， La doping efIect in 
electrical resistivity is negligible above 100 K. 
3.RESULTS 
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Fig. 10. Seebeck coefficient versus temperature 
for LaxCe1-xOs4Pl2 (x=O， 0.1， O.2) 
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Fig. 7. Resistivity versus temperature 
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Fig. 1. Power factor (S2/p) versus temperature 
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Fig. 8. Resi;tivity as a function of temperature 
for LaXCe1-XOs4PI2 (x=O， O.1， O.2) 
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The Seebeck coefficient of LaxC巴l-xRuJ>12 (0:; x:; 
0.2)田 afunction of tempera加reis shown in Fig. 9. 
High Seebeck coefficient (500μV IK ) of CeRli4P 12has 
been repo此.eddown to 200 K (12). In this study， Seebeck 
coe田cientwas measured down to 100 K. It is invented 
that， Seebeck coe伍cientof CeRu4P12 is positive down 
to 140 K， which indicate hole conductor. However 
below 140 K it changes to negative， which indicate 
ele耐 onconductor. The maximum peak (437μVIK ) 
was found at 180K. The variation of Seebeck 
coe町icientof LaxCe1.xOs4Pl2 (0:; x:; 0.2) is plotted in 
Fig. 10. CeOs4P12also shows high Seebeck coefficient 
(140μV IK ) over a wide tempera加rerange with the 
weak temperature dependence (12) High Seebeck 
coefficient was found above 450 K with 10% La 
dopant. The power factors of LaxCe1.x T J> 12 (T=Ru， Os) 
(0:; x:; 0.2) a印 shownin Fig.l1 and Fig. 12. Power 
factor values泊 CeRu4P12 increased with La dopant. 
Lao.1CeO.9RuJ>12 shows high power factor value in the 
order of 10・3m W IK over a wide tempera旬rer組 ge.
Variation of electrical resistivity and Seebeck 
coe伍cientof SmTJ>12 (T=Fe， Ru， Os) are plotted in 
Fig. 13， Fig. 14 and Fig. 15. All Sm based compounds 
show metallic behavior in contrast with the 
semiconduct泊g behavior of Ce based phosphide 
700 
? ???
?
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compounds. However， SmR14PI2 shows 
metal-insulator transition at 16K， which is in 
agreement with the previous report (12). High seebeck 
coe妊icientvalue (82μVIK) was observed at around 10 
K in SmR14PI2. Seebeck coefficient of SmFe4P12 and 
SmOs4P12 increase with temperature. Max並lUm
seebeck coefficient value (46μV IK) was found at 
around 700 K 泊 SmFe4P12，which is comparatively 
high in the metallic compounds. 
Thermal conductivity ofSm and Ce based compounds 
at room temperature are listed in Table 1. The thermal 
conductivities of some Ce based compounds at room 
temperature are in agreement with the previous study 
10，1)吋 Thethermal conductivity of SmFe4P12， SmRU4P12 
and SmOs4P12 is 75.5 mW/cmK， 63.7 mW/cmK and 
58.54 mW/cmK respectively. The calculated 
dimensionless thermoelectric figure of merit ZT values 
for the CeRu4P12ラCeOs4P12SmFe4P12， SmRu4P12 and 
SmOs4P12 are relatively low at room temperature of 
0.003， 0.02， 0.0006， 0.0001 and 0.001 respectivelぁ
These low values can be at仕ibutedto血吋 high
thermal conductivity. In order to increase their ZTs， 
reduction in both electrical resistivity and thermal 
conductivity should be carried out. In metals， like Sm 
based filled skutterudite compounds， the ratio of K!(F' 
constant (σ=l/p) and it is not possible ω 
simultaneously reduce one value and increase the other. 
In case of semiconductors， • however. doping process 
泊crease 加 conductivity and reduce thermal 
conductivity due to phonon scattering in disordered 
compounds， which can achieve high ZTs materials. We 
succeeded to凶provepower factor by La dopihg into 
the CeRu4PI2， which showed the possibilities of 
increasing the values of ZT of these filled skutterudite 
semiconductors. Measurements ofthermal conductivity 
for the LaxCe1-xT4Pl2 (T=Ru， Os) (x= 0.1 and 0.2) are 
planned in the very near fu知re.
4.SUMMARY 
LaxCe1-xT4P12 (T=Ru， Os) (0三区 0.2)組 dSmT4P12 
(T=Fe， Ru， Os) have been s戸lthesizedunder high 
press町.eand th吋 thermoelectricproperties have been 
measured. The room tempera加re properties of 
LaxCe1-xT4Pl2 (T=Ru， Os) (0三x三0.2)and SmT4PI2 
(T=Fe， Ru， Os) are listed in Table 1. LaxCe1_xT4P12 
(T=Ru， Os) (0:: x三0.2)are p-type semiconductors and 
have good thermoelec佐icproperties. Power factor was 
opt耐lIzed by 10% La doping in CeRu4PI2. Thermal 
Table 1 
Room temperature properties of some Sm and Ce based filled skutterudite compounds. 
Units CeRu4P12 Lao.l CeO.9R14P 12 Lao.2CeO.SR14P 12
Lattice constant A 8.0446 8.0478 8.0478 
Electrical resistivity mD.cm 71.9 7.7 12.2 
Se巴beckcoefficient ぃVIK 256 214 204 
百1ermalconductivity mW/cmK 107 
ZT 0.003 
Units CeOs~12材 Lao.l CeO.90s4P 12 Lao.2CeO.SOs4P 12 
Lattice cons旬nt A 8.0700 8.0689 8.0708 
Elec仕icalresistivity mD.cm 2.26 3.52 3.60 
Seebeck coe伍cient μVIK 147 120 97 
Thermal conductivity mW/cmK 105 
ZT 0.02 
Units SmFe4P12 SmR14P12 SmOS~12 
Lattice constant A 7.7986 8.0395 8.0764 
Electrical resistivity mD.cm 1.9 5.2 1.8 
Seebeckcoe悶cient μVIK 18 11 19 
Thermal conductivity mW/cmK 75.5 63.7 58.54 
ZT 0.0006 0.0001 0.001 
Units CeFe4P12* CeFe4Sb12* CeR14Sb12* 
Lattice const創1t A 7.7917 9.1350 9.2657 
Elec仕icalresistivity mD.cm 20.5 0.75 0.31 
Seebeck coe旺icient μVIK 58 59 31 
Thermal conductivity mW/cmK 140 14 42 
ZT 0.0003 0.1 0.022 
*Re王10) **Rer1) 
? ?
?
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conductivity decrease in the order of transition metal 
Fe， Ru， Os in Ce based phosphides and vise vursa in 
Ce based antimonides. SmT4P12 (T=Fe， Ru， Os) show 
metallic behavior and posses high Seebeck coefficient 
at high tempera加res.Therttlal conductivity decreases 
in the order of仕'ansitionmetals Fe， Ru， Os. It can be 
believed that， thermal conductivity of filled 
skutterudite compounds c組 bereduced by not only 
selecting a good rattler but also selecting a proper 
transition metal， which makes optimum size ofatomic 
cage for ra“ler. We found that， Os makes optimum size 
for phosphides and Fe for antimonides filled 
skutterudite compounds. 
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Sm系及びCe系充填スクッテルダイト化合物の熱電特性
ギリ ラム*、柳瀬考応*、関根ちひろ*、城谷一民*、山本淳粋，李虎哲**
概要
充填スクッテルダイト化合物は新熱電材料の候補として精力的に研究されている。この結晶構造を持つ化合物
SmT4PI2(T=Fe， Ru， Os)及びLaxCel-xT4P12(T=Ru， Os) (0金三0.2) を高温高圧合成法により作製した。粉末X線回折により結
晶構造の同定を行ない、電気抵抗率、ゼーベック係数及び熱伝導率を測定し、熱電特性を調べた。 SmRU4PI2は16Kで金
属一絶縁体転移を示すのに対し SmFe4PI2及びSmus4PI2は5Kまで金属的な振舞を示した。 SmFe4PI2は通常金属に比べて大き
なゼーベック係数の値(600Kで 46μV!K)を示した。 LaxCel_xT4PI2(T=Ru，Os)(0 壬 x :; 0.2) はすべての組成が半導
体的な性質を示した。 CeRu4PI2は10偽La置換により出力因子を最適化できた。
キ}ワ}ド:スクッテノレダイト化合物、ゼーベック係数、出力因子、熱伝導率
*電気電子工学科、材産業技術総合研究所
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ニューラルネットワークを用いたFBGセンサによる歪み計測
一誤差逆伝搬法によるシミュレーションー
粛藤大介*I，佐藤信也*l，今井正明*1 
Strain Measurement Using FBG Sensors by Neural Networks 
-Numerical Simulation by Back Propagation Method-
Daisuke SAITO， Shinya SA TO and Masaaki IMAI 
(原稿受付日 平成14年5月7日 論文受理日 平成14年8月30日)
Abstract 
Recently宅 avariety of sensors using optical tibers have been studied intensively since these 
sensors ofter a compact robust， light¥Veight and potentially 10¥V cost solution. ln this paper. ¥"e 
concentrate on strain sensors using fiber Bragg grating (FBG) because FBG sensors have proven 
to be useful for monitoring slruclural strains (elongation). However. most of the FBG sensors 
reported so far employ a spectrum anal)官 rlhat is usually expensive. We propose here a low C051 
FBG sensor utilizing artiticial neural networks that is used to learn the mapping relation bet¥¥'een 
strains and normalized transmission power spectrllm. Numerical simulation based on a back 
propagation method demonstrates that the FBG sensors with nellral networks are lIsefll for the 
measurements ofthe strain. 
Key¥Vords: Fiber Bragg grating ， Optical fiber sensors. Strain measurement ， Neural networks • 
NlImerical simulation 
1 はじめに
近年、光ファイパを各種センサに用いることが
盛んに研究され、光ファイバを用いたセンサデ、パ
イスが注目されている。光ファイパセンサデ、パイ
スは、従来の電子式センサと比較して耐電磁誘導
性、防爆性、耐腐食件に悟れ、小培、軽量である
等の多くの利点を持つ(1)(2)。
本研究では、 FiberBragg Grating (FBG)センサに
よる歪み計測について検討する。 FBGは、光ファ
イパを伝搬する特定波長の光を選択的に阻止ある
キl 電気電子工学科
いは反射する機能を有している。この特定波長(ブ
ラッグ反射波長)が外界の歪み，温度によりわずか
に変化する性質を利用して歪みや温度の計測を行
う(州)。従来の FBGセンサによる歪み計測では、
計測機器として光スベクトルアナライザや波長計
が必要である問。そこで、本研究で、はニューラルネ
ットワークの手法のひとつである誤差逆伝搬法を
用いることによってこれらの機鼎を必要とせず、
安価なパワーメータを使用した計測方法を提案し
(旬、数値シミュレーションを行うことによりその実
現性を検討する。
2 ファイパフキラッググレーティング(FBG)
?
?
? ??
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紫外光 紫外光
入射光
一一一令
‘一一一
反射光
屈折率変調周期 :A
グレーティング長 ;L
図l回折格子書き込みの方法
2本の紫外線でコアを照射
すると、光の干渉により屈
折率の高低が生じる。。は
照射角を示すO
FBGは、光ファイパに紫外光を照射することに
より図 lのように光の波長オーダーの周期的な屈
折率変調をファイパコア内に形成することにより
作製される問。代表的な作製方法として二光東干渉
法、位相マスク法が挙げられる。二光束干渉法は
照射角を制御することによって、任意の反射波長
のFBG争作製できる利点がある(図 l参閉)。一方、
位相マスク法は異なった反射波長のFBGを作るた
めにはその数だけの位相マスクが必要となるが、
位相格子のパターンがファイパ上に転写されるた
め、作製した FBG特性の再現性に優れているとい
う特徴がある。
FBGは図 lの構造によりファイパコアがブラッ
グ回折格子として機能する。したがって、式(1)で
示されるようなブラッグ波長と呼ばれる共振波長
近傍の光を反射する付)。
λs = 2n。八 、•. ，???
ここで、んはブラッグ波長、 1(/はグレーティング
部の平均コア朋折率、八は屈折率変調周期である。
また、 FBGの特定の波長における反射率 PIは次式
のように表される{7L
n K2 sinh2(sL) 
FJI = 勺ヲ フフ (2)
s" cosh" (sL ) + d" sinhぷ(sL)
πピ~11
K=一一 (3 ) 
λ 
142 
80 
?????? ???
?
8396829883083028304 
波長(nm)
図2FBGの反射スベクトル
???? 。
(4) 
S2 = K2 _δ2 (5) 
ここで、 Lはグレーティング長、 snは屈折率変化
量、 λは波長である。図 2にFBGの反射スベクト
ルの計算結果の一例を示す。また、この数値計算
結果は屈折率変化量.11を8.8x 10-5、平均コア屈折
率 1(/を1.45、グレーテイング長 Lを3.0mm、ブラ
ッグ波長んを 830.0nmと仮定して得られた。
FBGは、伸長歪みが加えられるとファイパコア
内に形成されている屈折率変調周期Aが変化する。
また、 FBGは温度変化を加えられるとグレーティ
ング部の平均コア屈折率川に変化が生じるο この
ため伸長歪みおよび温度変化により反射波長がシ
フトするという特性をもっている。
3 歪み計測法
本研究では、ブラッグ波長近傍の特定波長にお
ける反射率の変化を歪み量としてとらえる。その
ため、歪み量と反射率の関係について考察する。
FBGは外部からの張力により伸長すると、屈折
率変調周期Aが変化し、反射スペクトルがシフトす
る。このときのグレーティングの伸長量に対する
反射波長の変化を図 3に示す。また、図 3の中に
縦の点線で、示す特定波長(λ.=830.09nm)における反
射率の変化を図 4に示す。これらの図で、反射率
は式(2)~(5)を変形させた次式により計算したf610
PJI = 
K2sinh2[s(L+M)] 
S2 cosh2[s(L + dL)] +δ2 sinh2[s(L+ dL)] 
(6) 
誤差逆伝搬法によるシミュレーションニューラルネットワークを用いたFBGセンサによる歪み計測
実際に作製された FBGにおいて、これらの値を測
定して求めることは、温度変化や機械振動等のノ
イズのため反射特性が微妙に変化し正確な値が求
められない。そこで、反射率と伸長量の聞に存在
する未知関数をニューラルネットワークにより近
似し、反射率から伸長量の算出を行う (7)。
FBGは温度変化に対しても反射スベクトルが変
化する。温度により反射スベクトルが変化すると
FBGからの反射率が変化し、算出する歪み量に誤
差が生じる。よって、本手法では反射率から歪み
量を推定するため、温度補償が必要となる。この
方法としては、歪み計測用 FBGと同一特性をもっ
温度補償用 FBGを歪み計測用 FBGと並列に設け、
温度補償用 FBGからの反射パワーが一定となるよ
うに、測定波長を変化させる。これにより、温度
変化による反射率の変化を防ぎ、歪みによる反射
率の変化のみを測定できる州9)。
(7) 
(8) 
ここで.1Lはグレーテイング伸長量、.1Aは屈折率
変調周期の変化量を表す。また、数値計算で用い
たFBGパラメータは図2と同様のものを使用した。
図 4の結果より、特定波長における反射率はブ
ラッグ波長近傍の長波長側の極小点(図 3の A点)
から極大点(図 3の B点)まで単調増加している。こ
の単調増加区間において反射率から伸長量が一意
に定まることがわかる。この伸長量と反射率の関
係を単調増加関数とみなし、ニューラルネットワ
ークによって近似する。また、歪み量dま次式で与
えられる。
(9) 
Jrf:l.n 
1(=一一一
λ 
δ-2mofr 一
λA+f:l.A 
S2 = 1(2 _ 82 
ニューラルネットワーク4 
ニューラルネットワークとは生態の神経細胞(ニ
ューロン)を模擬した人工の素子を相lIJこ接続させ
て構成されるネットワークのことである(10)(11)。
ニューラルネットワークは神経細胞をモデル化
したニューロンモデルにより構成される。このニ
ューロンモデルを図 5に示す。ニューロンモデル
がN個の入力Xnを持っと仮定すると、その出力y
は各々の入力に対して結合重みvFnを乗じてその
総和sをとり、 sのシグモイド関数をとる。これは
次式のように書ける(11)。
(10) 
ここで、式(6)および式(10)よりL1Lを求めるために
はグレーティング部における平均コア屈折率向と
屈折率変化量L1nを与えなければならない。しかし、
80 
一一-L'.L=O.O(~lm
1--L'.L=0.3(μ111 
60r 
'o( 
%:+40 
1宗
出
20 
S = Ll1ll1XI1 、 ? ? ? ? ???? ?
、•••• 
?
、 ? ? ? ? ???????? ? ? ? 、??????」????，?
? ?、 ? ， ， ?? ??， ， ? ? ?，???????
点"_B
4 比
829.8 830 830.2 
波長(nl1)
グレーティングの伸長に対する反射率の変化
M 
&=一一一
L 
830.4 
(12) 
これらの式において、。は|謂値、αはゲ、インである。
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次に、誤差逆伝搬法の枠組みを図 6に示す。誤
差逆伝搬法はニューロンモデ、ルを複数値用いて構
成されるニューラルネットワークである。ネット
ワークの構造は図 7に示されるような階層構造で
あり、これは階層型ニューラルネットワークと呼
ばれる。それぞれの階層は、入力側から入力層、
中間層、出力層と呼ばれ、各層の出力は次式で表
される。
yjl)=xt (13) 
yf}=sigmoid(yjl)WIlt-Oj) (14) 
N 
Yk = Lw2川 2) ( 15) 
ここで、出力層からのネットワークの出力と教師
信号 I，{入力に対する出力の目標値)を誤差評価尺
度 Eで与えられる平均二乗誤差を用いて、その誤
差を評価する。
E=乞(1;-y;)2 (16) 
;=0 
最初は、初期値を適当に与えているので、出力値
と教師信号は一致しない。そこで、誤差評価関数E
が結合重みの関数であることから、勾配法の原理
を用いて誤差を修正する方向に結合重みを変化さ
せる。結合重みの修正量は誤差評価関数をそれぞ
れの結合重みで偏微分することにより求められる
本研究で用いたニューラルネットワークは、入
力層が 2個、出力層が l個のネットワークを想定
した。また、中間層は30個とした。このような選
択は、精度と計算時間の兼ね合いを考えに基づい
て、素子数を決定した。入力層には入力値として
FBGからの反射率を入力し、出力層からは出力値
として歪み量が出力されるようにした。
次に、誤差逆伝搬法によりニューラルネットワ
ークの学習を行うにあたり、学習過程の教師デー
タには数値計算により求めた FBGの反射率と伸長
量の聞に存在する関数(図4)を用いて学習を行った。
また、学習回数は 100000回を上限として行い、各
結合重みの初期値はすべてランダムに与えるもの
とした。
5 シミュレーションの方法
ニューラルネットワークを用いた FBGセンサに
入力 Xiから出力 Viを得る
入力に対する目標出力(教
師関数)1;から誤差評価関
数Eを求める
1 N E=IZ(t，-y，)2 
誤差評価関数が
大きい
誤差評価関数が
小さし、
誤差評価関数を
偏微分し
重み修正量を
決定
図6 誤差逆伝搬I去の枠組み
? ?
X yヲ
X， 
図7 階層型ニューラルネットワーク
よる歪み計測のための数値シミュレーションモデ
ルを図 8に示す。光源、は 830nm帯のレーザ、ダイオ
ーγ1を想定した。また、歪み計測用の FBGはブ
ラッグ波長の少しずれた FBGを直列に2本並べた。
これら、 FBGのパラメータはプラッグ波長 830.0nm、
830.2nmを仮定し、どちらの場合にも屈折率変化量
Llnが8.8x 10・5、平均コア屈折率的は 1.45、グレ
ーティング長Lは3.0mmとした。これらの値は F
BGの反射スペクトル特性を算山するために仮定
した。
光源から出射された光は分1皮比 1:1の光ファイ
パカブラ(3dB光ファイパカブラ)勺により分岐され
叶 .*2 用語の説明は本論文の最後にまとめてある。
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る。さらに、反射光を取り出すための 3dB光ファ
イパカブラを通り、歪み計測用 FBGと温度補償用
の FBGに入射される。それらの FBGからの反射
光および透過光を 4つのパワーメータにより測定
し、コンビュータに入力する。このコンビュータ
により光源(レーザダイオード)の温度を変化させ
て温度補償用 FBGからの反射パワーが一定になる
ように波長を制御して温度補償を行う。また、歪
み計測用 FBGと温度補償用 FBGからの反射率を
入力として、誤差逆伝搬法によりグレーテイング
伸長量を計算し、その値から歪み量を算出する。
今回のシミュレーションを行うにあたり、誤差
逆伝搬法により反射率とグレーティング伸長量の
間に存在する未知関数を近似した。また、教師デ
ータは、測定困難な値を一般的な値で仮定し FBG
の特性を数値計算することにより作成した。しか
しながら、実際の場合、教師データは使用する FBG
から実験により測定し作成することになる。実際
に使用する FBGのLlnとn()は未知数となるため、
ニューラルネットワークを用いて、これらの値を
含む未知関数を近似させる必要がある。
また、数値シミュレーションにおける温度補償
については次のように行った。即ち、温度変化量
から求められるブラッグ波長のシフト量をもとに、
光源波長の変化量を求めて補償している。また、
初期状態での温度は 20.00Cとした。
6 結果と考察
図8に示した数値シミュレーションモデルにおい
て、ニューラルネットワークを用いて歪み計測用
のFBGの反射率と伸長量の関係の聞に存在する未
知関数を近似させた。その結果から、歪み計測
の数値シミュレーションを行った。温度 20.00C一
定にして得られた結果を図 9、図 10に示す。図 9
から明らかなように、与えた歪み量εと反射率変化
から求めた歪み量のシミュレーション結果はほぼ
完全に一致している。次に、図 10では歪み量が時
間に対して図中に示す理想値のように変化してい
ると考えた。その時、与えた歪み量に対して数値
シミュレーション結果を計算値としてプロットし
た。この場合においても理想値と計算値がほぼ一
致している。しかし、図 10には示していないが、
初期状態(Osec近傍)で、シミュレーション結果が負
の歪み量方向に大きく振れることが観測された。
これについては後程考察する。
次に、図 Iに示すような温度変化を与えた場合
のシミュレーション結果を図 12に示す。温度変化
は時間的に変動する正弦関数として OOC-----400Cの
間で変化させた。図 12において誤差::!:1 !lm/mの範
囲で理想値に一致している。この結果から、温度
変化が加わった場合でも、それを補償し歪み測定
が可能であることがわかる。しかしながら、図 10、
図 12の結果から、シミュレーション開始直後に値
が大きく振れることが観測された。この理由とし
て、学習が十分になされていなかったこと、歪み
量がまだ小さいことから、十分な近似がなされて
いない状態で出力したためと考えられる。
歪み計測用FBG
光ファイバカブラ
50/50 温度補償用FBG
パワーメータ4 パワーメータ2
コンビュータ
図8数値シミュレーションモデル
? ????
薪藤大介，佐藤信也，今井正明
100 
? ?
? ? ?
? ? ? ? ?
50 100 
与えた歪み量(μmlm)
図9 歪みシミュレーション結果(温度20.00C一定)
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???? ? ??ュ ?
雪印
刷
1000 2000 3000 
時間 (sec)
4∞o 
図10 歪みシミュレーション結果(温度20.00C一定)
7 まとめ
ニューラルネットワークにより FBGの反射率と
伸長量の関係を学習させることにより、歪み計測
が可能になることを実証した。また、温度補償用
FBGを用いて反射率測定波長、つまり光源の波長
を制御することにより温度補償が可能であること
がわかった。この掘度補償により士I1lm/mの間で
歪み量を近似できた。しかし、今回のシミュレー
ションではレーザの波長の制御に対する応答時間、
安定性、その他の外乱等を考慮、していない。
今後の課題として、歪み計測範囲のダイナミッ
クレンジを拡大すること、この手法を用いた実験
を行うことが挙げられる。本手法では、反射スベ
クトル幅が広い FBGを使用することによってダイ
ナミックレンジを拡大することができる。本研究
室で、は半値幅 1nm以上のブラッグ反射波長スベク
トルを持つ FBGの作製が可能であり、これを使う
ことにより、ダイナミックレンジは今回のシミュ
レーションの約 10倍以上に拡大できる。
40 
? ?
?
? ? ?
10 
ob ω∞ 2∞o 30∞ 40∞ 
時間(sec)
図 1 FBGに与えた温度変化
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図 12 図 1の温度変化を与えた時の
シミュレーション結果
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用語説明
*1 レーザダイオード(LD);半導体レーザは、 p-n
接合への電流注入によって生じる反転分布を利用
してレーザ発振を行うものであり、注入電流を変
化させることにより容易にレーザ出力を変化させ
ることができる。 LDに流す電流を増加していくと
反転分布が大きくなり手IJ得(増幅の割合)が増大し
て、ある電流値で利得と損失(共振器内での吸収、
散乱等)がつり合う。この電流値をしきい値電流と
? ????
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いい、さらに電流を増すと利得が増大しレーザ発
振が起こる。 LDは温度変化によって結晶のエネル
ギー幅と屈折率が変わり、発振波長が変わる特性
をもっている。図 13 に実験の-(~J を示す。
波長 Eμmヨ
0.82鱒 -.- . ・.
• • 
• • 
. . • • 
. 
0.82841 
0.82低
唱
-・ • • 
. 
温度 [4 e 8] 
図 13 温度一波長特性
*2光ファイパカブラ:光ファイパカブラは図 14
のように 2本の光ファイパを並列に結合させ、光
が相互作用する結合部で分波したり合波したりで
きる光学素子である。論文の 3dB光ファイパカブ
ラとは光を分波する時の分岐比が 1: 1であるもの
をいう。つまり、ボート 1からの入射光のパワー
を!とするとポート 3、ポート 4には 0.5ずつに分
波し出射する素子であるコ 1010g(0.5)=-3dBになる
ことから、 3dBカブラの名前が付けられた。
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反応性RFイオンプレーテイング法による
BN皮膜の形成
佐藤忠夫*I，若柳俊一*2，渡遺孝幸*2，酒井彰*3
Preparation of BN Films by Reactive RF 
Ion Plating Method 
Tadao SATO， Shun-ichi W AKAY ANAGI 
Takayuki W A T ANEBE and Akira SAKAI 
(原稿受付日 平成14年5月7日 論文受理日 平成14年8月30日)
Abstract 
The sp人bondedBN thin films were prepared onto the silicon substrate by RF 
ion plating under the conditions of supplied RF power of 18・110_W， substrate 
bias potential of ・0.5kV，boron evaporation rate of 1.3 x 10叶 kg/(m.L.s)， vacuum 
chamber pressure of PN2+PAr=6.6 X 10・2Pa，and 21. 7cm distance between 
substrate and vapor soUrce. N/B atomic ratio of the film increased with 
increases in PN2 I(PN2+PAr) ratio and supplied RF power. The maximum ratio of 
the film obtained in this work was 0.95， when the film was _prepared under the 
condition of supplied RF power of 110 W and PN2 =6.6 x 10-"Pa. 
Key words : Boron Nitride Films， RF Ion Plating 
1 緒 言
近年，PVDや CVDによる窒化ホウ素(BN)
膜作成の試みが数多く報告されている。 (1)・(18)
しかし，現時点では得られる薄膜のほとんど
が立方品 BN(以下 c-BN)と六方品 BN(以下
h-BN)あるいはウルツ鉱型 BN(以下 w-BN)
の混相状態であり，基板との密着性も乏しく，
(19) 未だ実用的に有効な作成法は確立して
いない。高周波励起反応性イオンプレーティ
ング法はその装置構成は単純であり，金属窒
化物薄膜形成手段のーっとして用いられて
いるが，何故か BN膜の報告は見あたらない。
そこで，本研究では同法による BN皮膜の作
* 1 材料物性工学科
*2 材料物性専攻 大学院生
* 3 電気電子工学科
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成を試み，窒素ガス分圧，ホウ素蒸発速度，
高周波投入電力等の皮膜生成に影響を与え
る主要因子について検討した。ところで，
c-BNは超高硬度，高熱伝導等の特性を有し，
h-BNは耐熱性，耐食性，潤滑性，高電気絶
縁性を有している。本研究では溶融金属、溶
融フッ化物に対する耐熱・耐食を狙って
h-BNの形成を目指した。
2 実験方法
2. 1 装置
真空槽内部の構成図を Fig.lに示す。この
装置は，油回転ポンプ，油拡散ポンプ，偏向
型電子銃(最大 5kW) と水冷銅るつぼ (4
連，各容量 2.6X 10-6 m3)，基板加熱用ヒー
タ，基板バイアス電源(最大 -5kV)，高周
佐藤忠夫，若柳俊一， i度遺孝幸，酒井彰
波発振機 (13.56MHz，最大出力 500W)お
よびアンテナコイルから構成されている。ま
た，電離真空計，反応ガス流量を調整するガ
ス混合器が設置されている。なお，基板と蒸
発源開距離は 21.7cmと一定にした。
2. 2 基板および前処理
基板は，単結晶 Siウエハ((100)面，厚さ
0.725 mm， 70 mmX70 mm，片側のみ鏡面
研磨)を用い，蒸留水，アセトン中で超音波
洗沖を施した。また，皮膜形成に先立ち，一
度，真空槽内を 6.6X 10'3 Paまで排気後，ア
ルゴンガスによるイオンボンバード(アルゴ
ン分圧 2.6X 10'2 Pa，時間 20min， RF電力
20 W， DCバイアス電圧・0.5kV) による表
面洗浄を行った。
Fig. 1 Schematic diagram of the ion 
plating apparatus 
1: E.B. gun， 2: Crucible， 3: Shutter， 4: RF 
antenna， 5: Substrate， 6: Thermocouple， 
7: Heater， 8: Gas inlet 
2.3 ホウ素および窒素ガス
蒸発材には，結品質ホウ素(純度 99.5%， 
1 cm3以下の塊状)を使用した。ホウ素は真
空槽内圧力 6.6X 10'3 Paにて，電子ビーム加
熱溶融し，形状を整えて皮膜作成に供した。
反応物の窒素ガス(純度 99.9999%)と希釈
用のアルゴンガス(純度 99.9999%)は，流
量比を調整した後，蒸発源直上に設けたガス
導入管から基板に向けて流出させた。本研究
における真空槽内圧力は，電子ビームの安定
動作圧力限界値を目安にしてガス供給量を
調節しながら 6.6X 10'2 Paと一定にした。
2.4 電子ビーム出力
予備試験により 0.3kWではホウ素の溶融
および蒸着膜の形成が確認されず， 0.5 kW~ 
1.5 kWの電子ビーム出力範囲以内ではホウ
素の蒸発速度(るつぼ内のホウ素の減少量か
らの計算値)は1.3X 10'4 ~ 1.36 X 10'3 
kg/(m2.s)で、あった。本成膜装置では電子どー
ムの安定動作圧力限界値の関係上，真空槽内
圧力(窒素分圧)を高くできないため，ホウ
素の蒸発速度を抑制せざるを得なかった。イ
オンプレーティングなどの蒸着法により皮
膜を得る場合， 1O '4~ 10'1 kg/(m2. s)の範囲の
蒸発速度が必要 20)といわれていることを参
考に電子ビーム出力値を最低限の 0.5kWに
設定した。このときの，ホウ素の蒸着速度(蒸
発速度と蒸発源の有効蒸発角からの計算値)
は約 5X10'7 kg/(m2.s)で、あった。
2.5 バイアス電圧，高周波出力，成膜時間
基板バイアス電圧は-0.5Vとした(BNは絶
縁性物質であるので，チャージアップにより
原則的に負のバイアス電界の効果は期待で
きないとも考えられるが，高周波の交番電界
によりチャージアップが解消されることや
発生したプラズマにより基板表面の電子濃
度が高くなるため成膜が可能となると考え
られる)。高周波投入電力は 0~ 1l 0 W の聞で，
蒸着時間 2，3または 6時間とした。
2.6 基板温度
基板の加熱は特に行わなかったが，イオン
衝撃および蒸発源からの輯射熱により最大
で 1600Cまで基板温度の上昇が見られた。
2. 7 皮膜作成手順
1)基板の前処理→真空槽内を 6.6X 10回3Pa 
まで排気→反応ガス導入→ステンレス製コ
一 150-
反応性RFイオンプレーテイング法によるBN皮膜の形成
イル型アンテナから高周波放射(赤紫色の励
起発光色プラズマが真空槽内全域に広がる)。
2)基板に司0.5kVのバイアス電圧を印加(基
板付近にも負グローが発生)→真空槽内圧力
を 6.6X10~2Pa に設定。 3) ホウ素を電子ビ
ーム加熱溶融→蒸発源直上のシャッターを
開→成膜。 4真空槽内を室温まで冷却→アノレ
ゴンガス導入→大気圧に戻す。 5) 試料の取
り出し→皮膜の評価。
2.8 皮膜評価
生成皮膜に対し次の評価を行った。
1) フーリエ変換赤外分光分析による生成皮
膜の同定:基板は赤外域で透明な Siである
ので，透過法によって測定した。その際， Si 
基板のスベクトノレを同時に測定し，試料スベ
クトノレから引きさることにより 1050cm.1イ寸
近に現れる Si-Oによる吸収，その他を除外
した。
2) EPMAによる生成皮膜の定量分析:h-BN 
粉末試料 (99.5%)を標準試料として分析
値を検定した。
3) X線回折法による生成皮膜の同定
4) 走査電子顕微鏡による皮膜表面形態、の観
察 :BN皮膜は，本来，絶縁物質であるため
皮膜表面に対し電導性物質のコーティング
などの観察前処理が必要と思われたが，未処
理のものでも比較的明瞭な像が得る事がで
きたので本研究では特に観察前処理を行わ
ず，作成したままの皮膜表面について観察し
た。
3 結果と考察
3. 1 皮膜組成に及ぼす窒素分圧の影響
高周波投入電力を 90W， 6時間と一定にし
て，窒素分圧，実際には窒素混合比
(N2/(N2+Ar))を変化して皮膜作成を行った。
得られた皮膜のフーリエ変換赤外分光分析
結果を Fig.2に示す。すべてのスベクトル図
に共通して， 1360 cm.1付近(メインピーク)
および 760cm.1付近(サブピーク)に BNの
Sp2結合による吸収が認められた。(1360 
cm"l付近のピークが飽和しているが，これは
760 cm"l付近のピークを明確にするために
膜厚を厚くしたために起こったものであ
151 
る。)この Sp2結合は六方晶 (h-BN)，非品質
BN (a-BN) およびそれらの中間的構造であ
る乱層構造 BN(t-BN) においてとられる共
有結合様式であり，この図では， 1050'"'"' 1100 
cm"lに現れる Sp3結合による吸収(c-BN)は認
められなかった。
EPMAによる定量分析結果を Fig.3に示す。
分析値は 3測定個所の平均値である。得られ
pNzI(p陥+PAr)= 0.25 
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Fig. 2 FTIR spectra of the films prepared 
under various nitrogen pressure ratios" 
PN2+PAr=6.6 X 10-2pa， RF power = 90 W. 
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Fig. 4 XRD patterns of Si substrate and 
the film prepared at PN2 =6.6x 10・2Pa，RF 
power = 90 W. 
た皮膜中の N/B 原子比は 0.22~0.82 となり，
ホウ素が過剰であり，窒素混合比
(N2/(N2+Ar))の増加とともに N/B原子比が
1に近づくことが確認される。このことから，
本法による窒化ホウ素膜作成には十分な量
の窒素を供給する必要があることが推測さ
れるが， Fig.3の実験範囲では化学量論比を
満たした窒化ホウ素膜を得るには至らなか
った。
また，この状態の薄膜の XRDパターンを
Fig.4に示す。図の上段は，基板である Siの
パターンで，下段は窒素混合比1.0で作成し
た皮膜のパターンである。 2e = 230 と 420
付近にブロードなピークが認められる。これ
らの角度は BN，B， B25N等の回折ピーク位
置とは全く合わない。また， ~也の窒素混合比
で作成した皮膜も同様のパターンを示した。
ブロードなピークで， (hkl)面からの明確な回
折ピークが得られなかったことから，生成皮
膜は，六方晶の basalplainの積層に不整の
ある乱層構造 BNあるいは非品質 BNにホウ
素が過剰に混在する状態であると推定され
る。(乱層構造 BNおよび非品質 BNを以下
sp2-BNと表現する。)FT-IR分析， EPMA分
析の N/B比の結果と総合すると長範顕の結
晶秩序を持たない Sp2・BNであると推定でき
る。
なお、皮膜の厚さは特に系統的には測定し
なかったが，一例として，窒素混合比 0.5下
で作成した皮膜の場合は、 3~5μm(破面の
SEM像より推定)であった。また、赤外吸
収スベクトルに現れた干渉縞の間隔から，窒
- 152 -
素混合比 N2/(N2+Ar)= 1.0の条件下で作成し
た皮膜の厚さは窒素混合比 0.25で作成し
た皮膜の約l.4倍と推定され，窒素混合比の
増加とともに膜厚が厚くなる傾向が認めら
れた。
3.2 皮膜組成に及iます高周波電力の影響
窒素の反応性は低く，窒素雰囲気中でホウ
素蒸着を行っても窒素は膜中にほとんど取
り込まれないことは確認している。本法では
蒸着物質のイオン化を高周波プラズマによ
って行っているため，イオン化率は高周波投
入電力に依存するので，その影響について検
討した。高周波投入電力 18W および， 45W 
で作成した場合は皮膜形成時間を 3時間， 90 
W および 110W で作成した場合は 2時間と
した。
?
? ?
?
』??
??? ???， ?
?
????
?
??
?
2000 1800 1600 1400 1200 1000 800 600 
Wave Number / cm-t 
Fig. 5 FTIR spectra of the films prepared 
under various RF powers. 
PN2 =6.6 X lO'2Pa 
得られた皮膜の FT-IRスベクトルを Fig.5
に示す。すべてのスベクトル図に共通して，
BNの Sp2結合による吸収のみが得られ， Sp3 
結合による吸収(c-BN)は認められなかった。
また， EPMAによる定量分析の結果を Fig.6
に示す。この図から，皮膜の N/B原子比は高
周波電力値に対し直線的に増加することが
認められる。高周波電力値 110Wで作成した
皮膜では N/B原子比が 0.95となり化学量論
反応性RFイオンプレーテイング法によるBN皮膜の形成
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Fig. 6 Relationship between RF power 
and chemical composition determined by 
EPお1Afor the films shown in fig. 5. 
比 1に近い BNが形成されたが， 18"-'90 W 
の条件下で作成した皮膜は，よりホウ素過剰
な Sp2四BNであると推測される。ホウ素が過
剰な皮膜は，基本的に B-N結合を形成してい
るが，窒素分圧の不足により反応に関与する
Nの供給が十分ではなく，その結果，結合に
あずかれなかったホウ素原子が， B也結合を
とらざるを得なくなると考えられる。本研究
で得られた皮膜の分析の結果，すべてのスベ
クトル図において， Sp2・BNの特徴的なピー
クが現れた。他の報告例と比較するとメイン
ピーク，サプピークともに 20cm.1あまり低
波数側へずれている。この渡数のずれの原因
としては B-N原子間距離のずれによる振動
子聞の力の定数変化が推測される。この過剰
に含まれるボロン原子が B-N結合を分断す
ることで長範囲の結品秩序をもたない
Sp2・BNを形成していると考えられる。
高周波励起イオンプレーテイング法では
蒸発原子のイオン化率は小さく高々数%と
いわれているが， (21} 同法により TiN(22)や
CrN(23)の薄膜を高周波電力 100"-'600Wで作
成した例が多数報告されている。本装置にお
いても同様の手法で，高周波電力 20W で
CrNの成膜を行った場合は，クロムの青色の
励起発光色が確認されたが， BNの場合はホ
ウ素の励起発光色が確認されなかった。この
ことは， 20 W の電力でも Tiや Crのイオン
化には十分であったが B には有効でなかっ
たことを示している。これはチタン，クロム
の第 1イオン化ポテンシヤノレ(24)がそれぞれ，
6.82 eV， 6.764 eVであるのに対して，ホウ
素のそれが 8.296eVと高い値であることを
反映している。このことから，本研究の場合，
高周波電界印加の効果は窒素のイオン化が
主であると考えられる。高周波電力と生成皮
膜の組成の関係についてのさらなる検討が
必要であるが本装置においては 110W より
大の高周波電力を真空槽内に投入した場合，
放電プラズマが安定せず，これが限界であっ
た。一方では，高周波励起法による InN作成
(25)において，高周波出力を 100W で成膜を
行っており， 200W ではコイルのなどのスバ
ッタ現象が起とることが報告されており，生
成皮膜に対する高周波電力の検討には注意
が必要と思われる。
4 結言
1)窒素圧 6.6X 10.2 Pa，ホウ素蒸発速度1.3
x 10・4kg I (m2・S)，基板バイアス電圧 -0.5
kV，基抜"蒸発源開距離 21.7 cm，高周波電
力 110W (13.56 MHz)の条件下で作成した
高周波イオンプレーテイング BN皮膜は N/B
原子比が 0.95の Sp2・BNであった。 90W 以
下の条件で得られた皮膜はさらにホウ素過
剰な長範囲の結品秩序を持たない Sp2・BNで
あった。
2) 窒素分圧の低下につれて皮膜中の N/B原
子比も低下した。
3) 本装置では竃子ピーム出力，窒素分圧，
高周波電力の条件を選択することにより任
意の B/N(豆0.95)組成の BN膜の作成は可
能であった。
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